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偽フィアンセは次期社長!?










秘密の時間




　三月最後の土曜日。冷たい風が吹き、思わず赤いポンチョのフードをかぶり直す。肌寒いけれど、緑が目立ち始めた公園で開かれているマルシェに、こうして出店しているだけでワクワクしてしまう。

　トレードマークとなっている赤いニットのポンチョのおかげで、私はお客さんから〝赤ずきんちゃん〟なんて呼ばれている。そして、『はぁい』と笑顔で振り向く時、ちんちくりんな平常モードではなく、キラキラ輝く別の自分になれる気がしているんだ。

　私は、糸いと島しま仁ひと美み、二十八歳。

　周りはひとりふたりと結婚していき、気がつけば友達は七対三の割合で既婚者が多くなっていた。もちろん私は〝三〟の少数派に在籍中で、抜け出す予定も全くないわけだけど。

　平常モードの私は、ＯＬとして、冗談みたいにセンスのない藤色の地味な制服に身を包み、冗談みたいにつまらない事務作業をこなしている。

　身長は、百五十一センチあるかないかなのに、人にはささやかな見栄を張って百五十二センチと言っている。体重も平均的で、これといった特徴がないのが悩みといえば悩みかな。

　顔もごくごく普通で、びっくりするほど個性的でもなく、声を大にして言えるような美人でもない。小さめの身長同様、そこら辺でうろうろしていたら、きっと人混みに紛れて見失うような、よくも悪くも一般的な作りだ。でも、身長も顔も嘆いたところで今更どうにもならないので、諦めモードで生きている。

　ミディアムロングの少し明るめに染めた茶色い髪は、背が高く見えるんじゃないかという下心から、週末はいつもてっぺんでお団子を作る。今日みたいにポンチョをかぶる日や、仕事に行く時はハーフアップにすることが多いけれど。

　そんな日々に彩りを添えてくれる私の趣味が、美お味いしいものを食べることと、かわいい雑貨を集めること。そして、消しゴムはんこを作ってマルシェに出店すること。

　私にとって、〝赤ずきんちゃん〟でいられる時間はとても大切で、とっておきの宝物なのだ。

　朝の九時から始まったマルシェは、お昼近くになった今、沢山のお客さんで賑わいを見せている。

　二メートル四方の小さなブースが、百二十個出ている今回のマルシェ。その人混みでも目立つよう、フラッグガーランドをつけたり、旗を立てたりしているところもある。

　けれど、私のブースは布をかけた長いテーブルを通路側にひとつ出し、その上に商品を陳列しているだけ。あとは、『赤ずきんの店』という、なんともチープな手作り看板がひとつ。

　こんなに沢山のブースがある中で、『あ、いたいた。赤ずきんちゃんのお店探してたんだー』などと、リピーターのお客さんに言われるととっても嬉しい。時期にもよるけれど、平均して月に一回出す程度のペースなのに、そんなふうに目当てにしてもらえることは本当にありがたいと思う。

　会社ではただの地味なＯＬの私だけど、『赤ずきんちゃん』と呼ばれると、ここが私の本当にいるべき場所のような気がしてしまう。

　誰かが私を探してくれて、誰かが私の作品を喜んで使ってくれる。それって凄いことだと思うんだ。

　だから目印に……ってほどでもないけど、私はいつも赤いニットのポンチョをかぶっている。今となっては、夏場はちゃんとサマーニットのものを用意するくらい、手放せないアイテムになった。

「この図柄は人気で、今日の分はこれで最後なんです」

　ひとつの消しゴムはんこを、女子高生らしきお客さんと見つめながら会話を進める。

「えー迷うー、いくらですか？」

　ただの趣味なのだから、本当はお金を請求するのもおこがましいとは思いつつ、遠慮がちに値段を口にする。

「二百円です……」

「安っ！　じゃあ、これ、ください」

　お客さんは目を見開いて驚いたあと、ニッコリ笑って即決してくれた。

　眠っているひつじのデザインの消しゴムはんこを、茶色いワックスペーパーで作った小さい袋に入れ、笑顔で「ありがとうございます」と言って手渡す。

　……かわいがってもらうのよ、ひつじちゃん。

　そんなことを思いながらお客さんを見送ると、私はしゃがみ込んでダンボールの中の消しゴムはんこの在庫を確認する。

　えぇと、ニコちゃん、レインボー、クローバー……ミニサイズのほうは、キノコと、数字と……あぁ、適当に入れたからごちゃごちゃになってる。

「ねえ、ちょっと。さっき凄い人いたの、見た？」

　頭の遥か上のほうから、那な由ゆ子この声が降り注ぎ、それにつられるように彼女を仰ぎ見ながら答える。

「え？　凄い人って？」

　一緒にブースを出している元同僚の那由子が、すらりと長い手足をばたつかせた。そして〝正統派美人〟と評するのにふさわしい、整った顔を紅潮させながら小さく叫ぶ。

「超ーイケメン」

「えぇ？　このマルシェに？」

　まさか、と思いつつ、野次馬根性で立ち上がる。

　それでも、「そうなの」と言う那由子の声はまだ少し遠い。

　百六十八センチの長身にヒールの高いブーツを履き、更にうんと背伸びして遠くを見つめているから、私との身長差は凄いことになっているのだ。猫っ毛の私からしたら羨うらやましくて仕方のない、真っ黒でさらさらのストレートロングの髪を腰の辺りで揺らしながら、遠くを見つめ続けている。

　私はポンチョが正しい位置にくるように両手でクイクイと直して、那由子の隣に並んだ。

　私達が出店しているマルシェには、無農薬野菜や手作り雑貨、焼きたてパンなどのブースがある。マルシェの正確な定義はわからないけれど、東京でも緑が多いのどかなこの辺りでは、〝豪華なフリーマーケットのオシャレ版〟を、そう呼んでいる気がする。

　元々、私と那由子はお客さんとしてマルシェに参加していた。

　けれど、学生時代からアクセサリー作りをちょこちょこやっていた那由子が、結婚を機に本格的に始め『一緒にマルシェに出店しようよ』と誘ってきたのだ。

　私は最初、『那由子と違ってなにもできないし』と、思いきり断った。けれど、『前作ってくれた消しゴムはんこがあるじゃん!!』と、私ですら忘れかけていた昔の趣味を持ち出され、断る理由がなくなってしまい、あれよあれよという間にふたりでやることになったのだ。

　そんな気乗りしないスタートだったのに、私の作品を目の前で誰かが気に入ってくれることや、興味を持ってくれることがたまらなく嬉しくなってしまった。それ以来、行ける範囲にある三ヶ所のマルシェ会場を、今月はこの公園、来月はあの広場……といった感じでぐるぐると回っている。

　そのため、仕事が終わると作品を作ったり、週末にいろんなマルシェに参加したり、材料を買いに行ったりするのが私のライフワークになりつつある。那由子に付き合う、というスタンスのはずが、いつの間にか自分がどっぷりハマッていたのだ。

　親友の那由子は、元は私と同じ『耀よう光こうホイール』の社員だった。

〝ホイール〟という名前の通り、タイヤのホイールなどの金属製品を取り扱っている会社で、その他の製品も車の部品などが主なため、取引先は自動車関係が多い。一般の人の目には触れないものがほとんどなので、友達に説明をする時はざっくりと『タイヤのホイールとかを作っている会社の事務』と言っている。

　北は北海道から、南は沖縄まで全国展開しており、海外支社もシンガポール、中国、アメリカ……と広げつつある、割と勢いのある会社だ。

　私と那由子は同期入社で、東京本社に配属された者同士、すぐに仲良くなった。

　社員総数千名弱、そのうち、同期入社は例年に比べ少ない十五名、更に本社配属はたった五人という倍率の中で、那由子ほど仲良くなれる子が見つかったのはラッキーだったと思う。

　総合職の人は自社工場などの関係で結構な僻へき地ちへの異動や海外勤務の可能性もあるため、『社内恋愛はやめておく』といつも言っていた那由子。その宣言通り、全く違う業種の会社に勤める隼はや人と君と、三年前に結婚した。

　しばらくは働き続けると言っていたのだけど……去年、那由子は会社を辞めた。不妊治療のために。

　まだ若いのに不妊治療をしなければならないという事実は、私にとって凄くショックだった。結婚をしても、当たり前のように子供ができて家族が増えるなんて保証はどこにもないのだ。

　いつもニコニコ笑っていて、明るくて、旦だん那な様の隼人君と仲良しの那由子は、私には決して悲しい顔を見せない。

　不妊治療はつらいと聞く。那由子もきっと沢山悩んで、泣いてきたんだよね。私は、これからもそんな那由子を親友として支えて……。

「ちょ、ちょ、見て。ほら、仁美っ！」

　誇張でもなんでもなく、那由子がバシバシと言葉通りの音を響かせて、全力で私の肩を叩たたく。

　不意に走った肩への激痛と、那由子の勢いで我に返った瞬間、私の親友への熱い気持ちと決意は、ぶつりと途切れた。

　思わず那由子をジトッと睨にらみながら、口を尖とがらせて文句を言ってしまう。

「超絶痛いんですけど……」

　けれどそんな私などお構いなしに、那由子は興奮したまま楽しそうに一点を見つめている。

「ほら、見て。あれ、あの人！」

　あまりにも那由子が必死に言うので、私は正面に向けられている彼女の視線を追ってみた。

　……うん、確かに。うんうんうん、確かに！

　そこにいたのは、混み合うマルシェのお客さん達より頭ひとつ分大きい申し分のないイケメン。仕事中なのか、かっちりしたスーツの上から、重苦しくないネイビーのロングコートを羽織っている。

　明るすぎない上品な茶髪がほどよく耳の上辺りまで流れ、その整った顔と相まって、爽さわやかさと清潔感を醸かもし出している。『整った』なんて言うのは簡単だけど、すっと通った鼻筋や涼しげな目元に、見とれてしまう。

　うわぁ、もう、純粋にかっこいい。背も随分高いみたい……百八十センチはありそう。私よりいくらか年上っぽく見えるな。三十代前半ってところ？

　気になるのは、硬い表情をしていることくらいで、あとは完璧。こういうところに来る人は大抵みんな笑っているのに、なんであんなに浮かない顔をしているんだろう。折角のイケメンがもったいないな。三月の陽光を浴びて、あの人の周りがキラキラしているのに。あ、それともイケメンだから輝いて見えるのかな？

「……あー、ダメだわ」

　ぽつりと呟つぶやく那由子の低い声が耳に入り、慌ててイケメンの品定めをやめて彼女のほうを向く。

「ん？　なに？」

「ダメダメ、女連れよぉ。当たり前か、あんなイケメン」

　綺き麗れいに整えられた眉毛を漫画のように八の字にし、わざとらしいくらい悲しそうな表情を作った那由子が、わかりやすく肩を落とす。

「もー。那由子のイケメンセンサー、感度落ちないね。隼人君に言うよっ！」

　隼人君のことが大好きなくせに、那由子のイケメンに対するアンテナは、常にばりばりなところがまた、かわいい。

「違うわよー、私はね、仁美に名実共に素晴らしいイケメンを見つけてあげたいの！」

　同い年なのに、まるでいくつも年上のお姉さんのような口ぶりで、妙にキリッとした顔をしながら私に向かって言い放つ。

「『名実共に』ってどういうことよ……」

　私の呟きを受けた那由子が、悪い顔をしてふざける。

「詳細は、こんなお日様の出ているうちはとてもとても……」

　私達がもう一度視線をイケメンに向けて話し込んでいると、ブースにお客さんがやってきたので、慌てて気持ちを接客モードに切り替える。

「いらっしゃいませー」

　マルシェが始まる前に『あまったら私に売って』と言っておいたけど、那由子の作るアクセサリーは今日も完売しそうな勢い。

　さっきまでのふざけ顔から一転して、那由子はお客さんに、丁寧に作品の説明をする。ずっと立っているというのに、疲れも見せず、すっと背筋を伸ばしたその姿は神々しいほど。

　那由子がお客さんの相手をしていて暇なので、なんとなく辺りを見回す。

　……さっきのイケメンさん、どんな彼女を連れているんだろう。というか、彼女とデート中ならますます、もっとにこやかにしていればいいのに。

　でも、ここ数年彼氏どころか気になる人すらいない、マルシェの参加だけが趣味の私……人のことをとやかく言ってる場合じゃないよね。

　ふと気がつくと、目の前に、ハッと目を引くような美人さんがいた。

　パーツのひとつひとつが派手だなぁ。ぐるんぐるんの巻き髪もなかなかの迫力。まぁ、一番の迫力は、その髪の毛でも、まつげエクステばりばりの目でもなくて、必要以上に強調されてる大きな胸だと思うけど。

　そんなことを考えていると突然、迫力系美人さんに尋ねられた。

「そのブレスレットって、作ったやつですか？」

〝その〟とは私が手首につけているもののことらしい。確かに、自分の作品を宣伝も兼ねて身につけている作家さんは結構いる。

「あ、これは……この、友達の作品です」

　慌てて、隣で接客中の那由子を邪魔にならないように、そっと指し示す。

「へぇ、そうなんだぁ。わぁ、いろいろある」

　美人さんは、その大きな目を少し細めて、説明中の那由子の様子を見たあと、テーブルの上の作品達を覗のぞき込もうとした。

　けれど、狭いスペースで、別のお客さんがテーブルを挟んで那由子と話しているため、そのふたりの丁度あいだに並んでいるアクセサリーがよく見られないよう。

　そんな美人さんに私は声をかけた。

「……なにかお取りしましょうか？」

　私と那由子はひとつのブースの中にそれぞれの作品を置き、各自で販売している。でも、こういう状況の時は、どちらの作品だとか関係なく接客をするのだ。

「えぇとね、じゃあその……石のやつ、それ」

　パーツごとの主張が激しい顔とは打って変わった、白くてほっそりとした指で、気になったアイテムを差す。その指には、高そうな宝石のついた指輪がはめられていて、キラキラと光っていた。

　美人さんがご所望しているとおぼしきブレスレットは、配色違いで二パターンあったので、両方ともその綺麗な手にそっと乗せる。それらはエッフェル塔や小鳥など、どことなくフレンチっぽいパーツと天然石を組み合わせたかわいいもの。

「ねぇ、どっちが似合う!?」

　美人さんは両手にグリーン系とピンク系のふたつのブレスレットをひとつずつ持ち、後ろを振り返った。……けれど、そこには誰もいない。

「え？　ちょっと、ねぇ、ねぇってば！」

　焦あせりながら遠くに向かって声を張り上げる美人さんのそのボリュームと目線から、相手は随分遠くに行ってしまっているようだ。なんとなく彼女の視線の先を追うと、さっきのイケメンが、ロングコートのポケットに手を突っ込んで、気け怠だるそうにこちらに向かって歩いてきていた。

　顔のパーツが整っていると、その物憂げな雰囲気にすら妙な色気を感じちゃう……。それにしても、こんな美人な彼女を前に、なんだってこんなに不機嫌そうなんだろう。この美人さんも、なかなか気が強そうだし。あ、イケメンや美人さんは愛想を振り撒まかなくてもいいからか。

「ねー、よく見てよ。どっちが私に似合う？」

　美人さんは、そんな彼の態度に慣れているのか、気にならないのか、全く臆する様子を見せずにブレスレットを自分の顔の辺りで振る。

「……もう、どっちでもいいって……」

　美人さんのテンションとはまるで違い、彼女の手元を見ているのかいないのか、興味なさそうに低く呟く。

　なんかそれって、聞いていて悲しい。そんなことを言われたら、この美人さんだって、ブレスレットを一生懸命作った那由子だって、きっと嫌だ。

「……ちゃんと選んであげてください」

　それまで美人さんの手元の辺りを適当に泳いでいたイケメンの視線が、私を捉える。

「あ？」

　冷たく響いたイケメンの声で我に返る。

　ヤバい。私、今、邪悪なトーンで心の声を飛び出させちゃった気がする。相手はお客さんなのに。ヤバい。ヤバい。ヤバーいっ!!

「いえ、あの……」

　焦って意味もなく両手を握ったり開いたりする、かなり挙動不審な私を、美人さんもキョトンとしながら見ている。

　あーんもう、どうしよう。

「えーっと、これ、友達が、作ったんです。きっと、つけた人の幸せを、願って」

　なんとかカラカラに渇いた喉のどから声を絞り出し、イケメンの困惑した顔を見つめながら必死で説明する。

　超しどろもどろ。大丈夫？　私。

「いくら？」

　イケメンが、口を開く。さっきの『あ？』よりは、優しいトーンだけど、それでも随分恐ろしく感じた。

　恐怖で固まりながらも、やっと接客の終わった那由子を捕まえる。

「ね、あの天然石のブレスレットいくらだっけ？」

「え？　ああ、はーい、ひとつ八百円ですっ！」

　瞬時に私ではなくイケメンに微ほほ笑えむさすがの那由子。その場に合った表情や声色を使いわける調子のよさに、今はただただ感謝します。

「じゃあ、これ」

　イケメンは、千円札を二枚私に渡すと、歩きだしてしまう。

　その背中と呆あっ気けに取られる私を交互に見た美人さんは『いつものことなんです、ごめんなさいね』とでも言いたげな笑みを浮かべて肩をすくめる。そして、ちょこっとお辞じ儀ぎをして「やっぱり私、両方似合っちゃうよね？」と言うと、イケメンのあとを追っていこうと背中を向けた。

　……って、あ!!

「すみません、お釣り！」

　わたわたとお金の入った箱を開けながら、出せる限りの大きな声を慌てて振り絞ると、私の声に反応したイケメンがブースから少し離れた辺りで振り向いて言う。

「迷惑料」

　……めめめ迷惑料？

　私の困惑をよそに雑踏に向かっていくイケメンと、両手にブレスレットを持ってまた彼を追いかける美人さん。

　お客さんの中には、たまに『お釣りは取っておきな』と言ってくれる優しい人もいる。だけど、今回のこれはなんだか受け取れないと思った私は、気がつくと自分のブースに置いてあるダンボール箱にがさがさと手を入れていた。

　そして「ちょっと離れる！」と、驚いた顔の那由子に言い残し、イケメンと美人さんのあとを追って雑踏に飛び込んだ。

　そこまではよかったけれど、辺りはさっきよりも人が増えていて、正直追いかけている方向が合っているのかすら自信がない。

　やみくもに人混みのあいだを走り回り、ちょっと道の広いところに出ると、さすが人より頭ひとつ分大きいだけのことはあり、さっきのイケメンらしき人を発見した。

「あのっ……!!」

　駆け寄って呼び止めると、イケメンは振り返って目を丸くする。

「こ、これ……はぁ」

　久しぶりのダッシュで息を切らしながら右手を差し出す。

「……は？　なに？」

〝困惑〟〝迷惑〟〝なんだお前〟って感情を、隠すことなく顔面に貼りつけて私を見下ろすイケメン。

　そんなイケメンの手に四百円と、消しゴムはんこを押しつけた。

「おつ、お釣りと……おまけです」

「だからいいってのに……おまけ？」

　呼吸を整えながら、落ち着いて対峙してみると、イケメンの大きさに少し怯む。でも、ちゃんと謝らなくちゃいけない。

「私、さっき、嫌な思いさせちゃって……余計な口出しして、すみませんでした」

　走って乱れたポンチョを両手で直しながら、頭を深く下げる。

「あー。……あれ、違うよ。頭上げて」

「あ、あの、さっきの方にも……」

　美人さんにも謝ろうと、きょろきょろ周りを探すけれど、近くに彼女の姿は見当たらない。

「あいつなら全く気にしてないから大丈夫。今もまた、ふらふらどこか物色してるし。それにこっちこそごめんな。あれは君にじゃなくて、あいつにイライラしてて」

　謝罪を口にしたあと、綺麗な形の唇くちびるがほんのり弧を描いた。

　笑って、いるのかな？　イケメンの表情が、さっきより大分柔らかいような気がして、ドキッと胸が高鳴る。

「かっ……こ……」

「は？」

　ぎゃーっ！　私、心の声、漏も・れ・す・ぎっ！

　もう少しで、本人に向かって『かっこいい』とか言っちゃうところだった。

「な、なんでもないですっ!!」

　ひとりでジタバタ焦って、無駄に両手を振って『なんでもありません』を体現してみたりして、一体なにをやっているんだろう。

　心のお口にチャックですよ、チャック。

「その、はんこ。おすすめです」

　なんとかこのドタバタムードを払拭したくて、話を変えてみる。

「おすすめ……？」

「ニコちゃんマークと、クローバーのモチーフをひとつにまとめてみたんです」

　イケメンはまじまじと角度を変えて消しゴムはんこを見つめる。

　ああ……そんなにじっと見るのはやめていただきたい。所詮、ただの素人しろうとの作品ですので……。

「ニコニコしていたらきっと幸せが訪れる、という思いを込めました」

　不思議そうにはんこを見つめ続けていた彼は私に視線を移すと、無邪気に質問を投げかけてくる。

「これ、君が作ったの？」

「はい、はんこにしたいモチーフを消しゴムに写し取って、削って……意外と簡単なんですよ、楽しいです。あ、私、そろそろ戻らなくちゃいけないんで」

　さすがにそろそろブースに戻らないと、那由子になにを言われるかわかったもんじゃない、と思った私は話を終わらせ、俯きながら一歩後ろに下がってみる。

「……ありがとう、赤ずきんちゃん」

　最初に比べると随分優しい声音に驚いて、チラリと見てみると、イケメンは目を細め柔らかく笑っていた。

　見知らぬイケメンにそんなふうに微笑まれ、ちょっと照れてしまった私は思わずもう一度下を向く。そして、「……いえ。こちらこそ」とだけ言い、くるっと踵きびすを返して歩きだした。

　あんなイケメンは、消しゴムはんこなんて使わないかぁ。

　会社で、回覧する資料にニコちゃんマークのはんこを押すイケメンを想像して、「ぷぷぷっ」と笑ってしまった。




　できる限り急いでブースに戻ると、なにか言いたげにニヤニヤした那由子が、私を待ち構えていた。

「いやー、仁美も成長しましたねぇ」

「……な、なにが？」

　またしても、小走りしたことで乱れた呼吸を整えながら聞いてみれば、那由子はとんでもないことを言いだす。

「好みのイケメンを走って追いかけるなんて……お母さん、嬉しい!!」

　ちょ……!!　誤解も誤解、甚はなはだしい。

「お釣りを渡し忘れたから、届けてきたの！」

　慌てた私の返しに、那由子は「なぁんだ」とかわいく首をすくめた。

「色気がないったら……まぁ、そんなことだろうとは思ったけど。そのあいだにパンダとクマのはんこ、売れたよー」

　……相変わらず切り替え早いな。深く追及されても、なにも出てこないから、このさっぱり感は本当にありがたいけど。




　夕方四時にはふたりでブースの片づけを始めて、五時には会場をあとにした。

　那由子とは家の方向が違うから、現地集合、現地解散。

　今回のマルシェも終わっちゃったな、となんとなく寂しい気持ちになりながら、私は那由子と交替で店番をし、他のブースを回って得た戦利品を抱え、家へと急いだ。

　好きなイラストレーターさんのポストカード、いつも美味しい焼き菓子屋さんの豆乳チョコクッキーとドライトマトのマフィン、ひと目惚れしたガラス細工のまちばりセット、無農薬のキャベツとグリーンピース。

　出店料を差し引けば、売り上げなんて微々たるものだけど、お金のためにやっているわけではない。これは、私の趣味であり生き甲が斐いであり、かけがえのないものなのだ。

　駅からそんなに近くもない徒歩十五分の道のりをてくてくと歩いていけば、築二十年の見慣れた質素なアパートの部屋にたどり着く。

　四階建てで、夏は暑くて冬は寒いこのアパートの三階の端っこが、私の住すみ処か。派手さもないごく普通の家だけど、就職してからずっと住み続けているので、それなりに愛着がある。

　そんな我が家に帰ると、早速キャベツとグリーンピースを使ってパスタを作り、簡単な夕食を済ませた。お風呂を出てから、太っちゃう……と思いつつ、炭酸水と共に戦利品の豆乳チョコクッキーをひとつだけかじる。

　そんな幸せ気分のまま、眠る前に次回のマルシェで売る消しゴムはんこの元になるイラストを描く。

　私が上司なら、『そのやる気と情熱を仕事に回せ！』って怒るわね。でも、仕方ない。私にとって仕事は、生活費を得るための単なる手段であって、マルシェに参加することが、人生の些さ細さいな喜びなんだもの。

　……さて、次はちょっと期間があいて来月になるから、桜の花は必須ね。あとは、なんのモチーフのはんこを作ろうか……。

　こうやってデザインを考えることも楽しくて、ぐるぐると思いを巡らせていると、ふと昼間のことを思い出す。

　怖い顔でブスッとしていた、イケメンの顔が出てきて、着火している黒々と丸い爆弾のイラストを描いた。

　……でも、『ありがとう、赤ずきんちゃん』なんて言いながら笑っていた別れ際の顔は、きゅんきゅんしちゃうくらい、かっこよかったな。いつもあんなふうに笑っていればいいのに。折角美人の彼女がいるのにもったいない。

　私は結婚するならいつもニコニコしてる優しい人がいいな。私のことも、子供のことも丸ごと愛して大事にしてくれるような。

　そんなことを考えながら今度は、煙突のついた三角屋根の家のイラストを描く。こんな家に住んでいるのは、きっととても幸せな家族、と妄想しながら。

　やり始めると、ついつい没頭してしまう悪い癖が出て、そのあともなんだかんだとはんこに使えそうなイラストを描き続けてしまった。さすがに疲れて、彫るところまではできず、描き上げたものをまとめてもう寝ることにする。

　いつも季節を先取りしてはんこを作るせいか、少し未来に思いを馳はせることが多い。

　桜が咲く頃には、いい出会いがあるかな？とか、スイカが美味しい頃には、なにか新しいことが始まるかな？とか。

　穏やかで、優しくて、適度に満ち足りている今のこの生活に、特に不満はない。趣味に費やす時間がある限り。

　壁にかかった、トレードマークの赤いポンチョをチラッと見ながら、そんなことを考えて眠りについた。










シンガポール王子襲来




　楽しいマルシェから数日過ぎて、四月になり、新年度に切り替わった。学生の時ほどではないけれど、年度が変わると、なんとなく気持ちも切り替わる感じがして、私は結構好き。

　就業時間前の現在、じわじわと社員が出勤し始め、デスクに着いたりお茶を淹いれたりしている。耀光ホイールの本社は、そんなに新しくはないけれど、メンテナンスの行き届いた二十五階建てのビルの二十階と二十一階のフロアを丸ごと借りる形で入っている。そこから見渡せるオフィス街の景色はなかなかのもの。

　……まぁ、のんびり眺めるような余裕は、気持ち的にも時間的にもあまりないけれど。

　それでも、入社して以来私がずっと所属している総務部は穏やかなほうで、企画部のようなエリート集団でもなければ、営業部のようなバタバタ、ギラギラした雰囲気もない。

　仕事が生き甲斐ではない私には、このくらいの雰囲気が丁度いいと思っている。

　自分のデスクに座り「うぅーん」と身体を伸ばしていると、通路を挟んだ斜め後ろの席から、声がかかる。

「聞きました？　シンガポール王子の話！」

　振り返る前から、声のトーンで誰だかわかってしまう。

　そんなことよりも〝シンガポール王子〟ってなによ……。

　とりあえず、不信感を隠さずに声のするほうに身体を捻ひねる。

「……聞いてないけど、聞く前から胡う散さんくさい……」

　職場の後輩の月る菜なちゃんが、席を立ってキャピキャピしながらやってきた。

　月菜ちゃんは、私の五歳下の二十三歳で、本当に〝キャピキャピ〟という表現がしっくりくるちょっと派手な見た目の子。

　だけど、〝派手〟といっても肩の下辺りまで伸ばした髪の毛が社内で断トツ明るい色味だとか、ネイルが大抵の職場ではアウトな強気のデコ仕様ということではない。ひとつひとつは大したことがないけれど、顔がかわいらしいこともあって、入社当初からよくも悪くも社内で目立っている存在なのだ。

　これで見た目に反して仕事が凄いできる、とかだと一目置かれるのだろうけど、予想を裏切らない力の抜け具合……でも憎めない、不思議な子だ。

『私、がっつりキラキラネーム世代なんです。そしてゆとり世代。ヤバくないですか？　あはは』と、しょっちゅう言っている、自称イケメンハンターの月菜ちゃん。

　街中はもちろん社内でもイケメンを探し出して「キャーキャー」と言うことで、その日のエネルギーを補ほ填てんしているとしか思えない行動を繰り返している。そして、それだけ奔ほん放ぽうに振る舞っておきながら、しっかり本命の彼氏がいるというのが、なんとも今時の子らしい。

「シンガポール王子、本当に知らないんですか!?」

　月菜ちゃんは、グロスでつやっつやの唇をパカーッと最大限に開いて、ムンクの叫びさながらに両手を頬ほおに当て、大おお袈げ裟さすぎるくらい驚きまくっている。

「いや、完全に初耳。なんなのそれ……シンガポール王子ぃ？」

　リアルムンク状態の月菜ちゃんのテンションについていけず、彼女を見上げたままパソコンの電源を入れた時、ふと思い出す。

　そういえば、異動の通達が来た時、シンガポール支社から本社に来る人がなんだかんだ……って聞いたかも。でも、ハナから興味がないから、全く覚えていないんだよね。

「なに、シンガポール人が来るの？　富豪なの？」

　とりあえず、名簿にそんな陽気な名前はなかったな……と考えつつ、〝シンガポール王子〟という単語から連想されることを適当に言ってみる。

「ちっがいますよぉー」

　両方の頬に当てていた手を一気に下ろし、大袈裟に肩をすくめながら首を左右に振る月菜ちゃん。ここがアメリカなら、確実に『オー、ノー』と音声がつきそうなオーバーリアクションだ。そのうえ、ちょっと鼻で笑っちゃってるしね。

　仮にも職場の先輩である私に、そんな全身全霊でバカにしたような態度取っていいのだろうか……まぁ、いいけどね。

　それにしても、月菜ちゃんが着ると、藤色のダサい制服もかわいらしく見えるから不思議だな。若さゆえ？　だとしたら若いって凄い！

　そんな観察モードの私などお構いなしに、月菜ちゃんは話を続ける。

「松まつ田だ課長ですよ！　六年前、もうダメだと言われていたシンガポール支社及び東南アジアの工場をほとんどひとりの力で建て直し、軌道に乗せたという……そしてそして、その功績はもう将来を約束するに値する、ってことで、エリートコースのトップですよ。もう出世が約束されてるんですから！」

　その目はキラキラと輝いていて、まるで夢物語をなぞっているような、うっとりした顔をしている。

「でもさー、浜はま崎さき部長だって『アジアエリアの開拓に、僕はもの凄く貢献した』とかいつも威張ってるじゃない？」

　私の言葉に、月菜ちゃんが怒りを露あらわにする。

「ちょっ……あんな、ハゲ崎部長と一緒にしないでくださいよぉ!!」

　……ハゲ崎。

　どうやら、月菜ちゃんのスイッチを入れてしまったようで、その熱弁は止まるどころか勢いを増してしまい、私にはもう見守ることしかできない。

「その功績もさることながら、イケメン!!　ポイントは松田課長のイケメン具合です！」

　私も人のこと言えないけど、月菜ちゃんもその情熱をちょっとは仕事に向けたらいいのに……。

「もうね、芸能人の誰に似てるとか、そういう次元じゃないんです！　フェロモンむんむんで、背も高くて、顔は本当に整っていて……近づいたら絶対いい匂いしますよ!!　ていうか、近寄ったら妊娠しますね、フェロモンが濃くて」

　もはや月菜ちゃんの独壇場。朝からこんなに興奮して大丈夫なのかしら、と思うほど喋しゃべり倒し、つるつるの頬はチークなのか血行がよくなっているのか、驚くほどピンク色になっている。

　そもそもフェロモンだの妊娠だの、いくら始業前で人が少ないとはいえ、職場で声を張らないでいただきたい。私は先輩としてなにか言うべきなんだろうか。

　そんな、平常運転の月菜ちゃんを諭さとすよりもまず、疑問に思ったことをぶつけてみる。

「月菜ちゃん、どこかでその人に会ったの？」

「会ってませんよぉ。同期の子に社員証の画像転送してもらったんです！」

　……なにをやっているんだか。

　なかなか乗ってこない私が面白くないのか、月菜ちゃんはぶつぶつと小さな声で、ひとり言とも取れるような不満を口にしている。

「ハゲ崎なんかじゃなくて、そんな人を毎日拝めるなら、私絶対に事務処理速度が倍になるのになぁ……」

　拝まなくても余力あるなら頑張んなさいよ、と思いつつ、パソコンが立ち上がったことを確認した。

　私達の会社は、それなりの規模なので、毎週朝礼などはしない。だけど年に数回、今日のような年度始めなどの節目の時には、役職者はもちろん、手が空あいている本社内の平社員までこぞって召集され、社長の話を聞く。

「その松田課長、社長の遠縁らしくて、次期社長候補っていう噂まであるんですよぉ」

　月菜ちゃんはまだイケメン談義を続けるけれど、私はなるべく〝忙しいんで朝礼には出れません！〟感を出すために、パソコンに向かう。

　よし、午後に回そうと思っていたデータ入力、済ませちゃおう。ただでさえ、仕事はテキパキこなせるほうじゃないし。

「あ、丁度よかったー、糸島君」

　人が折角出している〝忙しいんで〟オーラを丸無視して、件くだんの浜崎部長がえらくご機嫌に声をかけてくる。

「おはようございます」

　なるべく、〝忙しいんで〟オーラを消さないよう、目だけをチラリと部長のほうに向けて挨あい拶さつしてみる。

「うん、おはよう。今日、朝礼への参加お願いしていいかなぁ？」

「……はい、わかりました。……そういえば、うちの部署、異動ありましたっけ？」

　暗に『人事異動があったわけでもないのだし、私行きたくないんですけど』というアピールをしてみる。

　うーん、我ながらかわいくない。

「ううん、いないから、こそ。通常業務をこなせばいいわけだから、そんなに忙しくないでしょ？　僕ねー、ちょっと引き継いだ書類整理したいから、さ。誰も行かないのもまずいし。僕の代理です、ってひと言伝えてくれれば大丈夫だから」

　ハゲ崎部長は、うざいニヤケ顔でとんでもないことをさらっと言ってのける。

　異動がないんだから、通常業務なのはあんたも同じでしょうが……ん、もー!!　ハゲ崎め!!　なにひとつ大丈夫じゃないわ!!

　仕方なくデスクを離れて、同じ二十階のフロアの一番端にあるホールへ向かう。ホールといっても、普段はパーティションを入れて会議室として使うところなので、正確には『大会議室』という感じの場所だ。

　行ってみると、ざっと見て百人近くは集まっていた。その人混みを縫いながら、取り仕切っている人事部の人に浜崎部長の代理であることを伝え、一番後ろに並ぶ。

　じっと時が過ぎるのを待っていると、あちらこちらから『シンガポール王子』という単語が聞こえてくる。月菜ちゃんレベルのイケメンハンターでなくとも、みんな興味があるらしい。

　確かに、そういう噂は異動の度について回るもの。中には、『前代未聞のイケメンなんだって！』みたいな触れ込みで、ごくごく普通の人が来てしまい、女子社員総じてがっかり、という前例もあった。

『噂の尾びれ、背びれのみならず、触角にいぼいぼに……とにかく盛りに盛った詐欺だよね』と後々まで騒がれ、噂の当人、ごくごく普通でいい人の山やま田ださんが逆にかわいそうなくらいだった。『勝手に噂を大きくして盛り上がっておいて詐欺扱いはひどいよなぁ』と男性陣は山田さんを励ましていたらしい。

　シンガポール王子も、そんな『山田事変』の匂いがしないこともない。ちなみに、山田事変の命名は月菜ちゃんで、私はそのネーミングのセンスに脱帽してしまったのだけれど。

　社長の遠縁だとか、シンガポール支社のごたごたをまとめ上げたとか、イケメンだとか。そういう、耳触りのいい単語にみんなコロッと騙だまされるんだから。

　そんなことを考えているうちに、気づけばもう社長の挨拶が始まっていた。

　鼻の下のくるっとカールしたちょび髭ひげがなんとも特徴的で、イラストで簡単に描くことができそうな個性的な見た目をしている。

　この社長がまた、話が長いんだよね。最近感動した本とかさ……そういうの、いいから。

　こんな時は、意識を飛ばそう。えぇと、次回のマルシェはいつだっけ？　消しゴムはんこのデザインを考えて、定番物をもうちょっと強化したいな。これから、会社の歓迎会だのお花見だのと飲み会が続いて、平日の夜もつぶれがちになるから、できる時に作り溜めておかないと。

　それから、お買い上げいただいた品物を入れる袋も、すぐなくなるからストックしておきたい。あー、新しいマスキングテープも欲しいし、ワックスペーパーも残り少なかった気がする……。

　残り少ないといえば、興味本位で買った杏あん仁にんヨーグルト、まずかったな……。ちょっとずつ自分を騙し騙し食べて、残りをなんとなく冷蔵庫に入れっぱなしにしておいたけど、この先も絶対食べないから捨てちゃおう。あれ？　そういえば、ごみの日いつだっけ……。

　パチパチパチパチ、と急に大きな拍手が聞こえてきて、我に返る。

「……というわけで、本日よりここにいる八名が異動により新たに……」

　司会進行役の人事部の男性の声がマイクを通して聞こえてくる。ホールの端にある、収納タイプの簡易的な舞台の上に目をやると、そこには横一列に人が並んでいた。

　……ん？

　沢山の人の後頭部の海の先には、今紹介されたのであろう、各所からやってきた八名の方々。その中に……頭ひとつ分飛び出ていて、嘘うそみたいに整った顔で、さらさらの茶色の髪の毛で……って。

「……っ！」

　私は、思わず息を呑のんだ。もしかしたら、小さく叫んでいたかもしれない。

　丁度、舞台の上の真ん中辺りで、キリッと前を見据えてまるでどこかのモデルのように立っているあの人。

　間違いない。先月、マルシェにいた人だ!!

　そのことに気づいた途端、思わず首を引っ込める。

　……でも、待てよ？　私、隠れる必要なんてないよね？　なにも、やましいことはしてないし。第一、あの人が私を覚えているとは思えないし。

　気を取り直して、再び意識を飛ばすことにする。

　えぇと。そうだ、消しゴムはんこもそうだけど、薄めの生地で丸い板をくるむだけの、くるみボタンにも挑戦してみたいんだよね。ヘアゴムにくっつけたら、かわいいだろうな。ゆくゆくは、それも売りたいから、試作品をいくつか作ってみよう。

　そうしたら週末は生地屋さんにも行きたいな。このあいだ見たかわいい小花柄の布、まだ売ってるといいけど。あ！　多めに買えたら、マルシェの時につけるカフェエプロンも作りたいかも。でも、赤ずきんとエプロンってアイテムが固定してくるとそれはそれで大変かな？

「では各自、業務にお戻りください。お疲れ様でした」

　ハッと気づいた時には、一斉に周りの人達が動きだしていた。

　しまった、出遅れた。最初が肝心なのに。

　身長が低いうえに動きが鈍い私は、うまくすり抜けないと人の波に押しつぶされそうになってしまう。

　でも……時すでに遅し。一ヶ所しかない出口の近くに立っていたことが災いして、押し寄せる人に囲まれてしまった。満員電車や、激混みのホームを思い出す。

　つぶされないようにするコツは、人の流れに逆らわないこと！　伊達に二十八年も低めの視界でやってきてませんから!!　……って、誰に対して威張ってるんだか……あれ？

　ぐぎ、と嫌な感覚が足首に走る。

　捻った？　そんなに高めのヒールじゃないのに……。新年度だし、と思って珍しくヒールのある靴を履いてきたらこんなことになるなんて。ここで転んだら、私マジでつぶれる!!　嫌だよ、新年度早々入院とか、ギブスとか。

　あわ、あわ……と手が宙をかく。

　誰か助け……。

　その瞬間、私の右手首が、ぐっと強い力で掴つかまれる。

　引き寄せるような、その強い力を頼りに進むと、なんとか周りに人がいないスペースに出ることができた。

「はぁ……あ、ありがとうございましたっ」

　息苦しさや、人混みで転ぶかもしれないという恐怖から解放されたことが嬉しくて、呼吸を整えつつ精一杯の笑顔で見上げる。

「大丈夫？」

　長い足を折り、中腰になるような姿勢を取りながら、顔を覗き込まれた。目の前にあるのは、切れ長で綺麗な色の瞳、すっと通った鼻筋、形のいい唇。そのあまりの整いっぷりに、ここがどこだったか、なにをしているところだったか、状況を見失いそうになる。

　うわわわわわ。えっと……あなた、あれでしょ？　名前なんだっけ、ほらあの、イケメンで、王子で……。

「シ、シンガポール王子……？」

「は？」

　整った顔に、困惑の色が浮かぶ。

　ぎゃーっ！　だから、どうして私は心の声が駄だ々だ漏れなのよぅ!!　そりゃ困惑もするっつーの。なんで影のあだ名を本人にぶつけるかなぁ、私……。

「シンガポール……王子」

　びっくりした顔で呟くその顔はとても綺麗なのに、次の瞬間ふっと笑った顔はまるで少年のようにも見えてなんだか凄くかわいい。

「そうです、シンガポールに行っていた松田周しゅう磨まです。企画部に配属になりました。よろしくお願いします」

　か、かっこいい……。しかも、なんか凄く優しいし、爽やか。

　こんな下っ端の私にも、礼儀正しく接してくれて。マルシェで見かけた怖い感じのあの人とは、他人の空似ってやつじゃない？

「あ。ごめん、腕」

　そう言いながら、温かくて力強い大きな手が、私の手を離す。

　……ドキドキする。

「ん……？」

　突然動きを止めたかと思うと、松田さんは空いた手を顎あごの辺りに当ててなにやら思索顔をする。

　視線をビシバシ感じるような。いや、気のせいじゃない。……な、なんかめっちゃこっち見てませんか？　私の顔、なにかついてます？

　人の捌はけてきた空間で、私達は見つめ合う形になる。

「え、えと……？」

　なんだか居心地が悪くて、早くここから立ち去りたくて、思わずドアのほうに目をやった。

「君ってもしかして……赤…ずきんの……？」

『もしかして』と言いつつも、クイズ番組で正解がわかった芸能人のような、確信した表情を浮かべている。

　その顔を見た瞬間、心臓がドクンと跳ねた。

　う、嘘……。何故バレる……？

　ぞわわわわ、と全身がざわつく。別に、悪いことをしているわけではないけれど、会社の人には知られたくなかった。私の、もうひとつの姿……。

「えー……っと、助けていただき、本当にありがとうございました。では!!」

　動揺しながら早口でまくし立てて、なんとなく、さっきまで掴まれていた手首をもう片方の手で覆いつつ、後ろに下がる。

　幸い、私とこの人は部署が違うからさりげなーく、スルーしよう。聞こえなかったフリが一番!!　よし、ではその方向で決定。

　脳内会議で『ここはひとつ、聞こえないフリで』という答えが出た私は、ぺこっとお辞儀をし、急いで総務部のオフィスに戻った。

　……ああもう、朝から心臓に悪すぎ！




　朝礼での衝撃をいつまでも引きずっているほど暇なわけでもない私は、デスクでデータ処理などの事務作業をこなしていく。

　すると突然、浜崎部長が寄ってきて「企画部の松田課長のところへ、至急向かってください」とだけ言って去っていった。

　……松田課長って、さっきのシンガポール王子のことだよね？　やっぱ絶対バレてるよね……でも、呼び出されるようなことはなにもしてない。

　だって……私、あの時マルシェで追いかけていって、ちゃんとお釣り渡したし。失礼なことを言ったお詫わびに消しゴムはんこも押しつけてきたし。

　……あ、それがまずかったとか？　うん、それはありえる。私があの時の〝赤ずきん〟だとわかって、あの消しゴムはんこへのクレームかも……落ち着け、私。まだその話って決まったわけじゃないし。

「なーんで、仁美先輩が呼ばれるんですか？　シンガポール王子にぃいー！」

　月菜ちゃんはかわいらしい顔を惜しげもなく歪ゆがめて、朝よりは勢いの落ちたリップグロスたっぷりの唇を突き出し、思いきり不審がっている。

「今日異動してきたばっかりなのに、一体なんの用なんです？　私達総務部の下っ端なんて企画部と無縁なのにぃ」

「さ、さぁねぇ……」

　こっちが聞きたい、と思いつつ、月菜ちゃんにへらりと意味もなく笑いかけ、席を立つ。

　……やっぱ、仕事の話なわけないか。なんか、行くのしんどいんですけど……。

　重い足取りで階段をゆっくりと上がり、二十一階にある企画部へと向かう。

「し、失礼しまーす」

　場違い感が強くて、なんとなく入りにくい企画部のフロアにそっと顔を出す。作り的には見通しもよく、とても開放的なデザインになっているけれど、フロアの端っこに立っているだけで違和感がひしひしと迫りくる。

　ああもう……賢そうな人ばっかりで、つくづく無縁な感じがするんですけど……。

　親しい人なんていないので、誰に声をかけよう、とまごまごしながら辺りを見回す。

「あ、糸島さん、お疲れ様です」

　突然、私の背中のほうから声がかかった。振り向くと、フロアの入口で優しげに微笑む松田課長がいて、その手はなにやらファイルなどを持っている。

　……あれ？　もしかして本当に仕事の話？　上の人への伝達とか？

「こっちの部屋が、今空いてるので、どうぞ」

　彼はゆったりとした慣れた手つきでフロアの奥のほうへ手を向けた。そして私の先に立ち、道案内をするように振り返りながらオフィスを通過していく。

　そんな課長は、表情、立ち居振る舞い、どこをとっても完璧な爽やかイケメン以外の何者でもない。

　男の人が多い企画部のフロアとはいえ、やっぱり課長は注目の人物なのか、心なしか周りの視線を感じる気がする。

　女性社員はイケメンぶりに色めき立つけど、男性社員は仕事ができるという噂の真偽が気になるといったところ？　……改めて凄い人なんだなぁ。

　その、すっとした後ろ姿を追いながら、変なところで感心してしまう。

　案内されて着いたのは、簡素なソファとテーブルのセットがある四畳半程度の小さな来客用スペース。そこで私達は腰かけるわけでもなく、ソファの横に立ったまま向かい合う。手を伸ばせば届きそうなこの距離は、結構心臓に悪い、なんて思っていたその瞬間――。

　私は、課長が今までの爽やかイケメンから、すっと眼力のある、なにかを企んでいるような悪い顔になるのを見逃さなかった。形のいい唇が、含み笑いをするように片方だけ引き上げられている。

「単刀直入に言うぞ」

　いやもう、口調も変わっちゃってるし……。怖いんですけど……な、なんで？

　つい目をそらし、ごくりと唾を飲む。

「……お前、うちの会社副業禁止なの、知らねーの？」

　その悪い顔つきのまま、さっきまでとは打って変わって、低めの声で脅すように囁ささやかれる。

　……お、お、〝お前〟って……〝知らねー〟って……雰囲気ってこんなに変わる!?

「副業というのは、バイトのことですか？」

　言われていることの意味不明さと、イケメン上司に脅しをかけられているという事態に対する恐怖から、ちょっと声が震えてしまっている気がする。

　私の顔色、寒空の下でプールの授業を受けている小学生ばりに青ざめているんじゃない？

　頭を急いでフル回転させる。何年か前に、仕事のあと、水商売のバイトをしていた強者がいたとかいなかったとか……でも、それは都市伝説クラス。うちの会社のお給料は、そんなに悪くないから必死になって副業をやる人もいなさそう。……って、それがなにか？

「お前……バカなの？」

　心底呆あきれた、というような顔で放たれた、松田課長の冷ややかな言葉が響く。

　こっわー……。さっきまでとキャラ違いすぎるでしょ――。

「お前のあれ、副業だろ？　赤いずきんかぶって、品物売りさばいてんだから」

　……へ？

「〝あれ〟って、マルシェのことですか……？」

　課長の意図が掴めず、一体なにを言っているのだろう、と思わず眉根を寄せて彼の顔を見つめる。

「やっぱ、お前じゃねーか。なにシカトしてんだよ、さっき」

　怒ってはいないものの、明らかに気分を損ねたような声音の課長。

　誘導尋問禁止っ。ていうか、マルシェに出店って、副業にはならなくない!?

「フリーマーケットみたいなものですよ……。あれは副業に当たりませんよね？」

　私の言葉を受けて、課長はより一層冷たい空気をふんだんに出すと、両腕を腰に当て私を見下ろす。

「社則の服務規程の項、読んでねーのかよ」

「……はい？」

　言われる言葉のひとつひとつにいちいちポカンとしてしまう。もしかしたら、口が開いていたかもしれない。

「ここで、何条何項って正確に言うだの、条文暗記してるだの、そういうキモい奴じゃねーから、俺」

「……はぁ……」

「でも、副業禁止は明記されてるぞ。利益を得る行為は禁止、って」

　あまり感情を込めずに淡々と話す様子は、その低めの声と相まって、とんでもないことを宣告されているような錯覚に陥る。

「でも……」

　言い返していい立場なのかわからないけれど、きちんと説明はしておきたい。

　課長の鋭い視線に怯ひるみそうになりながらも、私は必死に口を開く。

「別に、営利目的じゃないんですけど……」

　間違ったことは言っていないのに、なんだか自信がなくてつい下を向いてしまう。

「しっかり金を取ってるじゃねーか」

　何故か勝ち誇ったようにすっと背筋を伸ばして高らかに言う課長に、怯おびえながらも、もごもごと必死に言葉を絞り出す。

「趣味なので、ほとんど材料費というか……」

　これは本当の話。

「それ、うちの社長の髭おやじに説明できんのか？」

　ひ、髭おやじ……って!!　……確かにあの髭は特徴的でそんなあだ名をつけたくなるけども！　仮にも社長の遠縁と噂され、出世街道まっしぐらと言われている人が、そんな給湯室のＯＬみたいなこと、言っていいのだろうか。

　思わず「ぶぶっ」と吹き出してしまう。

　しまった!!　お、怒られる……。

　肩をすくめてそっと視線を向けると、課長はいたずらっ子のような顔で笑っていた。

「納得してんじゃねーよ」

「いや、だって……」

　両手を口に当てて、笑いをこらえながら課長を見上げる。

「なんかこう、キャラクターっぽいというか、不思議なんだよな。あれだけ髭をたくわえてダンディーさやセクシーさが微み塵じんも感じられないって逆にすげーぞ」

　悪だくみをしている小学生男子のような顔で、楽しそうに話している。その無邪気さをたたえた笑顔をなんとなく見ていると、なおも話は続いた。

「そんなわけでー、あのワンマン髭おやじにバレたら一発解雇だぜ？」

　課長の整った顔から、すっと無邪気な笑みが消える。声のトーンも、それに合わせてがくんと低くなった。

「え……」

　いや、急に体感温度が下がった気がするんですけど。なにこの落差。そんなことより、一発解雇？　それは困る。

　言葉を失う私に、課長がぐいっと近づく。

「……黙っててやろうか？」

　その至近距離から更に腰を屈かがめた課長に、耳元で低く囁かれ、吐息がかかった。

　キャー！　近い近い近い！

「……い、いいんですか？」

　上半身をのけ反らせ、一歩後ろに下がり、課長と距離を取りつつ聞いてみると、彼は口角を片方だけ上げ、ニヤッと不敵な笑みを浮かべた。

「ただし、交換条件な」

　……超悪い顔してるんですけど!!　まさか……私のボディが危険なのでは!?

　思わず制服のシャツの胸元をかき合わせる。

「いや、お前……なにか勘違いしてるだろ……」

　呆れたように呟きながら、課長が私を見下ろす。

「へ？」

　思わず、シャツを握り締めていた手を緩めると、課長は私の胸元にぶしつけな視線を送りつけつつ、鼻で笑う。

「俺……最低でもＤカップはないと、欲情しない」

　……な、なんの話を……!!

「そんな、ぎりぎりＡかな、でも見栄張ってＢカップ買ったら合わなくて、ブラの形崩れちゃいました、いいパットないかなぁ、えへへ、みたいなの興味ない」

　課長はさっき私を脅した時と同じように、淡々と大して感情も込めずに失礼なことを言う。

　でも、でも……ドンピシャなんですけどー！

「見たんですか？」

　下唇をきゅっと噛かんで課長を睨みつけ、思わずもう一度胸元を押さえる。

「いや、見えるわけねーだろ……つか、まさか図星？」

　今度は〝鼻で〟ではなく完全にニヤニヤと笑っている。

　んもー！　悔しさと恥ずかしさで、多分今の私、顔が真っ赤な気がする。

「……違います」

　世界で一番説得力のない『違います』だと痛感しながらも、なす術のない私……。

　早く話を終わらせたい、というかブラのくだりをなかったことにしたい私は、話を元に戻す。

「交換条件って、なんですか？」

「あー……それね」

　顎の辺りに手をやりながら、また悪い顔で笑う。

「うん、必要になったら呼ぶわ」

　完全になにかを企んでいるうえに、なにやら満足そうに笑っているのが気になるんですけど。

　ポンポン、と頭を叩かれ、手に社用封筒を握らされた私は、くるっと身体の向きを変えられる。

「え……」

　瞬またたく間に景色が回転して、面食らってしまう。まるで私を置物のように軽々と動かせる課長との力の差に驚きつつも、脅すだけ脅して帰れという彼の行動に恐怖心を抱いた。しかも今持たされた封筒という小道具のおかげで、怪しまれることなく退散してしまえるという用意周到ぶり。

　戸と惑まどう私をよそに、課長は回り込んでドアを開け、完全に〝お帰りください〟という空気を出す。

　一体、なんなんだろう。とりあえず、私は課長に弱味を握られていて……しかも、完全にあっちペースで……でも、逆らえば一発解雇なわけで……ダメだ、深く考えたら絶望して泣きそう。

　優しい表情の課長の、「わざわざありがとうございました。浜崎さんによろしくお伝えください」という完全に作られたよそいきの声を背中に浴びながら、私は重い気持ちで来客スペースを出た。そこの入口に立ち、胡散くさい笑顔で見送り続けている課長をチラッと盗み見てから、企画部のフロアを抜けて総務部へと向かった。










過去の呪縛




「ぅはぁー……」

　ベッドの上で、あっちへゴロゴロ、こっちへゴロゴロしながら、無駄な時間が流れていく。

　もう、朝から何回目のため息だろう。今日は、折角の土曜日なのに。

　午後には、那由子とお茶しがてら買い物をするから、午前中のうちに部屋の掃除を済ませたり、消しゴムはんこを作ったりしたいのに。

　暗くて重い気持ちのまま、テーブルの上の嫌になるくらい存在感のある封筒を、恨めしい気持ちで睨みつけてみた。

　三日前のあの日渡された、てっきり単なる小道具だと思っていた社用封筒の中には、課長のプライベート用と思われる携帯番号とアドレスが書かれたメモが入っていた。

　そして、ニコちゃんとクローバーの消しゴムはんこが押してあって……。

『愛いとしのLe Petit Chaperon Rouge』

　だって。なにそれ、と思って調べたら赤ずきんちゃんのフランス語……。くっさー。なんすか、フランス語って。……ていうか、連絡しないとダメ？　これ……。

　平日は忙しさにかまけて放置できたけど、週末こうして時間ができると、どうしても考えてしまう。一体どうすればいいんだろう。あんな、裏表ありまくりの人に、弱味を握られるのって、ヤバいよね……。

　あれから三日経ったけど、課長の人気はうなぎ登り。あのルックスなのに、気取ったところがなくて、物腰柔らかで、受け答えも丁寧なんだって。

　……いやいやいやいや『騙されてますよー、みなさーん!!』と声高に叫びたい。『部下の弱味を握って、悪ーい顔して、なにか企たくらんでる人ですよ。社長のことは裏で〝髭おやじ〟ってなんの敬意も示さずに呼んでますよ!!』……と。

　もちろん言えないけど。これだから嫌なんだよ、あの手のタイプの人は。




「……とんでもないことになってるのねぇ」

　那由子が最近お気に入りの、オーガニックカフェのふかふかソファに寄りかかりながら、楽しそうに言う。

「いや、他ひ人と事ごとだと思ってるでしょ……」

　ソファに寄りかかるような気持ちの余裕がないため、若干前のめりで座りながら那由子を軽く睨みつける。

「でもいいじゃん。あのイケメンでしょ？　先に見つけたの私なのに、いいなー仁美！　また会っちゃうなんて、運命的ねー」

　オーガニックアイスティーを飲みながら、那由子はやっぱりとても面白がっている。

　違う違う、なんか違うってば。何故かわからないけど、妙に興奮してるし。なんなのよ、もう。

「いや、美人の彼女いたじゃん……だいたい、それ以前の問題だよ、いろいろ……」

　私は、ひと通り話しているあいだに冷めてしまった、このカフェイチオシの玄米オムカレーをぐるぐるとスプーンでかき混ぜる。

　そんな私なんてお構いなしに、那由子は目をキラキラ輝かせながら、にぃーっと思いきり白い歯を見せて、本当に楽しそうに笑っている。

「なんだかこれから楽しみじゃなーい？」

　もう、那由子はあの悪魔の微笑みを見てないからそんなことが言えるんだよ……。

「三十五歳、なんだっけ？」

「そうらしいよ……」

　特に私が積極的にならなくても、月菜ちゃんをはじめ、下へ手たしたら掃除のおばちゃんまでもが、寄ると触ると課長の話をしてくるので、知りたくなくても様々な情報が集まってくるのだ。

「二十八歳と三十五歳……いいんじゃない？　お互い、仕事がひと段落したって感じで」

「私、もう、そういうのはいいって……」

　そんなつもりはなかったのに、昔のことを思い出してしまい、声のトーンが下がる。思ったより重い空気になってしまい、自分でもびっくりした。

「……そうだよね、ごめん」

　那由子の顔から楽しげな笑みが消え、今までが嘘のように、トーンダウンしてしまう。そんな空気を打開しようと気を遣ってくれた那由子は、ここ最近の面白かった話をしてくれた。その話に笑いながら、このままじゃいけないな、と思った。

　少しの沈黙のあと、意を決したような真剣な表情で、那由子が私を真正面からじっと見る。

「ところでさ、もしかしてマルシェ……やめちゃうの？」

　ああ、そうだった。課長が云うん々ぬんの辺りでちゃんと言わなくちゃいけなかったよね。

「やめるわけないじゃん!!」

　安心させたくて、ちょっとオーバーなくらいの大きな声で言ってみる。

「よかったー！　……でも、大丈夫？」

　那由子はいつになく弱気な感じでこちらの様子を窺うかがってくる。

　そう言われると、ちょっと心配だけど……。

「だって私のライフワークだもん」

「だよねー。それにさ、フリマとか流は行やった頃は、やってる人社内に結構いたよねぇ？」

　そうか。那由子だってうちの会社の元社員。

「ねー、服務規程って、読んだことある？」

「あるわけないじゃん」

　当然のようにしれっと言ってのける那由子。

　……だよねー。

「それにしても……なんなんだろうね、イケメンの交換条件って」

　やっぱりどことなく愉快そうに那由子が言う。

「さぁねぇ……」

　なんとも答えようがなくて、それこそ他人事のように返事をする。

「ねー、〝お前が欲しい！〟とかだったらどーするよー!?」

　興奮気味にフガフガと鼻息荒く、那由子がぐっと前のめりになる。

　……言えないわ、こんな人に向かって。ブラのカップのみならず、私が見栄を張ってＢカップを買っていることまで言い当てられたなんて……。

「そーいうんじゃないって。興味ないってはっきり言われたし」

　Ｄカップ以下は女として、見られないんだもんね。自分で掘り起こしてもう一度傷つく必要もないので、ブラに関しては丸ごとカットでお伝えしてみる。

　私達はいつの間にか玄米オムカレーを完食していた。でも、話しながら聞きながら食べたから、実際のところ、折角のイチオシメニューなのに味はよく覚えていない。

　話が尽きることのない私達の元に、ほどなくして運ばれてきたのはアップルクランブルケーキ。それがめちゃくちゃ美味しくて、ホットダージリンティーにもよく合い、テンションが上がる。

「ねー、これテイクアウトできるかなぁ」

　那由子は、美味しいものを食べた時、テイクアウトできるかお店の人によく聞いている。隼人君におすそ分けするために。

　そういうのって、素敵だな。喜びや、嬉しさを分かち合うというか、離れていても、繋つながりを感じるというか。……私は、そんなふうに思える人に出会える自信がない。

　いつかは結婚したいと思ってる。だけど……しばらくは、恋愛とかそういうのは置いておいて、自分の時間を満喫したい、と思っている自分もいる。

　だからこそ、いちゃもんに近い形で課長に脅されたって、唯一の趣味をやめる気にはならない。

　一番大事な自分の居場所は、今のところマルシェなんだよね。いつかは、好きな人と一緒に作って出店するのも楽しいかもしれないなぁ。……そういえば、あの人『もうやめろ』とはひと言も言ってなかった気がする。

　まぁいいや。休日まで振り回されて、なにやってるんだろう。でも、やっぱり気になるんだよね。社会人としてメールくらいはしておくべきかな……。

「それにしてもさーぁ」

　那由子が唐突に言う。

「メールくらいはしといたほうがいいと思うけどなー」

　まるで私の考えていたことがわかったみたいで、動揺してしまう。

「な……なんてするのよう？　私、なーんにも用事ないし！」

　焦りから早口で言い返す。すぐに態度に出てしまう単純さが、自分でも嫌になる。

「いや、ほら。ちゃんと伝わってますよ、的な。メモでメアド伝えるのって不安じゃん？」

　那由子にとっては、メールをするなんてなんでもないことなのか、涼しげな顔をしている。

「えー……」

　こんなことでぐずぐず悩む、私がおかしいのかな。

「ん、でも待てよ。このまま焦じらしとけば、『メモ見たのかよ』なんつってまた呼び出されるかもしれないから、そっちのほうがいいかも!!」

　いいこと思いついた、とでも言うように那由子は手をポンと打つ。

　だからなんでそんなに、嬉しそうなのよ……。

「それは嫌だ……。じゃあ、連絡するわ」

「えー、メールしちゃうのぉ!?」

　那由子は手を両頬に置いて、テーブルに肘ひじをつきながら、唇を尖らせ残念そうな顔になる。

　……んもう。なんなのよっ!!

　私はとりあえず手元のトートバッグからスマホを取り出し、さくさくとメールを作ってみた。一応、アドレスは登録しておくなんて、我ながら変なところで律儀というか、真面目だなぁ、とうんざりしてしまう。

「どれどれー、まさか定型文みたいな事務的な文章打ってるんじゃないでしょうねぇ？」

　言い終わる前に、すっと那由子の手が伸びてきて、私からスマホを奪う。

「【メモ拝見致しました。　総務部　糸島】……まさかこれで送信する気？」

　しれっとメールを読み上げた那由子が、大袈裟にシリアスな表情を作って私を見る。

「いや、十分でしょ？」

　私も負けじと、澄ました顔で答えてみる。

「んー……」

　おいおーい、なんか唸うなりながら手が動いてません!?

　嫌な予感がした私は、スマホをばっと奪い返して画面を確認する。

【メモ拝見致しました。どうして私が赤ずきんってわかったんですか？　今度よかったらお食事でも行きませんか。　総務部　糸島（赤ずきん）】

　ちょ、ちょっとちょっとー!!

　動揺する私に、浮かれた那由子から「送信しといたよ！」という無情な言葉がかけられた。

「……嘘でしょ？」

　泣きそうになりながら神に祈るような気持ちで聞き返す。

「ほ・ん・とっ！」

　目の前が真っ暗になる。なにしてくれてるのさ……。




　そのあと那由子と買い物をしているあいだも、スマホが鳴っているような幻聴が何度もあり、私は気が気ではなかった。

『時には本能のおもむくままに動くことも必要だって。野生の勘、っていうの？』とのんきに言う那由子を恨めしく思いつつ、私達は夕方解散した。

　そして、ベッドに横たわる今現在、夜中の十二時半。……まだ、課長からの返信は、ない。

　そりゃそうだよね。何事かと思うでしょ。しかも私は弱味を握られている立場だというのに、なにあのポップかつ強気な内容。

　絶対変な奴だと思われてる。でも、あれは友達が勝手にやったんです、とか説明するのも逆に胡散くさいよね？　中学生じゃないんだからさ。ああ、もうどうしよう。

　結果私は、中学一年生が初めて好きな子に考えあぐねた末にメールを送り、返信が来る瞬間まで後悔し続ける……みたいな状態になってしまっている。

　ブブブ、ブブブ、とベッド全体に振動が伝わった。

　あ、なんか来た。なんかメール来たよ。

　自分でも、就寝直前とは思えない素早さでスマホを操作する。

【デートのお誘いありがとう。月曜日の夜七時に、一階ロビーで】

　デデデデートって！　月曜日早々にって！　一階ロビー待ち合わせって……！　いや、いろいろおかしくない？　月曜日に私が空いているかの確認もないし、だいたい会社のロビーで待ち合わせだなんて、誰かに見られでもしたらどうするんだっての。

　そして、ほんの少し私も気になっていた〝なんで私が赤ずきんだとわかったのか〟についてはスルーって……。ああ、これじゃあなんだか消化不良。

　スマホをポスンとシーツに投げ落とし、寝返りを打つ。返信どうしようなんて考え始めたら止まらない気がするからしないことにした。

　デートとか簡単に言うのはやめてほしい。異性がみんな自分に好意があるとでも思っているんだろうか？

　月曜日、なにを着ていこうか考えて、慌てて首を振る。

　全然、違うから。ごくごく普通の、ダルいなー、一週間始まっちゃったなー的な格好していくから。明日の日曜日は、部屋の掃除だから。デート用にかわいい服の調達？　するわけないじゃん！　……って、私はさっきから誰と戦ってるのよ……。

　返信が来たら来たでこんなに振り回されるなんて、ありえないよね。しばらく恋はしない。いつかは結婚したいけど、それは今じゃない。

　ふと、思い出したくもない男の顔が脳裏をよぎる。

　消えて消えて消えて。お前にもう用はない!!

　……そうです。私は、二十八歳にもなって、前の恋の傷が癒えないという、致命的なミスを犯しています。バカみたい。だけど、仕方ない。私がずっとこんな思いをしていることを、相手は知らない。知らせる必要もないけれど。

　ただ、思った以上に傷が塞ふさがらなくて困っている。

　彼とはいわゆる社内恋愛で、まだ那由子が会社にいた頃の話。

　四歳年上の彼は、凄くかっこよかった。いつもオシャレな髪型をしていて、ちょっとしたアイドルみたいな、かわいい系のイケメン、という見た目にきゅんとした。

　でも、もちろんそれだけじゃなくて、入社して間もない私の耳にも入るくらい、よくできると噂の、その仕事ぶりにときめいたのだ。全く使い物にならない新人の私にも、部署が違うにもかかわらず優しく丁寧に教えてくれて、頼り甲斐があった。ユーモアもあり、人付き合いもよかったから、男性社員からも慕われていたと思う。

　そんな彼に恋に落ちるのに時間はかからなかった。私は彼にぞっこんで、その気持ちは、すぐ本人に気づかれてしまい、晴れて私達は付き合うことになったのだ。

　嬉しくて嬉しくて、もうこのまますぐに寿退社してもいい、とまで思っていた。

　でも交際するにあたって、彼からひとつ条件が出された。それは私達の関係は、絶対周りに秘密にするというもの。

『仕事に支障が出る。狭い世界はいろいろ面倒だからさ』と言われれば、そんなものかと納得した。彼はエリートコースだから、私とのことがバレて出世に響くようなことがあっては大変だ、と入社一年目の私はすっかり丸め込まれた。

　社内恋愛は禁止されていないのだから、そんなわけないのにね。でも、その時はわからなくて、『なんでもオープンに話せる学生と違って社会人は大変だな』ぐらいに思っていたのだ。

　秘密の恋は、甘くて、苦しかった。

　彼はとても人気があったため、社内で彼の名を耳にする機会は多く、初めこそ『それ、私の彼なのよ！』と得意になっていた。けれど、段々〝秘密の関係〟でいることがつらくなり、彼に相談したこともあった。でも、『まだ学生気分が抜けないんだな』『そんな子だと思わなかった』などと、がっかりした口調で呟かれ、『二度と言うまい』と心に誓った。私は、彼に失望されることをなにより恐れていたのだ。

　そして、そんな関係が二年続いたある日、彼は唐突に結婚した。そりゃもう、内臓がひっくり返るくらい驚いた。その知らせを聞いた時、きちんと立っていたのか、どんな受け答えをしたのか、記憶にないほどに。

　相手は、新入社員の『若さだけが取り柄です！』という感じの胸の大きな女の子だった。ライバル企業との政略結婚だとか、出世を狙って社長の娘さんとだとか、そんなドラマチックな話ではない。ごくごく普通に、手を出した子が妊娠したから責任を取る、というあまりにも陳腐な理由だった。

　元々、彼には『新入社員荒らし』なんて噂があったけれど、私は信じていなかった。付き合っている時、そんな素振りは見せなかったから。でも結局、彼はその噂通りの人間だったということだ。

　信頼のおける那由子にしか彼とのことを話していなかったから、彼女の前でしか泣けなかった。いや、もちろんひとりでも散々泣いたけれど、なにをしているんだろうと思った。

　結婚後、あっさりと別れ話をされ、責任転嫁したかったのか、彼は私に暴言を吐いた。

『お前がしつこいから、仕方なく相手してやったのに、勘違いして被害者ヅラすんなよ？』

　私なら、社内で言いふらすことはないだろう、と軽く見られたのだと思う。実際、ただ泣いていただけで、なんの復讐もできなかった。

　だからもう、顔がよくて、口がうまくて、『みんなの人気者です！』みたいな人は信用しない。実際、課長だってあんなに裏と表があるもの。

　……イケメンはみんな、オオカミと思え。

　そうね、今決めた。イケメンはみんな牙をむくオオカミ。シンガポール王子改め、松田課長改め、あいつなんてオオカミ課長だわ。決して心を許したりはしない。わざわざ傷つく必要もない。私は新たな決意を胸に眠りについた。










デート（仮）




　一階のロビーはいろんな会社の人がせわしなく出入りしている。

　耀光ホイールは定時が五時半だけれど、このビルに入っている会社はそれぞれ、終業時間が違う。そのためなのか月曜日だからなのか、午後七時五分前の現在も、『よーしこれから飲みに行くぞ！』という雰囲気の人は少なく、全体的に仕事ムードが漂っている。

「お待たせしましたぁあー！」

　月菜ちゃんが頭のてっぺんの、そのまた上から間違えて出ちゃったみたいな声を出す。

　そんな彼女はボディラインを強調するためだけのような黒いツインのアンサンブルに、まさかの豹柄のミモレ丈スカート、という通勤服とは思えない格好をしていた。

　そのトップス、上のカーディガン脱いだら絶対全身タイツみたいにピッタリしてるでしょ？

　いろんな意味で凄い月菜ちゃんを出迎えるのは、私と経理部の高たか村むらさん。

　高村さんは、オオカミ課長の同期で多分課長と同じ三十五歳。ふたりのお子さんがいるけれど『旦那の実家が近いおかげでしっかり働けるんだ。感謝してる』といつも言っている、ミディアムボブの髪型がトレードマークの綺麗な働くママだ。

　その、いかにも仕事ができそうなきちんとした見た目に反して、話してみると凄く気さくで、面白いことも言う、フレンドリーで素敵な先輩。

　そんな高村さんとは、昔研修でお世話になって以来、会えば話す仲で、会社の中であまり徒党を組まない私と仲良くしてくれている貴重な存在だ。

　……しかし、我ながら名案!!

　現在私、自分自身を絶賛べた褒ぼめ中。あれから策を練り、課長との食事に高村さんと月菜ちゃんを誘ったのだ。

　部署も年齢も違うなんの共通点もない私と課長がご飯に行く約束をしているなんて、普通に考えたらありえないけど、月菜ちゃんはなんの疑問も持たず大喜びしていた。高村さんは、課長と同期というところが大きく作用したのか、特に不審がることなく快諾してくれた。

　ごく普通の通勤服の私と高村さん。そして、〝夜の女豹〟という称号を与えるにふさわしい月菜ちゃん。そんな異質な三人で、世間話をしながらロビーにて待つ。

　これならどこで待とうが、どこに行くことになろうがどんと来い。誰に目撃されても大丈夫。私ってば、天才！

　もちろん、このことはオオカミ課長には伝えていない。お互いふたりっきりなんて言ってないもんね。ふたりでいて、変な噂を立てられても困るし、このあいだの続きでなにか脅されても困るし。

　その時、月菜ちゃんが「あ」と漏らし、大きく手を振り甲高い声を辺りに響かせる。

「課長ーぉ、こっちですーぅ」

　おいおいおい、さっきよりまだ高い声が出るのか！

　多分同じことを思ったらしき高村さんと思わず顔を見合わせ、苦笑いをする。

「……お待たせしました。えーと、これで全部かな？」

　颯さっ爽そうと現れたオオカミ課長は爽やかに笑いながら、私達に順に視線を送る。

　……あれ？　絶対『どういうことだ？』ってまごつくと思ったのに。そしたら、『課長、綺麗どころ集めておきましたよ！　どこに行きます？』ってしれっと場を仕切ろうと思ってたのに。

　ふたりっきりなんて言ってない、と思ったけど、それはオオカミ課長が『私とふたりっきりだ』と勘違いして初めて効果を発揮する言葉なわけで……。なんだろう？　すでに負けた感じがする。

「高村、久しぶりだなー」

「松田は相変わらずのモテっぷりねぇ」

　同期とくつろいだ様子で話す課長の声に、月菜ちゃんはうっとり聞き惚れている。

　……ま、まぁいいんですけど……。




　まるで最初から四人で行くことが想定されていたかのように、スムーズに連れてこられたのは、会社の近くなのに私も知らない和食屋さん。高級料亭ではなく、もっと庶民的な落ち着ける店だ。

　なんでこんなところ知ってるんだろう？　路地裏にあるし、看板だって凄く小さいし、私がよく見るタウン誌やクーポンつきのフリーペーパーにも載っていない。

　シンガポール勤務、長かったんじゃないの？

「さ、入って入って。あ、そこ段差があるから足元気をつけてね」

　課長は慣れた様子でスマートに襖ふすまを開け私達を畳の個室へと促す。

　なんとなく、和室に座る時の正しい配置が脳裏をよぎり、えぇと、上司が上座なわけだから……と私がもたもたしているうちに、流れのままにみんなが腰を下ろし始めた。その結果、奥にオオカミ課長と高村さんで、手前が私と月菜ちゃん、となり、私の正面には課長が座っている。

「課長ぉ、どうしてこの辺りに詳しいんですかぁ？」

　月菜ちゃんがかわいらしい声で尋ねた。

　……私と同じ疑問なのに、あんなふうに甘ったるく言うと、まるで違う話のように聞こえるんだな、なんてことを密かに思う。

「そりゃ、シンガポール行く前は本社勤務だったからね」

　課長は優しく、かつ爽やかに笑って答えた。

　さっきから思ってたんだけど、高村さんと談笑したり、月菜ちゃんのラブまっしぐらな興味津々トークに返したり……。いちいち、とっても感じのいい応対で、そりゃもう紳士的に振る舞ってない？

　高村さんには同期の砕けた感じをプラスしてるし、月菜ちゃんには上司と部下の線引きをしつつ優しくしてるし……。私が見た腹黒い表情と脅し文句が夢だったんじゃないかとすら思えてくる。

　隣では、高村さんが「なに食べるー？」と声をかけ、月菜ちゃんとメニューを覗き込んで、「蕎そ麦ばの写真が美味しそう」だの、「天ぷらはどうなんだろう」だの、と選び始めた。

　チラッと目の前を見ると……ぎゃーっ！

　もの凄く悪い顔の課長とばっちり目が合う。

　でもそれは一瞬で、他のふたりは気がついていないよう。

　秘密の恋のアイコンタクトなら素敵だけど、これは全く嬉しくない。『私だけが知ってる黒い顔』なんて、ウキウキ楽しく思えるわけないっつーの。

　そうこうしているうちに店員さんがやってきて、季節のおすすめなどを交えつつ、課長が注文をしてくれた。

　頼んだビールや料理が続々と運ばれてきて、〝私以外は〟楽しそうな食事会が続く。月菜ちゃんも「お月様の月に、菜っぱの菜で〝るな〟です！」なんてちゃっかりかわいらしい表情を作ってアピールしてるし。もちろん私もそれなりに楽しい雰囲気で合わせつつ、この際だからオオカミ課長を観察する。

　確かに、顔はびっくりするほどかっこいい。優しく微笑む時、面白い話をする時、それぞれにとっても魅力的。私も脅されたりしなかったら、月菜ちゃんと一緒になって「キャーキャー」言ってたかも？

　……ハッ！　見た目に騙されちゃいけないんだった！　糸島仁美、二十八歳、同じ失敗はいたしません！

「かちょおぉおぉおー、私、酔っぱらってますぅー。お手洗い行ってきますぅうー」

　唐突に、月菜ちゃんが甘い声を出してよろりと立ち上がる。

「大丈夫かーい？」

「ダメだったら優しく介抱してくださいねぇえー」

　月菜ちゃんがよろめきながら個室の外へ消えていくと、高村さんが目の前にある月菜ちゃんのグラスを確認した。

「……この、たっぷり入ってるの、最初の乾杯のビールだよね？」

　それに私もつけ加える。

「主にあとから追加注文したオレンジジュースを飲んでいましたけど。月菜ちゃん、確かお酒、凄く弱かったかも」

　三人でなんとなく、ヤレヤレといった感じで小さく笑う。

　その時、ブブブ、ブブブ、と不意に誰かのスマホのバイブ音が響き渡る。

「松田、月菜ちゃんから呼び出しじゃない？　優しく介抱してあげなさいよ、法に触れない程度に」

　高村さんがさも面白そうな顔をして、からかった。

　それを受けて課長はスーツを探り、ポケットから黒いスマホを取り出してディスプレイを確認する。

「ハハハ、いや、思わず見たけど、彼女俺の番号知らないし」

　その言葉を聞きながら、高村さんは柔らかそうな本革のバッグをなんとなく引き寄せ、ごそごそと探る。

「えー？　……あ、私だ。あれ、ばあちゃん。やだー」

　高村さんは、義理のお母さんを〝ばあちゃん〟と呼ぶのだ。

「ちょっとごめん、出るね。はい、もしもしー？」

　話しだしながら慌てて立ち上がると、口元を手で覆いながら、小綺麗な和紙張りの襖を開けて出ていってしまった。

　待って、オオカミ課長とふたりっきりにしないでいただきたい!!

「あー、私ちょっと……」

　逃げるが勝ち！と、月菜ちゃんの様子でも見てこようと腰を浮かせる。それとほぼ同時に、信じられないほど低い声が、小さく、でも確実に耳に届く。

「……おい」

　……はい？　声のトーン、怖いってば。

　すぅっと、背中が寒くなるのを感じた。

「どういうことだよ？」

　……か、課長、そんな、穴という穴から怒りのオーラを滲にじませています、みたいな凄みのある表情、やめてください。さっきまでの爽やか笑顔、プリーズ……。下手に顔が整ってるから、睨まれると凄く怖いんですけど……。

「……なんのことでしょう？」

　ああ、私、なんだかピンチ。果たしてうまく笑えているのかしら。

「なんだよ、あの陽気な全身タイツみたいなのは」

　ああ、やっぱり課長もそれ連想しましたか……。

「若くてかわいい我が課のアイドルと、気のおけない同期とを揃そろえた私の手腕を褒めていただきたいところですが」

　課長は不機嫌さを隠そうとせず、怒気を含んだ声で呟くように言う。

「俺そんなこと頼んだっけ？」

　……はい、頼まれていませーん。だって私の作戦だもの。

「あれが噂のキラキラネームってやつなんだなー、俺初めて遭遇したかも。なぁ、なんで月と菜で、るなって読むんだ？」

　何故か話の矛先が月菜ちゃんの名前へと向かう。

「それは心を込めて名づけたご両親にお聞きになればよろしいのかと……」

「お前聞いてこいよ」

「なんでですか、嫌ですよ」

「そんなことより、お前」

　ぐっと前に身を乗り出され、急に距離が縮まり、なんだか焦ってしまう。

　整った顔をした課長の真剣な表情をすぐそばで見ていると、平常心をキープするのが難しい。イケメンは、周りに自分が与える影響にもっと配慮するべきだと思う！

「……なんですか」

「このあいだの、交換条件な」

　ひそひそ声になり、課長の吐息を感じて、胸がドキドキしてしまう。

　やっぱりなんか、企んでるわけですね……。別の意味でもドキドキするんですけど。

「今週の金曜日、早速必要になったから、よろしく」

　そう言うと、課長がにぃっと余裕たっぷりの顔で笑う。

　……めちゃくちゃ怖いんですけど。そもそもなにをするかもわからないのに快諾できるわけない。

「な、なにをするんでしょう？」

　知りたいような、知りたくないような複雑な気持ちで、恐る恐る尋ねてみる。

「なにって――」

「お待たせしましたぁー」

　スパーン！と、コントのように勢いよく襖が開いた。

　……月菜ちゃん、タイミング悪すぎ。

「大丈夫？　様子見に行こうかと思ったんだけど、女の子だし、失礼かなーなんて」

　わざわざ顔を見なくても、その声音から課長が柔らかく微笑んで月菜ちゃんに視線を投げかけているのがわかる。

　おいおいおいおい。たった今まで、私を小声で脅していた時と随分違うじゃないですか……。

「大丈夫ですぅー。私、酔ったフリして課長にしなだれかかるとか、襲いかかるとか企めるような策士じゃないですぅー」

　月菜ちゃん、しっかり酔っちゃって、作戦駄々漏れ！　思いきり漏れてるよ！

　そのあとも続く課長と月菜ちゃんの生産性のない緩い会話には入らずに、目の前の美味しそうな料理にどんどん箸はしをつける。

　ぞっとしたせいか、お腹が急にすくのなんのって。

　すると突然、私の背後から電話を終えて帰ってきた高村さんの爆笑する声が聞こえてきた。

「どした、どした？　夢中で食べて……美味しい？」

「……ふぁい」

　結果、その高村さんの台詞せりふで、会話の途切れたオオカミ課長と月菜ちゃんも私の様子に気づき、全員に笑われてしまった。

「もー、仁美先輩、かわいい！」

　月菜ちゃんが嬉しそうに「キャッキャ」と笑う。

「糸島さん、どれがそんなにお気に召したの？」

　課長も、微笑みながら優しく尋ねてくる。

　さっきまで〝お前〟とか呼んでいたくせに〝糸島さん〟って……と思ったけれど、もちろんそんなこと、この場では口にできない。

「これです、この汲み取り豆腐」

　大きなザルに入った作りたての豆腐がこの店の名物らしく、それを指差しながら急いで咀そ嚼しゃくする。口いっぱいに詰め込むほど夢中で食べてなんかいませんよ、という、私の中の小さな見栄だ。

「糸島さん。それ、汲み上げ豆腐」

　笑いを噛み殺したような不自然な顔つきで、冷静にツッコむオオカミ課長。

　言い間違えたのをみんなに笑われ、不本意ながらそこから弾みがついて場が大いに盛り上がり、あっという間にそろそろ帰らないと、という時間になった。

　店を出てからも、私の今までの言い間違いやら、失敗談やら、うっかりミスのエピソードが月菜ちゃんによってお披ひ露ろ目めされ、何度もみんなが楽しそうに笑っていた。

　いいんですけどね。しらーっとするより、よっぽど。




　さて、どうして今現在、私はオオカミ課長とふたりっきりで、駅から私のアパートまでの道のりを歩いているのでしょうか？と、頭の中でクイズが出題される。

　そして、自分で答えてみる。はい、私と課長の家が同じ路線上ということが発覚し、同じ電車に乗ったのですが、私の最寄り駅まで何故か課長がついてきたから、です。もう少し都心寄りの駅だと聞いていたのだけど。

　ちなみに、月菜ちゃんは課長と一緒に帰りたいから私のアパートに泊めてくれ、と散々騒いでいた。けれど、高村さんが幸か不幸か同じ方面だったため、課長がスマートにタクシー代を払い、高村さんが送り届ける、というデキる同期の連携プレイにより、今頃無事に帰宅しているはず。

「なんでついてくるかなぁ……またなにか脅す気？」

　小声でぼやくように、思わず心の声が漏れてしまう。

「なにぶつぶつ言ってるんだ」

　横に並んでいる課長が訝いぶかしげな表情を浮かべ、一瞬だけこちらを見て、正面に向き直る。

「ひとり言です」

　放っておいてよ、という気持ちを込めたら、なんだか怒っているような言い方になってしまった。

「だろうな」

　……んもー。なんなの、この人。いちいち突っかかってきてさ。だいたい、どこまで一緒に来る気？　更になにか脅そうっていうつもりだとしたら、相当性格悪いよね。

「あの、ところで課長はなんでこんなところまで？　もし、送ってくださるとかだったら、私の家もうすぐなんで、大丈夫ですよ？　本当に……」

　真横に並んでいるものだから、課長がどんな顔をして歩いているのか全く見えず、そっと仰ぎ見る。

「あのなー、夜道を狙う奴なんて、女なら誰でもいいんだぞ？」

　私の視線に気づいたのか、課長はがっつりこちらに顔を向けて、怒ったように言う。

　……いや、よく聞くと、それすっごい私に対して失礼なんですけど！

「また駅に行って、電車に乗って、もう夜も遅いのに大変じゃないですか」

　ここから戻ることを思うと申し訳ない気持ちになり、課長と目を合わせながら口にする。

「お前、海外勤務帰りの課長クラス舐なめてんの？　タクシーで帰るに決まってんだろ」

　課長は呆れたような表情でこちらを見下ろした。

　……おう。ブルジョア階級め……。

「つーか、お前が駅からすぐだっつーから歩いてきてみりゃ、何分かかってんだよ。アスリートか？　どんな時でもトレーニングか？」

　課長が、その長い腕をぶんぶんと片方だけ振る。多分方向的に駅から私の家の方面を指し示しているらしい。

　あ、長すぎってこと？　私はもう慣れたんだけどな、駅から徒歩十五分。ここまで来れば、残りあと五分ってところだし。

「こんな距離でタクシー乗る勇気ないですよ。そして中学高校と美術部でした」

　えへへ、こう見えて美術部です、みたいな？　いや、課長の言った『アスリート』は、決して私に『スポーツ得意そうですね』というニュアンスで言ったわけではないよね。

「見りゃわかるわ、鶏ガラみたいな足して。全力ダッシュしたことありません、ってお前の筋繊維が言ってるし」

　よくもまぁ、こうもポンポンと……。私とふたりの時によく見せる心底バカにしたようなこの表情も大分見慣れたけど。

「あ、そーだ、金曜日のことだけど」

　課長は急に思い出したのか、漫画のようにポンッと手を叩く。

　……う。それはもしや例の〝交換条件〟の件ですね……。

「どんな服でもいいけど、全身タイツみたいなのは、やめといて」

「ていうか、金曜日になにするんですか？　ドレスコードがあるんですか？　だいたい全身タイツ素材の服なんて、逆に持ってませんよ……」

　いきなり言われた話の内容が全く呑み込めなくて、畳みかけて聞いてしまう。

　互いに名前を出さずとも、ぽわんと月菜ちゃんのキャピキャピした姿が目に浮かぶ。

「お前、今あいつのことバカにしたろ？　あ、あと主張の激しい豹柄もやめて」

「あれ、レオパードって言うんですよ。て、そんなことどうでもよくて、だから金曜日になにがあるんですか？」

　私も心の中で月菜ちゃんに『女豹！』ってツッコんだことは闇に葬りながら、このままうやむやにならないよう、しっかりと課長の目を見て聞いてみる。

「……知りたい？」

　課長は唇の片方の端だけちょっと上がる、あの悪い笑顔でニヤニヤし始めた。

　いや、当たり前でしょっ！　知りたいに決まってるじゃない。

「デートだよ、で、え、とっ！」

　ピンと立てた人差し指を、声に合わせてちょんちょん、と動かすというポップな仕し草ぐさと共に課長が歌うように言う。

　……へ？

「だから、おめかしして来いよ？」

　その人差し指を私にビシッと向ける。

　人を指差してはいけません、と教わりませんでしたかね、子供の頃に。……じゃなくて、いやいやいやいや。

「今日みたいにぞろぞろ連れてくんなよ？」

　脅すような口調で話しつつも、声音はとても浮かれているようで、やっぱりなにか悪いことを企んでいるとしか思えない。

「あの、なんの冗談で……」

　聞けば聞くほどわからないけれど、この雰囲気的に絶対よくない話な気がして、尋ねる声もなんだか小さくなる。その瞬間、脳裏にカフェでニヤニヤ笑っていた那由子の言葉が浮かぶ。

『〝お前が欲しい！〟とかだったらどーするよー!?』

　……ぎゃー！　落ち着いて、私。この人はＤカップ以上希望。私は……私は、疑う隙なくＡカップ！　うん大丈夫。ただの悪い冗談だわ。

「えーと、もうこの辺で大丈夫です……」

　万が一、万が一だけど、なにがあるかわからないから、家の場所は迂う闊かつに教えないほうがいいんじゃ……なんてことを考えていると、パッと課長が顔を近づけてくる。

　ちょっと、刺激が強いってばーっ!!　思考回路に異常をきたすのでやめてもらいたいんですけど。

「お前、もしかしてなにか勘違いしてるだろ？」

「……はい？」

「俺がお前を襲うとでも？」

　課長はこりゃ面白い話を聞いた、と言わんばかりに笑いをこらえたような顔をする。

「……い、いや、その……」

　なんだか急に恥ずかしくなり、しどろもどろになってしまう。

「俺は最低Ｄカップはないと、欲情し・な・い！」

　しっかりと確認を取る形で言わなくても、こちとら重々その件に関しましては心得ております……。

　でも、ちょっと待って！　言ってることおかしくないですかー!?　デートってさ、好意のある人とするものでしょ!?　欲情してもらっちゃ困るけど、欲情しない相手にデートしようって、なーんーだーよぉお！

「心配しなくても送りオオカミになんてならないから、ちゃんと家まで送る。俺と飯食った夜に部下が襲われたりしたら……」

　課長は急に眉根を寄せて悲しげな顔をする。

　襲われたりしたら、なんだって言うの？　困るとか？　悲しいとか？

「優しさ爽やかさイケメンさで三冠王の俺が、女子のひとりも守れなかったんかっつーことになる」

　当たり前のように堂々と言い放つ。

　……自分の評判最優先！　お腹いっぱいです。ゴチソウサマでした。

　なんだかどっと疲れながら、アパートの前に着く。

「本当にここです。どうもありがとうございました」

　くるっと身体ごと課長のほうに向き直り、頭を下げて挨拶をする。

　この期に及んでお礼を言えるなんて、ちょっと表彰されてもいいと思う。

「あ、そういや、なんでお前があの時の赤ずきんってわかったのか、ってメールで聞いてきただろ？」

　私と向き合いながら、課長が真剣味を帯びた表情で話しだした。

「あ、はい」

「あれな……」

　内緒話でもするかのように、課長の顔が近づいてくる。ふわり、という音が聞こえてきそうな、穏やかな笑みを浮かべているから、思わず見とれてしまう。

　優しげな空気。……うん、そうやって静かに優しく微笑んでいると、そこに吸い寄せられるというか、惹ひきつけられるというか……なにこの気持ち。

　黙って見つめられると、ドキドキしてしまう。私、どうしちゃったの。相手は私の弱味を握って脅しをかけてくる、悪ーい裏の顔を持つ、最悪上司だよ？　……だけど。

　もしも、こんなふうに優しく微笑むほうが、彼の本性だったとしたら……。

「……だ」

「はい？」

　なんて言ったのかわからなくて、思わず身を乗り出す。

　ドキドキしすぎて、聞き逃すとかありえないから、私……。

「人混みで溺おぼれそうになりながら、なにかフガフガ言ってくる奴に追いかけられる経験なんて、滅多にないからな」

　……ちょっ、ちょっとおぉおー！　なんなのよ『フガフガ』って。トリュフ探す豚じゃあるまいし、もっと他に言い方あるでしょうよ……。

「マルシェで追いかけた時と、朝礼で押し寄せる人に埋まりかけた時のことですか？」

　思い当たる節をひとつひとつ口にしてみると、そんなに前のことじゃないのに、随分昔のことのような気がしてくる。

「そーそー。どっちも溺れそうになってただろ？」

　その時の必死な私の変な顔でも思い出したのか、課長が肩を震わせて笑いをこらえている。

「……確かに。でも、フガフガとは言ってないです」

　楽しそうな課長と反対に、私はなにひとつ愉快じゃない。

「だぁーもー細けーなー！　ほら、とっとと風呂入って寝ろ！　たっぷり寝ないと身長伸びねーぞ！」

　ドスッと腰の辺りを叩かれて、鈍い痛みが走る。

「もう成長は期待してないです……」

　叩かれた腰を押さえながら言い返す。『ボディタッチはセクハラで訴えられますよ？』なんて言ったら百倍にして返されそうだから言わないでおいた。

「そーかそーか。ほれ、またな」

　……と、言われても、そこにいられると帰りにくいんですけど。

「あの、もう大丈夫ですよ」

「ドアを閉めるまでが遠足だ！」

　……あ、そうか。どうやら、本当に心配してくれているみたい。なんとなく、わかってきた気がする。

「それでは」とお辞儀をして急いで部屋に向かう。私がまごまごすれば、それだけ課長も帰宅が遅くなってしまう。

　それでもちょっと気になって、チラッと振り返ると、やっぱり課長はそこにいた。

「おやすみなさい」

　私がそう口にすると意外なくらいかわいい笑顔で「おー、おやすみ！　またな」と小さく言って、手を上げた。

　なんだか、心がほんのり温かい。誰かが見守ってくれるというのは、こんなにも温かいんだな、と思った。

　ま、課長は自分の評判のために、私を無事に送り届けたいだけなんだけど。それでもちょっと嬉しい私は、きっと異性との触れ合いから遠とお退のきすぎているんだと思う。




　長い一日が終わって、寝る前に浮かんだ課長の顔は、悪いほうではなく、『おやすみ！』と言った時の優しい笑顔のほうだった。










デート（偽）




　確かに、金曜の夜にふたりで会社のロビーに待ち合わせるのはちょっと……とメールで伝えた。月菜ちゃんの勢いを間近で見たことで、『ああいう、課長のファンは沢山いますよ！』と脅すようなことも言った。

　……だからって、一旦帰れだなんて。『女子はいろいろ準備とかあるだろ？』って言われたけど……ありませんよ、特に。

　私は、課長と〝デート（偽）〟をするらしき金曜の夕方六時半現在、家にいる。

　テレビをつけていてもなんだか落ち着かず、内容が全く頭に入ってこない。けれど、とりあえずローテーブルにぼんやり肘をついて〝テレビを見ている人〟みたいな格好をしている。

『七時には迎えに行く』とか言っていたから、メイクを直したり、着替えたりするべきなのかもしれないけど、とりあえずジャムサンドクッキーを食べる。だって小腹がすいたんだもの。食べたら喉が渇いたので、お茶でも沸かすか、と立ち上がってキッチンへと向かい、見た目重視で買った小さなケトルに浄水器の水を注いで準備をする。

　あれから何度となく、どこへ行くのか、なにをするのかメールで聞いたのだけど、気持ちいいくらいにスルーされた。

　人は、少ない情報を繋ぎ合わせて予測を立てて、安心しようとする生き物です。

　ということで、今ある情報だけで、今日行われることを考察してみよう。

　私の胸のサイズからして、〝身体目当て〟の線は消えた。

　そうなると、今日の課長の目的は、実は〝デートという名の肉体労働〟じゃない？　例えば、海外勤務から戻って散らかりまくった部屋を掃除してくれ、というような。

　もしくは、〝デートという名のご意見番〟とか。あのマルシェで見かけた彼女、なかなか強そうだったから……例えば誕生日が近いとかで、プレゼント探しに付き合ってくれ、女子の好きなものってなんだよ、みたいな。

　あ、そうだ。今頃思い出したけど、あの人、彼女いるじゃん！　しかも超美人。でも、彼女がいるのに〝デート〟だなんてどういうつもりだろう。

　ブブブ、ブブブ、とテーブルに放置してあったスマホのバイブが激しくメールの受信を告げる。

　慌てて取りに行き、画面をタップすると、【下に着いたぞー】という用件のみのメールが表示された。

　それにしても、もっとこう、【お疲れ様ー】とかさ。……いや、ないな。

　表向きはそんなふうに細やかな気遣いのできるキャラだとしても、オオカミ課長の本性にそんな繊細な優しさがあるわけない。

　沸かしかけていたお湯の火を止め、冷蔵庫からペットボトルを出し、ひと口水を飲む。放り投げてあったバッグを掴んで家を出た私は、鍵が閉まったことを確認して、慌てて階段を下りた。

　見慣れたアパート前の道路にあったのは、この風景におよそ似つかわしくない深いシルバーの高級車。仮にも自動車業界と関わりのある会社に勤めているのに車種を全く区別できない私ですらわかる、とってもメジャーなドイツのメーカーのエンブレムを堂々と輝かせている。いわゆるスポーツカーとも違い、丸みを帯びた存在感のあるデザインが〝そこら辺の車と一緒にしてくれるな〟的なオーラを発している。

　わ、なに、あのいかつい車。……まさか。

　その時、ウインドウがスーッと開いたかと思うと、よく知る顔が想像以上のしかめっ面で現れた。

「嘘だろ」

　いやいや、それ私の台詞です。なんすか、この威圧感。

「……確かにどんな服でもいいとは言ったけど、限度ってもんがあるだろ」

　お得意の呆れ返ったような口調で投げかけられる。

　今日の私の格好は、四月だというのに肌寒い気候を考慮して、防寒重視のダークネイビーのコットンニットと、千鳥格子のパンツ。

　そりゃあ普通に通勤服だけど、そこまで言われるほどひどくはないような。

「いや、これで今日も元気に電車に乗って通勤しましたが」

「んーでもなー時間ないしなー。んんんー」

　私の言葉を一切耳に入れず、課長は窓の向こうで勝手に悩み始める。

「も、いいや、ひとまず乗れ」

　言いながら、顎でクイッと合図をする。

　それはなにか知らないけど、仕方ない、と妥協したわけですか？　……勝手に結論出されても困るんですけど。

　腑ふに落ちない気持ちを抱えながらも、促されるまま助手席に乗り込んだ。予想よりふっかふかのシートに身を沈め、私が腰を落ち着かせるのと同時に、車が滑るように走りだす。音や振動など全てが、私の知っている車とは全然違う。

「用意しといてよかった……せめて、それ使え」

　課長は右手をハンドルに添え、空いている左手で後部座席を指差す。

　その動作につられて振り返ってみると、そこには大きな紙袋があった。

　……え、これって……。

「とっとと取れ。あ、小さいから遠いか？」

　いや、このくらい届きますよ、ふんだ、と思いながら腕をうんと伸ばしてぎりぎり届いたそれを掴み、膝の上に乗せる。

　まさか、と思いながら開けると、その中には誰もが知る、憧れのハイブランドのパンプスと、どこのかはわからないけど明らかに高級なカシミアのストールが入っていた。

　色はどちらも、見たこともないぐらい鮮やかな、深くて、温かくて、うっとりする綺麗な赤。

「……なんなんですか、これ」

　運転している課長の横顔と、手元のブルジョアグッズを見比べながら尋ねる。

「とりあえず、そのふたつでなんとかなる……と思いたい。それ、やる」

　その声はひとり言のようで、大した感情もこもっていないように聞こえた。

「なに言ってるんですか？　さすがの私でも知ってますよ、この靴がどんなに高いか。もらえるわけないじゃないですか！」

　食後のガムのおすそ分けみたいな気安さで、こんな高級なものをあげるとか、頭おかしい、この人。一体なにを考えているんだろう。

　思わずその横顔をじっと見たあと、手元にもう一度視線を移す。

　あ、でも赤い小物なら今日のシンプルな格好に映えてかわいいかも！　……って、そうじゃない、そうじゃなーい!!

「いいか？　お前は、今から次期社長のフィアンセだ。その設定に少しでもリアリティを出すためには、それだけやっても足りないくらいだ」

　脳内で課長を訝しんだり、ひとりでノリツッコミをしたりと大忙しの私などお構いなしに、課長はのうのうととんでもないことを言いだす。

『次期社長』『フィアンセ』……えーっと？　ちょっとごめんなさい、話がひとつも呑み込めない。

「……聞いてるか？」

　丁度信号が赤になり、その整った顔がぐいっと私の視界に入ってくる。

　この距離で覗き込まないでください……。そして、聞いてましたけど、理解できませんでした。

「……詳しく説明してもらってもいいですか？」

　さっぱり意味がわからないため、恐る恐る補足説明を求めてみると、「今しただろうが」とぶった切りながら、課長は車を再び発進させた。

「いや、完全に足りないと思います」

　私のささやかな抗議を受けて、『面倒くさい』と言いたいのがはっきりわかるダルそうな表情をすると、ぶつぶつと言い始める。

「あ、出会いはあのお前の副業な。いろいろ厄介だから、今はもうやめたっていう設定で」

「……はい？」

　確かに、私と課長が初めて会ったのはマルシェだけど、なんで急にそんな話になるんだろう。

　漫画だったら絶対今、私の頭の上に大きなクエスチョンマークが出ているよ。

「シナリオは、んー、あの場で赤ずきんのお前に出会って運命を感じ、惚れたので結婚することにした。そんなわけでいつもお前は赤い小物を身につけていて……っていう設定なら不自然じゃないだろ、うん」

　課長は自分で自分の言葉に、うんうんと頷うなずきながら話を進めていく。

　う、う、運命？　け、けけけ結婚？　ダメだ、聞けば聞くほど無理。意味がわからない。この課長が、私のことを……？

　黙りこくる私に気づいた課長が、運転しながら片手でバシッと私の肩を叩く。

　……痛いんですけど。

「お前、なにか勘違いしてるだろ？　そういう設定な、設定。お前みたいなちんちくりんに運命とか感じないから安心しろ、ほんと」

　運転しているから前を向いているけれど、さも楽しそうに笑っているのが、声音と横顔だけでも十分伝わる。

　一瞬でも、課長が私のことを好き!?とか思ってしまったことを見透かされたのが恥ずかしすぎて、思わずぷぅっと頬を膨らませる。『そーですよね、ありえませんよね。もちろん私もそんなこと期待したわけじゃないですよ!?』と言ってやりたい。

　でも言うと、あの課長のバカにしたようなニヤニヤ顔に圧おされて、なんだか余計、逆効果になりそうな気もするから、おとなしく話を元に戻すことにする。

「……なんなんですか、やっぱり意味がわからないです」

「だーかーらぁー、ざっくり言うとー」

　オオカミ課長は激しく面倒くさそうに話しだす。私としては、さっきからちょいちょい聞こえてくる単語のヘビーさから、早く解放されたかった。

「俺ね、髭おやじの甥おいっ子なの」

「ひ、髭おやじって……我らが耀光ホイールの社長ですよね？」

　とんでもない落とし穴がありそうなので、ひとつひとつを確認していく。

「そ。んで、髭おやじは子供がいないから、俺にゆくゆくは継がせたいって言ってんの。あ、これ極秘な？」

　……いや、すでに軽く噂になってますけど。でも確かに次期社長が確定しているとはみんなも知らないかも。

「んで、それがまずひとつな。次に、髭おやじの友達の中に、不動産業をやってるすんげー資産家がいるの」

「……はぁ」

　で、この話がどうして私の手元でビシバシ存在をアピールしてくるこの小物達に繋がるの？　先が全く見えない……。

「で、その資産家のおっさんが娘の婿むこさんを探してるわけ。その娘がこのあいだお前んとこで買い物した、あいつ」

「あの、美人さん……」

　顔を思い出そうと、一旦、目を閉じてみる。とっても気は強そうだったけど、なんせ綺麗な顔をしていた。

「それで、あいつに合いそうな奴を何人か紹介してるみたいなんだけど、髭おやじとおっさんの友情のために義理で一回会ったら、あいつが俺を気に入りやがって」

　課長は、顔をしかめながら、随分と嫌そうに言う。

「……ということは、課長とあの美人さんはフィアンセってことですか？　マルシェでデートしてたし」

「フィアンセでもデートでもねえよ。お前と会ったあの日だって、俺は四月からの本社勤務に備えて、住居の確認だの事務手続きだので忙しいのに、髭おやじが『わしらの友情のためにあと一回くらい会ってやれ』って言うから仕方なく付き合ったんだよ」

　苛いら立だった声を出し、さらさらの髪の毛を手でぐしゃぐしゃとかく。

　なるほど。あの日、あんなに不機嫌そうだった理由は、そういうことだったのね。

「で、私の必要性がわからないんですけど……」

　乱れた髪の毛を直したくなるけれど、さすがに上司の髪に触れるのはまずいでしょ、と思い、ただ見るだけにして聞いてみる。

「そこでお前の出番だろーが！　俺のフィアンセってことで、あいつに紹介する！」

　正面を向きながら、さも名案、と言わんばかりに自信たっぷりの笑顔を浮かべる課長に、思いきり呆れたようなトーンで返す。

「……はぁあ？」

　驚きのあまり、敬語を完全に忘れていました、私。

「課長……その作戦には思いきり弱点があります」

　課長の横顔をじっと見つめて真剣に告げるけれど、慣れた手つきで運転する彼は得意げに軽く言う。

「お前のその通勤服だろ？　確かに、あまりにも地味で説得力に欠ける。だからこそ、俺の用意した小道具が活きてくるわけだ」

「違います!!」

　息を大きくすぅっと吸い込んでから、一気に言ってみる。

「その作戦で成功するのは、課長のフィアンセがその娘さんも納得するくらい容姿端麗、才色兼備、尚且つ眉目秀麗、えーとそれから……」

「言わんとすることはわかった。ちなみに眉目秀麗は男に使う言葉な」

　なーるほど！　……って、違ーう！

「いいか？　ああいうタイプは今まで負け知らずだ。だからプライドも高い。中途半端にあいつの闘争心をくすぐるようなハイスペックじゃ逆効果だ」

　……はい？　なんか、失礼なこと言ってませんか？

「その点お前は大丈夫!!　俺の趣味が悪いの一点張りでなんとかなる。それにあいつはお前を見た時『あの赤ずきんちゃん、かわいー！』ってしきりに言ってたから、なんかこう、うまくいくだろ」

　目線はしっかり前に置いたまま淀よどみなく喋り、課長は楽しげに笑った。

　いろいろ言いたいことはあるけれど、とりあえず低スペックで悪ぅございましたね。顔面普通、身長低い、おっぱいＡカップ……って、くそー。しかもこの人、仕事できるって噂なのに、この作戦の肝心な部分はふんわり『大丈夫だろ』とか『うまくいくだろ』とか、どんぶり勘定すぎなんですけど!?　全然安心できない！

「余計なことは喋らなくていいから、短時間で切り抜けるために、こう、俺とのあいだにほんとっぽい空気出しておけよ？」

　私のヤキモキする気持ちなんてお構いなしに、課長は片手でふわふわと謎の形を表現する。

「ほんとっぽい空気ってなんですか……」

　そのふわふわ、がどうやら〝ほんとっぽい空気〟ってことらしいけど、伝わりませんよ。

「だからこう、あなたが好きですー、惚れてますー、みたいな。あるだろ、そういうの！」

　運転と謎のジェスチャーを同時にこなす課長の姿は、なんだか面白いけれど、言っていることは無茶苦茶だ。

「……無理っスよ……」

「美術部出身のくせに体育会系気取ってんじゃねぇ！」

　えええええ、もう、なにこの人。

「そもそも、なんでそんなこと、私がしなくちゃいけないんですか？」

　私の素朴な疑問を受けて、課長が低い声で呟く。

「赤ずきん業、うちの髭おやじにバラされてもいいんだな？」

　それを言われると、私は黙り込み、言葉にならない声を漏らすことしかできない。

「いや、えーと……」

「そして、このご時世に福利厚生も手厚く、給料もそこそこで、海外進出も絶賛拡大中の耀光ホイールを解雇され、路頭に迷ってもいいんだな？」

「うう……」

　あ、悪魔め……！

「そしたら、せいぜいマッチ売るのを本業にでもするんだな」

　それはもう憎たらしく、勝ち誇ったように笑いながら言い放つ。

「課長……マッチ売りの少女と赤ずきんは別物ですよ……」

　せめて反論できるところはしておこう、と小さな声でツッコんでみる。

「どっちもだいたい同じだろ」

　いや、全然違うし。でもこんなことで張り合ったところで、意味ないよね……。

　そんなやりとりをするうちに、ふと疑問に思い、尋ねてみる。

「課長、彼女いないんですか？」

「いたらお前に頼んでないし、そもそも髭にあいつ紹介される前に断れただろ」

　特に悪びれる様子もなく、当然のように答える。

　でも、まぁ正論だわ。ていうか、もう略して〝髭〟になっちゃってるし！

「じゃあいっそ、あの人と付き合ったらどうですか？　美人だし、胸も大きいし、いいじゃないですか」

　我ながら名案、と思いつつ、ちょっと疲れてふかふかの背もたれに身体を預ける。

「お前……」

　今まで、私のことをバカにしたりしつつも、おおむね楽しそうだったのに、急に課長のトーンが変わる。

「人と付き合うって、そういうことじゃねーだろ。誰かのためにじゃなくて、こう、あーこの人だ、と気づく運命っつーかなんつーか……」

　前を向いて運転をしている課長の表情は、よく見えない。だけど、真面目なトーンで、こんな……こんな……。

「ぷっ」

　思わず私の唇から音が漏れる。

「なっ……お前、なに吹き出してんだよ！」

　意外なほどに、焦った様子で課長が声を大きくする。

「課長……かわいー！　乙女？　働き盛りの男の人が……ふふ、う、運命って、あははは」

　私は、こらえきれずに爆笑してしまい、そのあいだ課長はむすっとした表情で黙っていた。

　あれ？　もしかして……怒っちゃった？

　ヤバい。仮にも私はこの人に弱味を握られている立場なんだった。

「す……すみません」

　急に気まずくなり、しょんぼりしつつ謝ってみる。

　沈黙が怖い。車のウインカーの音がやけに車内に響く。

　ヤバい。ヤバい。社長に、即刻バラされる!?　嫌だー、解雇は困る。マッチを売って凌しのぐ日々は困る。

　……って、さっきのマッチ売りの少女の話に思いきり影響されている単純な私。

「お前はさー……」

　怒ってはいなさそうだけれど、思いの外ほか静かな口調で、緊張感が増す。

「……はい」

　そっと視線だけで課長の横顔を見ると、形の綺麗な唇から静かに言葉が紡がれていく。

「誰かに、運命とか感じたことねーの？」

　運命を、感じたこと……？

　ああ。また、あの男の顔が浮かぶ。私が勝手に運命だと思って、盛り上がって、騙されて、撃沈した人。

　胸がチクリと痛む。この傷が癒える日は来るのだろうか。

「すみません。運命感じたことありました」

　丁度赤信号で車が止まり、視界の隅に、こちらの様子を窺うような課長が見えた。でも私は課長のほうを向けない。きっと、ひどい顔をしているから。

「運命だと思ったら、違いました。凄くキツかったです……ごめんなさい」

　課長の顔どころか、前も向けなくて、俯うつむいて足元を見つめる。

　私は、なにに対して謝っているのだろう。

　今、こうして車内を微妙な空気にしてしまったこと？　自分だって、運命だと思った経験があるくせに、課長をバカにしたこと？

「いや……こっちこそ、悪かった。嫌なことを思い出させて」

　返事をしようとした時、信号が青に変わり、また車が静かに発進する。課長の視線は、自然と前に戻るけれど、冷たい感じはしなかった。

　……意外。この人、こんな素直に謝ったりするんだ。『悪かった』だなんて。先に茶化すような態度で空気を乱したのは私なのに。

　ほんの少し、見直した……かも。

　それに『誰かに頼まれてではなくて、自分で運命の人を見つけたい』みたいな課長の思い、私もわかる気がするな。

〝運命の人〟

　みんなはどうやって見つけるんだろう。その人が、光り輝いて見えればいいのにね。そうしたら、私みたいに間違うことなんてないのに。こんな思いをしなくて済むのに。

　考え込んでいると、車が止まり、不意に課長が口を開く。

「うまくいけば、一分で終わるぞ」

「あ、そうだ。で、結局その設定でなにをするんですか？」

　気持ちを切り替えるため、笑顔になるよう努力しながら課長のほうを見る。

「今日は、今からここでそのお嬢さんがまた別の候補と会うわけ。そこに、偶然のフリして俺とお前が行き、さりげなく姿を見せる。……で」

「……で？」

　ごくん、と唾を飲み込んで話の続きを待つ。

　課長が車を停めたのは、結婚式でお呼ばれする以外、足を踏み入れることのなさそうな、高級ホテルの駐車場。

「めでたし、めでたし」

　そう言うと、運転が終わって自由になった両手で、パチパチと拍手をする。

「は？　なに言ってるんですか？」

　まさか、という思いを込めてまじまじと課長の様子を見つめる。

　ダメだ、この人。なに、この予測能力の低さ。想像する力をシンガポールに置いてきたんじゃないの？

「なにがだよ？」

　心底わからない、といった無邪気とも取れる雰囲気で、課長は私を軽く睨む。

　……信じられない。見直した一分前の自分をがっつり殴りたい。

「それ、完全に修羅場になりますよ？　しかも、そのお相手の方も巻き込みかねない!!」

　なんでわからないわけ？という気持ちを込めて、思わず大きな声で説得にかかる。

「んー、そもそも発案者は今日の候補者だから大丈夫。そいつ俺の友達でさ、この作戦はお互いの利害関係が一致するんだよ。つまりそいつもグルだから、安心しろ、な？」

「グルって……でも、意味が全くわからないんですけど。私が課長のフィアンセのフリをすることで、なんでそのお友達にもメリットが出てくるんですか？」

　まさかの答えに一気にヒートダウンした私は、ごく自然であると思われる心からの疑問をぶつけてみる。

「あー、それ、この短時間で説明するの無理。あとで教えてやる」

　面倒くさそうな表情を見せる課長に、思わず身を乗り出してぐっと近づく。

「今、話してくださいよ！」

「あ、やべ、時間だ。あいつらに移動されたら厄介だから、とりあえず様子見に行こうぜ。ほら、それ巻いて。お前の靴は適当に置いておけ」

　理解も納得もしていないけど、言われるがまま、バタバタとストールを巻き、パンプスを履はき替えていると、先に車を降りた課長が助手席のドアを開けてくれる。

　なーんの、心の準備も、できておりませんよ……。例の〝ほんとっぽい空気〟とやら、絶対出せないですよ……。

　車から降りると、課長が私の隣に立つ。

「ほれ」

「ほれ、ってなんですか……」

『早く前へ進め』っていうこと？と思いつつ、課長の思惑が読み取れなくて、そっと仰ぎ見る。

　すると、課長が自分の左腕を曲げていて……。

「腕組んで出そうぜ、いい空気」

　何故かキリッと前を向いたまま、曲げていい感じに身体とのあいだに隙間のできた左腕をクイクイと動かしている。

　……ここに、私の腕を通せってこと？　はあ？　断る。断固断る。それって、もの凄い密着度だよね？　私、嫁入り前なんですけど。

「嫌です」

　一歩後ろに下がり、課長とのあいだに距離を置きながらはっきりと口にすると、課長は心底残念そうな顔をする。

「俺だって嫌だよ。腕を組むのはおっぱいが当たるのが、醍醐味なんだから」

　すみませんね、当たる気配もありませんよね。

　不満げに言いつつも、左腕を曲げて『さぁ、どうぞ』の姿勢をなかなか崩さない課長と、そこからなるべく離れたい私。

「本気ですか？」

「当たり前だろ？」

　……好きでもなんでもないふたりが腕を組んだところで、いい雰囲気なんて絶対に出ない。

「隠しきれない不自然さが滲み出て、あっという間にバレる気がします……」

　一歩下がったところから、俯きがちに伝えてみる。視界に入った赤いパンプスは、さすがのオーラを放っていて、いつもの私の足じゃないみたい。

「大丈夫だ、俺が慈しむような視線を送る！」

　その言葉に誘われて顔を上げると、課長がスラリとした上半身を一歩下がった私のほうに軽く捻って、自信に満ちた笑顔を見せていた。

「……へ？」

　慈しむって……、とたった今言われた言葉を頭の中で反はん芻すうしてみれば、確かに優しげな課長の笑顔が思い浮かぶ。

「昔飼ってたハムスターをイメージすればイケる！」

　更にいい笑顔で、ついには右手の親指を立てて私に向かって突き出してくる。

　……もう、なんかどうでもいい……。これから私、弱味を握って脅してくる上司と腕を組んで、ラブラブな空気を出して、フィアンセの演技をして、下手したらその相手に恨まれたり殴られたりする修羅場に巻き込まれて、心身共にボロボロになるんだわ……。

　神様、どうしてこんなあくどい人に私の赤ずきん姿を見られてしまったのでしょうか……。私、そんなに悪いことしましたっけ……？

　腑に落ちないけど、ここまできたらもう、なにも考えずに演技するしかないよね。

「ほれ」

　話がなんとなくひと段落したところで、課長がまた左腕を強調するように、クイクイと動かしてきた。

　観念して、差し出されたところに腕を入れてみる。

「あの、私、親にも殴られたことないんですけど……。やっぱり、場合によっては相手の方に掴みかかられて、『この泥棒猫！』とかベタな台詞を投げつけられるんですかね……」

　怖こわ々ごわと通した自分の右腕が、何故かちりちりと熱い気がしてくる。

「だーいじょうぶだって！　ニコニコ、はにかんどけ」

　課長が余裕しゃくしゃくといった表情で、ぎゅっと左腕に力を入れたため、私の腕がしっかりとホールドされた。その状態で課長に促されるように歩きだす。

　ニコニコはにかむって……ていうか、男の人とこんなに密着するの久しぶり。なんかいい匂いがする。よくわからないけど、ムスク系の香水かな？　私、香水苦手だったけど、こんなふうに香るんだったらいいな。

　スーツの生地も、触れてみると柔らかくて、触り心地が全然違う。ただのネイビーだと思っていたのに、こうして近くで見ると細かくいろんな色味がミックスされているし、袖口やボタンなどの細部に渡って丁寧に作り込まれている。

　ドキドキするけど、なんか……意外と嫌じゃない。変なの。

　って！　どんだけご無ぶ沙さ汰たなんだ、私。ちょっと触れたくらいで、なにをドキッとしているのさ。我ながら単純すぎるっての。

　悶もん々もんとしているうちにエレベーターが到着し、ふたりで乗り込む。

　……うーん、密室でもこの状態？

「課長、今はこの体勢じゃなくてもよくないですか？」

　あまりにも近いので、どこを見たらいいのかわからず、話しかけておきながら正面を見続けてしまう。

「よくねーよ。つーか、課長って呼ぶな！」

　変に恥ずかしくて課長のほうを向けないから、彼の表情は読めない。

　だけど、課長もさっきからずっと前を向いているし……まさか、緊張してるのかな？

「……じゃあ、どうするんですか？」

「周磨、とかか？」

　しゅうま……そうか、そんな名前だったっけ。

「焼しゅう売まいかシューマッハはどうですか？」

　しょうもない話で急に元気が出てきた私は、勢いがついて、やっと課長の横顔を見ることができた。

「……小学生じゃねーんだからさ。なんだよ、そのセンスのなさ」

　自分の腕で私の腕をしっかりとホールドしたまま、肩をすくめる。

「だからって、さすがに呼び捨ては無理すぎます！」

　つい力が入って声のトーンが大きくなり、絡めている腕にもぎゅっと力が入ってしまった。

「……んー、じゃあ。棒読みになってもまずいし、無難なところでさんづけだな。あ、お前名前なんだっけ？」

『明日の天気ってなんだっけ？』と尋ねるくらいのテンションで、私の顔を覗き込みながら言う。

　自分だって課長の下の名前を忘れていたくせに、当然のようにさらっと聞かれるとなんとなくムッとしてしまう乙女心。

　この動揺を悟られまいとして、足元に視線を落とし、ごく普通に返事をすることを心がける。それこそ、『明日は晴れるんですって』くらいの、淡々とした感じを目指して。

「……糸島仁美です」

「仁美、ひとちゃん、ひとみん、ひーちゃん、ひとし……」

　斜め上を向いて、九九を諳そらんじる小学生のようにぶつぶつといろいろな言葉を口にしている。

「課長、ひとしは絶対ないと思います」

　いい大人達がさっきからなにをやっているんだか。

「んじゃ、普通に仁美、な」

　油断して課長のほうを向いていたら、課長がパッとこちらを見たため、ばっちり顔を見合わせる形になった。そこで、恥ずかしがるのも変だと思った私は、しっかりと返事をする。

「わかりました」

『仁美』……久々に男の人に名前を呼ばれたせいか、忘れかけていた記憶が蘇よみがえる。いつになったら、この呪いは解けるのだろう。

　エレベーターの到着を告げる、ポンという柔らかい音が頭上で響き、目の前の重厚なドアがゆっくりと開く。私達は、しっかりと腕を組んだ状態でホールに降り立ち、歩きだす。

「あそこだぞ……はい、ニコニコニコニコ！」

　エレベーターホールからすでに見えている一階に広く設けられたラウンジに、どうやら例のふたりはいるらしい。

　緊張するってば……。

　そんな私の気持ちを知る由もなく、課長は堂々と、ラウンジに続くフロアを移動していく。

　どうして、この人は全く平気なんだろう。さっき、緊張してるのかな？なんて思ったのは私の勘違いだったみたい。

　私は結局どうすることもできずに、身につけたカシミアのストールに顎をうずめた。足元では、パンプスがコツコツといい音を響かせている。

　ここにきて今更気がつくのもどうかと思うけれど、この靴びっくりするくらい私の足のサイズにぴったりだ。でも……十センチヒールをもってしても、課長と並ぶとまだまだちんちくりんな私。

　やっぱり、私達って、全然つり合わない。当たり前だけど。










シンデレラかもしれません




「あれ……もしかして、吉よし川かわさん、じゃないですか？」

　課長が、テーブルでお茶を飲んでいるひと組のカップルに、ごく自然に声をかける。

『吉川さん』と呼ばれた男の人は、上品なスーツを身にまとい、優しそうな雰囲気で振り返った。

　そんなに背は高くなさそうだけど、笑顔も物腰も柔らかな好青年といった見た目で、醸し出す雰囲気は平和そのものだ。

　……でもこの人も、なにか隠してるってこと？　こんなにいい人そうなのに。

「おお、松田さん！　……お久しぶりです」

　課長に比べるとちょっと演技がぎこちない。ニコニコしている雰囲気は温かくて素敵だけど、私はもう少し頼り甲斐のあるほうがいいかな……って、品定めしてる場合じゃないっつーの！

「すみません。お取り込み中、お邪魔してしまって」

　課長が、吉川さんの連れ……つまり、諦めさせたい相手である、マルシェに来ていたあの美人さんに他人行儀に声をかける。

　あれ？　なんでそんな、知らない人のフリしてるの？

「あ、いいえ……」

　美人さんは、声をかけた課長の顔を見て一瞬固まったあと、軽く会釈をして悠然と微笑み、私にも軽く頭を下げてくれた。

　嘘でしょ!?　あの美人さんも、まるで他人のよう。マルシェでデートしていたのって、ほんの一ヶ月くらい前の話なのに……。

　あ、そうか。課長も、吉川さんも、この美人さんにとっては〝候補者〟なわけだから……これはちょっとした〝浮気現場発覚！〟みたいな感じってこと？

「松田さんも、お忙しそうで」

　吉川さんが私と課長を交互に見比べながら言う。

　このまま談笑が続くのなら、そのあいだずっと腕を組みっぱなしなのもどうかと思い、組んでいた腕を外そうとする。

　しかし、その手は課長にぐっとホールドされて抜けない。

「いやぁ、べたべたとしている、お恥ずかしいところを見られてしまって……あ、ご紹介が遅れました。フィアンセの仁美です」

　言いながら、自然とホールドは解け、気がついたら私の背中に大きな手が優しく添えられている。

　ええい、もうこうなったら、と決意した私は、その手に押されるように一歩前に出る。

「初めまして。し……周磨さんのフィアンセの、糸島仁美と申します」

　ぺこっと下げた頭の勢いがよかったのか、巻いていたストールがべろーんと落ちてくる。それを慌てて直していると、右隣から視線を感じた。

　そっと見ると、慈しむような目で課長が私を見つめていて、心臓が急にドクンと音をたてる。

　……こんな優しい顔、できるんだ。反則だよ、そんなふうに柔らかく微笑むの。

　今まで見たことのないその表情や雰囲気に、思わず釘づけになってしまう。

「では、あまりお邪魔をしても申し訳ありませんので、この辺で失礼します。行こうか、仁美」

「はい、周磨さん。ではまたの機会に。お邪魔致しました」

　図らずも、課長とほぼ同時に頭を下げる。

「うわぁ。お似合いだなぁ。ぜひまたの機会に、ゆっくりと！」

　吉川さんが嬉しそうに言うと、例の彼女も私達に向かってもう一度頭を下げた。私の腰の辺りに添えられた課長の手から伝わる体温が温かい。

　背中にふたりの視線を感じながら、とりあえず歩いていく。




「はい、とりあえずかんぱーい！」

　満足げな顔で、意気揚々と乾杯のコールをする課長と、それに一ミリも乗れずに能面のような顔をして、お冷やのグラスをかろうじて持ちながらカチンと合わせる私。

「……乾杯」

　私達は今、店員さんの八割がインド人、といった勢いの本格インドカレー屋さんにいる。

　解放感で、今すぐ家に帰ってお風呂に入って寝たい、という衝動にかられた。けれど、課長に飯でも食おうと半ば強制的に連れられ、最初に目についたこの店に入ったのだ。

「……なにシケた面してんだよ！　あれか？　『アタシ、夕食はフルコースじゃないと嫌！』みたいな、面倒なタイプか？　お前」

　課長は変に高い女の人の声真似を交えつつ、やたらと突っかかってくる。

「いや、最初に目についたところがいいお店で本当によかったじゃないですか」

　課長の態度の理由は、もしかしてこの私の仏頂面のせいですか？と思い、なんとか笑おうとしてみる。

「んじゃ、なんだよ？　カレーはタイ派とか？　うるせーよな、いるいる、そういう女」

　白いおしぼりでごしごし手を拭ふきながら、課長は絶好調に畳みかけてくる。

「同じ緑ならグリーンカレーより、さっき頼んだほうれん草のやつのほうが好きだから別にいいです」

「じゃあ、むしろインドカレー屋にして大成功じゃねーか」

　……なんでこの人、私が食べ物のことしか考えてないと思い込んでいるんだろう。

　食事よりもまず、今日のことをちゃんと説明してほしい。誰の、どんな思惑で、私はこんな目に遭っているわけ？　そりゃ、仏頂面にもなりますよ。

「課長……吉川さんとどういう話になっているんですか？　私には、多少事情を聞く権利があるような気がするんですけど」

「なー、あいつ演技下手くそな。一緒に内容考えたんだぜ？　俺は俳優に転向してもやっていけるけど、あいつはダメだな」

　さっき手を拭いていた白いおしぼりをくるくると巻いてみたり、意外と子供っぽく、落ち着きのない一面を見せながら、楽しそうに言う。

「いや、だから話がよく見えないんですけど。結局、吉川さんはなんでこんなこと企てたんですか？」

「好きな女を射止めるためだよ」

　くるくると丸めたおしぼりを、今度は広げていくという、せわしないけど綺麗な課長の手に視線が行ってしまう。

「……好き？」

　吉川さんが、あの美人さんを……ってこと？

「そうだぜー。いい歳こいて、紹介された時に本気であいつにひと目惚れしたんだってよ」

　まるで噂話のように軽いトーンで楽しそうに笑いながら話している。

　私は話を理解するのに必死で、とにかくそんな課長の言葉に耳を傾けてみる。

「んで、吉川いい奴だけど気が弱いから、初めて会った時がっちがちのボロボロだったんだよ。で、今日が二回目なんだけど『このままじゃ、あのお嬢さんに振られる、どうしよー』って相談されたのが始まりなわけ」

　課長はグラスに入ったお冷やを、ぐいっと口に運ぶ。

「……課長があの美人さんと親交があることは伝えてあるんですか？」

「もちろん。向き合う意思がないこともちゃんと言ってある。あ、それは、お嬢さんにも吉川にもね」

　残り少なくなったグラスをくるくると動かして、中のお冷やを回しながら、なんでもないことのように課長は話す。

　けれど、こんなこと、普通に生きていたらあまり起きないことだと思う。

　そうすると、どうなるんだろう……。

　私の脳が処理しきれないのか、取り巻く状況が複雑なのか、理解するのに時間がかかる。

「俺は向き合わないと伝えて、そのうえフィアンセと共に現れた。でも自分の目の前には吉川という別の候補者がいて、そいつは割といい人そう。しかも俺と吉川がそんな作戦を立てるほどの仲だとは知らない……となれば、自分のプライドを保つために、その場で瞬時に吉川を選ぶだろう、と思ったわけ」

　ちんぷんかんぷん、という私の思いを汲み取ったのか、課長はゆっくりと説明してくれた。

　処理能力の低い部下でごめんなさい。

「お待たせしましたー」

　独特のイントネーションと、『先月インドから日本に留学しに来ました』みたいな本格的に異国情緒溢あふれる見た目の店員さんによって、ラッシーと冷たいチャイが、サモサと共に運ばれてきた。

「とりあえず、俺の作戦勝ちに乾杯！」

　いい顔でにぃい、と笑いながら、課長が私のチャイに、自分のラッシーのグラスを当ててくる。

　えーと。私は、モテたこともないし、親に結婚を前提にするような相手をあてがわれたこともないから、よくわからないのだけど……。

「あの美人さんは、そう簡単に課長のことを諦められるものなんでしょうか？」

　一応、あまりにもとんちんかんな質問を投げかけることは避けたくて、探るような雰囲気で尋ねてみる。

「あっつっ！　おいこれ、本気の揚げたてだぞ」

　手にしたサモサを取り皿に乱暴に置いて、急いでチャイを飲むと、課長はサモサを冷ますためにふうふう息をかける。

　……揚げたてサモサと格闘してる場合じゃないと思うんですけど。

「んー、だからさー、要は誰でもいいとは言わないけど、〝あてがわれた中で〟俺だったんだろ。俺は元々その気はないって伝えてるから、騙したことにはならないし」

　サモサの端っこをつまんで半分にちぎろうとしながら「あちちっ」と指を口にくわえるセクシーな仕草に、こんな時なのに一瞬見とれてしまう。

「あのお嬢さんにしたって、俺より、自分のこと大切にしてくれる吉川とくっついたほうが幸せに決まってんだろ」

　まだ熱いのか、課長は指を口元につけたまま話を続ける。

　……まぁ。課長への思いより、プライドが勝つなら、そうなるの……かな？

「それにしても、お前いい感じだったぞー、あの演技！」

　あまりに熱くて懲こりたのか、再びサモサを取り皿に戻して、タオルで指を拭きながらこっちを見る。

「……はい？」

　急に振られて、思わずかわいげのない声で訝しげに聞き返す。

　どの部分のことだろう？　第一、そういう詳細を知らされていなかったから、とにかく課長に合わせるのに精一杯で、とても褒められたものではなかったと思う。

「俺を見つめる感じがいい具合に雰囲気出てた！　ちょっとびっくりしたわー。ほれ、冷めたぞ、食べろ食べろ」

　言いながら、結構な量のサモサが入った皿を私のほうに押してくる。

『わーい、美味しそう！』と無邪気に食べる気分になどなれず、サモサを取るだけ取って、なんとなく誤ご魔ま化かす。

　気になることが多すぎるから、ちょっと整理したい。だって、私はただ課長を見ていただけで、演技をしたつもりはない。一体どんなふうに彼の目には映っていたんだろう。それから、あとひとつ気がついたことがある。

　私はあの時、嫉しっ妬とをしていた。私が演じた架空の〝周磨さんのフィアンセ〟という立場に。

　私は単に役割を演じただけだったけど、いつか現れる、本当にあんなふうに優しく見つめられて、大切に扱ってもらえる人が羨ましいと思った。

　でもそれは、もちろん課長が好きだとかそういうことではなくて、私が単に〝誰かの大切な人〟という立場に飢えているからなんだろうな。

　幸せになりたい。誰かの特別な存在になりたい。改めて、そんな自分の気持ちに気づく。

　思考を巡らせていると、インド人の店員さんがカレーを運んできてくれた。

「それにしても、お前がフィアンセになるまでの説明とかの出番がなくてよかったな」

　バターチキンカレーをたっぷりつけたナンを口に運びながら課長が言う。

　……説明？　なんだっけ、と思いつつ、私もとりあえずほうれん草のカレーを食べ始める。自分の気持ちになんとなく整理がついたら、食欲が俄が然ぜん出てきた。

「よく考えたら、お前と初めて会ったのがあのマルシェの時だと、フィアンセにするにはさすがに早すぎるもんなー。ひと目見て、ビビッときて……ってのもなんか無理があるし」

　私のことをまじまじと見ながら、課長は半笑いでひとり言のように言う。

　いや、しっかり聞こえてますけどね？

「……すみませんね、ひと目惚れ対象外の見た目で」

　むかつくけど、私だって自分を客観視する冷静さは持っているから、それは納得。ちんちくりんだし。ふんだ。わかってますよーだ。

　やさぐれながら、ぐるぐるとルーをかき混ぜてみる。

「あ、でも吉川は、俺達のこと本当のカップルだと思ってるんだぜ。でもそういうことにしといてよかったな。あの様子じゃ、俺達が偽カップルってこともテンパッてバラしそうだもんな」

　私がちょっと拗すねモードになっていることなんて全く気がつかずに、課長は楽しそうに話し続ける。

　いろいろ思うところはあるけれど、まぁ、美味しい食べ物のおかげで、なんだか幸せな気持ちになったから、いいか。




「……どうしよう」

　家に帰り着き、ほっとひと息ついたところで、私はひとりベッドに腰かけながら途方に暮れていた。

　正直あのあと、凄く楽しかったのだ。オオカミ課長は、意地悪なことも言うけれど、話が面白いうえに優しくて、時間が過ぎるのがあっという間だった。

　その結果、赤いカシミアのストールと、あの見るからに高級な靴の存在をすっかり忘れて、身につけたまま解散してしまうという痛恨のミス……。

　でも、これを返せば全部が終わるよね。だって、私の副業を黙っていてもらう代わりに、課長の企みに協力をして、フィアンセのフリをしたんだから、もう私の任務は終了。課長の脅しからも解放されるってことだよね？　そうとなれば、善は急げ。

【今日はカレーごちそうさまでした。ストールと靴をそのまま持ってきてしまいました。来週お返しします】

　なんとなく、そのままスマホを手放せなくて、無駄にゲームをしたりネットを開いたりしてしまう。

　あんな高価なものを、たった一回の〝作戦〟とやらのために用意してしまうなんて、そもそも私とは価値観が全然違う……。

　スマホをベッドの上に置き、パンパンと両頬を叩く。

　お風呂に入ろう、そうしよう。そうそう、来月開催予定のマルシェに向けて、いろいろやらなくちゃいけないんだから。




　お風呂から上がった私は、ベッドに向かい、スマホを確認する。

【今度のマルシェ、申し込むの忘れちゃった！　ごめーん。次は五月の後半のやつになるかな。ほんとにごめんね！　エロ課長とどうなったー？　近々ランチしよ！】

　確認できたのは、那由子からのメールのみだった。面倒な出店申し込みはいつも那由子がやってくれるので、甘えてしまっている。

　……ていうかエロ課長って。

　チラリと部屋の隅に目をやると、いつもはなにもないその一角に、畳んだストールと、揃えて置いたパンプスがある。

　ストールはともかく、私が履いちゃった靴なんて返されても困るかな？

　那由子に返信をして、なんとなくまたスマホをいじっていると、メールの受信を告げる通知が表示された。

　あ、と思うと同時に身体をベッドに投げ出し、届いたメールを急いで見る。

【あの小物はまた必要になるかもしれないから、装備として保管しておくこと。それよりも、赤ずきんからシンデレラに鞍くら替がえするつもりか？】

　……はい？　赤ずきんから、シンデレラ？

　……ヤバい。靴！　私のバレエシューズ！　ネットで買ったら実物は画像で見るより渋い色味で『キャラメルベージュ』という表記よりも『ババアの黄土色』がしっくりくるあいつ。送料込みで二千九百八十円のワンシーズンで履きつぶすことになるだろう、と思っていたあいつ。課長の車の中に置き去りだ……。

　毎日のように履いていた靴を人の車に置いてくるなんて、完全に罰ゲームレベルだよね、お互いに。どうしよう。

　とりあえず、えーと……。結局、高級小物達のことはうやむやになってしまったけれど、私のすべきことは一刻も早く謝罪メールを作って送ること！

【本当に申し訳ありませんでした。月曜日取りに伺います！】

　定型文のようだと思いながら、とにかく速さ重視で送信マークをタップする。

　ああもう、よりによってあんな地味な靴を置いてくるなんて。課長はモテモテだろうから、あんなババくさい色のぺたんこパンプスを履く人なんて恋愛対象外なんだろうな。

　それこそ、一足十万円ぐらいするハイブランドのピンヒールとかをさらっと履きこなしちゃうような、モデルみたいな人が隣にいれば凄く絵になるよね。

　……しょうもないことを妄想していないで、寝よう。

　今日のことを思い返すだけでどっと疲れを感じて、急いで目を閉じ、布団をかぶった。










現地妻疑惑




「えっと、糸島仁美さんはこちらにいますか？」

　突然名前を呼ばれ、声がした入口のほうを見ると、そこにはひとりの男性が立っていた。

「私ですけど……」

　あれは確か、企画部の若手。

　短く刈り込んだ髪型から、生真面目な性質が窺え、下手したらまだ学生にも見えそうだ。

　オオカミ課長の部下だよね？　月曜日の、こんな朝早くに一体なんのご用でしょう？

　月菜ちゃんと顔を見合わせ立ち上がると、ちょっと小走りで彼の待つカウンターへと向かう。

「松田課長からの伝言です。『このあいだの夜の忘れ物です』とのことで、靴をお預かりしています」

　……はい？　「キャー」だの「ひゃー」だの、背後からざわつく声が聞こえてきて、背中が寒い。

「夜ってどういうことですかー!?」

「糸島さんと課長って……」

　みんなのひそひそ話が恐ろしくて後ろを振り向けない。とりあえず、差し出された紙袋を受け取りつつ、ごく自然な疑問をぶつけてみる。

「……ありがとうございます。あの、課長は……？」

「あれ、ご存知ないですか？　シンガポール支社のほうで問題が起きて、課長は呼ばれて行っておりますが？」

『ご存知ないですか？』って言い方が感じ悪い！

「……そうですか」

　むかつく気持ちを出さないように気をつけて、笑顔を作る。

「急な出張なので、帰国する日時は未定だそうです。いくら異動で新しい社員が向こうに行っていても、現地の従業員は課長に絶大な信頼を寄せていますから」

　たった今までのちょっと冷たい雰囲気とは打って変わって、生き生きとした表情に、身振り手振りまで添えている。お前は現地従業員か、っていうくらい、気持ちを込めて熱弁を振るう彼の態度から察するに、きっとオオカミ課長を崇拝しているのだろう。

　金曜日に私と会った時には決まっていたのだろうか？　……いつ帰ってくるんだろう。

　なんとなく不安な気持ちになるけど、まさかずっと向こうにいるなんてことは……いや別にいてもらって構わないんですけど！　全然！　むしろ、そのままシンガポール支社に戻れば、私の赤ずきん業に関して脅す人はいなくなるわけだし！

「それでは、確かにお渡ししましたので」

　真面目な若造が一礼して去っていき、私の手には紙袋が残る。

　いろいろと考える間もなくポンと肩を叩かれ振り返ると、そこには月菜ちゃんがいた。そして、後ろのほうには完全に私達の様子にアンテナばりばり状態の、女子社員の姿。

「……えー……と」

　とりあえず、「へへっ」と笑ってみる。

「どういうことですか!?」

　怒っているような、いつもより大分大きな声を出し、興奮気味にずいっと一歩前に出た月菜ちゃんに合わせるように、私は思わず一歩後ろへ下がる。

「な、なにが……？」

「課長と、夜って……夜って……？」

　月菜ちゃんは、興味津々といった感じで、目を輝かせながら両手を胸のところで組んでいる。

　あら？　な、なんか、勘違いしてません？




「……するとつまり、力仕事を手伝ってそのまま？」

「そう、そう、そうなの！　なーんの色気もなくて逆にごめんね！」

　今現在、課長、高村さん、月菜ちゃんとこのあいだご飯を食べた和食屋さんに来てみたところ。

　結局、勤務中にあの流れでワイワイやるわけにもいかず、昼休みにランチをしながら説明するということで、なんとか月菜ちゃんをなだめて仕事に戻った。

　昼までにできた猶予を活かして考え出したのが、『金曜日の勤務時間終了後、偶然社内に居合わせた私が課長に頼まれて、膨大な量の荷物整理を手伝った。その際、作業用のスリッポンに履き替え、そのまま帰ってしまった』というシナリオ。そんなことを考えるのに労力を費やしてないで、仕事しろって話だけど、月菜ちゃんはそれをがっつり信じてくれた。

　さすがゆとり世代ど真ん中！　……あ、失礼に当たる？

「仁美先輩、そのまま帰っちゃうなんてもったいない。ご褒美にオシャレなお店とか連れていってもらえばよかったのにぃー」

　ひと通り話を聞いた月菜ちゃんは、その内容のあまりの色気のなさにほっとしたのか、急に余裕が出てきて、からかうような口調になっている。

「確かに！　そしたら靴も忘れなかったのにねー」

　話を合わせながら、私もほっとひと安心した。

「それにしても、このお店、美味しいですね」

　このあいだの個室ではなく、普通のテーブル席でランチをいただく私達は、ふたりともチキン南蛮定食を頼んで、もりもりと食べながら話に花を咲かせる。……といっても、九割五分が月菜ちゃんによる、課長がいかに素敵かという話と、自分の彼氏がどうしようもないという愚ぐ痴ちだけれど。

　私はふんふんと聞きながら、チキン南蛮の美味しさと、添えられた小鉢や豚汁の丁寧な仕事ぶりを噛み締める。無事に『靴、返却騒動』をかわせた自分に、心の中で拍手喝采しながら。

　でも、あんな靴の返し方、ちょっとひどいんじゃないかとは思う。あれでもしも変な噂が立ったりしたらどうするんだろう。

「課長って、彼女いないんですかねぇ？」

　月菜ちゃんは探るようにというより、ひとり言に近いテンションで呟くように言う。

「さぁ、ねぇ。普通にいるんじゃないの？」

　変に月菜ちゃんを刺激しないよう、当たり障りのない言葉を選び、一応それっぽい返しをする。

　私も実際よく知らないし。確かいないって言ってたけど……。

「まさか、シンガポールに現地妻がいたりして」

　こっちの気遣いなどお構いなしに、自ら爆弾を投下する月菜ちゃんは、課長のファンだと言いながらもどこか楽しそうに話す。

「フットワーク軽すぎですもんね。しかも普通、前任地の問題の対処します？　新しい人の立場もあるし、向かわせる上の判断も不思議っていうか……」

　月菜ちゃん、ゆとり世代だなんて言う割に賢くない？　さっきは私の創作ねつ造ストーリーをがっつり信じてくれたのに。……本当はどっちなの。それにしても、確かに引き継ぎを済ませたあとで、わざわざ前任の業務に関わるなんてあまり聞かない話ではあるよね。

　月菜ちゃんには言えないけど、オオカミ課長は社長の甥っ子で次期社長だから……例えば、シンガポールの現地妻に会いたくなって課長のほうから社長に言えば、なんとでも理由をつけて行かせてもらえるとか……？

　いやいやいや、まさかね。そんなワガママが通るなら、そもそもなんで本社に戻ってきたんだ、って話だし。

　それに、そんなにそっちがいいのなら、もうこのまま帰ってこなければいいじゃない？　そうすれば私に平和が戻ってくるよね。

　だけど……課長がいないとせいせいするはずなのに、帰ってこないかもと思うとそわそわしてしまう。

　もう、考えがまとまらない。

「……って言うんですよ！　ひどくないですか？　ハゲ崎部長！」

　月菜ちゃんの話は、いつの間にか部長の悪口に変わっていたらしい。




　ランチを済ませ、午後の業務に入ってもなんだか全然集中できない。

　このままじゃ、仕事に差し支える。そう、差し支えるから、課長にメールしてみようかな……。万が一、長期の出張だったら、私のことを脅していたことなんか忘れてくれるかもしれないし。そうだ、そうしよう。

　課長にメールを送ると決めたら不思議と心が軽くなった。けれど、変に誤解されないようにしつつ真実を聞き出す、というメールのいい文面がなかなか浮かばない。

【お疲れ様です。靴、確かに受け取りました。シンガポールから帰国のご予定はありますか？　課長がいないあいだにうっかりマルシェであの美人さんに遭遇してしまったらどうしましょう】

　……あれ？　ダメだ、これじゃあ〝あなたがいないと困るの！　帰ってきて！〟って感じに読み取れない？　やり直し、やり直し。

【お疲れ様です。靴、確かに受け取りました。脅しをかけてくる上司がいないので、快適な日々です】

　……いやいやいや。なんか、喧けん嘩かを売ってる人みたいじゃない……。あああ、もう。

　いろんなパターンが頭をよぎるけれど、どれもパッとせずため息をつく。

　私、なにやってるんだろう。

　自分に呆れ、結局当たり障りのない事実のみを送ることにする。

【お疲れ様です。靴、確かに受け取りました。ありがとうございました】

　やっとのことで送信し終えると、なんだかどっと疲れてしまった。そして、疲れても、仕事をしなくてはいけないのが社会人のつらいところ。へとへとだけれど、定時まできっちり業務をこなした。




　靴の入った紙袋を持ってアパートに帰り、リビングで柔らかな不織布に包まれたぺたんこバレエシューズを取り出す。

　その時、部屋の隅にある赤い靴が目に入った。鮮やかで深くて温かい色味をしたそれは、ひと目見ただけで、その造りの美しさと丁寧さにうっとりとしてしまう。

　値段が高いのにはそれなりの理由がある。そんな靴を見てしまうと、今私が手にしているバレエシューズが急にみすぼらしく思えて、悲しかった。

　お得に買えたし、履き心地もいいし、地味だけどどんな格好にも合ったから、使い勝手が凄くよくてお気に入りだったのに。

　課長の隣に並ぶのは、ハイブランドの靴が似合う素敵な人。そして、私に似合うのはそんなヒールの高い靴じゃなくて、こっちのバレエシューズ……って、ちょっと。ちょっとってば！

　何故、そんな比較をするんだ、私。落ち着いて！　そりゃそうよ、誰だって十万円近くする靴と、送料込み二千九百八十円で買った靴を並べたらどっちを選ぶかなんて一目瞭然。

　バレエシューズを玄関に置きに行き、キッチンに行って冷たい水を口にする。とっとと片づけてお風呂に入ろうと思い、散らかった紙袋や、靴の包まれていた不織布をまとめる。

　……あれ？

　真っ白で柔らかい布の一部に色がついていることに気づき慌てて広げてみると、そこには……。

「……私の……」

　私の作った消しゴムはんこが、靴を包んでいた不織布に直接押してあった。課長に無理やり渡した、ニコちゃんマークと四つ葉のクローバーだ。

　インクは素っ気ないブルーブラックで、ちょっとしたいたずらなんだろうけど、気がつくと頬が緩んでいた。

　変なの。前にこのはんこを見た時は重苦しい気持ちだったのに、今は何故だかほんのり嬉しい。あー、まだちゃんと持っていてくれてるんだ、みたいな。まぁ、『いつでも髭おやじにチクるぜ！』っていう圧をかけているつもりなのかもしれないけど。

　私は、なんとなくその紙を丁寧に手で伸ばし、きちんと折り畳んでしまった。




「赤ずきんちゃーん、これいくらなのー？」

「はぁーい。えーと、そっちのひまわりのはんこが二百五十円で、その流れ星は二百円です」

　両手に沢山果物の入った袋を下げたおばちゃんに笑顔を向ける。

「へぇえ！　安いわー。あなたが作ったの？」

「はい、そうなんです。あっちのアクセサリーは、あの彼女が作ったんですよ」

　私の説明を受けて、おばちゃんが感心するように私を上から下までよく見る。

「へぇえ、最近の若い子は器用ねぇ」

　……ごめんなさい、私赤いポンチョなんてかぶってるけど若くないんです……。

　でも黙っておこうと思い、適当に「へへへ」と笑って誤魔化す。

　おばちゃんは、ひまわりと流れ星のはんこを買ってくれて、お金と一緒に、『沢山買ったから』と甘夏のような新種の柑かん橘きつ類をおすそ分けしてくれた。

「ありがとうございましたー！」

　五月の下旬は、天候によって服装が大分変わってくる。今日はまるで夏みたいに暑いから、半袖にして大正解だった。

「仁美ー、頭ハゲない？」

　那由子がお客さんの切れ目に突拍子もないことを言いだす。

「……ハゲないよ、なんでよ」

　怪け訝げんな顔で那由子を見て、ポンチョをクイクイと直しながら答える。

「いやー、いくらサマーニットとはいえ、今日のこの天気じゃかわいそうだわ、そのかぶりもの。脱いじゃえば？」

「あはは、そーおー？　意外と涼しいよ、これ」

　あれから、一ヶ月以上経ってしまった。〝あれから〟とは、課長がシンガポールに行ってしまってから。どうして課長のことなんて思い出したのかというと、きっとこの会場が課長と初めて会った場所だから。

　正直言って、すぐに帰ってくるだろうと思っていた。だって、突然呼ばれたんだから、ピンチヒッター的な扱いだと思うじゃない？　なのに課長は、帰ってこない。

　正確には、月菜ちゃんの幅広い情報網にかかってきた話によると、ちょこちょこ本社と行き来しているらしい。だけど、上層部との打ち合わせなどを終えると、すぐにまたシンガポール支社にトンボ返りしているらしく、私を始め下っ端社員がその姿を見ることはなかった。

　結局あのメールに返信はなく、それなのにまた送っても……と思いあれ以来連絡はしていない。そんなに忙しい人に、私がかける言葉なんてない。私だってそこまで暇じゃないし。

　……嘘です。暇ですけど。こうして、久々のマルシェにてんこ盛りに作品を持ち込むほど、暇でしたけど。

「それにしても、今日は混んでるねぇ」

　那由子の声を聞きながら、ふと辺りを見回す。

「イケメン部長、早く帰ってくるといいねぇ」

　テーブルの上の崩れたディスプレイを慣れた手つきで直しながら、那由子が隣で急に言いだす。

「はぁあ？　部長じゃないし、課長だし。それに別に帰ってこなくても……」

　思わず手にしていたハンカチを強く握り締めて慌てて答える。

「いやいやいや、ほんのちょっと、興味本位で聞いてみただけなのに、そんな盛大に反応されると逆に引くわ」

「……へ？」

　聞き返しながら、ハンカチを持つ手を緩める。

「そーんな素早く反応しちゃって……『私、課長のこと考えまくってまーす！』って白状してるようなものじゃん。仁美ってば、かーわいー！」

「もう！　やめてよー！」

　顔を正面に向けたまま、隣に立つ那由子とつつき合う。

　……でも確かに、最近気づいたら課長のことを考えちゃってるかも。

「あ、そうだー。なんだかウキウキな仁美に続いて、私も報告しちゃおっかな」

　那由子が小さい声で呟く。

「ん？　なに？」

「……へへ、実は……」

　那由子が、自分のお腹をそうっと撫なでる。その仕草はまるで……。

「も、もしかして……？」

　嬉しそうに頷くその姿は、優しい光に包まれていた。

「まだ、妊娠二ヶ月だから、初期の段階で安定はしていないんだけど」

「やったじゃん！　おめでとう、おめでとう！」

　思わず、声が大きくなる。

　だってだって、会社を辞めてまで、去年からずっと不妊治療のために病院に通ってたんだから。よかった、よかったね、那由子。

「で、もしかしたら、体調によっては……」

　突然、那由子の表情が曇くもる。

「ん？」

「マルシェに参加できないこともあるかも……なんて。ごめんね」

　申し訳なさそうに俯いている那由子のほうを向き、私は興奮しながら手を取ってぶんぶんと振る。

「そんなの、いいんだよ別に！　体調重視！　やりたい時にやればいいんだから！」

　那由子が謝ることなんてなにもないよ。とにかく、もの凄く嬉しい！




　じりじりと暑い中、途中で百パーセント果汁のアイスバーなどを食べつつやり過ごし、無事に今日のマルシェの終了時刻である五時を迎えそうだ。

「いやー、凄いね。完売じゃん」

「でも今回はあんまり作れなかったから……」

　そう言って那由子は、空っぽになった箱や、飾っていたテーブルを片づける。売り切れた彼女の作品に比べて、結構残ってしまった私の消しゴムはんこ。

　確かに、今回は時間があったからいつもの倍くらい作っちゃったけど、いつもはほぼ完売するのにな。次に回すにしても、那由子がもしできないようなら、しばらくお休みだなぁ……うーん、季節感のあるものはお蔵入りになるかも。

　そんなことを思いつつ、荷物を紙袋に詰めてよいしょ、と腕にかけて持ち上げる。

　売れ残った分に、もらった果物や買ったペットボトルのお茶が加わって、下手したら来た時よりも重いんじゃないの？　でも、駅まで運んじゃえばどうにかなるかな。駅からアパートまで結構歩くけど……。

　もしかしたらしばらく出店できないかも、という思いがお互いにあり、今回は四時半過ぎまでブースを開けていたため、周りより片づけ終わるのが遅くなってしまった。

「さーてと、そろそろ行くー？」

　私の後ろで作業をしている那由子のほうを見ずに声をかけ、忘れ物がないか辺りを確認する。

　……って、あれ？

　返事がないのを不思議に思って振り向くと、那由子が私に向かって倒れ込んできた。すんでのところで受け止めたけれど、なにが起きたのかわからない。

　チラッと見えた那由子の顔は、血の気がなくて真っ白だった。

「那由子？　那由子？　ちょっ……どした？」

　必死で身体を支えながら声をかける。

　大事な身体を下に落とすわけにいかない。でも……キツい。

　元々の身長差があるうえに、意識のない人間の身体は妙に重く、那由子がどんなに細くてもこの状況では通用しない。私の必死の声かけは、丁度那由子の肩で塞がって、周りには気づいてもらえなかった。

　那由子、しっかりして、どうしたの？　私も、そろそろ限界……。

　残った消しゴムはんこの入った紙袋が余計な重みを加え、支える腕がぶるぶると震えだす。

「那由子、しっかりして」

　もうダメ、誰か助けて……！

　その瞬間、急にふわっと身体が軽くなった。那由子を支えていた腕が行き場を失い、視界が明るく広がる。

「おい！　なにやってんだよっ」

　……え？　なんで？

　見上げた先にいたのは、怖い顔をしながら、那由子を両手でしっかりと支える……課長。

「……なにやってるんですか!?」

　思わず大きな声を上げてしまい、まじまじとその姿を見る。

「俺の台詞だよ。どうしたんだよ、この子」

　両手が塞がっているから、身振り手振りこそないものの、課長は顎で那由子を指し示し、怒ったような声を出す。

　あ、そうだった。なんで課長が今ここにいるかなんてどうでもいい。那由子、那由子は大丈夫？

「急に気を失ったみたいで……どうしよう、どうしましょう」

　おろおろと辺りを見回して、すがるように課長を見つめる。

「どうしましょうって、とりあえず病院だろ。お前荷物まとめろ！　ここの手続きとかはいいのか？」

　さすが男の人。特につらそうな素振りも見せずに那由子をしっかりと抱え直す。

「もう、退出するとこだったので、あとは帰るだけです……」

「じゃ。ほら、荷物全部持て。行くぞ」

　うろたえる私をよそに、課長が頼もしく歩きだす。

　信じられないなどと思っている暇はなく、那由子をお姫様抱っこして人混みをかき分けていく課長の背中を見失わないように必死でついていく。

「来てるか？」

「はいっ」

　たまに振り返ってくれるその人は、やっぱりどう見てもあの課長。その大きな背中を見て、まだ病院に着いてもいないのに、『よかった、助かった』とほっとしている私がいる。だけど、だらりと垂れた那由子の細い足が見えると、再び不安にもなった。

　……でもやっぱり、課長が来てくれてよかった……そうぐるぐると思っているうちに、あの見覚えのある車までたどり着き、私達は乗り込んだ。




「はい、俺のグッジョブに拍手！」

「……あ、ありがとうございまーす……」

『拍手』と言われましても、と思い、頭を軽く下げて感謝の気持ちを表す。課長はすでに運転中だから、そんな私に見向きもしていなかったけれど。

　今現在、病院の帰りで、行きは那由子について後部座席に乗ったけど、促されて今度は助手席に乗り込み、やっとひと息ついた。

　あれから、課長が救急の病院を調べて連れていってくれているあいだに、課長に言われて隼人君に連絡をした。そして、病院で那由子が妊娠中であることを伝え、慌てて来た隼人君と合流したのだ。結局、持病の貧血が重い症状で現れたらしく、二時間ほど点滴をすれば家に帰れるとのことなので、意識の戻った那由子を隼人君に託して病院を出てきたところ。

「今更ですけど……課長、なんであんなところにいたんですか？」

　静かに流れる景色をバックに、運転中の課長をそっと見て、心の中で自分で自分に言い聞かせる。

　こんな、ありきたりのパターンにハマッちゃダメよ、仁美。颯爽とやってきて、窮地からさらっと救い出してくれた人。そりゃあ、素敵に見えるっての。

　新入社員時代、ちょっとかっこよくて優しくしてくれた先輩に、すぐに惚れて痛い目を見た。そんなステレオタイプな恋愛はもうやめたい。漫画や小説でよくあるパターンが、ちんちくりんな私にも当てはまると思ったら大間違い。

「あー……なんか、もしかしたらお前いるかもなと思って」

　運転中ということもあってか、至極冷静に前を向いたまま答える。

「はぁ……そ、そうですか……」

　私は、課長の横顔すら見ることができなくて、同じように前を向き、なにも目に入らないくせに、景色を見るようなフリをした。

　ちょっと。ちょっとちょっとちょっとーっ。

　なにそれ。なんで、私がいるかどうかなんて気にするの？　胸がドキドキする。そんな稚拙な表現が悲しくなるほどぴったり。だって、本当にドキドキするんだもの。

　っていうか、忙しいんじゃないの……？　そうだよ、第一シンガポールは？　いつの間に帰ってきたんだろう。

「あ、そういえばシンガポール……あ、お久しぶりです」

　私の言葉を受けて吹き出している課長。

「ぶっ。なんだよその今更感。いろいろ畳みかけてきてんじゃねーよ」

　確かに……。でも、今更気がついたんだもん、しょうがないじゃない……。

「お忙しいんじゃないんですか？」

「あー、うん。とりあえずあっちは落ち着いたかな」

「大丈夫なんですか？　現地づ……」

　ヤバい。言いかけてやめたけど、これは本人を前に出すワードじゃないよね。

　慌てて口をつぐんだのに、課長は耳がいいらしく、しっかりキャッチした模様。

「あー、なんか企画部の奴らに聞いた。段々話がエスカレートして、俺がシンガポールに三人子供いるって説が有力になってるから、みんなに一回説明したほうがいいって。なに、お前もそういうの信じる派？」

　……う、うわぁ。まさかの父親説。課長は他人事のように笑っているけれど、なんだか私は笑えない。

「……ここだけの話な」

　課長が声をひそめる。

「俺、シンガポールにフィアンセがいるの。現地採用だけど、日本人でかわいくってさー。仕事なんて口実で、やっぱりそいつと離れられなくて……」

　あー、やっぱり。もうね、職権濫用して女に会いに行くとか、だらしないというか、さすが次期社長というか……いろいろ心配して損した。

　そもそも、それならあんな面倒なこと頼まないでよ。そのフィアンセを一旦連れてきて紹介すれば、私が演技する必要なんてなかったじゃない。もう、本当に、振り回すのやめてほしい。凄い迷惑かけられ……。

「おい、大丈夫か？　なに泣いてんだよ」

　焦るような課長の声で我に返る。

　私は、頬を伝う涙にそこで初めて気がついた。

「あー……すみません」

　なんとかなんでもない風に見せたくて、謝ってはみたけれど、思ったより弱々しい声しか出てこない。どうせ今日は元々メイクなんてしてないも同然のＵＶ対策重視バージョンだから、ごしごしと乱暴に頬を拭く。

「なんだよー、冗談に決まってんだろ。そんなお色気むんむんな話なら自信満々言いふらすわ！」

　ハンドルから離した左手で、軽く私の肩を小突きながら、妙に明るく取ってつけたような言い方をする。

「あ、すみません、なんか話聞いてなくて……ちょっと、那由子が無事でよかったなーとか考えてました」

　なんで私いきなり泣いているんだろう？　しかも、散々課長のことを考えていたのに、那由子のことを考えていたなんて嘘までついちゃって……。

　課長は安心したような顔をして、こちらをチラリと見た。

「おー、びっくりさせんなよー。大丈夫、俺もただセンスのないおふざけ言ってみただけだから」

「大事な身体だし、なにかあったらと思うと……」

　那由子の様子を思い出しながら、両手をぎゅっと握り締める。

　そう思っているのは本当のことなのに、なんだかこのタイミングで言うと嘘っぽくて嫌になる。さっきの涙を誤魔化すために、重ねている言葉だから。

　なんだかごめん、那由子。

「そりゃそうだ。あーんな細い身体で母親になるんだもんなぁ」

「課長って……」

「ん？」

「なんか、イメージと違いますよね。〝部下の友達〟というほぼ無関係の人にここまでしてくれるなんて……もっと、道端に人が倒れていても鼻で笑って通過する感じかと……」

　言ってからハッとしたけれど、時すでに遅し。車内に課長の声が低く響く。

「俺のイメージは、血も涙もない極悪非道な奴なんだな、お前の中で」

「いや、そんなつもりは……」

　さぁあ、と血の気が引くのを感じながら、慌てて課長のほうを見る。

「いや、他にどんな意味が？　お前いい根性してるじゃねーか。はい、友達が無事に病院に行き、適切な診療を受けられ、今お前が泣くくらい安心しているのは、誰のおかげでしょーかっ」

　丁度信号が赤になり、車が止まったのをいいことに、課長は冷ややかな視線を送りつけてくる。

　……ううう、怖いっ！　感謝してるのは、本当なんだってば。

「ま、松田課長様のおかげであります……」

　背中を丸め、小さくなって答える私とばっちり目が合った課長は、少し頬を緩めてまた車を走らせる。

「……いや、でもまぁ、よかったよな、本当」

　……あぁ、また。なんなんだろう。そんな、優しいトーンで話されると、急にときめいてしまう。落ち着いて、私。相手はあの課長だよ？　そりゃあ助けてもらったけど、ただ、それだけのことなんだから。

　なんとなく温かい雰囲気の中、車はどんどん進んでいく。窓の外を眺めたり、運転する課長の横顔をこっそり見たり、ゆったりとした時間が流れていた。




「……ほれ、着いたぞ」

　正直、『えっ、もう着いたの!?』という感じだったけれど、確かに窓の外に見えるのは、見慣れた景色。

「あ、ありがとうございました」

「……お前さぁ」

　低めの課長の声に思わず身体がびくっと反応する。

　やめてよ、今神経が張りつめてるんだから！　……って、完全に言いがかりをつけてるだけなんだけど。ど、どうしよう……。もしも、『お茶の一杯くらい飲ませろよ』とか言われたら……えーとえーと、今私の部屋どうなってるんだっけ？

　あー、多分服とか雑誌とかとっちらかってる。でも五分もらって、とりあえず、ばばばーっとかき集めてクローゼットに押し込めば、どうにかなるかな？

「これ、忘れてるぞ」

　頭の中が謎のシミュレーションでフル回転のため、うわの空でドアを開けようとレバーを引いた時、不意に声をかけられる。ドキッとしながら振り返ると、渋い表情の課長と目が合った。

「赤ずきん、シンデレラときて次はなんだ？　カチカチ山か？」

　……へ？

　どういう意味だろうと不思議に思って視線を落とすと、課長の手には私の紙袋があった。

　あ、すっかり忘れてた。

　それにしても、今度は一体なに。

「なんですか、カチカチ山って……」

「でかい鍋でも入ってんじゃねーのかってくらい重いから」

　……カチカチ山って、大きな鍋の出てくる話だったっけ？　いやいや、そんなこと今はどうでもいい。

「あー、えーとそれは……」

　思わず言い淀む。だって、中身はマルシェの売れ残りだもん。

「『趣味でやってるんですぅー、お金儲もうけじゃないんですぅー』ってのも、あながち嘘じゃないのかもな。こんなに売れ残ってりゃ」

『こんなに』と言う割には、片手で軽々と紙袋を持ち上げ、大袈裟に上へ下へと移動させながら、私を見てニヤニヤしている。

「……今の感じ悪い喋り方、誰の真似ですか？　って、そうじゃなくて、今回は特別なんです！」

　思わず力が入る。

「なんだよ、特別って」

　紙袋を上下させるのをやめて、じっと私を見つめる課長の顔には、まだニヤニヤの残骸がある。

「いろいろ考え事をしていたら、手が進んで作りすぎちゃって……」

　沢山売れ残ったことがバレたのがなんだか気まずくて、もごもごと口の中で呟くように言うと、課長はふざけた口調で笑いながら、わしわしと私の髪の毛をかき乱す。

「そーかそーか。俺に会えないのが寂しくて、消しゴム彫ることで誤魔化してたのかー。そーかそーか」

「ちょっ……んなわけないじゃないですか、やめてくださいよ！」

　ぐちゃぐちゃにされた髪を鏡も見ないまま、とりあえず手て櫛ぐしで整える。

「悪い悪い。それにしてもどれだけ入ってるんだよ、これ」

　私に手渡そうとしてくれている紙袋の中身が気になったのか、課長がごそごそと漁る。

「よし、んじゃ、今日の運び賃これな」

　……その手には、私の作った消しゴムはんこ。

「わ、重いと思ったら、なんだこれ」

　そう、紙袋の中にはその他にも、暑いからと沢山買った五百ミリのペットボトルのお茶や、お菓子や、お客さんがくれた柑橘類等々も入っているのだ。私は、なんだか決まりが悪くなり、ひったくるように課長の手から紙袋を取り戻した。

「よ、よかったらこれも。あ、これもどうぞ！」

　そう言って、お茶やお菓子を押しつけると、課長は半ば呆れたような顔で笑いつつも、空いた両手で受け取ってくれる。

「……こうなってくると、残飯処理的な？」

「違いますよ！　感謝の気持ちです！」

　もっとなにか入ってなかったかな、と中身を探る手を止めて、課長をキッと軽く睨む。けれど、それはなんの効力も発揮していないようで、楽しそうに笑いながら課長が両手いっぱいの〝お礼の気持ち〟を軽く持ち上げる。

「んじゃ、いただく。どうもな。気をつけて帰れよ」

「いや、うち、そこなんで。ありがとうございました」

　思ったよりも課長が普通に受け取ってくれたことで、ひとりで怒ったり慌てたりしていたことが急に気まずくなり、荷物を掴んで外に飛び出す。

『お茶でも飲んでいきますか？』みたいな展開を想像した自分が恥ずかしい。課長がなんで私のボロアパートに上がるのさ。そんなわけないじゃん。だいたい、上がられてもこっちが困るっつーの！

「今日は、本当にありがとうございました」

　静かに開いた運転席の窓のほうに回り込んで、慌ててお礼を言う。たった今まで、同じ空間にいたのに、その窓の向こうはとても遠い世界に感じた。

「あ、もう一個忘れてる」

　課長の手が私の赤いポンチョに伸びる。

　え？　ごみでもついてたかな。

「あ、すみませ――」

　ちゅっ。

　……ん？　ちゅっ？　ちゅっ？

「はっはっは、餅もちみたいだと思ったら本当に餅みてーだな」

　窓の向こうで大きく上半身を揺らして、楽しそうに笑っている課長を見ながら、思わず頬に残る感触を確かめるように、自分の手で触ってみる。

　いや……今なにしました？　ちゅって。

　確かにちょっと身体が引き寄せられましたけど。頬に温かくて、柔らかい感触がありましたけど。いい匂いがしましたけど。……ちゅって。

「餅とー、はんことー、お茶が今日の俺の給料！　友達、お大事に！　んじゃまたなー」

　言い終わると同時に、スーッと音もなく窓が閉じていく。その向こうには、ニコニコ、という表現がしっくりくるような、ご機嫌な課長の笑顔があった。

　車が静かに走りだし、道端ではポカンとする私がひとり、片手に大きな紙袋を持ちながら頬を押さえている。

　……ていうか、キスされたー！　お茶していくどころじゃない。ちゅってした……な、なんで？

　課長の車はあっという間に見えなくなってしまった。










塞がらない古傷




　午後二時。ちょっと眠気を感じつつ、パソコンのカレンダー機能をまじまじと眺めて愕がく然ぜんとする。

　なぜなら、自分で勝手に決めた〝期限〟があまりにも早くやってきたから。

　……そう。モテモテの課長にとって、頬っぺたへのキスなんて、挨拶も同然。きっと、したことすらもう忘れている。だから私もいちいち騒がない。だけど、もしも万が一課長がなにか言ってきたら……聞く耳を持ってみようと思ったのだ。

　課長にとっては、単なるスキンシップにすらカウントされない、『餅みたいな物体の感触の確認』だったとしても、私にとっては一大事だった。なんでいきなりキスなんてしてきたのかわからなくて、一体どうしたらいいのか……。

　そんなわけで、期限を設けたのだ。

『あのキスから一ヶ月は、とりあえず様子を見よう』

　あのキス以降あまりにもノーリアクションな課長でも、さすがに一ヶ月以内には、なんらかの説明なりアクションがあるのでは、と思っていたのだけれど……。

　たった今、仕事のスケジュールを確認して、もうすぐ七月になるということに気づき、期限を迎えても無反応ということに驚きょう愕がくしてしまった。

　その事実を、私はどう受け止めればいいのか……なんてね。

　答えはわかっている。

『課長は私のことなんてなんとも思っていない』

　あの日から、私と課長はもちろんふたりっきりで会っていない。メールのやりとりは何度かあったけど、キスについて触れるような甘い内容は一切なかった。

　一ヶ月、と区切る理由は特にないけれど、それこそ今更『あの時のキスってなんなんですか？』なんて絶対聞けないし。はぁ……。

　あれから、那由子の体調はすっかりよくなって、それに関してはほっとしている。でも、これから段々暑くなるし、外で立ちっぱなしになるマルシェはしばらく控えたほうがいいと産婦人科の先生に言われた、という謝りの電話をこのあいだもらった。

『大丈夫だよ！　またやれる条件が揃ったらやろう。今は身体と赤ちゃんを第一に考えて！』と言いながら、私の脳裏に浮かんだのは『もうこれでオオカミ課長に、弱味を握られなくて済むのか』だった。

　それは、嬉しい話のはずなのに、何故か心に引っかかるものがあって……ああ、そうだ。丁度一ヶ月経つわけだし、課長に報告しようかな。もう、私の弱味を握れませんよって。

　仕事中だというのに、頭の中ではそんなことばかりをぐるぐる考えていたものだから、全然気がつかなかった。

「……ぱい、仁美先輩っ！」

　月菜ちゃんに何回声をかけられていたのか、耳に届いた時には必死にも聞こえる声だった。

　我に返ると、視界に飛び込んできたのは意外な人物。

「松田課長……」

　仕事用とでも言うべきなのか、爽やかにニッコリと微笑み、私のデスクに一番近い総務部のカウンターに立っている。

「糸島さん、ちょっといいですか？　あ、どうもありがとうね」

　がっつり考え事をしている私を必死で呼んでいたらしき月菜ちゃんに向かって、課長は更に優しい笑顔を見せ、お礼を言いながら軽く手を上げる。

　それを受けて、「いえいえ！」なんて言いながら勢いよく椅子から立ち上がった月菜ちゃんのお尻に、確かにピョコピョコと揺れる尻しっ尾ぽが見えたような……。

　いやいやいや、それどころじゃない。一体なんのご用でしょう。課長からのアクションを心待ちにしていたとはいえ、こんな突然来られても心の準備ができてないんですけど……。

「はい……」

　少し動揺しながら、カタンと椅子を鳴らしてデスクから離れる。

「ちょっとお願いしたい作業があって。浜崎さん、糸島さんをお借りしますね」

　おうよ、とばかりに浜崎部長が手を上げるのを見た課長は歩きだし、私はその背中についていく。

　促されるままに企画部まで連れられ、前にも通された来客用スペースにふたりで入ると、このあいだと同じように簡素な応接セットの脇に向き合う形で立つ。

　さっき〝仕事用〟の笑顔を目の当たりにした反動で、私を低い声で脅す時の課長の企み顔が鮮明に思い出される。

　またなにかよくないことを言われるのでは？という警戒警報が心の中で鳴り響き、そっと一歩後ろに下がった。

「……おい」

　予想通りの低く響く声と企み顔。さっき思い描いたものとほぼ同じ課長の姿がそこにはあった。

　ああ、さっきまでの爽やかな空気は一体どこへ行ったのでしょう？　いい歳した大人なのに、醸し出す雰囲気が、完全に〝タチの悪い小学生男子〟なんですけど……。

「お前、十二月の最初の土曜、空けとけよ」

「……え？」

　あまりにも唐突な話についていけず、思わず口が開いてしまう。

　半年先のスケジュール管理をするほど、私売れっ子じゃない……いやごめんなさい、元々売り出してませんけど。

　一体なんの話かと固まっている私を、課長がチラッと見て続ける。

「吉川達が結婚するんだよ」

「え？　よ、吉川って……あ！」

　ガチガチに緊張していたあの顔が浮かぶ。

「そ、あいつら、話まとまったんだよ。すげーだろ」

　ということは……あの美人さんをモノにしたんだ！　思いを実らせたのね、吉川さん。

「よかったですね、うまくいって」

　思わず両手を胸の前で組み、課長に向かって微笑んでしまう。

「なー。俺のアシストのおかげだけど」

　課長は言いながら移動すると、応接セットのソファにどさりと腰を下ろし、くつろいだ格好になる。

　いや、私も相当頑張りましたけど……まぁいいや。

「そんなわけで、結婚式に出るから」

　ソファに腰かけたことで、課長は低いところから、私を見据える。

「……はい？」

　で、出ればいいじゃん。なんすかその報告。

「空けとけよ、その日」

「私が送迎するんですか？　運転免許も、もちろん車も持ってませんよ」

　ないないない、と両手をひらひらさせながら、更に一歩後ろに下がってみる。

「なんでそうなるんだよ。一緒に出席してくれって言われてるんだよっ」

　え？　えええ？　意味がわからない。

「だってそんなのまずいじゃないですか……結婚式なんて、沢山の人の目につきますよ？　このあいだの作戦とはわけが違うし、絶対無理です！」

　慌てて、ゆったりと座っている課長のほうへ駆け寄る。どうにか説得しなくては、という思いから、危うく課長の腕を掴みそうになって、思いとどまった。

「『恩人カップルを招待しないなんてありえない』って頼まれると、ついさー……」

　課長は、急に近づいた私になにかリアクションを起こすでもなく、チラッと一いち瞥べつしてなんだか余裕たっぷりに座っている。

「あ、そうだ。言い忘れてたけど、私、マルシェしばらくやりませんから！　だから副業にも当たらないので、もう課長の無茶な話に付き合う義務、ないと思います！」

　言った言った！　一気に言ってやった！

「まぁまぁ、そうカリカリすんなって。カルシウム不足で背ぇ縮むぞ！」

　……んなアホな。

　さも面白そうに小さく笑っている課長を黙って睨みつける。

「んなアホな、みたいな顔してんじゃねーぞコラ」

　脅す時のように、低めの声でツッコむ課長。

　……ばっちり当たってて、怖いんですけど。

「だって、もう私の弱味というか、バレちゃまずいことはないわけですし」

「んじゃお前、あの未来への希望溢れるピチピチカップルに、真実を伝えてこいよ！」

　ソファの背もたれにふんぞり返るように身体を預け、勝ち誇ったように言い放つ。

　何故そんなに優位に立っているんだこの人は、と思いながらも、なす術もなく小さな声で言い返す。

「できるわけないじゃないですか……」

「な？」

　ふんぞり返ったまま、穏やかな声を出す課長をそっと見れば、その綺麗な顔は、思ったより優しく微笑んでいた。

「わかったわかった。んじゃ、こうしよう」

「……なんですか？」

　いくらそんな表情をされても、そう簡単に警戒警報が解除になるはずもなく、思わず身構える。何故なら絶対に名案は出てこない気がするから。

「もう脅したりしねーから。とりあえず、この件だけ付き合え。乗りかかった船ってやつだろ」

「はぁ……」

「ぶっちゃけると、来月あのふたりに、お礼の食事会招待されてんだよ。それもあるし」

　……いや、長時間じゃ絶対ボロが出るって。それに、それに……こんなこと絶対課長には言えないけど、私はもうあの〝フィアンセ役〟はしたくない。だって、またいつか現れる本物の〝課長のフィアンセ〟を羨んでしまいそうだから。

　……って、なにを考えてるんだ、私ってば。

「今度は、服とか美容院とか朝からびっちり詰めて決めてかねーとなー」

　ひとり言のように呟いてから、課長がポン、と手を叩く。

「いいこと思いついたぞ！」

　嬉しそうな顔をして、課長がソファから跳ねるように立ち上がる。

『今度はなんですか』と言いたい気持ちを抑えて、課長の顔を仰ぎ見る。

「本当に付き合うか、俺達」

　さっきまでの企み顔とも違う、今までに見たことのない、表情。しいて言うのなら、まるで本当にちょっと照れているような……。

　って、え……付き合う!?

「……っ！」

　まるで心臓を掴まれたかのように、びっくりしすぎて声が出ない。

　嘘だよね？　どうしよう、心臓がうるさい。でも、本気でそんなこと言うとは思えないし……。

「だって面倒だろ、いちいちお前うるさいし」

「……えーと……」

　なにからどう言えばいいんだろう。

「そうだよ。そうすれば、何度も聞かれる『課長、お付き合いしてる人いるんですか？　フガフガ』系のうるさい話も、スルーできるし！」

『こいつは名案だ！』とでも言うように、嬉しそうにうんうん頷きだす。

「あの、それ、私にはどんなメリットが……」

　さっきの衝撃でまだドキドキしつつも、本気なわけではないであろう課長に悟られたくなくて、平静を装いながら尋ねる。

「……誰のおかげで、大事なオトモダチが病院に……」

　大袈裟に両手をパチンと合わせ、左右の頬に交互に当てて、大きな身体をくねくねと動かし、悲しそうな表情と共に脅しをかけてくる。

　ああ、そうでした。結局私は、課長に脅迫され続ける運命なのね……一瞬でも『もうこれでオオカミ課長に、弱味を握られなくて済むのか』なんてのんきなことを考えていた少し前の自分を、キレのあるハイキックで一発蹴ってやりたい。

「あ、そういえば、その彼女はお腹の子も無事で、母子共に順調です」

　盛大な自己嫌悪は一旦置いておいて、話が出たついでに課長に伝える。それはとても嬉しい内容だから、ついつい声も弾んでしまう。

「お、そりゃよかった」

　私に合わせてくれたのか、課長も嬉しそうに、安心したような表情を見せている。

　ずるいんだよねぇ。腹黒い一面と、胡散くさいくらい爽やかぶってる一面を知っている時点で、信用ならないってわかってるのに……。こんなふうに優しく笑ったりもするんだもん。

「……まぁでもあれか。社内恋愛ってやつはいろいろ面倒かー、狭い世界だもんなぁ」

　呟くように小さい、ひとり言のような課長の台詞に思わず背筋が冷たくなる。

　……まただ。あの男の顔がフラッシュバックする。『狭い世界はいろいろ面倒だからさ』とか、言ってたっけ。

　あの男の存在を思い出しただけで、今までのなんだかんだ言いつつもどこか温かい気持ちとは違う、冷たい感情が溢れてくる。

　男なんて、きっとみんな同じ。周りにはいい顔をして、平気で私を裏切るんだ。あんな思いは二度としたくない。だから、嫌なんだよ。課長だって同じ。むしろ、あの人とよく似ている。

「……バカにするのやめてもらっていいですか？」

　気がつくと、低くて重い声が私の口からゆるりと吐き出されていた。

「……ん？　バカにはしてな――」

「してますよ!!」

　そこにいるのは、私の過去には全く関係のない課長だ。それなのに、まるであいつへの感情をぶつけるように強く睨みつけ、自分でもびっくりするくらい、キツい言い方で彼の言葉を遮さえぎってしまう。

　打ち消したいのは、課長の言葉じゃなくて、きっと私のしょうもない過去。

　驚いているその綺麗な顔を見ていたら、込み上げてくる思いが止まらず話しだす。

「私、丁度課長がシンガポール勤務になった六年前に入社したんです。その時、よくしてくれた先輩と付き合いました。みんなには内緒だって言われながら。結婚の約束もして、一緒に式場を見に行ったりもしました。でも……ある日突然、彼は社内の別の子と結婚してました。だからもう信じられないです。そういう……」

　そこまで一気にまくし立てて、ふと、勢いが止まる。

「……そういう？」

　意外なほど、真剣に耳を傾けている課長の姿に目を奪われたから。

「誰にでもいい顔をする人の、軽い言葉。そういうゲームはもっとスキルの高い人とやってください。私は無理です」

　言い切って、ひと息つく。

　あぁあ、言いすぎた……。でも、課長にというよりも、私はあの男の幻想に向かって言っていた気がする。

「……そいつは、今どこに？」

　憐あわれむわけでもなければ、蔑さげすむわけでもないフラットなトーンが、ささくれだった私の心にストンと落ちて、ほんの少し気持ちが落ち着いた。

　課長が、私の顔を正面からしっかりと見つめる。

「タイミングよく、そのあとすぐ異動になりました。吉川さん達も、めでたくまとまったのなら、私はもうお役御免ということで。靴とストールは今度きちんとお返しします。失礼します」

　ひと思いに言って、走って飛び出す。特に後ろから声もかからなかったため、そのままフロアを突っ切って、自分の部署へ向かった。

　逃げ出すみたいで嫌だったけど、あのまま課長といたら、泣いてしまいそうだった。課長といると、嬉しい気持ちや楽しい気持ちを確かに感じる。心が温かくなったことも何回もある。

　でも、それは同時に〝あの男〟との日々を思い出してしまうことにも気がついて、自分で自分の気持ちがわからなくなる。

　……ちょっと、まずかったかな。軽い冗談で付き合おうって言っただけなのに、私に過剰に反応されていい迷惑だよね。だけど、つい……過去のトラウマをぶちまけて、八つ当たりをしてしまった……。

　でも、もしかしたら、これでよかったのかもしれない。これ以上、課長に振り回されてフィアンセのフリをしていたら、もっともっと苦しくなっていたと思う。私は、穏やかに幸せに暮らしたい。

　途中でトイレに寄り、大きく深呼吸をする。

　ここはぐっとこらえないと。課長に呼び出された帰りに、泣き顔なんてことになったら、勤務中にもかかわらずきっと大騒ぎになってしまうから。

　色気も素っ気もない四角い鏡に映った私は、薄暗いライトに照らされて、自分史上最高に冴さえない顔をしていた。

　課長とのやりとりから帰ってきて、無事騒がれずに済み、そこから集中して仕事に取り組んだおかげで、今日中に終わらせなければならない仕事の目途も立った。

　ちょっとひと息、とデスクで「うーん」と身体を伸ばす。

「先輩、ニュースです！　次の異動で来る人は、『山田事変』の可能性が低いみたいですよ」

〝至急回覧〟と赤い判の押された書類を私のデスクに置きながら、月菜ちゃんが小さな声で嬉しそうに言う。

　ちょっと集中して疲れたからコーヒーでも飲みたいな、と思いつつ、回ってきた書類に目を落とす。

『七月異動発表』

　ああもうすぐ、七月なんだもんね……。

　うちの会社は、四月の定期的な異動の他に、七月と十一月に異動発表される場合がある。ないことのほうが多く、あってもエリートコースの人がほとんどで、所詮私には無関係なのですっかり忘れていた。

「この人、凄いらしいですよっ」

　月菜ちゃんが自分の席に戻り、そこからまた嬉しそうな顔で話しかけてくる。

　一応勤務時間内だし、こういう話を長くしているのはまずいと思うんだけど。

「すんごいイケメンで、仕事もかなりできるらしいです！　まぁ、松田課長には及ばないらしいですけどね？」

　興奮気味に小声で話しつつ、嬉しさで小鼻をぴくぴくさせている。

「でも、『山田事変』の可能性が全くないわけじゃないから、油断禁物ですけど……」

「んー？」

　月菜ちゃんほど『山田事変』というキーワードを大切にしていないものだから、適当に聞き流す。

「んもー、忘れたんですか!?　前評判ばっかりよくて、いざ来てみたらおーい！　お前かーい！　みたいな？」

　月菜ちゃんはテレビでよく見る芸人のコントのようなオーバーリアクションと共にツッコミを入れる。

　……重ね重ね、なんの罪もない営業部の山田さんがかわいそうになってくる。

「んじゃ、回してくるわ」

　月菜ちゃんの話が音量、内容共にエスカレートしそうなので、今もらった書類を反対側の席のほうまで運ぶ。

　福岡支社から来るのか……って……嘘……。

『柳やな瀬せ 巧たくみ　七月一日付　福岡支社より本社・企画部配属』

　ヤナセ……タクミ。

　ぐらり、とオフィスの天井が揺れた気がした。床が足元からもろもろと崩れ、真っ暗闇に身体ごと落ちていくような映像がご丁寧に脳裏に浮かぶ。

　柳瀬 巧。忘れるわけがない。見間違うわけがない。四年前、福岡支社へ異動になった人。私と、〝こっそり〟付き合って、同時進行していた子と、できちゃった結婚をした人。……私が、結婚する未来を何度も夢見た、大好きだった人。

　帰ってきちゃうんだ？　しかも課長と同じ企画部……。私、どうすればいいんだろう。どんな顔で、なにを言えば……いや、そもそも会わなくていいんだけど。

「先輩。ヤバいですよっ！」

　私の真後ろから急に聞こえてきた月菜ちゃんの声でハッと意識が戻る。

　どうやって動いたのかさっぱりわからないまま、気がついたら自分の席に戻り、毎日集計を出すデータの打ち込み作業を魂が抜けた状態でやっていた。

　あ、ヤバい、ミスった!?と慌ててパソコンのディスプレイに目をやる。

「仕事なんてしてる場合じゃないです！」

　私の耳元に近づいてきて、ひそひそと重要機密事項を口にする雰囲気で月菜ちゃんが囁く。

　……いや、がっつり勤務中なんですけど、私達。今、仕事より優先することって、なによ？

　椅子ごとぐるりと回って、月菜ちゃんのほうを向く。

「七月異動の、イケメン柳瀬さんのことなんですけど……」

　ひそひそ話をする月菜ちゃんからは、甘ったるい香水の匂いが漂う。その、ダサい藤色の制服には不似合いな香りを嗅ぎながら、妙に緊張した。

　バレるわけない。私と、たく……柳瀬先輩のことは、誰も知るわけがないんだから。

　変にドキドキしながら、月菜ちゃんの言葉の続きを待つ。

「バツイチらしいです!!」

　月菜ちゃんなりに、一応小さい声にしたつもりなのだろうけど、私には結構大きく聞こえた。

　バツイチ……あの若い子と別れちゃったの？　確か、妊娠で体調が悪いとかで、そのまま寿退社したんだよね。

「しかも、子供がいるらしいです！　いくら親権は元奥さんで、一緒にいないとはいえ……」

「月菜ちゃん、めちゃくちゃ詳しくない？」

「イケメンに関する情報収集能力には自信があります！」

　そんなに威張れる内容ではないのに、月菜ちゃんは何故か自信満々に胸を張る。

　いや、その力を仕事に活かそうよ……人のこと言えないけど。

「とにかく、ネックではありますよね。まぁ、あえてバツイチ狙いの子もいますけど」

「なんで？」

　単純に疑問で、素で聞き返す。

「一度は誰かが人生を共にしようとした人だっていうことで、変な人ではないというか……保証書みたいな？」

　月菜ちゃんは仕事の話の何倍も生き生きと話を進める。そういう話をする時の彼女は、私より年下なのにまるでお姉さんのようだ。

「ほ、保証書？」

　グロスのつやめきが絶好調な、月菜ちゃんの口元を思わず見つめる。

「そうですよ。とりあえずは誰かが一旦惚れたんだから、素敵な人かもね、みたいな」

　……なるほど。

「あ、でもダメですよ？　その予測が使えるのはバツイチまでですからね」

「なんで？」

「離婚を何度も繰り返すなら、それはもうその本人に問題があるからに決まってるじゃないですかー！」

　……月菜ちゃんって凄い。

　私は、仕事中にもかかわらず、思いきり話に聞き入る自分にやっと気がついた。

「なるほどねぇ……」

「だから、一度なら離婚した相手に問題があったかも、なので、逆にバツイチはモテるんですよぉ」

　月菜ちゃんの『バツあり男講座』は、そこで終わったらしく、私はコーヒーを淹れに席を立った。

　ひとりになると、月菜ちゃんの言葉が改めてぐるぐると回る。

　……凄いなぁ。その法則が世に浸透しているのなら、柳瀬先輩は以前より更にモテるってことになる。まぁ、残念ながら、今の本社には課長がいるから、あんたなんて足元にも及ばないけどね？

　って、ちょっとちょっと!!　私今、心の中で大分ドヤ顔決めたね？　なにやってんの……。

　それにしても、困る。嫌だけど、顔も見たくないけれど、同じ会社で働く以上は、〝二度と顔を合わせない〟ことが不可能なのもわかってる。

　だけどだからこそ、次に顔を合わせる日が来たら、その時は……私は、幸せでいたかった。あいつを見返してやるとかではなくて、単純にあの時の私より幸せでいないと、悲しいから。










会いたくない人




　七月も二週目に入ると、いよいよ暑くなってくる。つまり、課長の元を飛び出し柳瀬先輩が戻ってくる、と発覚してから二週間とちょっとが過ぎた。

　七月になって、どうやら柳瀬先輩は本社に異動してきたようだけれど、私は思っていた以上に平穏な毎日に拍子抜けしている。企画部とはフロアが違うので、全く会わないのだ。正確には、なんとなく気配を察して私のほうから避けているのだけれど。

　実際には、違うかもしれなくても、それっぽい人が遠くに見えたらとにかくとことん回避して、会わないようにしている。そんなことをしているうちに、季節はどんどん夏へと向かい、段々柳瀬先輩への緊張感が薄れてきたところで、課長のことを思い出していた。

　課長に至っては、私が避けるまでもなく、会わない。月菜ちゃん情報では、シンガポールのほうは落ち着いたらしいから、本社内にいるはずなんだけど……。

　冷静になってみると、課長にあんな言い方をしたのはひどかったよね。それに『靴とストールは今度きちんとお返しします』なんて啖たん呵かを切ったけれど、結局今も私のアパートで待機したままだし。

　吉川さん達にはなんて説明したんだろう。お礼の食事会とか言ってたような……無理無理。あんな短時間でもバレやしないかヒヤヒヤしたっていうのに、課長のフィアンセ役を食事のあいだやり通せるとは思えない。

　しかも高級な服を着て？　ラブラブな会話をして？　……うん、考えるまでもなく、ありえない。これでよかったんだ。

　あーあ。課長と、こんな宙ぶらりんな時に柳瀬先輩が帰ってくるなんて……いや別に、課長とどうにかなるつもりなんて、微み塵じんもなかったけどさ。

　――バサバサバサーッ!!

　背後で急に大きな音がして、身体がびくっとなった。恐る恐る振り返ると、どうやらコピー用紙の入った棚のネジが緩んでいたらしく、片方が下がって、床に紙が散乱していた。

　……わざわざ大量に印刷の必要な雑用を引き受けて、狭い印刷室でがっつり考え込んでいた罰が当たったんだわね、きっと。

　でも、大して広くないこの部屋には、コピー機が三台、大型のプリンターが一台、壁際の棚にはトナーや用紙が大量に保管されていて……適度に狭くて閉塞感があって、単純作業をしがてら考え込むのにはぴったりなんだよね。

　月菜ちゃんに、『仕事しろー』みたいなことを心の中でツッコんでおきながら、このざま。とりあえず、ぐちゃぐちゃと考えるのはやめにして、片づけないと……。

「はぁっ」と小さくため息をついて、リノリウムの床にしゃがみ込んだ。こういう体勢を取ると、古めかしいタイトなタイプのスカートが妙にお腹を圧迫する。

　この制服、色だけじゃなくて形もダサい。もしかして、『こんなの着たくない』と思わせて、女性を早く退職させようとしているのでは？と穿うがった見方をしてしまうほど。

　あーウエスト苦しい、と思いつつ紙を集めてはまとめてを繰り返す。

　結局肝心の印刷も終わってないし、誰か手伝ってくれないかな。でも最近は、大量に部数を必要とする書類以外、パソコンに繋いだプリンターで大分事足りるようになってきた。印刷室を使う人も減っているし、偶然誰かが来て手伝ってもらえるというのは、期待できないよね。

　壁には『地球に優しいオフィスを目指して』という手作りポスターが貼ってある。

　……いやもう、はっきり『紙、節約しろよ！』と書いてくれて構いませんけど？と心の中で悪態をつきつつ、座り込んで地味な作業を続ける。

　その時、コンコンコンと不意にノックの音が響く。

「……は、はい！」

　思わずいつもより高めの声で応答してしまう。

　正直、ちょっと嬉しかったりして。印刷室なんてみんな適当に出入りするのに、わざわざノックしてくれる律儀な人なら、散乱したコピー用紙の片づけを私から頼まずとも手伝ってもらえるかも。

　カチャと開いた色気も素っ気もないドアを、よこしまな希望を込めて見つめる。

　……って……な、なんで？

　手をついている床の冷たさが、急に増した気がした。見上げた先にいたのは、久しぶりに見るあの男。

　変わっていない。まめにパーマをかけて、いつもオシャレにしていた髪型も、アイドルみたいなちょっとかわいい系に分類される顔も、滲み出る自信たっぷりの雰囲気も……。

「……たく……柳瀬……先輩」

　私の呟いたその名前は、ちゃんと口から出ていたのか、どんな音量だったのかも全くわからなくて、時間が止まったみたい、なんて陳腐な表現がぴったりだった。

　柳瀬先輩はカチャリと後ろ手にドアを閉め、部屋に入ってくる。

「あー……久しぶり……えーっと、名前は？」

　ご自慢の、手入れの行き届いた緩いウェーブヘアをいじりながら、ニッコリと微笑み、座り込んだままの私を見下ろして言う。

　……は？　なにこの人。仮にも元カノである、私の名前すら忘れちゃったの？　確かに、私だってあんたのことなんてできることなら記憶から抹消したい。でも私は、存在を消し去られるようなことはしていないはず。

　……それとも、元々軽んじられていたから、名前なんて忘れちゃったのかな。覚えておく必要もないもんね。顔も見たくなかったはずなのに、いざ忘れ去られているとむかつくっていう。あれ？　でも久しぶりってことは、少しは覚えてる？

　急いで立ち上がり制服の皺しわを伸ばす。失礼に当たると思ったからじゃない。見下されているような構図に耐えられなかったから。

「……お久しぶりです。総務部の糸島と申します」

　なるべく感情を込めずに言うと、自分でも驚くくらい他人行儀な声音が響いた。

「え？　いやいや、そんなのわかってるし」

　困ったようにも、バカにしたようにも取れる、眉毛を八の字にした顔で笑いながら、両腕を胸のところで組みドアにもたれかかっている。

　部屋の真ん中辺りに立つ私とのあいだにはいくらか距離があるため、全身の様子を眺められた。

　偉そうな態度が鼻につく。こんな人だったんだっけ？

　それにしても、言っている言葉の意味がわからず、しばしその懐かしいといえば懐かしい顔を見つめる。

「だってもう、あれから何年？　ていうか何歳？　とっくに結婚してるんだろう？」

　あぁ、さっきの八の字まゆ毛の顔はやっぱりバカにしていたんだ、と確信させられる。両腕を組んだ格好のままでその表情は愉快そうに歪んだ。

　なにこの人。存在を消し去られるよりもうんとタチが悪いよ。ていうか、糸島だって言ってるじゃん！　名字が変わってないんだから、結婚してないってわかるでしょ！

「今度、再会を祝して飲みにでも行こうよ」

　よっぽど髪型が気になるのか、柳瀬先輩は前髪をちょちょっといじりながら、軽く言い放つ。

　サイカイヲシュクシテ。

〝祝して〟の意味を辞書で引いてこい！　何故あんたとの再会を祝う必要が？　どんだけポジティブに記憶を改ざんしているのか知らないけど、私はあんたにされた仕打ちを、最後に浴びせられた言葉を忘れたわけじゃない。ましてや許したわけじゃない。頭おかしいでしょ、この人。

　いろんな感情が混ざり合って、口を開くのが億おっ劫くうになる。拒絶に近い。こんな奴と言葉を交わすのも嫌だ。

「あ！」

　明るい笑顔で、広げた手のひらにこぶしを当ててポンと手を打つ、その柳瀬先輩の芝居がかった仕草を白けた気持ちで見る。

「大丈夫、俺フリーに戻ったから。あー、もう知ってるかもだけど」

『よかったな』とでも言いたげな、微笑みを浮かべている。

　全っ然大丈夫じゃない。フリーとかポップに表現して誤魔化さないでよ、どうせ女癖悪くて捨てられたんでしょ？　そして、なにその『社内の話題は俺のもの！』みたいな勘違い。あんたなんて、課長に比べたら小者感満載なんだよ！　見た目も、性格も、クオリティが違いすぎるっつーの！　どんだけエリートコースか知らないけど、所詮は課長がじきに社長になったら、あんたのことなんてどうにでもできるくらい立場が違うんだよっ！

　私の心の中が怒りで燃え盛るあいだ、柳瀬先輩は特に片づけを手伝うでもなく、ニヤニヤとこっちを見ながら突っ立っている。

　こうなったら、と知らんぷりして、私はもう一度床にしゃがみ込み紙を集め始めた。

　そもそもなにしに来たの？　印刷？　そんな下っ端業務、あんたがするわけないよね？　なんなの？

「それにしても、かわいくなったねー、仁美ちゃん」

　言いながら、少しずつこっちに向かって歩いてきていたらしく、気がつくと目の前に柳瀬先輩がしゃがみ込んでいた。『近いんですけど』と言いかけると同時にすうっと髪の毛を撫でられる。

「……っ!!」

　思わず後ろにのけ反る。比喩でもなんでもなく、肌が粟立った。怖いと気持ち悪いが同時に私を襲う。『やめてください』と大声で叫びたいのに声が出ない私は、とりあえず、がばっと立ち上がって距離を取る。

「……変な真似したら、人を呼びますよ？」

　キッと睨みながら、精一杯低い声で言う。そんな私の言葉を、柳瀬先輩はさもおかしそうに笑った。

「変な真似ってなんだよ。俺達の仲じゃん」

　――ブブブ、ブブブ。

　私達が対峙していると、突然柳瀬先輩のスマホのバイブ音が大きく響いた。

　ナイス！　どこの誰だか知らないけどナイスタイミング！

「……あー」

　ポケットからスマホを取り出し、ディスプレイを見つめて面倒そうに立ち上がると、私のほうをチラリと見ながら、画面をタップしようと準備している。

「んじゃ、またそのうち。ふたりでゆっくり飲みにでも行こうな。……はい、お待たせしました。はい……」

　スマホで話しながら、後ろ手に手を振り、出ていく。

　なんなの？　なんなの？

　ひとり残された私は、疑問と混乱で頭を埋めつくされていた。だけど、ちょっとほっとした。ちゃんと柳瀬先輩を嫌だ、って、触れられて『あんたじゃない』って思えた。

　本当は、ちょっぴり不安だったから。ちゃんと嫌いになれていたか今まで自信がなかったのかもしれない。あんな終わり方だったからこそ、私の気持ちだけ取り残されていたみたいで。

　……だけど、大丈夫だった。ちゃんと『大嫌い』だった。そして、なんでだろう。いくら、心の中で引き合いに出してしまったとはいえ……私、今課長に会いたくてたまらない。変なの……変なの。




「やっぱり、人の嫌がる仕事を自分から進んでやるいい子には、女神様が微笑むんですね……」

　残りの作業を終え、精神的にへとへとになりつつフロアへ戻ると、月菜ちゃんがデスクに座りながら遠くを見つめて呟く。

「……どうしたの？　急に」

　振り向いて、私を見る顔がなんだか険しいのは何故……。

「どーしたもこーしたもないですよっ！　いいなぁ、先輩ばっかり」

　わかりやすくピンク色の頬っぺたを膨らませて、なにやら怒っている。

「私もね、そりゃ悪いなぁーと思ったんですよ！　でも、仁美先輩が『いいよ、いいよー』って言ってくれるからつい甘えちゃって……」

　もじもじと、両手の指を絡ませながら、唇を尖らせている月菜ちゃん。

「……な、なんの話？」

　少しでも状況を把握したくて、空いていた隣の席に座って月菜ちゃんの顔を覗き込むと、がばっとデスクに突っ伏して月菜ちゃんが泣き真似をする。

「仁美先輩が印刷してくれてるあいだに、新しく企画部に配属された新顔イケメンの柳瀬さんが来て『糸島さんは？』とか言うし！」

　……え？　てことは、私があそこにいるって知っていて来たってこと……？　偶然ぶっちゃって、感じ悪いし気持ち悪い。

「しかも、しかもですよ？」

　月菜ちゃんの雄叫びは続く。そして、その声の大きさから、やっと今が昼休みであるということに気づいた。

　……さすがの月菜ちゃんも、勤務時間内にこのテンションではいられないよね……。

　今度はがばっと身体を起こした月菜ちゃんは、なにやら角二サイズの社用封筒を掴むと、私のほうを振り返って言う。

「なんでシンガポール王子まで先輩のとこに来るんですかぁあ？　はい、これどうぞ」

「……これは？」

　ぐいっと押しつけられた封筒を受け取る。

「シンガポール王子が『あーそうか、不在かぁ。申し訳ないんだけど、これを糸島さんに渡しておいてもらえるかな？』って」

　途中、物真似とも言えないような変な声色を挟みつつ、一言一句覚えているらしい課長の台詞を伝えてくれた。

「松田課長が、なんで……？」

　複雑な気持ちが顔に出ないように気をつけながら、月菜ちゃんに聞いてみる。

「そんなの、私が聞きたいですよぉお！　もー、決めた。今度から面倒くさがらずに率先して雑務こなします！」

　月菜ちゃんは片手を握り締めて、天高く突き上げながら起立するというオーバーリアクションをした。

　いや、そういう問題じゃないでしょうと思いつつも、封筒の中身が気になってしまう。

　なんだろう？　あんなヒステリックに啖呵を切った私に、今更……。

「仁美先輩、どうぞお昼取ってください！　私、今日の郵便物仕分けやりますんで！　面倒な入力も、後輩の私がやりまっす！」

　張り切って立ち上がった格好のまま、ファイルを手に取ってみたりして、テキパキとなにやら動きだそうとしている。

　……月菜ちゃんの有言実行ぶり、半端ない。

「じゃ、ちょっと出てくるね。あ、月菜ちゃんももちろん休んでね？」

「はいっ！　私は今から新発売のシリアル＆ハニージュレのヨーグルトを食べる予定なので大丈夫です！」

　持っているファイルをあっさり置いて、ヨーグルトを手に取り、いい顔できっぱり言う月菜ちゃん。

　……心配する必要なかったみたい。

　憎めない月菜ちゃんに見送られ、彼女のデスクを離れてふらりと歩きだす。とにかく封筒の中身が気になって仕方ないので、とりあえず女子トイレの個室に飛び込み、がさがさと開けると、はらり、と白い紙が出てきた。

『大事件だ！　お前んとこの女豹、フルネームはまさかの月つき岡おか月菜、らしいぞ。どういうつもりで、こんな月ばっかりの名前なのか聞いてこい』

　……は？　なにこれ。このあいだの結婚式に出る話だとか、私が怒鳴り散らしてしまった件に対することではなく、こんなメールで済むような話……なんでわざわざ？　意味がわからない。それに、前の食事会であんなに月菜ちゃんがアピールしてたのに、課長ってば名字知らなかったんだ。

　紙の右下には、私のあげたニコちゃんマークの消しゴムはんこが押してあり、横につけ足された手書きの吹き出しの中に『新婚さんの食事会は断っといたから、代わりにうまいもんごちそうしろよー』と書いてある。

　……いやいや、何故そうなる？　ニコちゃんは多分そんな命令口調じゃありませんけどね……。だけど、断ってくれたことはもちろん、ごちそうしろよと言われることまでなんだか心が温まる。調子が狂いっぱなしだよ。

　さっき、柳瀬先輩と直接話してわかったけど、あいつと課長は全然違う。なにがどうって、うまく説明できないんだけど、ふたりとも分類としてはイケメンで、俺様気質で、だけど……全く違うんだよね、言葉で表すと同じなのに。

　トイレでひとり、社用封筒を抱き締めながら考える。課長が言った『付き合おう』なんて、冗談だってわかってるけど……あの時の、照れているようにも見えた彼の顔が頭から離れない。

【月菜ちゃんのフルネームに関して問いただす勇気はないです。食事会、断ってくださってありがとうございました。このあいだは失礼しました】

　……うーん。打ってる場所がトイレの個室っていう時点でどうかと思うけど、それにしてもかわいげのない文面。那由子に添削してもらいたいけど、そうなるととんでもないことになりそう。下手したら逆プロポーズでもしかねないから、もうこれでいいや。

　エイッと送信をする。届け、私の気持ち。……トイレから。

　とりあえず、月菜ちゃんには『課長があなたのフルネームに興味津々みたいよ』と言っておこう。彼女のお尻にはまたピョコピョコと尻尾が見えるに違いない、と思いながら廊下に出る。

　すると、一歩進んだところで、突如現れた課長に声をかけられる。

「……おお。ナイスタイミング」

　こんな、トイレの前で顔を見合わせることになるなんて。

「……こ、こんにちは」

　つい目をそらしながら小さい声で挨拶をする。

　なんか、すっごく恥ずかしいんですけど……なにこのタイミングの悪さ。『お前、どこからメール打ってきてるんだよ!?』とか言われたりして……。

「お前、どこからメール打ってきてるんだよ!?」

　……やっぱり。

「ま、いいか。ほれ、これやる」

　課長がその長い腕をグンと伸ばし、なにかを差し出すものだから、反射的にそれを受け取ってしまった。

「……これなんですか？」

　なんの変哲もない、茶色い紙袋をじろじろと見ながら尋ねる。

「すんなり手ぇ出しといて、あとから聞くなんてチャレンジャーだな」

「……へ？」

　急に中身が不安になり、つまむ形に持ち替え、課長のほうに戻そうとすると、彼が『もう返すなよ』とでも言いたげに、両手を上げてひらひらと振る。

「毒リンゴ。お食べ、白雪姫。じゃーなー」

　片手を下ろし、残った右手を大きく振りながら私の横を通過する。慌てて振り返ると、その〝バイバイ〟をしている背中しか見えなかった。

「あ……」

　至極あっさりと行ってしまう。『童話シリーズ、やめてもらえませんか』と私にツッコむ隙さえ与えずに。

「ありがとう、ございましたっ！」

　距離がある分、思わず大きな声を出してしまうと、振り返った課長は、楽しそうに笑っていた。

「毒、入ってたらごめんな！」

　……ってなにそれ困りますけど。

　とりあえず、課長の背中を見送ってから、紙袋の中を覗くと、そこには美味しそうなサンドイッチが入っていた。

　たまごサンドと、照り焼きチキンみたいな……。パン屋さんにでも行ったのかな？　そんなことするイメージ、全くないけれど。でも、お昼休みだし、丁度いいかも。そうと決まったら、時間もあまりないことだし急いで部署に戻って、奥の食事スペースで食べようっと。

　時間が少しずれたためか、食事スペースは空いていて、ひとりで砂糖とミルクを入れたコーヒーと共にサンドイッチをいただく。

　場所は悪かったけど、かえってあのくらいバタバタしているほうがよかったかもね。『お久しぶりです』とか言ってみたりして気まずくなる暇がなかったもの。まぁ、私ひとりが意識しているだけで、課長は最初からなにひとつ気にかけていないのだろうけど。……それにしても、どこのパン屋さんなんだろう。サンドイッチを包んでいるワックスペーパーがかわいいし、中身も美味しいし、絶対あとで教えてもらおう。

　たまごサンドは、細かく刻まれたたまごがとっても滑らかで、ハーブソルトが効いていたし、照り焼きチキンには、薄くクリームチーズが塗ってあって、レタスもパリパリで……ん？

　あっという間に食べ終えた時、袋の底にカードがあることに気づき、それを手に取る。

【松田周磨様　パンを焼くところから作りました。よかったら召し上がってください。お仕事頑張ってくださいね】

　えっ……ちょっとこれって……思いきり、念のこもった手作りじゃないですか……。

　きゅっと胃が重くなるのを感じる。とりあえずスマホを取り出し、課長に電話……は、まずいかもしれないから、メールを打つ。それと同時に紙袋を小さく折り畳んだ。

　誰かに見られてないよね？　もしも、社内の誰かが一生懸命作ったものだったとしたら……私、命を狙われるって！

【これ、どなたの手作りですか？　私食べちゃったんですけど！　課長が召し上がるべきだったのでは？】

　身体中の血の気が引きながらも、それだけ打って急いで送信する。

　祈るようにスマホを見つめる。私、恋する中学生みたいなことをしているけど、結構命の危機にさらされ中。

　すると、握り締めたスマホが一定のリズムで震えだし、返信があったことを伝えた。

　ナイスレスポンス、と心の中で呟き、勢いよくスマホの画面をタップする。

【よく知らないんだけど、いつも行くカフェの子。本社勤務の時は、そこでコーヒー買うのが日課なの、俺。毒は入ってなかったか？】

　……課長はよく知らなくても、思いきり漢字でフルネーム把握されてますけど。でも、とりあえず社内の誰かの情念たっぷりサンドではないとわかってひと安心。

【よく知らない人から食べ物をもらってはいけません。でも、美味しくいただきました】と返信をして、コーヒーを飲み干す。

【以後、気をつけます。お毒見、ご苦労！】

　……なんとなく失礼な返信を確認したところで、トイレの前でバッタリ会ったところからの一連の流れが思い出され「ふふ」と笑いがこぼれた。

　気持ちを込めて作ったカフェの子には悪いし、そういうのに鈍感な課長もどうかと思うけれど、サンドイッチはとっても美味しかった。カフェの子、ごめんなさい。










穢けがれる身体




「それは……まずいよねぇ」

　那由子が、ソファにもたれて座りながら呟く。八月の陽気に立ち向かうため、クーラーを効かせているけれど、あまり冷やしすぎるのもよくないので、那由子は薄い生地のカーディガンを羽織っている。お腹はぽこりと出てきたけど、痩せているからか、まだそんなに目立っていない。

　そんな那由子の体調が落ち着いていることもあり、私はお見舞いも兼ねて彼女の家に遊びにやってきていた。そして、ローテーブルを挟んで那由子と向かい合い、クッションの上に座り込みながら、今私の身に起こっているとんでもない悲劇についてひと通り話したところ。

「……どうしよう」

　出してもらった冷たい麦茶をきゅーっと飲んで、ため息ともつかない息を吐き出す。

　糸島仁美、二十八歳、ピンチです。

　一体なにがあったのか端的に言うと『企画部の柳瀬 巧と総務部の糸島仁美がデキている』という噂が社内でじわじわと広がっているのだ。

　約三週間前に印刷室で最悪な再会を果たしてから、極力避けているのに、一体なにがどうしてそんな話になっているのか……。

　元々そんなに人とつるまないので、私の耳にはなかなか届かず、月菜ちゃんにこっそり確認されてやっとそんな噂の存在を知った。

　彼女の話によると、『印刷室で抱き合っているふたりを見た』『屋上でキスしていた』『もうすぐ結婚するらしい』等々、バリエーションは多岐に渡る模様……ってまるで他人事のようだけど、私は本気で困っている。

　そりゃそうよ。困るっていうか、嫌だ。

「なんでそんなことになるわけ？」

　まるで自分のことのように憤慨してくれる那由子に感謝しつつも、同じように怒る気力はない。

「どうやら……あいつが一切否定しないらしいんだよね」

　ローテーブルにゴンッとおでこをつけてうつ伏せになる。

　月菜ちゃんの情報によると、さりげなーく聞かれようと、直球で聞かれようと、とにかくどんな話でも否定せずにニヤニヤして、思わせ振りな態度を取っているらしい。

　どこまで、どの程度の噂が広まっているのかはわからないけど、課長の耳には入っているのかな。ちょっと、気になる。……って、なんで気になるんだろう？

　サンドイッチ横流し事件から、まともに顔を見ていない気がするような。『お前あの噂ってどうなの？』とか、聞いてくれれば私としても否定のしようもある。だけど、聞かれてもいないのに自分で弁解するのは怪しすぎるし、第一課長って噂話とか興味なさそうだし。だいたいなんなのよ、否定してよ、バカ柳瀬……。

　あの日、印刷室で髪の毛に触れられた時の嫌な感じが蘇る。

　仮にも、大好きだった人なのにね。二年ものあいだ、二股……いやもしかしたらそれ以上のことをされていて、そんなことにも気づかないくらい恋に溺れた。消してしまいたいけれど、そうもいかない私の黒歴史。

　こうなってみると、あの当時、柳瀬先輩との付き合いを公にしていなくて正解だったのかも。もし公になっていたとしたら、今頃私達は面白おかしく話題にされて、復縁したとか略奪だとか言われて、とんでもないことになっていたかもしれないもの。

「イケメン部長が妬やいちゃったりしてっ」

　那由子が楽しそうに言う。

「……課長だっつーの」

　ローテーブルに顎を乗せ、おふざけモードの那由子をチロリと軽めに睨む。

「細かいなー、仁美は」

　ソファに座ったまま、上に乗っていたクッションを引き寄せ、ポスポスと叩きながら頬を膨らませている。

　だけど、ほんとに妬いちゃったりなんてするはずない。っていうか、課長は私に特に興味はないと思うんだけど。

「『私は課長ひと筋です！　あんな男こっちから願い下げです！』って言っとけば？　ほれ、スマホ貸してみー？」

　足をばたつかせ、私の手元めがけて指をワキワキと動かす、完全に面白がっている様子の那由子を見て、思わず自分のスマホをぎゅっと握り締める。

「絶対ダメ！　那由子に渡したらどうなるか想像つくもん！」

「勢いが大切なのにぃ……」

　残念そうな顔をして、私の手て土産みやげのシュークリームを頬張る。

「いいんだよ、別に。課長はなんにも関係ないし」

「愛なのね……そりゃそうよね。恋のライバルの作ったサンドイッチを完食しちゃう仁美だもんね！　おかーさん嬉しい！」

　大袈裟に両手を胸のところで組みながら、ポーズを決めてうるうるとした瞳でこっちを見つめてくる。那由子の悪ノリが止まらない。

「だけど……柳瀬の奴あんなひどいことしておいて、結局離婚して、しれーっと戻ってくるなんて……しょぼい男だね、あいつ。結婚しなくて正解だったよ、仁美」

　たった今までふざけていたのに、話しながら段々勢いがなくなり、下を向いてしまう。那由子は全部を知っているから、とっても楽。

「……ありがと」

　神妙な気持ちになるけれど、場が湿っぽくならないよう、笑顔を作って那由子を見上げる。

「それに引き換え……るのももったいないけど、課長さんは凄いよね。私も助けてもらったし」

　くるりとお腹を優しく撫でる仕草は、すでに優しいお母さんの雰囲気。那由子には、自分でもよくわかっていない、あやふやな今の私の気持ち、どう映っているんだろう。私に恋をする資格は残っているのかな。〝赤ずきんちゃん〟でいられる時間は、しばらく作れそうにない今、この感情を発散することもできないし。なにをしていても、最終的に気持ちが課長に向かってしまうというか……これじゃ、まるで……。

　私は頭を左右に振ってから、シュークリームを食べた。




　那由子の家に遊びに行った週末が明けた月曜日、小さな決心を胸に、こっそりと月菜ちゃんのデスクまで行って声をかける。

「月菜ちゃん、今って手空く？」

「あ、はーい！　今これだけ送信しちゃったら……」

　珍しく……っていうのは失礼だけど、真剣に仕事をしていたみたい。神様、ごめんなさい。そんな、珍しく勤務中の月菜ちゃんに、自分のためだけにしょうもない質問をします……。

「お待たせしましたー！」

　ふわりと今日も甘い香りを漂わせ、月菜ちゃんが微笑みながら私のほうを振り向く。

「ね、あのさぁ、月菜ちゃんの名前なんだけど……」

　こんなしょうもない話を今するなんて、という後ろめたさもあって、私の声は大分小さい。

　……そう。私は課長にメールをする言い訳として、月菜ちゃんのフルネームの話題を載せようと企んでいるところ。月菜ちゃん、ごめん！

　課長から、わざわざ封筒に入れて月菜ちゃんの名前の話を振られたのはもう大分前の話だから今更なんだけど……当たり障りのない、久々のメールの内容としてはベストかと。

「もしかして、月かぶりの件ですか？」

　同じくひそひそと返しながらも、月菜ちゃんは楽しそうな表情をする。

　つ、月かぶりって。きっと今まで何回も説明してきたんだろうな、と思わせるタイトル。持ちネタの域に到達しているのね。

「……うん、まあ」

　月菜ちゃんは、にゅーっと細くて綺麗な指を二本立て、さながらピースサインを作ると、小さく咳せき払ばらいをして、もったいぶったような口調で言う。

「合コン用の理由と、本当の理由がありますけど……どっちがいいですか？」

　あ、ふたつって意味か。

　私がまごまごしていると、待ちきれないのか、月菜ちゃんが話しだす。

「私、仁美先輩のこと好きなんで、特別にふたつとも教えちゃいます！」

　……何故かサービスしてもらえたみたい。

　ペロッと舌を出す表情はとてもかわいらしく、若いっていいなと思う。だけど果たして私が月菜ちゃんの年齢の時にそんなことができたかを考えてみるとできなかったわけで、私は年齢を言い訳にいろんなことから逃げているのかもしれない、とも思った。

　そんなしょうもないことを考える私をよそに、月菜ちゃんの説明は始まっていた。

「合コン用の理由はー『パパとママは月の綺麗な夜に出会ったから、名字の〝月〟が気に入っていて、私も月の綺麗な夜に産まれたから』でっす！」

「……素敵な理由だねぇ。月が繋ぐご縁というか……」

「はい！　私が産まれたの朝の六時ですけどね？」

　肩をすくめ「えへへ」と笑う姿は、とてもかわいらしい。そのうえ、なにその創作っぷり。

「ちなみに、その合コンで気になる人がいる時は、もちろん『うわぁ、今夜も月が綺麗！』とか言っちゃって、運命かもしれないわよ、ってアピールをふんだんにします」

「……それうまくいく？」

「大抵曇ってますね」

　待っていました、とばかりに私の言葉に食い気味にかぶせてきて、ひそひそ話なのに、不覚にも吹き出してしまう。

　……曇りかぁ。残念。

「で、もうひとつの本当の理由はぁ――」

「おーい、糸島くーん」

「……はーい」

　浜崎部長に呼ばれて、一瞬遅れて返事をする。

　んもう、このタイミング。

　お喋りしていた自分を棚に上げて、部長のタイミングの悪さに思わず心の中で悪態をつく。

「また、あとで」

　小さい声で月菜ちゃんに伝え、部長の元へ急ぐ。ひらひらと手を振る彼女に見送られながら。




「……マジか」

　印刷室でひとり、大量の資料作成に勤いそしむ私。確かに、一ヶ月ほど前、何故か急に『雑用こなします！』と宣言した月菜ちゃんが作った資料は、立て続けに表紙が三枚挟まっていて、上下逆さま当たり前の斬新なできだった。

　それをフォローするのが上の役目なわけで、イコール私の仕事でもあるけれど、この場所には全くもっていい思い出がないから嫌だな。でもそんな『トイレ怖いからついてきて』っていう小学生みたいなこと、言えっこないし。

　もうさー、パソコンから各自必要な資料印刷すればいいじゃない！と思いつつ「あ、これはそういうのを嫌がる上の人用か」とひとりでぶつぶつツッコミながら作業を進める。とっとと終わらせて帰りたい。

　月菜ちゃんの名前の由来を聞いて、しれーっと、ごくごく自然な感じで課長にメールするんだから。サンドイッチをもらってそれっきりだから、課長とは妙な距離感がある。なにより何故か投げかけてきた月菜ちゃんの名前の話の返事もしていないし、いろいろ放置気味なのは、あんまり気持ちのいいものではない。

　印刷し終えた資料を並べて、端からまとめて留めていく。

　その時、コンコンコンと乾いたノックの音が響いた。

「はーい、どうぞー」

　部屋の一番奥にある、いかにも業務用といった古い大きな作業台の上で刷り上がった資料を束ねる。

　とりあえず、うちの分の印刷は終わったから、次に使う人が来ても大丈夫。あとは、このまとめた資料を綴とじていけば終わりだし。

　――キィ……。

　妙にゆっくりとドアが開き、一瞬嫌な予感がして、デジャヴみたいにこの前の光景が脳裏に浮かんだ。そもそも印刷室にそんなもったいつけて入る人って稀まれだから……。

「……っ」

　予感的中。私は、手にしていた資料を落としそうになり、ぐっと力を入れた。

「よお」

　見間違いであってほしいと思うけれど、入口には柳瀬先輩の姿があった。

「あ、どうぞー。私もう終わりましたんで！」

　極力温度を下げて言い放ち、バサバサと紙をまとめ直す。綴じるのをあと回しにしてでも、一刻も早くここから立ち去りたい。

「えー？　ゆっくりしてけば？　俺達といえば印刷室でしょ、今や」

　スーツのポケットに両手を突っ込んで、ニヤニヤと意味ありげな笑みを浮かべている。

　……頭おかしい。

「変な噂が流れたら、お互い困るじゃないですか」

　あまり長く話したくはないけれど、舐められるのも嫌なので、言葉少なにたしなめて、そっぽを向く。

「……印刷室で、ヤッてたとか？」

　柳瀬先輩は「くっくっく」と笑いながら、壁に背中をつけ天井を仰ぎ見ている。

　なに言ってんの、この人。私の聞いた話より内容が発展してるんですけど……。

「なんか、先輩変わりましたね」

　なるべくフラットな状態を心がけるけれど、ちょっとイラッとしたのが声に出てしまった。

「いや、巧でいいよ。昔懐かしく」

　ニヤついたその顔が、なんだか汚らしく見える。

「結構です」

　こんな奴に気を遣う必要はない、と思い、もう苛立ちを隠さず突き放すように言う。

　なんなんだろう、本当に。一緒の空間にいたくない。どうして、福岡から戻ってきて何事もなかったかのように私の前でこんなにへらへらしてるわけ？

　じりっと間隔を詰められると、その分後ろに下がり、一定の距離を保つ。でも、元々部屋の奥のほうにいたから、あまり逃げるスペースがない。

「……なぁ。俺さ、仁美ちゃんと結婚すれば幸せになれる気がするんだよね」

　急に落ち着いた優しげなトーンで言いながら、私をじっと見つめてくる。

　……はぁあ？　な、なにを言っちゃってんの……？

「俺、本当のことを言うと、離れてからずっと後悔してて。仁美ちゃんが今までで一番合ってたよなぁとか」

　それは違う。きっと私が一番言いなりになっていたから、一番扱いやすかっただけ。今ならわかる。だから柳瀬先輩は同時進行をしていたのだろうし。

「……今度はおおっぴらに、みんなに公表しよう。丁度いいじゃん。噂にもなってることだし」

　まさか本当に名案だとでも思っているのか、自信満々で満面の笑みを浮かべ、私の全身を上から下まで何度も見ている。

　さっきから、じわりじわりと距離を詰められている気がするんですけど。嫌だ。絶対嫌だ。私は、本当にこの人のどこが好きだったんだろう。なにを今まで引きずっていたんだろう。

　ああ、こんな時に課長が颯爽と現れてさらってくれたらいいのに。吉川さん達の前で演じたように、私の隣に立って『フィアンセです』って紹介してくれたらいいのに。

　こんなことなら、嘘でもなんでもあの関係を続けていればよかった。そうすれば、少なくともこいつを撃退できたのに。『私、今幸せなんで』って言ってやれたのに。

　ドアのほうに行けるよう、少しずつ身体をずらしていく。そんな私に気がついているのか、柳瀬先輩もじわじわと近づいてくる。

「俺さ、昔は結婚なんてしないでいろんな子と遊んでるのがかっこいい、とか思ってたんだけどさ……」

　聞いてもいないのに自分語りを始めるとか、本当に迷惑なんですけど。

「なんか、今や、かっこいい人は逆に結婚してるっつーか……俺の部署に松田課長っているじゃん？　なんでもできる人」

　私の思考とかぶる名前が急に出てきて、心臓が激しく鳴る。

「あの人とかさ、すげーかっこよくてチャラチャラ遊んでそうなのに、ちゃんと結婚相手決まってるんだぜ？　で、そこがまた落ち着いていて素敵、みたいに余計にモテてさー」

　……え？　……う、嘘……。

　なにか言葉を返そうと思っても、喉がヒリヒリして声が出ない。

「俺さ、バツイチ効果でそれなりにまたモテてんだけど、やっぱあの人には全然敵かなわねーって感じ。なんか、フィアンセの話する時とか、照れるんだぜ。俺から見てもきゅんとするぐらい」

　この流れで『どんな人が相手なの？』とか聞けないし。

「……もっとモテたい、みたいなしょーもない理由で、私のこと利用しないでもらえますか？」

　やっと出たのは、聞きたいこととは全く別の言葉。だけど、課長の話には向き合えないよ。

「いや、誤解すんなよ。再会した仁美ちゃん、すげーかわいくなってんなー、惜しいことしたなー、みたいなさ」

　頭をポリポリとかきながら微笑みかけてくる柳瀬先輩は、私が避けた分だけ近づくので、私達の距離はほぼ一定のまま。

　リップサービスのつもりなんだろうけど、くだらない言葉を浴びせられてもなにひとつ心に響かない。

「……とにかく、もう行かないといけないので。どいてもらえますか」

　こうなったら強行突破をするしかない。強めに言い放ち、資料をしっかりと胸に抱え直すと、ドアを確認する。

　こんな奴と一秒たりとも一緒にいたくない。

　じりじりと後ろや横にずれるのはやめて、一気に先輩の向こうに見えるドアを目指して歩きだす。

　あいつの横をすり抜けて、二、三歩行けばここを出られる。

「……っ！」

　先輩の横を通過するまさにその時、不意に強い力で肩を掴まれ、身体の向きが急に変わる。

　あ、と思った時には、唇が塞がれていた。

　激しい嵐に呑み込まれるみたいだ、と頭はひどく冷静だった。舌が無理やり中に入ってくるのを阻止することに気を取られているうちに、気がつけば当然のように胸を揉もまれている。

「……っめて!!」

『やめて』と言いながらどうにか片手で身体を引き離し、急いで制服の乱れを直す。資料を抱えるもう片方の手にも力が入ったのか、紙はぐしゃぐしゃになっていた。

　素肌を直接触られることはなかったけど、メンタル的には十分なダメージだよ……最悪だ。

「……あんまりひどいと、上に報告しますんで」

　私の精一杯の言葉に、鼻で笑ったような空気がかぶせられる。

「『セクハラされました』って？　バカじゃねーの、そんなの表に出るわけねーじゃん。ご、う、い、の、う、え、で、し、た！」

　ひと言ひと言区切るように言う様子は悪魔のようで、ゾッとするくらい冷たい笑みを浮かべている。

　……ひどい。これが、本当に私が大好きだった人？　どうしてこんな男だと気づけなかったんだろう、昔の私は……。

「まだ嫁にもいけなくて欲求不満だろうから、昔のよしみで構ってやっただけなのに、なに勘違いしてんだよ？　つーか、どうせ俺のこと忘れられなくて待ってたんだろ？」

　最初と同じくスーツのポケットに両手を突っ込んで、バカにしたように笑う。

　整ってはいるけれど全く魅力的に映らないその顔を睨みつけ、髪の毛の乱れを直しながら印刷室をあとにする。傷ついた顔を見せたら負けだと思いながら。




「課長には、もう決まった相手がいるんだって」

　ぽつりと口に出してみる。途端になんともいえない感情に流されそうになった。

　今日はなんだかもの凄く疲れてしまい、会社から帰ってきてもなにも食べる気が起きず、とりあえずお風呂を済ませ、ベッドの上にぼんやりと座り込む。

　たった今までは、心がピンと張っていたけれど、口に出したらもうダメだ……。

　頬をボロボロと涙が伝う。

　課長の顔や、言葉がぐるぐると頭に浮かぶのと同時に、昼間の憎たらしい柳瀬先輩の顔も思い出す。

　あいつに唇を奪われたことと、課長には結婚を決めた相手がいるということの、どちらが嫌で私は泣いているんだろう……。多分どっちも。どっちも嫌だよ、誰か助けて。

　全てを投げ出したくなって、布団の上にドサッと倒れ込んでみる。

　課長は仕事が忙しいから、あんまり連絡が取れないんだと思っていた。まさか、本当にフィアンセがいるなんて想像もしていなかった。『本当に付き合うか』って言われた時に、嘘だろうとなんだろうと、『はい』って返事をしていたら、こんなことにはならなかったのかな？

　……でも、あの『付き合うか』は、別にそういう意味じゃないし。『いろいろ面倒だから』って言ってたし。

　今更こんな気持ちに気がつくなんて……。やっぱり、私、課長が好きなんだ。多分きっとずっと前から。だからこんなに、あいつに唇を、身体を、全てを汚された気がしているんだ。

　お風呂でも散々洗ったのに、私はもう一度ごしごしと自分の唇を乱暴にこすった。

　床に放り投げたままの通勤バッグの中から、バイブの音が鳴り、スマホがメッセージの受信を知らせている。

「……っ!!　はい!!」

　何故か急いでスマホに向かって返事をして、慌てて取りに行く。わかりやすくぎゅうっと苦しくなる私の胸。

　送信者は……〝月岡月菜〟。

　……月菜ちゃん。月菜ちゃんは、なにも悪くない。だけど、今一瞬ちょっぴりほんの少しだけ……がっかりしちゃった。月菜ちゃん、ごめん。そりゃそうだよね、課長からの連絡なわけないのに……。

　ピンチの時にいつでも助けてくれるとか。強く思う時に相手も私を思ってくれるとか。そんな関係ならとっくに付き合ってるよね。そもそも、そんな都合よくいくのなら、こんなに悩まないし。

　思いを巡らせながらメッセージを開く。

【お疲れ様で～す！　今日の続きです。〝月かぶり〟の本当の理由、発表しま～す!私は、ママの連れ子です。そして、パパは何回か変わったので、今現在こんな妙なフルネームです。顔を見てうまく話せる自信がなかったので、今日は初めてハゲ崎部長に感謝しちゃいました！　でも私、結構名前気に入ってるんで、大丈夫ですよっ！　おやすみなさい】

　……月菜ちゃん。

　いつもニコニコしていて、いい意味で奔放な月菜ちゃんは、てっきりご両親の愛情の中、すくすくと自由に育ってきたんだと思っていた。

『ママの連れ子』という言い方に、これまで月菜ちゃんが生きてきた道がなんとなく見えた気がした。

　きっと、周りの顔色を窺って、気を遣いながら頑張ってきたんだよね。みんないろいろ頑張っているんだな。ひとりでうじうじしてないで、課長に連絡してみようかな。今となっては『おめでとうございます』しか言えないけど……。

　ふぅとため息を漏らすと、視界の隅に赤いものがチラリと入った。

　あ……ポンチョ。私にとって〝赤ずきんちゃん〟でいられる時間が、なによりも大切だった。しばらくはできなくなるけど、課長と出会うきっかけにもなった素敵な思い出……。ダメだ、なんか全然思い出にできない。

　のそりと布団から重たい身体を起こして、もう一度ポンチョを見つめる。

　お気に入りの箱にしまってある、便びん箋せんやカードの中からシンプルな薄いピンク色のカードを取り出すと、脇に置いてあったペンを手に取りテーブルに移動する。

『ご結婚おめでとうございます。お借りしていた〝作戦用〟の靴とストール、お返しします。赤ずきん』

　カードに文字を並べ、自分の作品の中から新郎新婦のデザインのはんこを見つけ出して、端に押す。このデザインは結構好評で、結婚の決まっている女の子がよく嬉々として買っていってくれた。『招待状に押しちゃいます』とか『結婚報告を兼ねた年賀状に使います』と言っていたお客さん達の幸せそうな笑顔を思い出す。

　こんな気持ちで使う日が来るなんて思ってもみなかった。最後の署名を〝糸島〟じゃなくて〝赤ずきん〟にしたのは、『私は赤ずきんです。あなたにそのことがバレたせいでいろいろあったけど……だけど、ほんの少し前に進めた気もします』なんて意味を込めたかったから。

　企画部に行くということは、柳瀬先輩に会ってしまうかもしれない。だけど、そんなこと言っていられない。

【明日、そちらの部署に伺います。日本にいますよね？】

　短いメールを打つ。〝お返しします〟とか〝お渡しするものがあって〟とか入れちゃうと、また勘づかれて『いいから持っておけ』とか言われるに決まっているから。

　身の丈に合わない高価なものを返して、身の丈に合わない人への、やっと気づいた思いは諦める。私はもう強くなったから。

　前の恋を断ち切れたんだから、柳瀬先輩の最低な言動に逆に感謝するべきなのかもしれない。なるべく目立たない紙袋に、靴とストールと最後にカードを入れる。

　これで、おしまい。










疑惑のランチタイム




「おはようございまーす」

　月菜ちゃんの挨拶に、ほんのり違和感というか妙な緊張を感じ、ああ、と思い当たる。

「おはよ！　さー今日も頑張ろー」

　月菜ちゃんの、普段のキャラとは違う暴露によるちょっぴり気まずい気持ちを、先輩である私がどーんと受け止めることで、きっと彼女も楽になるに違いない。そんな思いから、元気いっぱい、頼れる先輩をイメージして声をかけてみる。

　私の言葉を聞いて、月菜ちゃんがにいっと笑う。

「仁美先輩、感動的な労りメール、めっちゃ変換ミスしてましたよ。私、吹き出しちゃって、一気に元気になりました」

　……はい？　確かに、月菜ちゃんから複雑な家庭環境についてのメールをもらったあと、精一杯気持ちを込めて返信した。

　月菜ちゃんの愛されオーラは、みんなを幸せにすること。私は、月菜ちゃんの明るさに沢山助けられてきたこと。インパクトの強いフルネームは、かえって武器なんじゃないかと思うこと。

　……いや、爆笑ポイント、どこにも見当たらないでしょう？

「見ます？　ほらこれ」

　月菜ちゃんが、激しくデコったスマホを取り出し、ディスプレイを指差して私に見せてくる。彼女の、桜色のジェルネイルが指しているところには……。

【……とかいろいろあるけど、私、瑠奈ちゃんが大好きだよ】

　……瑠奈ちゃん。だぁれ、それ？

「ほ、ほんとだ……」

　半信半疑で覗き込んだディスプレイには、確かに見覚えのある文章が表示されていて、思わず月菜ちゃんの制服の袖の辺りを掴む。

「私の変なフルネームについてトークしてるわけだから、『月菜』がこの漢字だったら普通の名前になっちゃうわけで、意図するものが全くわからないというか……」

　月菜ちゃんは、淡々とわかりやすく問題点を指摘する。それはまるで小論文の先生に怒られているみたいだった。

「ま、いいんですけど。面白かったです。私、引かれたかなーとか、思ってたんで」

　スマホをしまい込みながら「ふふ」と笑うと、私のほうをチラッと見た。

「……引くわけないじゃん！」

　慌てて答える。それはもちろん、気を遣ってなんかではなく、私の本心だからきちんと伝えたい。

　私達は、にぃーっと笑い合い、仕事をし始めた。

　結局、課長からは深夜になってやっと返信があった。

【明日、昼くらいなら多分本社にいるぞー。差し入れならカツサンド（ただし国産の黒豚に限る！）がいいな】

　……すこぶる能天気。でも、わざわざ『本社』と言う辺りや、月菜ちゃんから日課のように伝え聞く社内の様々な情報から推測するに、課長はとっても忙しそうだ。前ほどではないにしても、国内外を行き来しているよう。

　課長のフィアンセって……もしかしたら前車の中で話していたのは事実で、シンガポールの現地妻と、きちんと結婚するのかも。柳瀬先輩の話を鵜う呑のみにするのも悔しいけど、なんか嘘をついてるようなテンションでもなかったし……。

　はぁあ。ロッカーに入れた紙袋に思考を引っ張られそうになりつつ、パソコンに向かう。日々の仕事は、私が悩んでいようがいまいが、一定のスピードと量で押し寄せてくる。




　昼休みになると同時に企画部へと向かう。靴とストールを返したら全て終わってしまうということよりも、『好きなんだ』と自覚してから初めて課長に会うことに対する緊張感で頭がくらくらする。

　紙袋を取りに行ったロッカールームの鏡でチラッと見た顔は、やっぱりいつも通りの冴えない私だった。藤色が似合わないとか、制服がダサいとか、そういう問題ではなく、どこからどう見ても〝ショボいＯＬ〟。そんな私があの課長を好きだという時点で、おかしな話なんだ。

　急がないとまたどこかへ行ってしまうかもしれない、と足を速める。企画部のフロアに着くとそこには見覚えのある男性の姿があった。

　……あ！　いつか、靴を届けてくれた真面目そうな彼！

「ちょ、ちょ、ちょ……」

　一回課長からの預かり物を届けてくれただけなのに、まるで昔からの友達を見つけたような気持ちで手招きをする。

「総務の糸島です。松田課長、いらっしゃいますか？」

「もうすぐ、戻る予定です。あ……お待ちになりますか？」

　相変わらずお堅い感じで事務的に応対してくる、真面目を体現化したような彼に、私はぶんぶんと頷く。「では」と案内されたのは、廊下を少し歩いた先にある、今まで何度か課長と話したところよりも簡素な、パーティションで仕切られただけのスペース。

　促されるままに、パイプ椅子に座って静かに待つ。

　――ドン！　ボゴン！

　壁が薄いようで、壁の向こうから聞こえる大きな音にびくっとなる。どうやら、隣は給湯室になっているらしく、ポットにジャーッと水を入れている音まで聞こえてきた。

　ここじゃ、いろんな話できないかも……。

「……は、……に……？」

　うわ。ほーらね、話し声筒抜けじゃん。なんでこんなところに通すんだろう、あの生真面目ボーイは……。

　することもないので、紙袋を持ち代えたり髪の毛をなんとなく直したりしながら課長が現れるのを待ち続ける。

「……さっき、噂のあの彼女、来てませんでしたぁ？」

　……ん？　なーんか、軽そうな女の子の声。企画部にこんなキャピキャピした子いたっけ？

「あー、本当？　気づかなかったー。いや実はさ、ストーカーまがいのことをされてて、困ってるんだよねぇ」

　答える男の声は……柳瀬先輩？

「え、怖っ。言ったほうがいいですよぉ」

「ちょっと相手にすると勘違いしちゃうんだよね、ああいう地味な女って」

　筒抜けの会話を聞いてしまうなんて、よくないことだとわかっているけど……それ、誰の話をしているの？　まさか……。

「え～糸島さんのこと、相手にしたんですかぁ？」

　はい、私。誰だろう、この声。聞き覚えあるな……あ、わかった。経理部の新人のかわいい子だ。いくら昼休みとはいえ、なんでこんなところに……？

「あはは、どーだか」

「さすがに女子トイレでヤッてたってのは嘘ですよねぇ？」

　ちょっ……！

　涙が出そうになる。あることないこと、社内で噂されているのは本当だったんだ。しかも……そんな話。

『ふざけんな』って怒鳴り込みに行ったら、ふたりはどんな顔をするんだろう。でも、そんなことできるはずもない。

　一旦総務部に戻ろうかな、と椅子から立ち上がり、くるりと向きを変えて出口のほうを見ると、そこには課長が立っていた。

「……か、課長……！」

『いつからそこに』と言おうとすると、人差し指を口の前で立て『しっ！』というジェスチャーをされた。

「俺が福岡に行く前に、こっちで一緒だったからさ、そういうしがらみもあってしつこいんだよなー」

　そうこうしているあいだにも、背後からはまだ会話が漏れてくる。

　課長にだけは聞かれたくないけれど、私にしっかり聞こえているんだから、もちろん彼の耳にも届いているはず。低俗で、下世話で、でも百パーセント嘘ではないところが苦しい話が。

「えー、ずっと好きだったってことですか!?　ストーカーみたい」

　……もうやめて。課長に聞かれたくないってば。

　チラッと彼の顔を盗み見ると、思いきり真顔で口をぱくぱくしながら、声の聞こえるほうを指差していた。聞き取れないので、ちょっと近づいてみる。

「……モシカシテ、あいつカ？」

　……あぁ、そうか。課長に逆ギレした時に、そんな話をしたっけ。

　思わず、うんうんと頷く。

「再会したら、お願いだからヤッてくれって……」

「……っ！」

　壁の向こうから聞こえてきた台詞に、思わず声を上げそうになる。

「キャー、大胆！　しかも惨め！　あははは……」

　泣きそうになりながら、ふるふると思いきり首を横に振る。

「ほんと……なわけねーよな」

　険しい顔つきの課長が低く呟く。

　私と彼のあいだに、壁を隔てた向こうから下品な笑い声が降り注ぐ。

　あーあ。課長に聞かれちゃったよ。ただの噂だけど、私が一時でもあんな奴を好きだったのは本当なわけで……。なんで、今好きな人と一緒にこんな話を聞かなくちゃいけないの……。

「よし、行くぞ」

　不意に、腕を掴まれる。

「……へ？」

「一回やったことあんだからお手のものだろ。お前の演技は俺のお墨つきだ」

　私の耳元に顔を寄せ、ひそひそと囁く。耳にかかる吐息が熱い。

「演技って、まさか……」

　腕をぐっと引っ張られ、きゅっと挟まれると、『身体を密着させて腕を組む』という形が完成してしまい、戸惑いながら課長を仰ぎ見る。

「はーい、ニコニコニコニコ」

　どこかで聞いたその台詞と、ぐっと腕をホールドされるこの感じ……確かに知っている。

　それにしても、なにをする気？　まずいでしょ、まずいでしょってのー!!

　腕を組んだままの形で、私達は移動をする。さっきのスペースと給湯室は、背中合わせに位置していて、人ひと気けのない通路のようなところを回り込まないとたどり着けなかった。

　給湯室のドアの前で足を止めると、ドキドキしながらすうっと息を大きく吸ってみる。

「俺の名前は？」

　小声で聞きながら、自分の腕で私の腕を締め上げるような動作をしてくるので、恐る恐る答える。

「ま、松田周磨……」

　これからなにをしようとしているのか、知りたいような、知りたくないような。

「さ、ん」

「……周磨さん……」

　呟くように口にしてチラリと見上げると、とても近くに私を優しく見下ろす彼の顔があった。その綺麗な顔は、私になんともいえない安心感を与えてくれるけれど、それと同時にあの高級ホテルのラウンジが脳裏をよぎる。

　でも、そんなことしたら、課長の本当のフィアンセは……？

　私の躊ちゅう躇ちょする気持ちなどお構いなしに、バーン！と大きな音をたてて、課長が給湯室のドアを開ける。

「え……」

　柳瀬先輩と女の子が、同時に小さく声を発して、私と課長を交互に見る。

　当然、課長と私、柳瀬先輩と女の子は対峙する形になる。思いきりびびった顔をしているふたりだけど、私も負けないくらいびびっていた。

　なんなら、私のほうがチビる勢いですよ。こ、これ誰が口火を切るわけ……!?

　そんなことを思った瞬間――。

「俺の女のしょーもない噂話が聞こえてくるんだけど……？」

　今まで、課長のいろんな顔を見てきたけれど、初めての表情と声音で、隣にいる私のほうが息が止まってしまいそう。

　笑顔を作っているけど目が全く笑っていなくて、むしろ怒鳴りつけてくれたほうがまだマシ、と思うほどの迫力と凄みを見せている。

〝俺の女〟ってあなた……。

「気分悪いよなぁ、仁美？」

　腰を屈めながら、セクシーな雰囲気でまるで愛の言葉を囁くかのように、私の頬に顔を寄せる課長。

　ふわりといい香りがして、この状況を忘れてクラッとしてしまいそう。

　反応に困っていると、いつの間にか腕組みがほどかれ、腰に添えられた手で小突かれる。

　もう知らない！

「……そ、そうですね、周磨さん……」

「……え？　課長の、フィアンセ……って……」

　心なしか青ざめたような顔で口をぱくぱくしながら私を見つめる柳瀬先輩の声が、震えているように聞こえる。

　そりゃ驚くよね……大丈夫、デマですから。

「折角、ふたりでイイコトしようとしてたのに、なぁ？」

　課長は、唖あ然ぜんとする柳瀬先輩と女の子を、口角を上げたまま睨みつけると、私のほうに同意を求めるようにぐいっと近づき、微笑みかける。

「ちょっ……！」

　キスでもされそうなくらいの距離に、そりゃいくらなんでも、と課長を思わず睨んでしまった。

「睨むなよー、仁美。会社の片隅で襲いかかるような、センスのない真似するわけないだろ？」

　思わず睨んでしまったのを課長がうまく誤魔化してくれて助かった。ここで演技だとバレちゃ、身も蓋ふたもないものね。

　……あ。でも、偶然とはいえ、なんだかちょっと嬉しいかもしれない。だって、〝会社の片隅で襲いかかるようなセンスのない奴〟が、すぐそこでばつの悪そうな顔をしているから。

　顔面蒼白の女の子も……こんな顔だったっけ？というくらい、ひどい顔で私達を代わる代わる見ていた。

「さ、戻るか」

　ポンッと柔らかく腰に手を当てられ、給湯室をあとにする。




　そのまま、さっきのスペースに戻るわけにもいかず、課長と並んで歩いていく。

「どうします？　あと、とりあえず腰を……」

　当てもなく、こんなにがっつり密着した状態で社内を闊かっ歩ぽするなんて恐ろしくてできるわけがないので、そっと課長の様子を窺いながら、距離を取ろうと試みる。

「あ？　お前、本当に細かいねー」

　すっかり忘れていたようで、面倒くさそうに手を外し、『ただ並んで歩く上司と部下』というポジションに収まる。

　そっちはなにも意識してなくてもね、こっちは一大事なわけですよ……。

「とりあえず、どこか……」

　昼休みのざわついた空気感に紛れるように歩きながら課長に声をかけると、彼が私の手元に視線を送る。

「なんか相変わらず荷物がでけーな。それ全部カツサンド？」

　ほくほくと嬉しそうな顔で課長が紙袋を指差す。

「んなわけないじゃないですか……」

　詳しく説明する気も起きず、紙袋を下げた手を持ち替え、やってきたエレベーターにふたりで乗り込む。

「で、結局、いくつカツサンド？」

　まだその話を引っ張るのか、と思いながら課長の顔を見て言う。

「数を問われたのなら、きっぱりゼロだと答えさせてください」

「は？　マジか！　信じられねぇ！」

　チンと音が鳴り、エレベーターが一階に到着した。

　がっかりしたような素振りを見せる課長と共に降りて、そのままよく陽の当たるロビーをふたりで抜ける。

「そんなこと言われても……」

　思いの外しょんぼりとしている課長を見ていると、なんだか本当にカツサンドを用意してこなかった自分が悪いような気がしてきて、言い訳でもするような口調で答えた。

「しょーがねーなー。んじゃ店寄ってなんか買って、外で飯食おう」

　さっきのしょんぼりムードは演技だったのか、さっぱりとした口調で課長が言う。

「……ふたりで？」

　まだ、一緒に外でランチをするかどうかの答えを言っていないのに、自動ドアをくぐって会社の外に出てしまう。

「え、なに。やだとか言うわけ？　ひどいっ！　裏切者っ！　あー、カツサンド食べたかった」

　途中にお得意の『感じの悪い女』を裏声で演じるボケを挟んで、私のほうをキッと見下ろす。

「お供します……」

　別に一緒に食べることは嫌じゃないし、むしろ嬉しいけれど、こんな流れになったのがなんだか不思議だなと思う。

　少し歩いたところで、課長は「ちょっと待ってろ」と言い残し、どこかへ行ってしまった。

　置き去りにされたのは、ベンチがいくつか設けられ、木製のテーブルもあるこぢんまりとした休憩スペース。植樹もされていて、憩いの広場のような雰囲気だ。

　……オフィス街にこんなところがあるなんて、ちっとも知らなかった。このあいだの和食屋さんといい、課長はなんでこんなにいろいろ知っているんだろう。

　時間的には、他の人もいてもよさそうなものだけど、誰もいなかったので丁度木陰になっているベンチに腰をかけた。さわっと抜ける風が気持ちいい。

　その時、不意に胸がチクリと痛む。

　……課長は、ここで前も誰かとランチを食べたんだろうか。そりゃそうか。あれだけかっこよくて仕事もできたら、浮いた話がないほうが不自然だよね。……てことはシンガポールの現地妻じゃなくて普通に社内に本命がいたりするのかな。いや、でもそしたら冗談でも私に付き合おうとか言う？　あ、違うか、そのあと出会っちゃったのか……。

「眉間にがっつり皺が寄ってるぞ」

　考え込んでいると、突然目の前に課長の整った顔が現れて、一瞬呼吸がヒッと止まる。

「うわあーっ！」

　思わず叫びながら後ろにのけ反ると、課長は呆れた顔をしながら私の向かいのベンチに座った。

「お前、そこは黄色い声で『キャー』だろ、普通」

「……すみません」

　眉間の辺りをごしごしとこすりながら、思わずそんな台詞が口をつく。

　いや、謝るのもどうかと思うんだけど。そうか、皺が寄っちゃってたか。

　そんな私の前に、どんどん食べ物が並べられていく。ハムとチーズのホットサンド、ローストビーフのサンドイッチ、オニオンリング、フレンチポテト、からあげ、チョコチップスコーン……。

「な、なんかやたらボリューミーじゃないですか？」

「いやー、ふたり分、つって頼んだら、いろいろ聞かれて、後輩のパシリだぜ！みたいな話をしたら『若い子はいっぱい食べないとですよね！』とか言われて気がついたらこんなことになってた」

　うん、その〝後輩〟って、完全に男子だと思われてますよ。なるほど、それで肉＆揚げ物攻め。それにしても、このかわいいワックスペーパーはもしや……。

「これって、このあいだの、サンドイッチのカフェですか？」

　思わず身構えながら聞く。そんなことをいちいち気にして覚えている自分に驚きながら、テーブルの下で思わずこぶしを握った。

「……カフェ？」

　課長は食べ物が入っていた袋をがさがさと畳む手を止めて、ポカンとした顔で私を見つめ返す。

　真剣にポカンとしているこの人は、好意を寄せられていることに本当に疎うといんだろうな。疎いというより、日常茶飯事すぎて慣れてしまうんだろうか。

　……ま、いいか、と思いながら目の前のホットサンドを食べる。

「……お、いしー！」

　予想以上の味に、目を見開いて、両手で口を押さえる。

「だろ！」

　そんな私を見て、満足そうにニコニコと微笑んだ課長も、次々とサンドイッチやからあげを口に運んでいく。

　外で食べるのって、こんなに楽しくて美味しかったっけ。

「ボリューミーだとかなんとか文句をつけていたのは、どこのどいつだよ……」

　冷ややかに課長が口にした頃には、広げられた食べ物はほとんどなくなっていた。

「……美味しかったので、つい」

　がつがつしちゃったかな、と今更ながら恥ずかしくなり、下を向く。

「そんな美味しそうに食べてもらうと、こっちまで嬉しくなるな」

『がつがつしやがって』くらいのことを言われるかも、と思っていたのに、降ってきたのはまさかの温かい言葉だった。びっくりして課長のほうに目をやると、彼は言葉の通り、嬉しそうな顔で私を見ていた。

　なんだろう。なんでしょう。こっちこそ、嬉しい気持ち。ずっとこの時間が続けばいいのに。

「……ま、まだ八月だっていうのに、ここ涼しくていいですね」

　なんとなくそわそわしてしまい、思わず話題を変えてしまう。

「なぁー。俺も教えてもらったんだけど、穴場だよな」

　我ながら、不自然なくらい急な話題転換だったのに、課長は辺りを見回しながらすんなりと乗ってきてくれる。

　そんな彼の台詞を受けた時、心臓がドクンと嫌な音をたてた。

　誰に？　誰に教えてもらったの？　……なにこれ、私、心臓がもたない……。

　例えば課長と誰かが今の私みたいに、ここでニコニコと穏やかな時間を過ごして、気持ちのいい風を感じながら、ご飯を食べて語り合う。

　そんなところを想像して、胸が苦しくなる。

「凄くねぇ？　営業の山田。知ってる？　あいつ、すんごい穴場いっぱい知ってんだぜー。全国各地回ってるから、出張前とか絶対あいつに聞くもんな。俺、最近仕事で絡むことが多くてさー」

　ドキドキしている私をよそに、課長は楽しそうに山田さんとやらの話をしだす。

　……営業の山田……。あれか、山田事変の人か……。ふふふ、なーんだ、男の人じゃん！

「……なに、笑ってんの？」

　気がつくと、課長が私の顔を覗き込んでいた。

　近い近い！　近いってば！

「……私、笑ってました？」

　ばっちり課長と目が合ったまま、確認してみる。

「うわ、無自覚。笑ってたぜー、幸せそうに」

　呆れたような表情をしつつも、私に優しい視線を投げかけてくれている……と思うのは、勘違いなのかな。なんとも返事のしようがなく、黙っている私の前で、座ったまま課長が「うーん」と身体を伸ばし、ひとり言のように呟く。

「でも、いいよなぁ。外で食べるってのも、たまには」

「ですね、気持ちがいいです。季節にもよるのかもしれないけど」

　私達の席に影を作る、名前のわからない大きな木を見上げて答える。

「こんなふうに誰かと飯食うのなんて、久しぶりだな」

　……え？　久しぶり、なの？

　思わず後ろに追いやってある、紙袋をチラッと見る。

　……賭けてみようか。もしも、〝課長のフィアンセ〟が実在するのならば、潔く諦める。だけど、もしも実在しないのであれば、告白する。今すぐここでは無理だけど。

　だって私、こんなに楽しい。ただの昼休みのランチがこんなにキラキラしていて、課長にこの穴場スポットを教えたのが男の人だとわかってこんなに嬉しい。こんなふうに振り回されることが、ちっとも嫌じゃない。

「あと十分くらいしたら戻らないとだなー。嫌だなー」

　課長は気持ちよさそうにもう一度ぐうっと伸びる。

「あの……」

　自然な感じで話しかけたいのに、なんか棒読みっぽい。

「ん？」

　こちらを見て、ちょっと小首を傾かしげる課長。

「すっかり言い忘れてましたけど、さっきはありがとうございました」

　座ったままリラックスモードの課長に向かって、ペコリと頭を下げる。

「あー？」

　目を丸くして、キョトンという擬態語がしっくりくるような表情で私を見つめる。その表情は私を気遣ってというよりも、どうやら本気で忘れていたみたい。

「柳瀬先輩のことですよ。でもまずくないですか？　余計な嘘を並べて……お、俺の女だの、フィアンセだの……」

〝フィアンセ〟という単語が上うわ擦ずらないように気をつける。

　改めて自分で口にすると恥ずかしい。なに言っちゃってるの私、って感じがする。「んー？　極力余計な単語は省いたはず……多分俺、さっきの戦いの中でフィアンセとか言ってない」

『戦い』を体現しているつもりなのか、両手をこぶしにして、シュッシュッとシャドーボクシングのようなジャエスチャーを交えつつ、ドヤ顔をする。

「へ？」

　そんな課長の様子を見つめながら、言われた言葉を頭の中で反芻する。

『フィアンセとか言ってない』って？

「あいつが勝手に騒いでただけで……否定も肯定もしないでみた。話が勝手に大きくなったほうが面白いだろう？」

　課長はいたずらっ子のように笑う。

　……そう言われてみれば、確かに課長自身の口から『こいつは俺のフィアンセだ』とは言っていなかったかもしれない。

「そうですよねー。だって、本当のフィアンセがいるのに、まずいですよね……」

　さらりと言ってみてから、祈るように次の言葉を待つ。

『なんのことだ？』って言って。『そんなわけないだろ』って笑って。『誰だ？　それ』とかふざけて。……お願いします。

　気が遠くなるくらい、沈黙が長く感じられた。

「……あー……」

　課長の、ばつの悪そうな顔が目に入り、血の気がサァーッと引く。

「誰から聞いた？」

　パチンと私の電源が切れた音がした。

　どうして、そんな顔をしているの？　なんで、否定しないの？

「いや……それは一応企業秘密っていうか……。あ、でもなんかノロケてるらしいじゃないですかー！」

　自分でもびっくりするくらい、明るく無邪気な声で応戦する。イメージは、ゆとり世代代表、月菜ちゃん。

　出ろ、出ろ、もっと出ろ、〝明るくて無邪気な後輩の声〟！

「……あー……まぁ、な。極秘な」

　私の演技に毒されたのか、課長は急に暗い顔つきになり、怒っているようにも見える。

　面白おかしく社内の噂をする、嫌な後輩だと思われちゃったかな？

「わかってますよぉ！　私、次期社長の件もちゃんと秘密にしてますし。こう見えて口は固いから大丈夫です」

　課長を安心させたくて、胸を張りながらそこをこぶしで叩き、『大丈夫ですよ』とアピールをすると、安心したように課長が笑う。

「……だよなぁー。自分も弱味握られてるんだもんな」

　いるんだ……。本当にいるんじゃん、フィアンセ。

　賭けは、あっさり撃沈。

「あ……これ、お返しします！　今日はそのためで、あ、ご飯代……」

　紙袋を押しつけつつ、完全にテンパッてしまう。

「部下からそんなはした金、受け取れるかって」

「……じゃあ、ごちそうさまです。失礼します」

　いつもならここであっさり引かずに、なんとかして割り勘にするとか、かかったお金を聞き出してお返しするけれど、今は限界。もうダメだ。

「おい……」

　さすがに私の態度はまずかったのか、課長が素のトーンで言いながら、私の顔を覗き込もうとする。

　その気配を感じ取り、慌てて立ち上がると、全国大会出場を目指す中学校の陸上部員かというくらい脇目も振らず駆けだす。

　ストールと靴と一緒に『結婚おめでとうございます』と書いたカードが入れてあるから、きっと〝フィアンセの存在を初めて知り、ショックを受けた〟という姿には映らないはず。

　課長がなにか言っていた気もするけど、立ち止まれないし、ましてや振り返れっこない。こんな、『泣いてますよ、ショックですよ』って書いてあるようなひどい顔、見せられないよ。

　八月上旬の昼下がり。逃げるように立ち去ることしかできず、オフィス街を泣きながら爆走する変な制服のＯＬ。

　さっきまであんなに楽しかったのに。……もう、いろいろ最悪だよ。

　知っている道に出たのに、会社の入っているシンプルなビルがひどく遠くに感じられた。










サヨナラの時




　時刻は朝の九時を過ぎたところ。太陽は出ているけれど、はぁあ～と吐く息が白い。

「覚悟はしてたけど、寒いね……」

　両手をこすり合わせながら、隣にいる那由子に声をかける。

「ほーんとー。ね、靴下何枚履いてきた？　私三枚」

　鼻の頭を赤くしながら、那由子が衝撃の告白をする。

「え、嘘、凄くない？　さすが妊婦！」

　とりとめのない会話で「へへへ」とのんきに笑い合う私と那由子の後ろから、声がかかる。

「アホだろー、こいつ。それでお気に入りのブーツが履けねぇとか言って、パンパンに丸くなった足で朝から騒いでやんの」

　隼人君が口の悪さとは裏腹に、ニコニコと優しい笑顔で那由子を見つめながら言っている。

「もーいいでしょー。結局履けたんだから！　隼人も商品並べるの手伝ってよね」

　ブースの奥で、持ってきた商品を整理してくれている隼人君のほうに、那由子はイーッとくしゃくしゃにさせた顔を向ける。

　……仲良しだなぁ。

　月日は流れて、今日は十一月の祝日。覚悟していたよりも、空気はピンと張りつめていて、寒いけど気持ちいい。

　今日は久々にマルシェに出店している。

　それにはいろいろ理由があって……まぁ、要するに、八月の上旬に課長に振られて以来、半端なく落ち込む私のために、那由子が七ヶ月の大きなお腹を抱えて、参加を決意してくれたのだ。

　本人曰いわく、『先輩ママ達が口を揃えて言うの。身ひとつのうちになんでもやっておけって。出てきてからじゃ遅いって。だから、やっとく！』とのこと。

『丁度、安定期だし大丈夫だよー』と那由子本人は言うものの、やっぱりこの前のことが頭をよぎるとちょっぴり不安だったから、隼人君がついてきてくれて私も安心している。

　振られてすぐ那由子に泣きつき、そこですぐ今日の出店が決まったため、おかげで作品作りに没頭できたのは本当にありがたかった。持つべきものは、フットワークの軽い友だわ。

　会社のほうはというと、あのあと課長が柳瀬先輩と女の子になにを言ったのか、私達偽カップルのことが社内中の噂になるという恐れていた事態は起きなかった。ついでに柳瀬先輩と私のむかつく噂も消失したみたい。

　別に、元々業務上関わりが深いわけではないから、わざわざ用事でも作らない限り、偶然企画部の人と会うということはほとんどない。そのため、課長にも柳瀬先輩にもコンタクトを取らずに会社での時間を過ごせることは、かなりありがたかった。

　そんなわけでふとやってくる、悲しみや後悔の波を除けば、私の毎日は職場もプライベートも、まぁ波風立たずに平穏に過ごせている。

「今日のマルシェはね、売るのだけが目的じゃないんだぁ」

　寒さ対策に買ってきたホットレモネードを両手で抱えるように持ち、販売用テーブルの前に立ってふぅふぅしながら那由子が嬉しそうに呟く。

「……へ？　なにするつもり？」

　同じく隣に立って、私もふぅふぅしながら聞く。

「好きな作家さんの、ベビー服を買っちゃおうかなーなんて、企んでまーすっ！」

　那由子にしては高めのテンションで発表し、綺麗な白い歯を見せてにぃっと笑う。

「キャー！　〝豆なゆ〟に!?」

　つられて私までテンションが急上昇してしまう。

　なんて素敵な、羨ましいプランなんだ！　那由子のお腹の子を〝豆なゆこ〟略して〝豆なゆ〟と呼び、すでに叔お母ばさん気分の私だけれど、こんなにも幸せな気持ち、一体いつぶりだろう。

　会社でも家でも、確かに波風は立っていなかったけど、かといって幸せだったか問われると疑問だ。実際、『目の前に山積みのやることを夢中でこなしていただけ』というのが正しいところだと思う。

「え、ちょっと待って、俺のドリンクは？」

　ブースの奥から那由子の指示通りに、品物を入れる袋や電卓を運んできてくれた隼人君が、私達の手元に気づき鼻をひくつかせる。

「あるわけないじゃん！　このレモネード甘いよー。隼人いつも私の買うドリンクに『甘い！』って文句言うくせに！」

　那由子はコップを両手で抱えて、隼人君に取られまいと反対方向に避ける。

　ひと口分けてあげる、という選択肢はないらしい。

「ふざけんなー。朝っぱらから肉体労働したら、甘いもんだろ？」

　ダメとなると余計に燃えるのか、隼人君は躍起になって那由子の手からホットレモネードを奪取しようと本気を出し始める。

「誰のために、デリケートで病弱な身体にムチ打って重労働してると思ってるんだよ！」

　見るからに健康体の、厚めの胸板を叩きながら隼人君が言う。

「愛する妻と我が子のためでしょ。やーねー。パパうるさいわね」

　那由子が大きなお腹を撫でながら話しかけた。豆なゆは、まだこの世に出てきていないのに、三人はもうしっかりと〝家族〟になっている。

　そんな、微笑ましいふたりのじゃれ合いを見ながら、笑いが止まらない。

　いいなぁ。普通に、幸せなふたり。好きな人が隣にいる安心感は、穏やかにずっと続く喜びで、きっと何物にも代えがたい幸せだよね。

　そんなことをぼんやりと考えていると、寒い中、お客さんがぼちぼち現れ始めた。

「赤ずきんちゃん、久しぶりーっ！」

「いらっしゃいませー！　お久しぶりです！」

　自分で意識しなくても、背筋がシャンと伸びるというか、お腹に力が入るというか、自然と気持ちが切り替わる。

　めそめそしている暇はない。この数ヶ月のあいだに作り溜めた新作と、前回の残りから使い回せそうなデザインのものを合わせたら結構な数になった消しゴムはんこを、お客さんが見やすいように整頓する。

「かわいい！　この雪の結晶！　細かいねー」

　お客さんがニコニコしている顔を間近で見られるこの瞬間が、とーっても好き。

「わ！　なにこの小さいの。凄いっ！」

「そっちは手帳とかにも押せるかなーって」

　新しく考えた、通常よりも小さいサイズの『豆はんこシリーズ』にお客さんが反応してくれたことが嬉しくて、思わず身を乗り出して説明する。

「なるほど！　かっわいー！」

　私と那由子が接客をする後ろで、隼人君は荷物を整理しながら、いい感じに存在を消している。

『しばらく出店できないのは、どうしてもストレスだから』と言ってくれた那由子だけど、それはきっと私に対する気遣いであり、優しさだということは薄々わかっている。いくら安定期とはいえ、やっと授かった子に対して、リスクのある行動はしたくないはずだもの。……申し訳ない。そして、心の底からありがたい。

　那由子の企みは大当たりだったみたいで、準備をするのも楽しかったし、今こうして久しぶりに『赤ずきんちゃん』と呼ばれると、本当に気持ちが軽くなる。




　結構寒いのに、客足は上々。私と那由子はほとんど座る暇もなく、時には隼人君にもお会計などを手伝ってもらうほど、てんてこ舞いだった。

「……はーっ」

　みんなで同時にやっとひと息ついたのが、もうすぐお昼という頃。

　用意してきたディレクターチェアーに座っている那由子と、そばで空いた箱や袋の整理をしている隼人君に声をかける。

「そこのご夫婦、豆なゆグッズ見ておいでよー」

「え、いいのー？」

　那由子が椅子からぐっと身を乗り出す。

「いいよいいよ、回しとくー」

　ふたりを見送り、辺りを見渡す。

　今日の会場は初めての場所で、そんなに規模は大きくないけど、こぢんまりとした落ち着く雰囲気が結構気に入っている。

　店番を交替してもらったら、どのブースを見ようかな。知らない出店者さんのところも覗いてみたい。

　……急にひとりになると、よくないことを考えてしまいそうで、わざと次から次へと思考を巡らせる。

　こうして雑踏を眺めていると、沢山のカップルがいる、という当たり前のことに気づく。

　……みんなはどうして結ばれる相手を間違えないんだろう。私は、思い返すと頭を抱えたくなるような相手との恋だったり、自分の思いに気がついた途端に報われないことが判明してしまった恋だったり……恋をするのが、あまり得意ではないのかもしれない。

　柳瀬先輩が、あの女の子と付き合っているのかどうかは不明だけど、月菜ちゃんが言っていた『バツイチ効果』は確かにあるようで、昔よりモテている気がする。

　だけど、そんな柳瀬先輩がお話にならないくらい、ぶっちぎりで噂の的なのが、課長だ。積極的にそういう話に参加をしない私の耳にも入るレベルだなんて、相当なものだと思う。

　シンガポール支社がピンチを切り抜けて、更に軌道に乗ったのは全て課長の手腕だとか。上シャン海ハイにも支社を出すことを検討中で、課長が実質部長クラスにスピード出世をして任されるのでは？とか。業界最大手のヒロサキ製薬の社長令嬢が課長にひと目惚れして大変で、業種こそ同じなら吸収合併されているところだった、とか。

　大して興味のないフリをしながらも、〝本当のフィアンセ〟の話が出てきたらどうしよう、と実はいつも全身を耳にして聞いていた。

　……なにをやってるんだろう、私。

　結局、冬に片足を突っ込んだ寒い寒い晴れの日、高くて広くて澄んだ空の下、考え込んでしまうくらい、私はまだ課長のことが好きみたいだ。




「いやぁー、買いましたな」

　思わず、そんな台詞を帰ってきた那由子に浴びせる。

「違うのよ、いつもぶつぶつ言ってたくせに、いざいろいろ見始めたら、隼人のほうがあれも欲しいこれも欲しいって……」

　私達の会話が絶対耳に入っているのに、隼人君は口笛なんて吹きながら大量の戦利品をブースの奥で整理している。

　やっぱり、このふたりってば、いいコンビ。

　思わず頬が緩んでしまい、ひとりでニヤニヤしていたかもしれない私の目の前に、かわいらしい那由子の困ったような顔が近づいてくる。

「ごめんね、留守番。混んだ？」

「いやー、それが、私って集客力ないっていうか……」

　那由子夫妻が不在のあいだ、思いきり課長のことを考えてしまえるほどに、時間にゆとりがあった。

「あ、売れたのは、えっとねー。那由子のあの皮製のブレスレット、シルバーモチーフの、それがふたつとー……」

　私が那由子にいないあいだのことを伝達し始めた時、背後から不意に声をかけられる。

「……糸島さんと……那由子ちゃん？」

　……え？

　一瞬、ここがどこだかわからなくなる。『赤ずきんちゃん』と呼ばれることが常のマルシェにおいて、本名にさんづけって、しかも那由子の名前も知ってるなんて、と思いながら恐る恐る振り返る。

「……た、高村さん!?」

　私と那由子の声がかぶる。

「やっぱりー！　なにそれ、かわいい！　それに久し振り！」

　たたたっと嬉しそうな笑顔で高村さんが駆け寄ってくる。ミディアムボブの髪の毛がさらさらと揺れて、なんだか溌はつ剌らつとして見える。社内ではなかなか会わないし、会ってもお互い時間に追われて、挨拶に毛が生えた程度のお喋りしかできないものだから、こんなところで出会えた喜びは、とても大きい。しかも、那由子にとって高村さんは、退職前は直属の先輩だったから、ふたりは手を取り合ってキャッキャするほど喜んでいる。

　……それにしても、高村さんこそダサい藤色の制服姿とも、シンプルな通勤スタイルとも違う〝オフモード〟は、なんだか若々しくて、かわいらしい。

　そして、よく見ると、めちゃくちゃかわいい女の子の手を引いている。

「も、もしかして、高村さんの……？」

「うん、そうだよ。はい、ご挨拶はー？」

　高村さんが、女の子と繋いでいるほうの手をぶんぶんと振りながら、優しい笑顔をその子に見せている。

「高村、あすみ、五歳でっす！」

　くりん、とした目でこっちをじっと見ながら、つやつやの高級なお菓子のような唇を一生懸命ぱくぱくさせて自己紹介をしている。〝よく知らない人〟に対する緊張感もしっかりとある、賢そうな子だ。

　あぁもう、なんなの……かかか、かわいーっ！

「うわぁ、お利口ー。かわいいですねー！」

　高村さんと娘さんを、交互に見比べるように視線を送る。

「いや、糸島さんのほうこそ、めっちゃかわいいけど？」

　高村さんの視線が私の頭の上のほうに注がれていることに気がつき、慌ててポンチョを外しにかかる。

「……す、すみません、年甲斐もなく……」

　……痛すぎるよね、この姿。

「なに言ってるの！　似合ってるわ。もの凄くかわいい！」

　会社の人が見たら引いて当然の格好をしているのに、高村さんは全力で褒めてくれた。




　高村さんはブース脇に立ち、那由子や私の手が空くと一緒にお喋りして、あすみちゃんはブースの奥で私の消しゴムはんこを紙に押して遊んでいる。

　温かい時間が急に訪れた。

　私よりも、那由子のほうが高村さんと積もる話があるので、ふたりが話し込むのをなんとなく聞いたり、返事をしたりしながら、私は接客をメインにこなす。チラッと後ろを見ると、隼人君があすみちゃんの相手をしている。

「え……じゃあ、シンガポールに永住ってことですか？」

　……ん？　なんか今、不穏な言葉が聞こえたような。シンガポールといえば、イコールで結ばれる人物を、私はひとりしか知らない。

「まーね、サラリーマンの宿命っていうか……」

　ふたりは、なにやらひそひそトーンになっていて、私は身を乗り出すわけにもいかず、なんとなく落ち着かなかった。

「赤ずきんちゃん、このスタンプ、違う表情のとかあります？」

「あ、はーい。どれですか？　見てみますよー」

　ドキドキしながら接客を続ける。

　雰囲気的に、もしも課長に関する話なら、那由子のテンションがもっと違う気がする。あの那由子が課長がシンガポールに永住、だなんて話を聞いて、あんなひそひそ話で済むはずがない。きっと大興奮で、すぐにでもなにかをどうにかしようとするはず。

　全くもって自分自身の希望的観測で、勝手に安心感を得る。だけど、そうでもしないと平常心を保てないから。

「……っ、……ですかぁ？」

　一応話しかけてくるお客さんを見ているけれど、意識は完全に『横で行われているひそひそ話を聞いて内容を特定する』というところに向いている。そのため、なにを聞かれているのかわからないまま適当に相あい槌づちを打つ。

「え？　あ、はい、はいそうですねー」

「……はい？」

　ポカンとしているお客さん。

「あ……えと、すみません。聞き間違えました」

　私のありえない言い訳に、お客さんが笑いだす。

「なにとなにをー？　面白い！　うふふ、合わせていくらですかって聞いたんでーす」

「あ、すみません……。ふたつで五百二十円になります。ふたつ一緒の袋で大丈夫ですか？」

「はい、平気です。じゃあ丁度あります」

　お金を受け取り、袋に入れた商品を手渡す。

「また来ます！　さようならぁ」

　絶対年下だと思われるお客さんに、テキパキと仕切ってもらう形でやりとりが終わる。

　すみませんね、こんな大人で……。

「あー、やだ、男チームに見つかっちゃった」

　……男チーム？

　高村さんの声で我に返り、彼女の目線の先をつられて見てみると、優しそうな男の人が二歳くらいの男の子を肩車しながら、ニコニコと手を振っている。

　男の子も急に気づいたらしく、「ママーッ！　マ、マーッ！」と叫んで、ぶんぶん手を振り、『危ないっ』とかなんとか、パパに言われている様子。

　そんなふたりに手を振りながら、高村さんはいい笑顔を見せている。

「息子が『お腹すいたー』って暴れだして、旦那もすいたなんて言うから、ご飯を食べさせに連れていってもらったの。そのあいだに、あすみにヘアアクセとかを買ってあげるはずが、お喋りしているうちに終わっちゃった」

　なるほど……。なんか絵に描いたような、幸せな家族って感じでいいなぁ。

「ほら、パパ達来たよ、行こう」

　高村さんがあすみちゃんに声をかける。

「え、やだあ。あたしまだお兄ちゃんとはんこ押して遊ぶ」

　あすみちゃんは高村さんから隠れるように、隼人君の腕をぎゅっと掴んで背中のほうに回り込む。

　きゅーん。

　隼人君は、心臓を射抜かれて悶もだえている。丁度客足が途絶えたので、私はあすみちゃんの元へ走り、尋ねてみる。

「どのはんこが好きなの？」

「んーと。このお花と、ハートと、うさぎさんと、ぱんご」

　……ぱんご。

「それはねー、パンダね、パンダ。はんこ、につられたかー、かわいいなぁ。それとな、そう言うなら、〝全部〟って言うんだぞー」

　私とあすみちゃんのあいだで、隼人君が楽しそうに言う。

　はんことパンダが混ざって〝ぱんご〟。そりゃたまらんわ。かわいいなぁ。

「……ごめんね、うちの子おバカで」

「いや、かわいすぎますよー！」

　高村さんと那由子の会話を聞きながら、あすみちゃんが押していたはんこを四つとも袋に入れて、手渡す。

「はい、これあげる。おうちでも遊んで。弟君にも貸してあげてね」

「わー！　ねーママ、これくれた。赤ずきんちゃんが」

　あすみちゃんは小さな手で袋をぎゅっと掴んで、慌てて高村さんのところへ報告に行く。

「コラー、ありがとう言えたかなー？」

　あすみちゃんは高村さんの言葉で、ハッと動きを止めると、くるっと振り返って、ぴょこんとお辞儀をする。

「赤ずきんちゃん、ありがとーございましたー」

　……ああもう、かわいすぎる！

　多分、私と同じことを同時に思ったであろう隼人君と目が合い、笑ってしまう。

「それじゃあ、またね」

　高村さんの言葉を合図に、幸せそうな一家が人混みに消えていく。手をぶんぶん振って何度も振り返り、別れを惜しむあすみちゃんと、それを真似てわけもわからず手を振る弟君。

　どちらもかわいくて、ふたりを優しく見守る高村さんご夫婦がまた、とても素敵だった。そんな背中を見送りながら、温かい気持ちでいっぱいになる。

「仁美、重大なお知らせがあるけど？」

　横並びになった那由子から、手を振った状態で急に切り出された。

「……な……に？」

　思わず唾を飲む音が、ごくりとやけに大きく響いた気がした。

「今、高村さんに、聞いたんだけどさ」

　もしかして……課長のこと？

　心臓がバクバクいってるよ。落ち着け、私。

「高村さんも昔よくフリマやってたってよ？　だから、やっぱり仁美が副業でクビになるとか、ないない！」

　那由子は「あはははは」と屈託なく笑いながら、私の背中をバシバシと叩く。

　……おーい。ひと昔前のギャグ漫画風に『ずこっ』とかいう効果音入りで、派手にこけるシーンのような。そっちかーい、みたいな。まぁ、はっきりわかったのはありがたいけどね……。

「あとね、もうひとつ」

　今度はなによ。もう騙されませんけどね。

「高村さんから聞いたけど、松田課長、今空港にいるんだって。行かなくていいの？」

　元々よく通る声だけど、こんなにはっきりと聞こえたのは初めてかもしれない。

　たった今あっけらかんと笑っていたのとは打って変わって、那由子が真剣な表情で私を見つめてくる。

「……え？　なにが？」

　足元からすぅっと血の気が引いていくような感覚に襲われながら、不安な気持ちを振り切るように、強めのトーンで彼女に聞き返す。

　ちょっと、そんな真剣な顔しないでよ。空港って……なんで……。『シンガポール』とか『永住』とか『定め』とか、さっきチラリと聞こえた不穏な単語が蘇る。

「私、前からずっと思ってたんだけどね」

　まるで小さい子供を諭すように、那由子は静かに話し始める。

　その顔は、とても穏やかで、その変化に私は面食らってしまう。

「仁美はさ、『振られた』って言ってたけど……」

　塞がっていない傷を、信用している友達にえぐられるのはキツい。那由子に限ってそんなことはないと思うけど、ナイーブな部分であるのは間違いないのでほんの少し身構える。

「一度くらい、ちゃんと自分の思いを口にするっていうのはどう？」

　優しい口調だけれど、言い終えてからも、私のことをじっと見ていて、そこから那由子の強い思いが感じ取れる。

　……なにを言ってるの、今更。高村さんとそんな話をしてるトーンじゃなかったでしょ？　だいたい高村さんは私の課長への気持ちを知らないはずだし。

　心の中で叫びまくり、結果、表面上無言になる。

「……仁美？」

　疑問形で私の名前を呼びながらも、なにかを促している、この雰囲気。

　那由子は、一体なにを言っているの？

「成なり田た空港、シンガポール行き、四時」

「……なに、よ、それ……」

　一応笑っているつもりだけど、頬の筋肉が固まってしまったみたいに動かない。急に突きつけられた具体的な単語達に、嫌な予感が止まらない。

「忘れちゃうと困るから。成田空港、シンガポール行き、四時」

「だから、なに……」

　やっとの思いで聞き返すけれど、その声は那由子の耳には届かないくらい、小さかったかもしれない。心臓の奥のほうに嫌な冷たさが広がる。

「課長には、フィ――」

「フィアンセがいる人には告っちゃいけない法律でも？」

　私の言葉にかぶせるようにして、那由子が口を開く。

「あれから一度――」

「だからこそ、でしょ。一度も喋ってないっていうか、どうせ仁美が拒絶してるんでしょ？」

　……なにこのお見通しな感じ。

「だって久しぶりのマ――」

「久しぶりのマルシェだけどおかげ様でもうすぐ完売だし、一度くらい隼人とふたりでゆっくりやりたいっていうか」

　那由子が一気にまくし立てるように言う言葉があまりにも棒読みで、お芝居感がひしひしと伝わり、こんな時だというのに思わず吹き出しそうになってしまう。

「……なによ」

　興奮からなのか恥ずかしさからなのか、那由子が頬を真っ赤にして私をジロリと睨みつける。

「那由子、棒読み。女優にはなれないね」

　そんな彼女がなんだかかわいらしくて、それから……ありがたくて、頬が緩む。

「もー、余裕かましてんじゃないわよ！」

　バシッと私の背中を那由子が叩く。今、私は名実共に背中を押されている。それはもう押されすぎて倒れそうなくらい。

　状況を察したらしき隼人君が、私のバッグを手渡してくる。

「今検索したら、ここからだともう時間的に電車よりもタクシーだね。高速使って、一時間とちょい」

　反射的にスマホを取り出して時間を確認する。今現在、午後一時を少し回ったところ。

　……どうなの、この時間？　ぎりぎり間に合うのかな？

　バッグを受け取りつつ、不安げな顔で那由子を見ると、私をぎゅうぎゅうとブースから押し出して言う。

「後悔するのは、全部やってみてからにしなよ」

「成田空港、シンガポール行き、四時……」

　返事の代わりに、さっきの呪文のような言葉を口にしてみる。

　でも、これだけの情報で探せるのかな。

「イケメン課長、背が高いからきっとすぐわかるよ」

　那由子が私の不安を察知したかのように、笑いながら言う。

　人混みの中ですぐに見つかる、あの立ち姿を思い出す。

　課長がすぐに見つかるのは、背が高いからだけじゃなくて、オーラみたいなものが出ているからだと思っていた。だけど違う。私がいつも、探していたんだ。

　嫌なことや困ったことや悲しいことや、いろんなことに立ち向かうのがキツい時、私はいつも言い訳してきた。『もう若くない』『どうせ私なんて』って。そのくせ、最善も尽くさずに、あとから『もっとこうすればよかった』『ああ言えばなにか違ったのかな』なんて、後悔ばかりを繰り返してきた。

　だから、あんなダメな男を吹っ切るのにも時間がかかったんだ。今度は課長の残像に縛られるつもり？

「……ごめん。私、行ってくる」

　お腹の底から、声が出る。急に辺りの景色が強く色づいたように見えた気がした。大きく頷く那由子の顔は、ふわりと笑っていて、とても心強くて、私は背中をもうひと押ししてもらった気がした。

　課長、私に一度でいいから、思いを伝える機会をください。










繋がる気持ち




　窓の外を流れる景色は、平和な祝日の昼下がり。

　よく、ぎりぎりの感じでタクシーに行き先を告げて、運転席にかじりつかんばかりの勢いで先を急ぐシーンがドラマである。だけど、あれを実際にやろうとすると芝居っぽくて、できたもんじゃない。

　私は深くシートに腰かけて、スマホで無駄にフライト状況を何回も検索して、焦る気持ちをどうにか誤魔化している。

　課長がシンガポールに永住って、髭社長の希望はどうなったの？　次期社長、なんだよね？　しかも、なんで〝永住〟ってことになっちゃうの？　やっぱり本当は現地妻がいたの？

　聞きたいことは沢山ある。でも、まずは……自分の思いを伝えたい。

　それをしないと始まらない。勢いで飛び出してしまったけれど、これでよかったような気もする。

　ああ、やっぱり、ダメだ。考えているうちに、どんどん気持ちが膨らんで、いても立ってもいられないんだけど。よし、聞いちゃおう。

「あと、どれくらいで着きますか？」

「ん？　あー、道混んでないから、あと三十分くらいですかね」

　優しそうな初老の運転手さんは、バックミラーで一瞬私を見てから、静かな口調で続ける。

「お見送りですか？　それとも、お出迎えですか？」

　なにも話してないのに、なんでどちらかだとわかるんだろう。……あ、そっか。マルシェから飛び出してきたから、手荷物は普通のもこもこした小さいバッグがひとつきり。中身は財布、ペットボトル、タオルハンカチ、ポケットティッシュ、のど飴、家の鍵……など。うん、海外旅行でこの『ちょっとそこまでお散歩します』レベルのバッグじゃあ、どんだけ旅慣れているんだっていうね。

　その時、無意識に強く握り締めていたスマホがブブブ、ブブブとメッセージの受信を伝える。

　別に、あとからだって確認できるのに、今見ないと取りこぼして消えてしまうかのような恐怖にかられた。

　課長がシンガポールに移住する前に、私に自ら連絡をくれる可能性なんてほとんどない。でも、もしかしたらと思ってしまう。

　祈るような気持ちで画面に踊る文字を確認する。

【メルマガ定期配信　クリスマス準備始めてる？】

　……おいおい。今このタイミングでメルマガとかさ……。私、本当にそれどころじゃない。

　なんの罪もない、よく行く大手チェーン書店からのメールを睨みつけると、不意に課長に連絡をしてみようと思い立つ。

【お久しぶりです。唐突ですが、今どちらに？】

　この期に及んで、間違いであってほしいという浅はかな考えが浮かんでしまう。息をひそめて送信して、窓の外を見る。

　もしもなにかの間違いなら、それはそれで笑い話になるし、いいじゃない。課長の元を走り去って以来、初のやりとりがこんな短文……。でも、これで【家だけど？】とかの返信が来たら、課長のシンガポール永住説は間違いってことだよね。

　タクシーで駆けつけた滑稽さも、いい思い出になる。とにかくなんでもいい。なんでもいいから、行かないで。

　ずっと前、未来の課長のフィアンセにおかしな形で嫉妬をしたっけ。神様、ごめんなさい。心が狭かったです、私。課長を幸せにしたいなんて大それたことは言いません。もちろん、幸せにしてくれなんて言いません。だけどせめて、今までくらいの関係でいたいです。課長が笑っているところを見たいです。

　祈っていると、握り締めているスマホが震えだし、急いで確認する。

【久しぶりー！　さすが女子は情報早いなー。ひょっとしてシンガポールの風でも届いたか？（笑）】

　笑ってる場合じゃないっつーの。やっぱり行っちゃうんじゃん。

　行かないで。私、まだ大事なこと伝えてない。

　車はまだ普通に動いているのに立ち上がろうとしてしまう。その勢いで、思わず、身を乗り出す。

「まだかかりますか？」

　少し急ぐと言ってくれた運転手さんに感謝しつつ、気がついたら前の座席をがっしり掴んで、前のめりになるという、できたもんじゃないと思っていた格好になっていた。こんな事態にならないと、ここまで追いつめられないと、自分の気持ちに向き合えないなんて最低だ。

　私はいつもこうだ。ねぇ、課長。もう結婚が決まっていても、シンガポールに永住してしまうのだとしても、最後に一度だけ私にチャンスをください。

　タクシーがゲートをくぐり、乗降場できゅっと停まる。二万六千三百円という恐ろしい額が見えたけど、カード様々、あとはよろしく！　来月も頑張って働きますから！

　親切な運転手さんにお礼を言い、タクシーから転がり落ちるように飛び出す。

　時間は……二時十五分。えーとえーとフライト前って、結構早く税関通っちゃうんじゃなかった？　何分前までにどこへ行けばいいんだっけ？　とりあえず、掲示板のところに行ってみよう。ああもう、なんでこんな沢山の人……。

　走って掲示板まで行くと、発着便が次々と表示される。

　沢山の数字とアルファベット……落ち着け、落ち着け。あれ？　もう空港に着いてから五分も経っちゃってる？　落ち着け、落ち着け。えーっと……。

　シンガポール行き、四時。あった！　第一ターミナルの北ウイングね、北ね？

　浮かれた人の波をかき分けて進む。

　えぇと、とりあえずここが第一ターミナルの北ウイングで……。

　やっと、四階にチェックインカウンターがあるという表示を見つけ、エスカレーターに飛び乗る。じっと待っているのがもどかしい。でもどうすることもできなくて、気ばかりが焦ってしまう。

　間に合って。間に合って。

　神様、どうか行ってしまう前に課長に告白させてください。『神様、神様』って、年に一回初詣に行くだけのくせに、しかもお賽さい銭せんは小銭のくせに、それどころか旅行先とかで浮気していろんな神社にお参りとかしちゃってるくせに、こんな時ばっかり全力で頼ってごめんなさい。

　でも祈らせてください。結果はどうでもいいんです。

　とにかく課長に会わせてください、お願いします！

　やっと着いた四階のロビーを、やみくもにうろうろする。

　どこ？　どこ？　そうだ、電話！　電話しちゃおう。

　スマホを取り出し、課長の番号を表示する。躊躇ためらうことなく、通話ボタンをタップして、耳に当てながら探し回る。走り続けているせいで息が上がり、会えるかどうかの瀬戸際という変な緊張感から胸も苦しい。耳元では、無機質な呼び出し音が鳴り続けるだけ。

　出てよ！　いや。お願いします、出てください！　座ってる人、喋ってる人、沢山いるけど、ここまで来たらすぐに見つかると思ったのに。

　背がうんと高くて、髪の毛は少し茶色でさらさらしていて、顔はイケメンだけど、笑顔は凄くかわいいんだから。俺様キャラかと思いきや、妙に子供っぽかったりして、笑っちゃうんだから。

　演技でしか見たことないけど、慈しむような表情をすると、本当に色っぽくて優しげで、ドキドキしちゃうんだから。ぶっきらぼうにしつつも、いざって時は本当に頼りになるんだから。

　だから、だから、だから……。だから大好きなんだよ。そりゃあ、フィアンセだっているでしょうよ。そして、そのフィアンセは凄く素敵なんでしょうよ。だけど、告白くらいさせてよ。

　何度かかけ直すけど、課長は電話に出ない。もう、走って探すにしても息も続かないし、どうすればいいのか途方に暮れていたその時。

　――ブブブ、ブブブ。

「……っ!!」

　握り締めたスマホが震えだす。察知した瞬間に見たディスプレイには、課長の名前が表示されている。

「っはい、もしもし、もしもし」

『……だ？』

　あれ？　聞こえない。

「え？　課長？　もしもし？」

『……何事だ、一体』

　私と課長のテンションがなんだか違いすぎるけど、そんなこと言っていられず、うろうろと歩き回りながら必死で話す。

「今どこですか？　話せます？」

『そんなことより、なんだこの鬼着信は。ホラー映画のワンシーンみたいに一面お前って……ひぃってなったぞ』

「すみま……あれ？」

『なんだ、おい？』と耳元で聞こえる声を、思わず放置してしまう。

　だって、そこのホールに見える後ろ姿……。

『なんなんだ、コラ、おーい』

　手元のスマホからは、なにか聞こえてくるけれど、私はとにかく急いでその背中に向かって走りだす。大きくて頼もしく見えたり怖く見えたりする背中に、思わず抱きついてしまう。

　会えた、会えた、会えたーっ！

　鼻先に知っている優しい香りがふわんと広がる。

「っは!?　なに!?　なにお前!!」

　頭の上のほうから、課長の驚いている声が聞こえて、あ、と我に返る。

　なにやってんの私。やっと見つけた嬉しさで、公衆の面前なのに思わず抱きついちゃうなんて恥ずかしい……。

「赤ずきんちゃん、お久しぶり」

　言いながら、ゆっくりと課長が身体の向きを変える。スローモーションのように徐々に見えてきたその顔は、見た瞬間に愛しい気持ちが溢れて泣きそうになるくらい、やわらかく微笑んでいた。

　向き合って言われて、初めて気づく。

　私、ずーっとこの〝赤ずきんちゃん〟状態でここまで来ちゃったのね……。

　でも、マルシェから飛んできたとか、いろいろ説明している暇はない。だってもう、時間が迫ってるわけだし。

「課長、私、課長のことが好きです！」

　はっきりと大きな声で課長の綺麗な目を見つめて言う。迷っている暇も照れている暇もない。

「……は？」

　向き合い、私を見下ろす格好はさっきと変わらないけれど、その表情は驚きすぎて、口が開いていた。

「フィアンセがいても、シンガポールに永住しちゃうことになっても、やっぱりきちんと一回言っておきたくて」

　ポカンとされようがなんだろうが、後悔しないように全てを伝えるしかない。課長と見つめ合うこの状態のままで、とにかく、思いを言葉にする。

　ああヤバい、泣きそう。だって、普通の告白なら、付き合ってくださいとか〝好き〟の続きがある。だけど、私達に未来はない。いくら〝好き〟と伝えたところで、この先どうにかなるわけじゃない。

　……でもいいんだ。言えたんだから。

「じゃ、シンガポールに行っても頑張ってください。お元気で、さようなら！」

　ぴょこっとお辞儀をして、一回鼻をすする。

　大丈夫、まだ泣いてない。最後は、笑顔でサヨナラしたい。

「……ん？」

　両腕を軽く掴まれ、課長がそのまま私の前にしゃがみ込んだ。

「またダッシュこいて逃げる気だろ」

　ず、図星……。『また』なんて言われても否定できないのが情けないけれど。

「でも、時間ないし、言うこと言ったし……」

　慌てる私をよそに、ゆったりと余裕しゃくしゃくな雰囲気で課長は微笑む。

「時間ってなんの？」

「なんのって……飛行機の、ですよ。第一ターミナル、北ウイング、シンガポール行き、四時……」

　すっかりインプットされてしまった私の言葉を聞いて、課長が吹き出す。

　なんか私達、迷子になった子供と迷子センターの人みたい。だけど課長は、なんで笑ってるの？

「お前、いつから山田の追っかけやってんだよ？」

　は？　や、や……やまだ？

　意味がわからなくて、今度は私が口を開けて課長の顔を見つめる番になった。

「もうとっくに手続きして、税関抜けちゃったぜ？」

　ん？　状況が全然呑み込めない。まさか……？

「山田さんって営業の？　なんでここで山田さんが出てくるんですか？」

　私の脳裏に浮かぶのは、人畜無害タイプの『山田事変』こと、営業の山田さんのパッとしないけれど優しそうな笑顔。

「……もしかしてお前、俺がシンガポールに永住するとか思ってんの？」

　……ち、違うの？

　言葉が出なくて、ひたすらぶんぶんと頷く。

「永住……かどうかはわかんないけど、とりあえずしばらく山田があっちで頑張ってくれんの。俺はただの見送り」

　両手はずっと私の腕を捕えたまま、課長が涼しい顔で決定的な事実を告げる。

「み、見送り……」

「優しい上司だろ？」

　……うーん。ていうかちょっと整理させてくださいよ……。

　初めてかもしれない、〝課長を見下ろす〟という珍しい体勢のまま、固まる私。

「てことは……課長は、シンガポールに永住しない。行くのは山田さん」

　うんうん、と面白そうに頷いている。

「てことは……」

　頬がかーっと熱くなる。

　こ、こ、告白しちゃったじゃん！

「えと、課長は、月曜から普通に……？」

　安あん堵どと恥ずかしさと、いろいろ混ざった複雑な気持ちで苦しくなり、課長の顔が直視できなくなる。

　だけど視界の端に、いたずらっ子のような顔でニヤニヤしている課長が入る。

「あ、俺？　はい、本社で働かせていただきますけど」

　熱い。ヤバい。どうしよう。

「ついでに、フィアンセもいませんけど」

「……へ？　ふ、振られたんですか？」

　あまりの展開の速さについていけず、ずっとホールドされた格好のまま、気持ちの直球を至近距離に投げ込んでしまう。

　ああ。思考回路と直結している単純すぎる自分の口が憎い。

「……最初からいねーよ」

「だって、だって、あれ……？」

　混乱する。だって、いるんでしょ？　いたんだよね？

　頭の回線がパンクしそうになっていると、ふわ、と身体が前に引っ張られる。

　なにが起こったかよくわからずにいると、ぎゅっと課長に抱き締められた。だけど、立ち位置が変だから、まるで私が抱き締めてあげているみたいになる。

「……周りの奴等に付き合ってくれとかあまりにも言われるから、まぁ、軽く嘘ついたけど」

　……嘘？

「吉川達の前でお前と演技したのをイメージしながら、みんなに伝えたら、おとなしくなったんだよなー。極秘っていっても広まっちゃうもんだな」

　いやいやいやいや。そりゃ広まるよ。

「……プ」

「え？」

　急に課長の声が聞き取れなくなる。

　そんなことより、体勢が恥ずかしすぎるんですけど。丁度、なんていうか、私の胸の辺りに課長の顔がさぁ……。

「Ａカップ、疑う隙なく、Ａカップ」

　ちょっと上体を反らせた課長は、私の顔を間近でじっと見ながら、リズミカルに節をつけて唄うたを詠むように言う。

「なんですか、その……」

「おっぱい川柳」

　きっぱりと言い放つ顔は何故か真顔で、それがまた妙にカチンとくる。

　なにをー……っ！

　いつもの調子で言い返そうとキッと課長を見ようとした瞬間、温かい唇が私の冷たくなっていた唇に重なった。

　課長とキスをするのは初めてなのに〝知っている〟感じがする。懐かしさにも似ているような、優しくて甘くて、くらくらする……。ふっと柔らかい感触が離れた途端に、寂しいと感じてしまう自分に驚いた。

「お前が迂闊でよかった」

　課長がため息交じりに言いながら、もう一度私を強く抱き締める。

「……はい？」

　恥ずかしいけれど、それよりも触れていたい気持ちのほうが大きくて、なんでもないように答えながら、会話を繋げるのがやっとだった。

「俺に会えなくなるーとか思って、来てくれたんだろ？」

　強く抱き締められたまま耳元で囁かれる声は、なんだかとてもセクシーで、前もこんなふうに思ったことがあったな、とぼんやり考える。

「はぁ……まぁ……」

　急に恥ずかしくなるから、改めて言わないで……！　会えたから、もういいんだし。

「かわいいな、それ」

　ふわっと身体が軽くなったかと思うと、ゆっくりと立ち上がった課長が、私のフードをちょっと強めに『いい子、いい子』とでも言うように撫でる。

「さて、どうする？」

『どうする』の意味がわからず、首を傾げる。

「俺はシンガポールに永住しない、フィアンセもいない、お前は俺が好き、俺はお前が好き」

　……い、今さらっと凄いこと言われたような……。私はこれからも、課長のことを好きでいていいってこと？

　胸に温かいものが広がり、嬉しくて見上げた課長は、前に見たあの慈しむような表情で私を見下ろしていた。

「……今、もしかして昔飼ってたハムスターを想像してます？」

「……いや」

　課長が私の耳元に口を寄せて囁く。

「ウェディングドレス姿、想像してた」

　驚く暇もなく、もう一度課長に抱きすくめられて、キスをされる。

　何度も、何度も、沢山落ちてくる優しいキスを受け止めながら、温かい気持ちが身体中に広がっていく。

　赤いポンチョのフードが頭から外れるのを感じて、私は〝赤ずきんちゃん〟の他にもうひとつ、自分の居場所を見つけた気がした。
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　なんとなく、こうなるような気がしていた。

　いつからかと聞かれたら、きっと……『初めて会った時から』とか言っちゃうかもしれない。俺は意外とロマンチストだ。

　店員のくせに、『ちゃんと選んであげてください』とキレられた時。

　追いかけてきて押しつけられた妙なはんこを嬉しそうに説明していた時。

　職場の人混みの中で溺れそうになっていた時。

　……なんでだかわからないけど、気になったんだ。

　そのまま離れがたくて、まだあいつと関わっていたくて、副業のことで脅した。

　もちろん、本当に脅したかったわけじゃない。もう少し、ちんちくりんなあいつと話がしたいと思ったから。なにかで繋がっていたかったから。

　今まで、黙っていたって、冷たくしたって、好みの子も好みじゃない子も勝手にみんな寄ってきたから、自分から好きになったことなんてなかった。だから、俺に興味のない子にどう接すればいいのか、どう〝気になる〟という気持ちを処理すればいいのかわからなかったんだ。

　吉川達の前で演技をした時、ドキドキしすぎて死にそうになった。そして、こいつが、俺の知らない誰かにこんな顔を見せるのかと思うと、胸が苦しくて、はっきり嫌だと思った。

　でも、手放したくないと思う奴が現れたのは初めてで、どうすればいいか途方に暮れた。そんな俺は気がつくと、社内でも、関係のない駅でも、街の中でも、あいつがどこかでフガフガと、人波に呑まれているんじゃないかと探すようになってしまった。

　あいつの友達が倒れて病院へ運んだ帰り道、頬にキスするだけで、あんなに心が苦しくなるなんて、中学生か！と焦った。

　あいつから、お駄賃として持ち去ったはんこは、赤ずきんちゃんがニコニコしているやつと、ハートのやつ。そんなところに無駄にメッセージ性を持たせる三十五歳のおっさんなんてキモいって自分でも思ったけど、目についたんだから仕方ない。あいつは、全く気がついていないみたいだったけど……。

　来客用のスペースで『付き合うか』と言った時の、俺の心拍数は、二百は超えていた気がする。絶えず群がってくる女達が面倒だったのも事実で、もうこのまま本当に付き合えばいいじゃないか、と思ったんだ。今までの人生で俺がそう言って、異論を唱える女なんてただのひとりもいなかったから。話の流れ的にも丁度よくて、いつものように冗談交じりで言ってみたら、あいつが真剣に怒りだして、失敗したと思った。バカにするつもりなんてなかったし、傷つけるつもりももちろんなかった。

　本社に戻って三ヶ月経つ頃には、女だけじゃなく企画部の男連中にまで身辺を探られ始めた。さすがに、もう煩わしくなり、あいつと演技した〝フィアンセごっこ〟を思い返しながら適当に対応したことがある。

　たった一回だったのに、それがまさか本人の耳に入るなんて。好きな奴からもらう『結婚おめでとうございます』というメッセージカードはつらすぎて、なんであんなくだらない嘘をついたんだろうと後悔した。今まで振られたことなんてなかったから〝好きな奴を失う恐ろしさ〟に生まれて初めて襲われて、一歩も前に進めなくなった。

　結婚を祝うということは、俺のことなんて別に好きではないわけで……。似合いそうだなと思って衝動買いした靴とストールも突っ返されて、あんな茫然自失状態でよくぞグレなかったと褒めてやりたい。なんなら突然金髪にして出勤してやろうかと考えたくらいだ。

　思い返せば、顔が見たいというだけの理由で、わざわざ封筒にしょうもない内容の手紙を入れて渡しに行ったり、捕まるレベルに変態だ。

　今まで本気の恋をしたことがないから、諦め方がわからない。来月の吉川達の結婚式当日は、申し訳ないがインフルエンザにかかる予定だ。俺は、自分がこんなに冴えない男だとは思わなかった。




　だから、空港で久々にあいつから来たメールは、意味がわからなくて、なにかの間違いだと思った。山田のことを聞いているんだとしたら、『女の情報網すげー』とは思ったけど。

　人のいい山田を見送って『どうせ俺もまたすぐ呼ばれるから、それまでに美味しい店開拓しといてー！』なんて声をかけて、さて帰るかと改めて見たスマホには、尋常じゃない数の着信履歴があった。

　それが全部あいつって……めちゃくちゃ驚いたけど、全く嫌ではない。なんだかわかんないけど、とりあえずかけ直すか。

　赤いポンチョのフードをかぶって、ニコニコしているあいつの姿が目に浮かぶ。『俺にはフィアンセがいて、もうすぐ結婚する』という自業自得ではあるものの、重すぎるあの誤解を解いて、いつかあいつを抱き締められる日が来るんだろうか。本当の気持ちを伝えられる日は来るんだろうか。

『っはい、もしもし、もしもし』

　なにをそんなに慌てているのだろうか。耳の奥に響く懐かしい声を聞きながら、思わず頬が緩む。

『え？　課長？　もしもし？』

　……お前は〝もしもしおばけ〟か。

「……何事だ、一体」

　なんだか楽しくて、嬉しくて、思わず突き放すような口調になってしまうダメな俺。照れ隠しに、あいつの声を聞きながら見た大きな窓の外には、広がる青い空と、色とりどりの飛行機。

　……ダメだ。声を聞いたくらいで、嬉しくて仕方ないなんて。声を聞いたくらいで、未来が明るい予感に包まれるなんて。

　俺は、あいつに、いつの間にやら……ぞっこんだ。










幸せな日々




　あれから一年後。いい天気の休日のお昼前。

「やっぱ、こっちだろ」

　課長が、写真を大きく引き伸ばしてパネルにしたものを壁にかけようとする。

「やだっ！　それは絶対嫌です！　だったらこっちでしょー？」

　私は、そんな課長の周りをうろうろしつつ、結構な勢いで反対意見を訴えてみる。でも、思いきり背伸びして、もっと小さいサイズのお気に入りの写真パネルにすげ替えようと試みるものの、かすりもしない。

「その短い手足で、俺に勝てると思ってんのか？」

　信じられない、とでも言うように笑いながら、課長イチオシらしいパネルを、片手で更に高く上に持ち上げている。

　もう一方の手で手首をきゅっと掴まれて、なにもできずに私の指先は空をかく。

　無念。

　課長が飾ろうとしているのは、私が結婚式の二次会でみんなに囲まれ、赤いポンチョをかぶり、課長の隣で幸せそうに笑っ……ているはずが、がっつり白目になっているとんでもない代物。しかもそれを四十号とかいう、百センチ×かける八十センチの特大サイズに引き伸ばすってどういう神経なの……。

　一方私が飾ろうとしているのは、どこまでも抜けるように青い空をバックにした、濃紺のタキシードをピシッと身にまとった課長と、白いウェディングドレス姿の私のパネル。シンプルだけど、いいと思うんだ。

　私達は、今新居のリビングの一番よく見えるポジションに、どの写真パネルを飾るかで揉めている。

『半年前にやった結婚式の時のがいいな』と確かに言った。

　課長が『じゃあ適当にいいのを見み繕つくろってパネルにオーダーしとく』とも確かに言っていた。

　だけど、なにが悲しくて特大サイズの自分が白目をむいてるパネルを飾らにゃいかんのですか！　しかも、白目をむいているのに全体的には超笑顔っていうね。

「課長……課長の〝適当〟って、目をつぶってエイヤッて写真選ぶとかそういうことですか？」

　ちょっと疲れてきて、リビングのフローリングに座り込んで言う。

「そんなわけねーだろ。吟味に吟味を重ねた渾こん身しんの一枚だろーが！　あといつまで課長とか言ってんだ？　俺もう次長ですから」

　言いながら、課長が私の隣に腰を下ろす。

　そんなこと言われても、なんか恥ずかしくて、急には呼び方変えられないよ。

　パネルを貼ろうと思っている壁の辺りを見上げるその横顔は、相変わらずかっこいい。かっこいいけど……むーかーつーくーっ！　謙けん遜そんでもなんでもなくひどい顔だもん、あれ。

「だって、変なんだもん……」

　私がしょんぼりしながら言う横で、課長は特大パネルを持ち上げて、角度を変えて見ている。

「これ、いっちばん、かわいいのになぁ……」

　心外だとでも言いたげに課長は首を傾げる。

　そんなふうに言われると、それはそれで微妙な気持ちになる。

　確かに、那由子、隼人君、ふたりの娘のいっちゃん、吉川夫妻、高村さんファミリー、月菜ちゃんと彼氏、まさかの山田さん……みんな写っていていい写真だと思う。でもさでもさ、私白目むいてるしさ……。

「ま、パネルはともかく、こっち片づけちゃおうぜー。あいつら来るんだろ？　……ぷっ」

「……なに吹き出してるんですか」

　フローリングから立ち上がった課長は、振り向いて私の手を引っ張り上げる。

　よっこいしょ、と心の中で思いつつ引き上げてもらう。

「だってお前、笑うだろ。あいつの名前……」

「くっくっく」と楽しそうに笑いながら、まくった腕に見える筋肉のラインがなんだかセクシー。

「だって……あいつ、大おお月つき月菜になるんだろ？　おおつきって、大きいに月だぜ？　書いてみ、お前試しに書いてみ？　笑わずにいられんのか、っつー……ぷぷぷ」

　そうなのだ。私達の結婚式に参加してくれた月菜ちゃんは、二次会からは彼氏も連れてきてくれた。その彼氏の名字がまさかの『大月』君で、元々月菜ちゃんの〝月かぶりネーム〟が大好物の課長は、そりゃもう興奮して『あいつを絶対逃がすな！』と大盛り上がりで大変だったんだ。

　で、そんな月菜ちゃんが今度結婚することになり、今日は招待状を届けがてら新居に遊びに来る予定。来るのは夕方とはいえ、早めに掃除を済ませたり、パネルの位置を決めたりしたいのに……。

　課長は、ずっと変わらない。私ばっかり、相変わらず振り回されている気がするし。だけど……。

「課長？」

　後ろからぎゅっと抱き締められると、幸せすぎてくらくらする。

「そんな人いませーん」

　ふざけた声のトーンで言いながら、くるっと腕の中で私の身体の向きを変えさせる。あ、と思うと同時に、ちゅっとキスをされた。

　いつでも、すぐそばにいる、大切な人。

「かちょ――」

「課長じゃないだろ、しー？」

　腕をしっかりと私の腰に回し、コツンとおでこをくっつけて、クイズを出題するように言葉を誘導する。

「し、周磨……さん」

　くっついたところのおでこが熱いと思いながら、すぐ近くの綺麗な瞳を覗き込む。そこに自分が写った時の幸せな気持ちは、何物にも代えがたい。

　名前を呼ぶとくすぐったいのは課長も同じみたいで「さん、もいらねーけどなー」とかなんとか言いながら、頬どころか耳まで赤いのが、もの凄くかわいい。

「課長、かわいい」

　今度は私から、ぎゅっと抱きついてみる。細いように見えて意外と筋肉質な課長の身体は、どんなに強く抱き締めても余裕で受け止めてくれる。

「かわいいのはお前のＡカップだろ？　あーかわいーかわいー」

　言いながら、『かわいー』の表現にしては、大分強く豪快に頭を撫でられる。

「やーめーてーくーだーさーいっ！　あー頭もしゃもしゃ……」

　本当はそんなに嫌でもないけれど、『あー嫌だ』というふうに、髪の毛を手櫛で整えながら課長を軽く睨みつける。

　キャーキャーとじゃれる週末の朝。幸せすぎて泣きそうになりながら、じゃれたついでにふたりで並んでもう一度フローリングに横たわり、窓の外を眺める。

「いー天気ですねぇ……」

「な。うってつけだな」

　陽の光に透けて、課長の髪の毛がまるで絹糸みたいにさらさらしている。

「確かに。お散歩でも行きますか？　あーでも、月菜ちゃん達が来るまでに掃除しとかないと……」

　寝っ転がったまま、予定を反芻して、なんとなく手足を課長の身体に巻きつけてみる。くっついていると、安心しちゃう。

「違う違う、エッチするのにうってつけな」

　絡まった私の足を、更に自分の足でホールドして、凄い力で押さえつけ、胸を触るような仕草で、悪い笑みを浮かべる。

「な……！　ちょっ……！」

　がば、と思わず身体を起こして見れば、課長は柔らかい光の中で「ひーひー」と笑っていた。

「中学生かよ！」

「……ん、もー」

　課長が、私の好きな顔で笑っている。

　私達は、どちらからともなくもう一度キスをした。

　幸せな、お日様の味がした。







特別書き下ろし番外編










仲良しマルシェ




　見渡す限りの青空と、広がる透明な空気感に、冬だなぁと実感させられる。

　空港にダッシュをしてから一ヶ月。もうすぐクリスマスのよく晴れた土曜日、私はひとり複雑な気持ちで空を見上げていた。

　確かに、私はこのあいだ言った。

『折角だから、一緒にマルシェに出店しましょうよー、楽しいですよ！』と課長に。

　あとから、『俺だってそもそも服務規程なんて読んだことねーし』なんていう衝撃発言と共に、マルシェに参加することをネタに脅し続けたことを謝られたので、なんなら一緒にと思ったのだ。

　あまりいい顔をするとは思わなかったけど、案の定、渋る様子もなんだかかわいらしかった。

『〝いらっしゃいませぇ〟とか裏返ったような声を出すなんて、親が聞いたら泣くだろ。万が一知り合いに会ったら終わりだし。俺、一応会社ではクールビューティー枠だし』

　何度か行ったことがあるのだから、マルシェの雰囲気はわかっているはずなのに、まるでメイドカフェにでも立たされるかのような反応をした課長。

　だけど、『あの日、空港に飛び出していったから、折角作った冬バージョンの消しゴムはんこ、あまっちゃってるんですよねぇ……那由子とゆっくり出店できる最後のチャンスだったのに、どうしよっかなぁ、これから』と、肩を落とすような素振りを見せてみた。そしたら、『あぁもう！　一回だけだぞ！』と了承してくれたのだ。

　あとからよくよく聞いてみれば、『あんなずきん姿、誰かに見られでもしたらマジで死ぬ……』とか言いだしたから、どうやら私のあの赤いポンチョをかぶるつもりだったらしく、笑いが止まらなくなったっけ。

　そんなすったもんだの末、今日、〝クリスマスマルシェ〟にふたりで出店することになったのだ。




　その時は、まさかこんなことになるとは思っていなかった。

　初めて課長と出会った公園というのがまた嬉しいと思いつつ、その会場の隅っこのほうでブースを構え、楽しい一日になるに違いないとワクワクしていたのに……。

　マルシェが始まって一時間の午前十時現在。私は、類い稀なる孤独感に包まれていた。あと、怒りと、悲しみと……認めたくないけど、嫉妬心もあるかも。

　大好きなマルシェにいるのに、こんな気持ちになるなんて。いや、仕事でもプライベートでもなかなかここまでの状態にはならないわ。

「キャー！　私もお願いします！」

「次、こっちもお願いします！」

　冷たい十二月の空気なんてなんのその。聞き慣れない黄色い声がふんだんに私の背中に突き刺さる。

　そっと振り返ってみれば、そこには沢山の女の子に囲まれている課長の姿がある。

　……本人に言ったら確実に否定されるけど、鼻の下伸びきってますよーだっ。

　そう、課長は見ず知らずの女の子達に囲まれて写真を撮られている。私達のブースが端っこなのが災いし、横の空いているスペースに、課長と写真を撮ろうと並ぶ子達が群れをなしているのだ。

　だいたい芸能人じゃあるまいし、見知らぬ人に写真を一緒に撮ってくれ、と頼まれる事態なんてそうそう起こるものではないでしょ。

　なにが気に食わないって、あの課長にしては、珍しく愛想がいいところ。会社ではファンみたいな社員にもきちんと一線を引いてクールぶってるくせに。私にだって、あんな顔見せたことないくせに。

　私は恨みがましく、デレデレしている課長の頭の辺りに視線を送った。

　なにがいけないって……百八十センチを超える長身、まさにイケメンと呼ぶにふさわしい整った顔、そしてそんな彼の頭についている……オオカミの耳。

　そうなのだ。私が課長とマルシェに出店すると聞いた那由子が、早速次の日に手先の器用さを活かして〝オオカミの耳つきニット帽〟を作り、私の家まで届けてくれたのだ。『既製品のたっぷりしたシルエットの茶色いニット帽に、作ったオオカミの耳をつけただけだから簡単だよー』と那由子は笑っていた。

　もちろん、それを見た課長は、『お前の友達、頭おかしいんじゃねーの!?』と、全く取り合ってくれなかった。正直私も、課長のキャラじゃないし、かぶるわけないと思ったけど、折角那由子が作ってくれたオオカミ帽を家で留守番させておくのも気が引け、とりあえず持ってきただけだったんだ。

　だからさっきまでは『ほらー、見てくださいよ。こんなに細部まで凝ってますよ。細かく毛が生えてる。なんの生地で作ってあるんだろう？　似合うだろうなー、課長』とからかう小道具として使っていた。

　ちょっと他の店も見たい、とうずうずしていた私に『それじゃとりあえずなにか食い物調達してこい』と課長が送り出してくれたのが、三十分くらい前のはず。

　天気がいいとはいえ、十二月の空気はさすがに冷たくて、私はホットコーヒーとコーンポタージュ、そば粉のガレット、肉巻きおにぎり、という全く統一性のない温かい食べ物を抱えて、急いで課長の待つ私達のブースへと戻ってきた。

　そしたら、そこには、「キャーキャー」と群がる女の子と……例のオオカミ帽をかぶって佇たたずむ課長がいたのだ。

　そっと近寄り、冷めきった小さい声で『なにしてるんですか、これ。一体何事なんです？』と聞いてみれば『耳が寒かったから、ふかふかのこれを出来心でかぶったら、その瞬間〝あー、赤ずきんちゃんのお店にオオカミがいる！〟とか言われて……しょうがねぇだろ』と、課長は淡々と答えてきた。

　いや、その格好、場所が場所なら職務質問対象ですよ、確実に。

　ひそひそと話す私達を見て、『赤ずきんちゃんとオオカミが揃った！』と、異常にテンションアゲアゲなお客さん達。

　あなた達、今ならきっと犬が通っただけでも「キャーキャー」言って、写メ撮るでしょう？なんて心の中で毒づきつつ、『私は、はんこ売りに戻りまーす』と言いながら、そっぽを向いてブースの中で待機しているところ。

　別に〝オオカミフィーバー〟でもいいんだけどね。端っこだから他の人の迷惑にはなってないし、オオカミにつられて、消しゴムはんこを見ていってくれるお客さんもいっぱいいるしね。

「これくださーい！」

「あ、はーい、どれにしますかぁ？」

　そうよ、私は売り子なんだから、消しゴムはんこと、那由子に託されたアクセサリーを売りさばくのが仕事。あんなオオカミ男、知ったこっちゃない。

　いつまでもやまない黄色い声にイライラしていてはもったいない、と気持ちを切り替える。テーブルに並べた品物をよく見えるように置き換えたり、立ちっぱなしだと段々足が疲れてくるので、片足ずつぶらぶらさせて気を紛らわせたりしつつ、売り子に励んだ。

　あぁ、ダークブラウンのカウチンニットを着てきた課長に、『オオカミ帽とマッチしすぎてません!?　むしろ狙ってますよね、それ！』と爆笑していた今朝の私の、なんとのんきだったことか……。

　課長のオオカミ帽効果で、私の店は結構忙しい。「あーあ、一緒に値段を計算したり、袋に詰めたりしたかったのにな」とお客さんが途切れた隙に小さくため息をつく。

　ふと、気分転換と時間確認を兼ねてスマホを見ると、那由子からメールが届いていた。

【隼人と一緒に絶対顔を出したかったんだけど、ちょっと産婦人科が混んでいて無理そう！　残念すぎるー。ごめんね！　エロ課長の、オオカミのコスプレ画像送ってね（笑）】

　あ、なるほど、とメールを読んで妙に納得した。

　そうか、あのオオカミ帽は、コスプレの範はん疇ちゅうなのか。……課長ってば、結局メイドカフェのウェイトレスと大差ないじゃない。そんなこと、本人には言えないけどね。

　迂闊に隣の人混みに視線を合わせると『あ、赤ずきんちゃんも一緒に撮ってください！』とか言われちゃうから、あんまりじっと見ることはできない。それは決して私の妄想ではなく、さっきから何度となくそんな熱いラブコールを受けて、その都度『はんこ売るからごめんね』とお断りしているのだ。

【エロ課長は、現在コスプレショータイム真っ最中のため、撮影は禁止されております】

　那由子に返信してから、すっかり冷めてしまったコーンポタージュに手を伸ばす。

　あーあ、コーヒーだって冷めちゃったよね。折角買ってきたのにな。すぐ飲まないからいけないんだよ、変態エロオオカミ男。

　お客さんの相手をしていれば気も紛れるのに、なんだか客足も途切れてしまい、冷たいコーンポタージュをすすっていると涙が出そうになる。

「ほれ」

　不意に、右側の頬に温かみを感じ、飛びのきながら見れば、そこにはオオカミ帽を外した課長がいた。

「課長……」

「これ、熱いから気をつけろよ」

　ほかほかと湯気が立っている紙コップを、私の目の前に差し出す課長の顔を見つめたまま、無意識に手を伸ばす。

　いつ戻ってきたの？　というか、いつの間に買ってきてくれたの？　さっきのキャーキャー軍団はどうしたの？

　いろいろ考えすぎて、ほぼ無意識にひと口飲むと、予想以上に勢いよく熱い液体が流れ込む。

「……あっつ！」

　思わず上げた大きな声を受けて、課長がいつものバカにしたような顔で私を見下ろす。

「だから、気をつけろって言ったんだよ。熱がれよっていう前振りじゃねーよ。変なとこで芸人魂炸さく裂れつさせんな」

「いや私、芸人じゃありませんけど」

　思わず、ぶぅと頬っぺたを膨らませ、唇を突き出す。自分でも大人げないと思うけれど、そんな課長のくだらないかけ合いに乗れるほど気持ちが安定しておらず、複雑な心情で一応言い返してみる。

「まぁな、身体張ることでしか笑いが取れないなら、女芸人の未来は暗いわな」

「一体なんの話をしてるんですか？　もうっ」

　気づけば全くいつもと同じ、結構な割合でくだらないおふざけを挟んでくる課長につられて、しょうもない普段の雰囲気になってしまう。

　私、もっと怒っていたのにな。ううん、こんな変態コスプレイヤーに騙されちゃダメ。

「それ、お前好きだろ？　ホットキャラメルモカ、とかなんかそんな甘ったるい名前のやつ。正式名称は忘れたけど」

　さらっと言いながら、小脇に抱えたオオカミ帽をポンッとディスプレイ用のテーブルの上に置く。

　うう、確かに好き。

「……ごちそうさまです。いいんですか、即席ファンクラブの方々は」

　私の手の中にあるほわほわと甘くていい匂いを漂わす紙コップに口をつけ、今度はしっかりとふーふーと息を吹きかけながら、チラッと課長の横顔を見る。

「は？　即席ファンクラブ……？　あー、あれな」

　一瞬怪訝な顔をしてから、なんのことだか理解した様子で小さく笑う。

　気づけば、女の子達はさっきのスペースからいなくなっていた。

「いいですねぇ、イケメンさんは、見知らぬ人に『キャーキャー』言われて。私なんか、シャッター押すほうしか頼まれたことないですよ」

　多少自虐的に、ふて腐れつつ言いながら、過去に一度マルシェで小さい女の子に『赤ずきんちゃんと写真撮りたい！』と言われたことを思い出す。でも今その一回を持ち出すのは完全に逆効果なので、口にすまいと心に決めた私は、思わず眉をひそめ、ぎゅっと唇を噛み締めた。

「もー、おっかない顔してんじゃねーよ。ただでさえおっぱい小さいのに、イライラしてると消えてなくなるぞ。それ以上はまずいだろう、さすがに」

　課長は隣からわざわざ覗き込み、私の全身を上から下まで何度も見るような大袈裟な仕草をする。

「……変態」

　そんな課長にあからさまに軽蔑の視線を投げつけ、紙コップのふちを噛みながら小さく呟いた。

　課長の軽口で、さっきの光景を思い出す。かわいい耳をつけた彼を、遊園地の着ぐるみと勘違いでもしたのか、ぎゅっと腕を組んでピースなんかしている子もいた。

「……腕組みの醍醐味は、女の子の胸が当たること、ですもんねぇ。さぞかし堪能されたのではないかと」

　こんなこと言うなんて嫌な奴だなぁ、と自分でも思うけど、止められない。

「おーまーえーなぁ。するわけないだろ？　俺が巧みな動きで、全くあの子らに触れまいとする努力も知らずに……」

　身体をくねくねと動かし、人との接触を避けるような仕草をする課長の様子を直視せずに、チラッと横目で見ながら不機嫌さを隠さずに答える。

「『巧みな動き』ってなんだか、逆に卑ひ猥わいなんですけど」

　お客さんが来たらすぐ応対できるように、通路に向かってふたりで横並びのまま、顔も見合わせずにくだらない会話のラリーを続けた。

　本当は、ちゃんと微笑みながら『ありがとうございます』って言って、温かいキャラメルモカを飲みたいのに。課長に、さっき買ってきたそば粉のガレットが、凄く美味しそうって教えたいのに。そのお店の髭のおじさんがうちの会社の社長によく似てるから、あとで見に行こうって誘いたいのに。

　こんなつまらない思いをするために、私達、ここに立っているんじゃないのにな。

　どうせなにを言っても言われても、こんなチクチクとした心じゃ喧嘩にしかならないため、お互い沈黙を続ける。

　そして、こんな時に限って、お客さんはやってこない。きっと、私達……というか、私からバンバン出ているであろう負のオーラが、人を寄せつけないのだろう。

「ま、ちょっとは当たったけどな」

　ぼそり、と聞こえてきた台詞は、なかなかに聞き捨てならないものだった。

「……もしかして、さっきの女の子達のおっぱいの話ですか？」

　ジロッと横を見て、冷めた口調で聞くと、課長は不敵な笑みを浮かべながら平然と答える。

「他になにが？」

「……よかったですね」

　紙コップを持つ手に力を込めながら、なるべく感情を抑えて前を向いたまま言うけれど、その声には思いきり不機嫌さが滲み出ていた。

「お前、冷静になれよ。Ｅカップが何人束になってかかってきたって、この俺が動じるわけないだろ？」

　その不機嫌さをキャッチしたのか、課長が慌てて取り繕うように大きな声で言う。

　この人は、ファミリーも多く集まるこのマルシェの一角で、一体なにを言ってるわけ？　ていうか、Ｅカップが束になってかかってきたら、さっきの何倍もデレデレするに決まってるじゃん！

「もう、なんの話ですかっ」

　いい加減いろいろ呆れてしまい、押し殺していた怒りや不機嫌さを包み隠さず全面に押し出して、頬を膨らませる。これ以上、こんなやりとりをしていても不毛だ、と身体の向きを課長のいないほうに変えかけた私の右手が、強い力に包まれる。

「……悪かった、行くな」

　急に響く低い声。

　私の心臓は、条件反射のように、きゅっとなってしまう。

　確かにこの場を離れたい、と思ったけど、課長を置き去りにして、マルシェを投げ出してどこかに行くわけがないのに。

　身体は正面を向き、視線はきちんとお客さんの通る通路側に向いている。だけど、ブースに出ているテーブルに隠れた表からは見えないところで、今しっかりと私の手が課長の手に捕えられている。

「……離してください」

　この状況がなんだかとても恥ずかしく、思わず俯いて小さな声で言う。

　思っていることと、反対のことを口にしてしまう。そんな私の言葉を受けて、ますます強く握り締められた。

「嫌だ、離さない。折角買ってきてくれたコーヒー、こんなに冷めるまで待たせてごめんな」

　さっきまでのおふざけモードから一転、気持ちのこもった優しい声がゆっくりと響く。紙コップが握られた大きな手が視界に入り、あ、ちゃんと飲んでくれたんだ、と今更思う。だけど、それをうまく言葉にできなくて、私はただ課長の体温を右手に感じながら、そのまま固まったように前を向いていた。

「……お前のとこに来た、大事な客だろ？　むげにするわけにもいかねーじゃんか。折角、『赤ずきんちゃん、かわいー！』って寄ってきてくれてるのに、俺が仏頂面で出迎えるのはまずいだろ」

　課長は困ったように、ぽつりぽつりとさっきのハーレム状態の説明を始める。表情は見えないけれど、耳に届くその声はまるでしょんぼりしているようにも聞こえた。

　……え？　私のために、ってこと？　いや、いやいや、騙されちゃダメ。デレデレしていたように見えたしね、この人。

「……それは、どうも」

　繋がれた右手の温かさで、全てを許しそうになる自分に呆れつつ、微かに残る怒りの感情で、精一杯不機嫌な声を出して答える。でも、どこかで課長の言葉の続きを待ち望んでいる私がいる。繋がれた手は、離れる気配がない。

「だから囲まれた手前、笑ってはみたけど……視界の片隅ではお前がしょんぼりしてるしさ。久々に心が折れたわ、マジで」

　すらりと高い身長の、適度にしっかりとした身体が、駄々をこねる子供のように前後にゆらゆらと揺れる。

　……なんだ。私のこと、ちょっとは気にかけていてくれたんだ。言い訳なのかもしれないけれど、少し心が軽くなる。

「課長でも心が折れることなんてあるんですね」

「そりゃあるだろうよ、お前。……まぁでも、こんなのかぶってがんじがらめって状態でも、あの時よりは遥かにマシだけどな」

　私の受け答えのトーンが段々通常のものに戻っていくのと同じように、課長の態度も少しずついつも通りになっていく。テーブルの隅に置いてあったオオカミ帽を、私と繋いだ手は離さずに器用に取り、ポンポンと片手でもてあそぶ。

「あの時？」

　思わず課長のほうに向き直り、その綺麗な顔を見て普通に聞き返してしまう。

　そんなに即答できるほどの大きな傷を、課長が抱えているなんて知らない。

「……お前が、俺にフィアンセがいると勘違いして、『結婚おめでとうございます』とかいうカード渡してきた時。ストールも靴も突っ返してきてさー。あの時に比べたら、なんでもないな、このくらい」

　思いきり課長を見つめる私に、しっかりと視線を合わせつつ、恥ずかしげもなく急にそんな話をしだす。

　……それって……。

　私の沈黙を、どう勘違いしたのか、課長はなおも続ける。

「俺、女に振られたこととかなかったし、もう、わけわかんなくて。大事な奴が、自分のそばからいなくなる恐怖っつーの？　そこに関する経験値が異様に低いから、もう、なにをどうすればいいのか、わかんねーんだよな」

　課長はまるで他人事のようにさらっと凄いことを言ってのける。そして、繋いだ手を離すつもりはないようで、私の意識は課長の言葉と繋がれた手とに二分されて落ち着かない。

『大事な奴』……私のことが？　この自信満々そうな課長が、私がいなくなると思って、そんな気持ちになっていたの？

「私も、あの時は死にそうでしたけど……」

　課長の顔を見上げる形で、そんな話をするのは思いの外恥ずかしくて、視線が泳いでしまう。

　そうだ。大好きな人を、これ以上好きでいてはいけないと、思いを断ち切ろうとしたあの時の絶望感はとてつもなかった。それこそ、しょうもない先輩に二股をかけられていたことを知った時よりも、ずっとずっとつらかったんだ。

　課長も、そんな気持ちを持っていてくれたんだ……。空港まで追いかけて以来、付き合うことになった私達だけど、そんな細かい話は聞いたことがなかったな。

　もの思いにふけっていると、更にぎゅっと強く手を握り締められる。

「いい大人がお互い勘違いしちゃったもんな。かわいいよなー。あ、俺がな？」

『もう』と言い返そうとして、課長を見上げ、ハッとする。その表情はとても優しげで、慈しむような空気に自分が包まれていることに気がついたから。そのことに照れてしまった私は、慌てて正面に向き直る。

「仁美、今日はもう帰ろう」

「はい!?」

　話の展開が唐突すぎて、思わず大きな声で聞き返す。

　まだ時間は、やっとお昼になるところなのに、帰れるわけがないじゃない。それに、急に名前で呼ぶとか反則だから!!

　手を繋いだまま、課長がぐっと腕を引っ張って距離を詰め、私の耳元に口を寄せ、囁くように言う。

「いろいろ思い出したら、今すぐ食べたくなった」

「な……」

　ここで『なにを』と聞いてはまずいような気がして、言葉を呑み込む。

　そんなこと言われちゃうと、心臓がドキドキしすぎてもたないんですけど。

「オオカミは、赤ずきんちゃんを食べちゃうんだよな？　俺、オオカミだし。やっぱ、オオカミは赤ずきんちゃんが好物なんだよな」

　耳元で囁かれる台詞は、この爽やかなシチュエーションにそぐわなすぎて、なんだか映画でも見ているみたい。

　そんなことを思ったせいか、課長との距離の近さと、放たれる言葉の甘さにくらくらしてしまう。

「そりゃそうですけど、おばあさんも食べちゃいますよ。そして、通りかかった猟師に救出され、おばあさんとその猟師と赤ずきんとで、オオカミのお腹に重い石を詰め込みます」

　こんなところでドギマギと甘い罠わなにかかっているなんて知られたくなくて、精一杯平静を装い、きっぱり言い放つ。

「……いや、お前それ、コヤギの話交じってるだろ。ツッコむなら正しい知識でツッコみ倒せ！」

　ふわっと課長の身体が離れ、笑いながら指摘される。

　くそぅ、と思うけれど、反論ができない。甘やかな言葉の効力は、そう簡単には消えなくて、耳の辺りがまだジンジンする。『私も、課長に食べられてしまいたい』なんて、よく晴れた空の下、とんでもない言葉が頭に浮かぶ。

　私ついさっきまで、寂しくて、怒っていて、悲しくて、悔しかったのにな。そんなの課長といるうちに、どんどん消えてなくなっちゃった。

　繋がれた手が、温かくて、どうしようもなく幸せな気持ちになってくる。

「おい、なにニヤニヤしてるんだよ」

　気配的には、課長も前を向いているはずなのに、どうしてわかるんだろう。私、今、確かにニヤニヤしていたかもしれない。

「……課長、好きです」

　そんなこと言うつもりはさらさらなかったのに、口からとんでもない言葉がこぼれ落ちる。

「……な」

　それを受けて、課長がなにか言葉を発したきり、手の力が弱まったので、不思議に思ってそっと見上げてみる。すると、そこには想像していなかった、真っ赤な顔の課長がいた。

「ちょっ……真っ赤ですけど！」

　あまりにも驚いたので、素の大きな声でツッコんでしまう。言いながら、今度は私が、弱まったその手を強く握る。

「おま……そりゃそうだろ、そりゃ……」

　課長は急にしどろもどろになり、焦ったような表情になる。たった今、『食べたい』なんてセクシーな台詞を吐いた人とは到底思えない。初めて女の子に告白されて戸惑う小学生男子のような態度に、私の胸がまたきゅんとなる。

　本当に大好きすぎて、どうしよう。そのギャップ、反則なんですけど！

「へへへー」

　手を繋いだまま、もうこのまま帰っちゃってもいいかも、なんて思いが頭をよぎる。元々は私の趣味に付き合ってくれただけだし、それなりにもう品物は売れたし。私も早く課長とふたりっきりになりたいし、なんて……。

「キャー、信じられない、ハレンチカップル！」

　思考を遮るように、どこからか大きな声が聞こえてくる。その声音はどこか嬉しげで、そして、よく聞き覚えのあるもので……って、まさか、と辺りを見回す。

「那由子ーっ！」

　那由子と隼人君が、正面からニコニコと手を振りつつやってくるのが見えて、思わず、どちらからともなく繋いだ手を急いで放す。

「き、来てくれたの？」

　動揺がちょっと言葉に出てしまい、慌ててふたりの顔を交互に見る。

「そうなの、間に合ってよかったー！　っていうか、公衆の面前でイチャイチャするのやめてもらえますぅ？　目のやり場に困るよねー、隼人？」

　那由子が大きくて丸いお腹を撫でながら、楽しそうに隼人君に笑顔を向ける。

　完全に楽しんでるな、この子。

　そして、倒れた那由子を病院に運んでもらったことで恩義を感じているのか、「あの時は、本当にどうもありがとうございました」とか、お礼を言いだしちゃう自由な隼人君。とりあえず、そんなふたりに向かって、疑問形のような曖昧な相槌を打ってみる。

「……ん？」

　全く誤魔化せてない気がするけど。え、でもだって、手を繋いでいたのは前から見えないよね……今那由子達、正面から来たし。えーっと？

「あ、なんでバレたの？って顔してるわよ。仁美も、周磨さんも」

　那由子は面白くて仕方ない、とでも言うように隼人君のことをつつきながら言う。

　裏では散々『エロ課長』とか呼んでいるくせに、私よりスムーズに課長の名前を呼べちゃうなんて、さすが那由子。って、感心している場合じゃなくて。

　チラリと見た課長も、困り顔で笑っている。

「いやーもう。こっそり行って驚かせようと後ろから回り込んだら、お取り込み中なんだもん。しかも、長いし。いつまでくっついてるんだっつーの。しょうがないから前に回り込んだんだから」

　ねぇ、と隼人君に話しかける那由子は、やっぱりとても楽しそう。

　いいんですけどね、事実だし。

「いや、なんとなく……ねぇ？」

　今度は私と課長が顔を見合わせて、なんとなくふたりで笑い合う。そんな様子を見ていたのか、「だから言っただろ、俺」と隼人君が得意げに那由子を小突く。

「普通は、こうなるんだって。カップルで一日お店なんて出したら」

　ふたりの会話の意味がわからず、交互にその顔を見つめる。

「なになに？　なんの話？」

「ん？　だからさー、こいつが言うわけ。ふたりでマルシェに出店なんてしたら、絶対喧嘩したり険悪なムードになるから、見に行ってフォローしないとまずい、って。それが友達の務めだとか言いだしてさ。俺達くらいだよ、喧嘩するのは」

「へ？」

　隼人君の意外な言葉に思わず聞き返す。

　それを聞いていた那由子が気まずそうに「だってさ」とぶつぶつ言っている。

「那由子達、喧嘩したの？」

　この夫婦が一緒にマルシェに出店したのは、一ヶ月前のまさにあの、私が課長を空港まで追いかけていった時のこと。結局あれは那由子の仕掛けた罠で、私にはっぱをかけるため、隼人君とふたりきりでやってみたいと言ってくれた。

　その言葉に多少は那由子の本音もあるのだろうと思っていたけれど、違うのだろうか。

「だってさー、隼人、ちょっと目を離した隙に、勝手に安くしちゃうんだもん。材料費よりも破格の値段とか」

　唇を尖らせて、拗ねたような表情を作りながら那由子が大きなお腹を撫でる。まだ生まれていない子供と一緒に、パパのことを責めているみたい。

『ちょっと目を離した隙に』という言葉に反応して、私と課長は思わず顔を見合わせる。

　はい、ここにも目を離した隙に、かわいくコスプレしちゃって、女の子に囲まれていた人がいますけど。

「え、だって『儲けるためにやってるわけじゃない！』とかいつも威張ってるからさ、てっきり値段とかにこだわりないんだと思うじゃん」

　隼人君がむきになって主張する。確かに言っていることはわかる。

「それが、聞いてよ！　かわいい子ばっかり安くするのよ、信じられる？　身重の妻がせっせと作った作品をさぁ」

　大袈裟なため息をつく那由子のおかげで、私達は大いに笑った。そして、笑いつつも、どことなく居心地の悪そうな課長が、尚更愛おしいと思った。




　それからまた店は混みだしてきて、結局那由子と隼人君も手伝ってくれた。もしかしたら、最初からそのつもりで来てくれたのかもしれない。

　折角作ったのにオオカミ帽を課長がかぶっていないとブーブー言いつつ、那由子がそれを隼人君にかぶらせると、予想以上によく似合っていてみんなで笑った。

　私達のブースは、イケメンと、オオカミと、赤ずきんと妊婦が、細々としたものを売るという、随分シュールな店構えだったと思う。

　だけど、楽しかった。

　しばらく滞在していた那由子と隼人君を見送り、それからもふたりで接客をしているうちに、終わりの時間が近づいてきてしまう。空いた箱を畳んだり、テーブルを拭いたりしてブースの片づけを課長とふたりで進めていく。

「今日は本当に楽しかったですねー」

「まぁなー」

　オオカミ帽がなくてもただ立っているだけで集客力がある課長の隣で、自分が一生懸命作った作品の説明をするというのは、想像以上に素敵な時間だった。

『幸せにおなりーって、作品を送り出す時に思うんです』と課長に言ったら、『娘の嫁入りを見送る母親か？』と笑い飛ばされた。

　でも確かに、かわいい我が子をお嫁に出すような気持ちに似ているかもしれない。

「それにしても……」

　ほぼ完売したので、簡単にシートなどを畳みながら課長が呟く。

「あんなに気持ち込めてるんだな、お前。はんこ達に」

「……まぁ、そりゃ一応」

　なにを言っているのだろう。人様にお金を払ってもらうものだもの、そりゃあ気持ちを込めて丁寧に作るよ。

「くれたもんなぁ、初めて会った時も……って、ダメだわ、俺」

　課長は片づける手を止めて、急に頭を抱える。

「なにがダメなんですか？」

　単純にわからなくて、尋ねる。

「ここにいるせいで、なんか今日一日、お前と出会った時のこととか思い出しまくって、調子狂うわ」

　抱えた頭を無造作にかきむしり、辺りを見回している。

　確かにこの会場は、私達が初めて会った場所だけど、そんなこと課長も覚えていてくれたんだ……意外。しかも、出会った時のことを思い出すとか、なんか凄く嬉しいことを言われている気がするんだけど。

　夕方になり、会場は段々人が少なくなってきていて、私達みたいにブースを畳み始めているところも沢山ある。私と課長もしゃがみ込んで、それぞれにブース内の片づけをしていると、丁度ふたりで横に並ぶ形になった。

「この時間、ちょっと苦手なんです」

　照れる気持ちを紛らわせたくて、違う話を振ってみる。

「……あぁ、腹減るから？」

「違います！　なんていうか……寂しくて」

　片づけをする手を止め、遠くをぼんやりと眺める。言ってから、ふと、いい大人が寂しいだなんて、と後悔した。

「あー、なんとなくわかる」

　予想外の言葉が返ってきて、思わず課長のほうを見る。『わかる』と言われたことで、急に味方を得たような気持ちになる単純な私。

「あの、なんていうか。凄く楽しかったのに、終わっちゃう、っていう。段々暗くなって、みんなおうちに帰っちゃう、っていう」

「あれだろ？　夕方、ひとりで公園にいるような気分だろ？　みんな、母親が呼びに来るのに、自分の迎えはなかなか来なくて、辺りはどんどん暗くなって、みたいな」

　あまりに鮮明に浮かぶビジュアルに、思わず大きな声が出る。

「そうそうそれ！　そんな感じです、まさに。あれ？　でも、私と課長、思い出共有してないのに、鮮明にイメージできすぎる。……なんか、そんなアニメとか、あったんですかね。あ、でも私達、世代違うし」

　私の言葉に課長が敏感に反応する。

「いや、ほぼ同世代だろ!?」

　ふたりで顔を見合わせて笑い合う。

　くだらない話をこんなふうにできるのって、なんだか嬉しい。

「寂しかったか？」

　顔には笑みが残ったままなのに、課長の声のトーンがふと変わる。

　急に投げかけられた質問で、思考がふつりと途切れ、片づける手を止める。

「え？」

「いつもニコニコ、かわいい赤ずきんちゃんも、帰り道は寂しかったんだ？」

　優しく微笑む課長は、なんだかいつもと違う人みたいに見える。

「……はい、寂しかったです。マルシェが唯一の居場所だと思っていたので。あと、さっきも、寂しかったです。課長が、知らない女の子達に囲まれていて」

　止まったままの自分の手元に視線を落とす。

　つい本当のことを言ってしまった……とひとり気まずくなっていると、私の手に課長の大きな手が重なる。

　あ、と思うより早く、強い力で引き寄せられて、地面に膝をついた状態で身体ごと抱き締められる。

「ちょ……ここ外ですよ、まだ人が沢山いますよ！」

　いくら言っても、私の言葉は課長のニットの胸の辺りに吸い込まれていく。

「今日は本当にごめんな。んで、改めてわかったけど、俺、お前が凄い大切。知らない女達に囲まれて、それをどけどけ！って蹴散らしてお前のとこに駆け寄りたくなるくらい」

　私を抱き締めながら、俯くような体勢で囁くので、丁度耳元に課長の声が響く。

「へ……」

「それから、小さい頃のお前の話を聞いて、そこへ迎えに行ってやりたいと思うくらい」

　いや、だからそれは一般的な〝寂しい夕方のイメージ〟っていうだけなのに。

「それから、いつもニコニコしてた赤ずきんも、そんな気持ちになることがあるんだって知って……連れ去りたくなるくらい」

　もう一度、ぎゅっと身体を強く抱き締められる。

　どうしたんだろう、課長。

「ここが、お前の居場所だから」

　課長は少し力を緩めると、包み込むように優しく抱き締め、ぽすぽすと柔らかく私の背中を叩く。耳元で聞こえた声に、涙が出そうになった。

　うん、私も、そう思っていたんだ。課長の腕の中にいると、本当に幸せだなぁって。でもきっと、今なにを言っても、もごもごして聞き取ってもらえないだろうから、しばらくこのままでいいや。

　そっと目を閉じると、耳にキスをするかのように近づいて課長がなにか囁くけれど、うまく聞き取ることができない。

「……な」

『え？』と聞き返す代わりに、抱き締められた腕からするりと抜け出して、課長の顔を正面から捉え、もう一度よく聞こうとする。

「オオカミは、もう腹ペコで、我が慢まんの限界だからな」

　課長の綺麗な瞳が、私をしっかり捕まえる。よく知っている企み顔で笑っているけれど、そこに少し照れくささが混じっているのがわかるから、ドキドキしながらも見つめ返すことができた。その状態で言われた台詞を頭の中で繰り返す。

　……そ、それは、どっちの意味の腹ペコですか。




　自分達のスペースを綺麗に片づけ、会場をあとにする。

　寂しくない帰り道は初めてで、課長の車に乗り込むと、ほっと安堵のため息が出てくる。

「今日は本当にありがとうございました」

　少しずつ慣れてきた、助手席のふかふかシートに身体を埋めながら、運転席の課長に笑いかける。車のキーを挿し込んで、エンジンをキュルルルとかける仕草も、なんだかかっこよくて、私の好きな課長の姿のひとつだ。

　滑りだした車の中での、ふたりっきりという当たり前の現実が嬉しくて、恥ずかしくて、意識をすると心拍数が上がってしまう。

「腹減ったなー、なに食べる？」

　運転しながらさらりと言う課長に、思いきりキョドって、「は？　え？　だだだだからもう、なにがですかっ!?」と、返してから自分のミスに気がついた。

「そっちじゃない、そっちじゃない。本当の意味での、腹ペコ！」

　課長は運転中なのに、爆笑しながら恥ずかしさで死にそうになっている私の頭を、ぐりぐりと撫で回す。

「わ、わかってますよっ！　もう、危ないんで運転に集中してくださいっ」

　紛らわしいじゃん！　さっきはそんな話をしてたんだし！　しかも耳元でさ。なんだろう、私、意識しすぎ？

　でも、こんなふうに振り回されるのも、ちっとも嫌じゃない。過去の課長も、未来の課長も、抱き締めたいと思う欲張りな自分を初めて知った。

「飯は、なにか温かいやつにしようぜ、冷えはジジイの大敵だぜー。とにかく温かいやつ！」

『ジジイ』と言いつつ、駄々をこねる子供のように無邪気に投げかけてくる。

「それ、選択肢もう少し絞り込みません？」

　幸せな相談をする私達を乗せて、車が街を走り抜けていく。

「あ、それから何度も言ってるけど、いい加減俺のこと『課長』とか呼ぶのやめろって」

　信号が赤になり、車が止まるタイミングで、課長が私の頬を軽くつまみながら言う。

「なひぇ、ひま、ひょひょれ……」

　よっぽど私の頬のぜい肉が多いのか、『何故今ここで？』と言いたいだけなのに、多分聞き取ってもらえないレベルにぐだぐだな台詞が口から出てくる。

「何故って、一日トータル課長って呼ばれまくる俺の身にもなれ！　折角の恋人との休日だっていうのに」

　私の頬をつまんだままで、課長は心底がっかりしたような表情を見せた。

　こ、恋人って……。

『恋人』と呼ばれたくらいで照れてしまう。『課長』としか呼べないのも、単純に恥ずかしいからで、別に私もプライベートの時に会社気分を引きずっているわけではない。

　むしろ、会社で見せる姿とは全く違う、しょうもないことを言ってすぐふざける課長が上司であることなんてすっかり忘れている。ただのあだ名みたいなものなんだけど、これをうまく説明できない。

　そんなことを考えながら、流れる窓の景色を見ていると、車内に課長の声が響く。

「決めた！　今夜の飯」

　信号が青になり、課長が運転しだすと同時に手が離れていった頬は、まだ彼のぬくもりが残っていて、思わずそこをそっと撫でる。

　触れられただけでときめいていることがバレて、これ以上からかわれるのは心臓がもたない。ここはひとつ、シャキッとしないと。

「なんですか？　私、ラーメンとかでいいです。もちろん、課長のオゴリで」

　私の中の精一杯、『つれない女』を演じてみる。あえて色気のないメニューを提示することで、『別にエロいこととか考えてませんよ』とアピールし、『課長のオゴリ』と言いだすことで、強気な感じを出したつもり。

「なんでだよ、どっちかっつーとお前のオゴリだろ？」

　ハンドルを握り、前を向いたまま平然と言い放つ課長の表情は余裕たっぷりで、私の渾身の演技になんて、気がついてもいないみたい。

「なんでですか!?　賭けてもいいけど、私のほうが働いてますよ、今日」

　課長の余裕たっぷりの態度にカチンときて、思わず大きな声を出し、胸を張ってみる。

「もー、うるせぇなー。でも、なんと言おうと決めたから。よし、ヒントやるから当ててみな。今夜の夕食クーイズ！」

　車内に課長の楽しげな声が響き、『そう言われちゃうと』と思考を巡らせる。

　昔、課長と一緒に食べたカレー美味しかったな。

「……カレーライス、ですか？」

　一応考えて出した答えなので、彼の反応を見たくて、その横顔に注目する。

「ブッブー。好きだけどな。んー、第二希望ってとこか」

　なにこの小学生みたいなクイズ。

「ヒントくださいよー。さっきの話からすると、温かいものなんですよね？」

「そーそ、温かい。そんで、んー、そうだな、匂いは割と甘め」

　……はぁ？　なんだろう。夕食にパンケーキってこともないだろうし……。

　気がつけば真剣に答えを探してしまっている。

「甘い匂い……甘い匂い……あ！　ココナッツミルクカレー！」

　来た！と思い、開いた手のひらをグーにした手で叩きつけるという、我ながらレトロなジェスチャーと共に張り切って答える。

「お前、話聞いてた？　カレーは違うって言いましたけど？」

　フフン、と鼻で笑い、完全にバカにした顔をする。

　しまった。我ながら、痛恨のミス。だって、甘い匂いって言ったじゃん。

「もー。しょうがねぇなー、最終ヒントな」

　得意げな口調でハンドルを握ったまま、右手の人差し指をピンと立てている課長に対し、望むところだと構える。

「温かくて、甘い匂いで、小さくて、かわいくて、生意気で、かわいくて、やきもち焼きで、かわいくて……」

　嬉しそうな声音で、ひとつひとつ数えるように、立てている人差し指を言葉に合わせてリズミカルに動かしている。

　ちょ、ちょ、ちょっと。それ、食べ物の形容じゃないでしょ？　もうその手には乗りませんからね。ここでまたドギマギして笑い飛ばされるのが目に見えてるもん。

　すると、再び車が止まる。

　赤信号かな？　クイズに夢中で気づかなかったけど、外はもうすっかり暗くなっているんだ。

「わかりました。じゃあ……んっ」

　もうおちょくられるもんか、と強めの言葉を吐こうとした唇が、甘く塞がれる。

「……んっ、んんっ……」

　いくらもがいても、課長のキスは止まらない。だけど、私もきっと待っていたんだと気づかされる。

　ふっ、と身体が浮いたような感覚のあと、視界ががくんと変わり、数秒経ってようやくシートが一段倒されたことに気づく。

　え、ちょっと、いくら車が止まっているとはいえ、運転中にまずいでしょ？　なんで課長私に覆いかぶさってるの？

　どういうこと、って思うのに、動転して全然考えがまとまらない。

　薄く緩んだ唇の隙間から押し入ってきた課長の舌が、激しく私を求め、味わうようにゆっくりと動くのに翻ほん弄ろうされながら、なす術もなく全身で受け入れる。

　甘い波に呑まれて、ここがどこだかわからなくなってしまう。考える力がなくなるというか、なにも考えられなくなるんだ。

「……っあ、はぁ……」

　長かったのか、それとも短かったのか。ふいと離れた課長の唇が、熱を帯びた私の耳のすぐそばで、これ以上ないくらい甘く囁く。

「美味しー、前菜」

　いやいやいやいや、ちょっと。

「あの、車……」

　やっと状況を思い出し、身体を起こそうとするけれど、課長の重みで身動きが取れない。

「ん？」

　腕に力を入れて、少しだけ上体を起こし、私とのあいだに隙間を作りながら、こちらを見下ろしている。

「えと、ほら、運転しないと……」

　完全に組み敷かれながら、私の髪の毛をくしゃっと掴んでいる課長の手を取ろうと腕を伸ばす。

「あははは……おい、マジで笑わせるなよ、お前」

　そんな雰囲気じゃなかったのに、急に楽しそうに爆笑をする課長は、笑い終えると、ぐっと体重をかけて、もう一度覆いかぶさるように私を抱き締める。

「え？」

　課長の身体の重みを受け止めながら、わけがわからず困惑する。

「運転なんてとっくに終わってるんだけど。さすがの俺も、いくらがっつくとはいえ、運転中にここまで本気の体勢取らねーよ、後ろの車に通報されるわ！」

　手を差し入れたままだった私の髪を、わしゃわしゃとかき乱しながら笑っている。

「そ、ですよ、ね……」

　答えながら、唇がまだ熱を帯びていることに気づく。

　すぐそこにいる、あなたに触れたい。

「今夜の飯、正解は〝赤ずきんちゃん〟でしたー。やっぱり我慢できないので、いただいてから次を考えることにします」

　ふざけたように言いながら、さっきの〝わしゃわしゃ〟で乱れているであろう私の髪の毛を、優しく撫でる仕草に胸がきゅんとする。

　吐息がかかるくらいの距離で、身体を密着させたまま、愛おしそうに触れながら、そんなことを言わないで。頭がくらくらしてしまう。

「いや、なんか美味しいご飯食べに行きましょうよ……」

　髪の毛を撫でられる感触に身を委ね、その心地よさに思わず目を閉じる。言葉だけでも平静を保っておかないと、どうにかなってしまいそう。だけど、今更こんな強がりのようなことを言ったところで、なんになるというのだろう。

　でも、課長はそんな私の戯ざれ言ごとなど聞いていなかったかのように、言葉を続ける。

「そして追加クイズです。いつまでも赤信号だと思っていた鈍感な赤ずきんちゃん、さてここはどこでしょう」

「え？」

　ここはどこ、と言われて反射的に閉じた目をパッと開いてみる。でも、課長に押し倒された形で見上げる窓からは、すっかり暮れた冬の空しか見えない。

「しょうがねぇな、ほれ」

　身体にかかっていた重みがなくなり、上体を起こした課長が私の身体を引き上げる。

「あ、ここ……」

　目の前に広がるのは、いつの間に来ていたのか、課長の住むマンションの駐車場だった。

　そうか、さっき止まったのはここだったのね、とようやく理解する。

「そういうわけで」

　課長がいたずらっ子のような表情で、私の顔を覗き込む。

「なんでしょう」

　髪の毛を手櫛で整え、着ているワンピースの裾すそを直し、課長の顔をなんでもない風を装って、見返す。

「これからメイン料理をいただきまして、デザートにわたくしめがカレーを作ります」

　王様に仕える召使いのように、恭うやうやしい口調と、広げた手を胸元に持ってくる仕草でふざける。

「その言葉だけ聞くと、どんな大食漢の会合かと思いますね」

　ツッコむ余裕のあるフリをしておかないと、課長がふざけるこの空気感を、私、台無しにしてしまいそう。でも本当は、ドキドキして、そわそわして、だけど嫌じゃなくて……。

「でもなー、メイン料理、なかなか出てこないからなぁ」

　……実は、『Ｄカップ以上はないと欲情しない』とかいう出会った頃の課長の台詞に、私は恐ろしいほどがんじがらめにされている。そのため、何度もそういう雰囲気にはなるものの、最後までしないという〝お預け〟感、半端ない一ヶ月を過ごさせてしまっているのだ。

　申し訳ないなぁ、と思いつつ、拗ねたような課長の表情が、なんだかとてもかわいくて……。

　ちゅっ。

　思わず私からキスをしてしまう。

「……だっ！」

　さっきまでの余裕の表情はどこへやら、口元を押さえて課長が後ろへ身体をずらす。

「……へへへー」

　そんな意外な姿に驚きつつも、あまりにかわいらしくて、思わずニヤニヤしてしまう。

「おっ前……なぁ」

　課長は私から距離を取ろうと、変に上体を反らせて口元に手を当てたまま、私のことを睨みつけてくる。まるで形勢逆転したかのように、対峙する私達。

　あれ……？

「課長、もしかして、照れてますぅ？　かわいいーっ！」

　予想外の展開に、思わず彼のほうに近づき、そのしっかりとした胸板の辺りを軽く叩く。

　だって、本当にかわいい。口元を押さえて、真っ赤になっているこの人が、社内の注目の的で、今日だってみんなに『キャーキャー』言われていた、あの課長だなんて。

「……覚悟しとけよ、お前……」

　このままではまずいと思ったのか、課長はいつものスタンスを取り戻そうと、低めの声で威圧しようとする。

「はー、もうね、お腹すきました、私」

　言いながら、わざとフイッと課長から顔を背け、斜め上のほうに視線を投げるものの、彼がどんな顔をしているか見たくて、目だけを動かしてチラッと様子を窺う。

　しかし、ばっちりと目が合ってしまった私達は、どちらからともなくまた唇を重ねる。ぐい、と上を向かされたせいで開いてしまったところから入ってくる課長の舌が愛おしい。

　この分じゃあ〝デザート〟のカレーライスを食べるまでは、まだまだ時間がかかりそう。

「んっ……ぁ」

　たまにする息継ぎのような呼吸すら甘く、課長とひとつになれたら、もしかして呼び方も恥ずかしくなく変えられるのかな、なんてことをぼんやりと思う。

　私達は、そうしていないと消えてしまう呪いにでもかかっているかのように、お互いの熱を求め合った。

「……っ、遠いな、ベッドまで」

　キスの合間に課長が呟く台詞まで愛おしいのだから、もうどうしたらいいのかわからない。

　私達の甘い夜は、やっと始まったばかり。










悩める奥様




「……も、いいよ。疲れてるんだろ？　早く寝な」

　労わるように優しく降り注ぐその声で、身体がびくっとなり、どうやら寝ていたらしい自分に気がつく。

「え？　あ、ごめんなさい、全っ然寝てない、疲れてない！」

　慌てて取り繕う私の頭をポンポンと柔らかく叩くと、周磨さんが身体を離し、寝室から出ていってしまう。

　その背中は、怒ってはいないけれど寂しげで、落胆の色が滲み出ていた。だったらいっそのことしっかり怒ってくれればいいのに、と自分が悪いのを棚に上げて思ってしまうほどに。

　あーあ、またやっちゃった。

　そんなことを思いながら反射的に振り返り、理り人ひとの寝顔を確認する。薄くついている間接照明の明かりでも、よく眠っているのがわかる。そのふっくらとしたつやつやの頬っぺたとさらさらの髪の毛を撫で、温かくて柔らかいことを全神経で感じ取り、落ち込む気持ちを立て直す。

　……悪いことしちゃったなぁ。

　壁にかかった、周磨さんと私と理人のパネルが、ぼんやりと浮かんでいる。お宮参りの時に初めて家族三人揃ってスタジオで撮ったもの。私が産後太りでパツパツなのが悔やまれるけれど……。

　明日の朝、ちゃんと謝ろう。

　そう思いながら、私はあっという間に眠りに落ちてしまった。




　あれから、二年の月日が流れていた。

　あれから、とは周磨さんがシンガポールに永住してしまう、と勘違いして空港まで追いかけていって、気持ちを伝えて、お付き合いをするようになってから。

　付き合ってすぐに式場を見つけ出してきた周磨さんの早業で、半年後にはゲストハウスタイプの素敵なところで結婚式を挙げて、入籍も済ませた。

　そのさらに半年後……つまり付き合って一年後。丁度かわいい後輩の月菜ちゃんが『彼氏と結婚します』とか言っていた辺りで私の妊娠が発覚して、少し目立ち始めたお腹を抱えて、彼女の結婚式に参列したんだ。

　それから妊娠期間は無事に経過し、私は周磨さんにそっくりな男の子を産んだ。そして、その子ももう生後五ヶ月になる。

　まさか、空港にダッシュした半年後に結婚しているとは思わなかったし、その更に一年後にかわいい男の子を産むことになるとも思っていなかった。

　こんな言い方をするとくすぐったいけれど、理人がいることで、私と周磨さんは家族になれたんだなぁ、なんてしみじみしてしまった。

　ちなみに、〝課長〟と呼んだり〝周磨さん〟と呼んだり、と定まらなかった呼び名は、妊娠をきっかけに、彼から徹底的に直されて、やっと〝周磨さん〟で定着した。

『折角、次長になったのに、家で何故かお父さんが〝課長〟と呼ばれるなんてこの子がかわいそうだ』とか『〝課長〟ってあだ名みたいじゃんか。スーパーとかで呼ばれても全力で無視するぞ』とか力説されて……。

　ずっと勤めていた耀光ホイールは、出産の二ヶ月前に退職することにした。産休を取るという手段もあったけれど、周磨さんとのあいだにできた大切な子を、まずはゆっくり育てたいという私に、『沢山稼いできてやるから任せておけ』と彼が言ってくれた。

　家族が増えるのだから、と引っ越した新居は、駅から歩いて五分、二十階建てのマンションの十八階で、三ＬＤＫ。新築なので、入居者同士の古株対新参者、みたいな争いもない。すぐ隣にある公園ではいつも沢山の子供達が遊ぶ声がしていて、子育てをするにはいい環境だ。

　理人が五ヶ月の現在、私は専業主婦として、家の中のことと理人の世話をするのが仕事だけれど、正直、こんなに大変だとは思わなかった。育児と家事の同時進行が。あ、特に育児が。

　だって赤ちゃんって、ニコニコ、フニャフニャしているものだと思っていたし、家のことも、ひとり暮らしをしていたのだから、それが二倍になるくらい、なんてことないと思っていた。元々、家事は結構好きだったし。

　周磨さんに守られて、理人と三人、新しい家族として穏やかに平和に暮らしている未来を想像していた。もちろん私は妻として、外で働いて疲れきって帰ってくる彼をしっかりサポートしていくつもりで。

　ところが蓋を開けてみると、理人は見た目こそ天使のようだけれど、とにかくよく泣く子で、なにをしても泣きやまず、途方に暮れてばかり。なによりその泣き声のうるささが尋常じゃなく、私は正直へとへとだった。

　そして、冒頭の事件が起きたのが、昨晩のこと……。

　リビングで、仕事から帰ってきた周磨さんとちょっとイチャイチャしていたら、理人の夜泣きが始まってしまい、『寝かしつけてくるね』なんて言い残して寝室に向かった。そして、むずがる理人をベビーベッドから出し、試しに大人用のダブルベッドで一緒に横になったら、うまいこと寝てくれたものだから一緒になってそのまま眠ってしまったのだ。

　それからどれくらい経ったのか、『続きしようぜー』なんて、甘えた周磨さんが部屋に入ってきたのは覚えている。理人に、『もう邪魔するなよぉ』なんて言いながら、その小さな身体を抱き上げてベビーベッドに移すところも見ていた。そして、正直眠いんですけど、と思ったのも覚えている。で……うん、確か、キスした……で？　そこから？　あれ？

　きっと、そこでまた寝ちゃったんだ。私よりうんと疲れているであろう周磨さんに、『疲れてるんだろ？』なんて労わられて。

　がっかりしただろうな。それに私、絶対寝顔ひどかった。下手したら、よだれとか垂らしていびきもかいていたかも。白目をむいていた可能性も高い……。

　いつからこうなっちゃったんだろう。周磨さんを好きな気持ちは変わらない……いや、むしろ増しているんだけどな。




「浮気されるね、それは。そしてされても文句言えないよねぇ。ねー？　いっちゃん！」

　那由子が、愛娘のいっちゃんに話しかける形式で、グサッとくることを言ってのける。あの事件があった次の日、丁度那由子が愛娘のいずみちゃんを連れて遊びに来たので、我が家のリビングルームで〝主婦のお悩み相談室〟が開かれている。

　いっちゃんが落ちると大変なので、ソファには座らず、冬用の毛足の長いラグマットの上に直接座り込み、テーブルにおやつを出して話し込む。

　あと三ヶ月もすれば二歳になるいっちゃんを見ていると、時の流れの速さに恐ろしさを感じるほど。

　いっちゃんは、細い髪の毛を飴あめ玉だまのような丸いビーズのついたゴムでふたつに縛り、柔らかそうなコットンのワンピースを着て、ニコニコしている。

「ねー」と、那由子の真似をして小首を傾げる様子は、それこそ天使以外の何者でもない。

　そして、那由子の手作りマドレーヌをおとなしく小さい口でもぐもぐ食べながら、その細い指でマドレーヌのかけらをこねくり回して那由子にコラッと叱しかられている。

　かわいいなぁ。あ、そりゃあ当然、理人だってめちゃくちゃかわいい。

　理人は今、リビングの端っこに置いた、長座布団にバスタオルを敷いた即席ベビー布団の上ですやすやと寝息をたてている。

　あまり静かでも心配になるので、五、六歩歩いて、話の合間に時々そっと見に行くその寝顔は、愛しさしか感じない。

「ま、浮気は冗談にしても、難しいとこだよねー、その辺。ただでさえモテそうだもんね、エロ課長」

『自分で作ったマドレーヌはそんなに好きじゃない』と言っていたのに、いっちゃんにちぎって渡した残りをぱくぱくと食べながら、困った顔をする。

　那由子は、私が〝周磨さん〟と呼ぶようになった今でも、私とふたりの時は〝エロ課長〟を独立したひとつのあだ名として使う。彼を前にすると、間違って呼ぶようなヘマはもちろんしない。お見事。

「モテるって言ってもさ、周磨さんも、もう結構なおじさんじゃん。結婚して、子供もいるわけだし」

　周磨さんに魅力がなくなったなんてちっとも思わないけれど、一般的な考えなのではないかと思うことを言ってみると、那由子は私の発言に食い気味で返してくる。

「ばーかーだーねぇえ。男なんてね、結婚してひとり子供いますくらいのほうがモテるんだからね！　渋いだの、落ち着いてるだの言われてさ」

　遥か昔に、後輩の月菜ちゃんが言っていた台詞を思い出す。

『一度は誰かが人生を共にしようとした人だっていうことで、変な人ではないっていうか……保証書みたいな？』とか、そんな感じの。

「それって、バツイチがモテる、みたいな話？」

　恐る恐る尋ねる私に向かって、那由子が熱弁を振るう。

「わかってるじゃない、仁美。そーそー、そういう感じよ。人のものはよく見えるの。誰かが選んだ人なんだと思うと魅力が増すものなの。しょぼいくたびれたおっさんでもたまに不倫してるじゃん、そういうことよね。あ、権力とお金が絡んでくる場合もあるけどさ」

　一気にまくし立てて喉が渇いたのか、那由子はぐいっとほうじ茶を飲み干す。私はそのカップにお代わりを注ぎながら、感心してしまう。

　本当にこの子は私と同じ年数しか生きていないのだろうか。間違って〝先輩〟って呼んじゃいそう。月菜ちゃんといい、那由子といい、世間の常識なんだろうか、それは。だとすると、もの凄く困るわけですけど。

「……どうしよう、那由子」

　泣きそうになりながら、暗い気持ちで那由子にすがる。

　私なんかが、キラッキラの女子達に勝てる気なんて一ミリもしないもの。フェロモンむんむんで、露出の高い服を着て、メイクもしっかり施した、スラーッとスタイルがよくて、なによりおっぱいが大きめの人に言い寄られたら……あの人、どうなってしまうかわからない。

　家の中でずっと気を遣っているなんて息苦しくて嫌になるけど、だからといって気を抜きすぎていたかもしれない。

　育児中を理由に、いつもだるだるの楽な格好をしていたし、メイクなんて……ちょっと待てよ。あの、お宮参りの写真撮影以来、まともにしていないかも。

　理人の肌にファンデーションがつくのが嫌だったからだけど、段々自分が楽だから、という方向で諸もろ々もろを放棄している気がする。

「もー、仁美はすぐ本気にするんだから。そんなに思いつめなくても大丈夫よ」

　顔に私の苦悩が出ていたのか、チョコを食べていた那由子が笑って、自分の眉間を指差す。

「ここ、がっつり皺寄ってるよー。はい、笑って笑って！　ほら、このチョコ甘くて美味しいよ、食べて、笑って」

　そう言われて、チョコを受け取りながら那由子といっちゃんを交互に見て「えへへ」と笑ってはみたものの、私の心の中は不安の嵐が吹き荒れていた。

「……んっ、ぎゃぁあああっ！」

　なんの前触れもなく理人が起きて泣きだし、それと同時にいっちゃんも眠くなってぐずりだしたため、急いで解散となってしまった。

　今後のために那由子からアドバイスをもらいたい、と思っていたところだったので、こんなタイミングで泣きだす理人を恨めしく思いながらバタバタとふたりを見送った。

　それからも、理人はなにが気に食わないのか、おむつを替えても、おっぱいをあげても、ほいほいと揺すっても泣きやまず、途方に暮れる。

　もうちょっと、理人が扱いやすかったら、大好きな周磨さんとのエッチの最中に疲れきって寝ちゃって、幻滅されるようなことなかったんじゃないのかな。

　でもこれって、原因を理人にすり替えているだけだよね。もしも、周磨さんが私のことを嫌いになってしまっても、『だって理人のせいで』とはならないもの。

　あぁもう、しっかりしよう。改めて、涙でぐちゃぐちゃの理人の顔を見る。あまりにも泣きやまないと、どこか悪いんじゃないかと心配になってくるんだ。

　まださっきのお茶の片づけも済ませていないリビングの窓から、理人を抱き上げて、ふたりで綺麗な夕焼けが広がる空を眺める。

「どこか痛いの？　大丈夫？」

　話しかけると、意味なんてわからないはずなのに、やっと泣きやんだ理人が不思議そうに私を見つめる。その顔は、パーツのひとつひとつが周磨さんにそっくりで、愛おしくてたまらなくなる。もうちょっと頑張ってみよう、そんな気持ちになって、私は理人をそっと抱き締めた。




〝エッチの最中に爆睡事件〟が起きてから一週間が経ったけれど、特に周磨さんに避けられることもなく、ごく普通の毎日が過ぎていた。

　朝、送り出して、夜、迎え入れて、甘いお誘いはないけれど、夜もきちんと起きている。周磨さんが晩酌するあいだは、おつまみを作って出したり、その日の理人の様子を話したりして和やかだ。

　だけど、このままじゃいけない、と思った私は、今リビングに置いてあるパソコンの前でディスプレイとにらめっこをしている。

　現在時計の示している時間は、午後の一時。理人がやっとお昼寝をした隙に、いつもならささっと部屋の掃除や、夕食の下ごしらえをするのだけど、今日の私は違う。

　この前那由子に旦那の浮気防止対策を聞けなかったため、ついに、〝自力で答えを見つける〟という割と大胆な行動に出たのだ。といっても、ひたすらパソコン頼みなわけですが……。

　ひと口に〝旦那の浮気〟といっても、世の中にはいろいろなタイプの奥様や旦那様がいるらしい。そこで、ネットに載っていた、イエス、ノーの二択でどんどん進むチャート式の、随分とチープな診断テストをやってみることにした。

　中学生が休み時間にみんなでワイワイやって、『あなたは優等生タイプ』とか出て盛り上がる、本当に子供だましのような雰囲気のもの。

　その結果、私と周磨さんのように、旦那様がイケメンで、他の人に狙われる心配度が高く、奥さんが色気などがなくパッとしないタイプの組み合わせに有効な手段は『いつもと違うお色気ギャップ』とのこと。

　お色気ギャップ？　なにそれ……と不審に思いつつ、アドバイス欄を見てみる。

『セクシーな下着、露出の高い身体のラインを強調した服、派手なメイクを駆使していつもと違うあなたを演出すれば、彼もその魅力に気づいてくらくらするはず！　ふたりで強めのお酒を飲んで気分を上げていくのもいいかも！』

　ふんふん、と診断結果を読み進め、これだ！と思った私は急いでプリントアウトする。今日からこのアドバイスに、しっかりついていきます、という強い決意と共に。

　……まぁ、安っぽいイラストといい、ポップな文体といい、私の今後の人生を委ゆだねるにしては多少頼りない気もするけれど、そんなことを言ってる場合じゃないのよ、こっちは。

　再びそのアドバイスを読み、頭に叩き込む。

「えーっと、そそる……そそる下着？　服？」

　ぶつぶつとひとり言を呟きながら、パソコンの検索窓にキーワードを入力する。

　まずは、戦闘態勢に入るべく、装備を揃えるところから。でも、店で店員さんに相談して買うなんて羞しゅう恥ちプレイに耐えられる気がしないので、インターネット様々に頼って買おうと思ったのだ。〝そそる〟下着やら服やらをね。

　でも、いざそれらのホームページを見てみると、その別世界たるやすさまじいものがあり、私が今まで見聞きしてきたものはなんだったのか、と唖然としてしまう。

　下着ひとつ取っても、『これじゃ、どこになにを隠すわけ？』と思わず呟いてしまいそうな面積の小さいものや、『チクチクして一瞬でカブレるな、こりゃ』と言いたくなる謎の光沢素材や、『見た瞬間に笑っちゃってエッチどころじゃないわ……』という斬新なデザインまで。

　とてもじゃないけど、こんな中からひとつを選び出して身につけるなんて無理、と早速ギブアップしてしまう。

　結局、昔よく買っていた下着メーカーのサイトを見つけた私は、無難なオフホワイトの上下セットを買ってしまった。

　そういえば、下着を最後に新調したのって、妊娠が発覚してから買った、信じられないくらい大きくてよく伸びる妊婦用の綿のパンツ……。さすがにもう、それはクローゼットの奥で眠っているけれど、今穿はいているのも、楽ちんさ重視のもの……。反省反省。

　見えない外の敵は、絶対にかわいい下着を身につけていそうだもの。いつの間にか敵がいる設定にしているけど、まぁそのほうがやる気が出ていいよね。

　次は、服……かぁ。

　これは先が長いぞ、とひと息つきたくなってしまう。でも、理人がいつ起きてしまうかわからないし、なるべく早く準備を整えて、あのチャートテストのアドバイスを実行したい。

　ぺちゃぱい戦士に時間はないのよ。……あぁ、私、〝赤ずきんちゃん〟なんて呼ばれていたのに、いつの間にやら〝ぺちゃぱい戦士〟って。悲しいなぁ。

　セクシーな服、とざっくり言っても、随分と幅広いんだなぁと思い知る。

『完全に夜のお仕事ですよね？　同伴の方はどちらに？』という感じのドレスが、悪酔いするほど出てきた。かと思えば『それは下着の範疇です！　それを着てコンビニに行ったら通報されますよ』と言いたくなるような、スケスケキャミワンピみたいなものもざくざく出てくる。

　それに加え、私の検索の仕方がよくないのか、アニメのコスプレみたいなものや、女王様系とその小道具みたいなものまで出てきて、完全にエロ酔いしてしまった。

　……セクシーへの道のり、険しすぎる。

　出直すことにした私は、ゴロリと理人の隣に寝転がる。即席ベビー布団が活躍するのは、お客さんが来た時だけではないのね、と実感しながら。

　今日は空調が丁度いいのか、それとも母の戦いを応援してくれているのか、随分とよく眠っているみたい。

『あと何分で起きます』ってタイマーがついていたらいいのに、とか『ミルクを百ｃｃ与えたら泣きやみます』って表示されたらいいのに、なんてしょうもないことを考えながら、気がつけば私は理人の規則正しい寝息に誘われるように、そのまま隣で眠ってしまった。

　今日の戦いはこれまで、と思いながら……。




　その夜、【飲み会で遅くなる】というメールを夕方に受け取った私は、小さくガッツポーズをしていた。

　何故なら、結局私はあのまま、理人が泣きだした夕方四時まで本気で眠ってしまい、急いで洗濯物を取り込みながら、買い物に行って夕飯の準備もしなきゃ、と慌てていたのだ。そこに連絡があったものだから、もちろん周磨さんのことは大好きだけど、絵文字たっぷりのご機嫌メールを即返信した。

　私と理人のふたりなら、買い物に行く必要はないもの。理人はまだ離乳食を本格的に始めているわけではないから、実質食べるのは私だけだし。冷凍してあるご飯を解凍して、納豆と漬物と、昨日の残りの煮物で十分！

　そんなこんなで、手抜きご飯を食べ終えた時、スマホがメールの受信を伝える。

　飲み会だという周磨さんからの〝帰るメール〟にしては早いな、と思いつつ見てみると……。

「月菜ちゃん！」

　思わず声が漏れる。

　その声に反応して、理人がこっちを見るのがまたかわいらしい。

　会社の後輩だった月菜ちゃんは、旦那様の転勤で、今年の四月からまさかの北海道に引っ越してしまったのだ。

　以前、北海道とはいえ、旭あさひ川かわで内陸だから海の幸がそれほどでもない、という言葉と共に送られてきた画像は、美味しそうなものを食べて、ウッハウハな月菜ちゃんのまばゆい笑顔だった。

　それからというもの、私は北海道に行きたい欲をその都度募らせているのだ。

　久々のグルメ通信には、ラーメンサラダを前にして、酎ハイの入ったジョッキ片手にいい顔をしている月菜ちゃんの画像が添付されている。まぁ、〝グルメ通信〟とは私と周磨さんのあいだでの勝手な呼び名なんだけれど。

「……あっ！」

　その画像を見ていたら名案が浮かび、つい小さく叫んでしまった。

　決心が揺らがないうちに早くメールしなきゃ……！

　あまりに慌てていたので、いつも要求される理人の写メを添付するのを忘れて返信してしまった。

　私は、見えない敵に勝てる予感で胸がいっぱいになり、勝利を祝してデザートにちょっとお高いアイスを開けてひとり、ぺろりと平らげた。




「いつもありがとうございます！」

　あの月菜ちゃんのグルメ通信が届いてから三日後、待ちわびていた荷物が届いた。私の必要以上に元気な声に、配達のおじさんが若干引いているのがわかり、ちょっと気まずくなってしまう。

　家にいる時でも、宅配ボックスにお願いしてしまうことが多いのに、張り切ってインターホンに出て、全力の笑顔で受け取り、凄い勢いで挨拶されたら怖いよね……と改めて反省。

「いつも元気でいいねぇ、それじゃ」

　私の普段の様子なんて知らないくせに、おじさんが適当なことを言って帰っていく。その背中を見送り、小走りでリビングへと戻った。

　受け取ったダンボールは、想像していたものより大分大きくて、まさか洗濯機が届いたのでは？と思うほど。運びながら一瞬不安になったけれど、きっと大丈夫、なはず。……洗濯機ほど、重くないし。

　とはいえ、両手で抱えて持ち運ぶと、視界が完全にシャットアウトされて危険すぎるため、ずるずると床を引きずっていく。

　月菜ちゃんから送られてきた荷物に『北海道からようこそ』と頬ずりをして、彼女らしい、適当に貼った感じのガムテープをびりびりと剥はがす。

　そう。私は、月菜ちゃんにお願いしたのだ。セクシー路線の服を。頼む時の文章は、まさかストレートに【周磨さんが浮気しないようにちょいとセクシーな服を貸してちょうだい】ではあんまりだから、ちょっと頭を使った。

【友達が今度合コンで、勝負服を調達したまではよかったんだけど、あんまりかわいくないらしくてさ。月菜ちゃん、もしいい感じの服があったら貸してもらえたりする？　すぐに洗って返すから！　こんな遠いのにごめん】なんて感じで。

　よくよく考えてみれば、その友達も、かわいくないのを買っちゃったのなら、また新しく自分で買うとかしてどうにかするだろ、とか、私といいその友達といい、遥か北海道の人に借りなくても、他に友達いないのかよっ、とかいろいろツッコミポイントは満載だけど、そこはさすがの月菜ちゃんクオリティ。

　荷物には【合コンとかいいですねー！　めちゃくちゃいい感じの服、いっぱい入れておきました！　もう着ないから、お友達にあげちゃってください】という、ちまちました文字の手紙が入っていた。

　それと一緒に、とうもろこしのクッキーやレンジでチンするじゃがバター、大きなするめいかなどの食品と共に沢山の〝月菜ちゃんの思うところの勝負服〟が詰め込まれている。常温便で届いたのに底のほうから生チョコが出てきたのには、その豪快さに尊敬の念すら覚えたけれど。

　結構かさばる食品類を取り出して、今更だけど生チョコを冷蔵庫に入れて、早速服を引っ張り出してみる。

　あぁ、神様ごめんなさい。私、月菜ちゃんのこと、舐めていました。ある程度理解していたつもりだったけど、しばらく会っていないし、一緒に働いてもいないから、彼女の独特のセンスを忘れてしまっていました。

　このあいだセクシーな服をネットで検索して受けた衝撃が蘇る。しかもこっちはリアルなのだから、その迫力たるや、画面上で見るそれの比ではない。

　季節はこれから冬だというのに、ここは日本だというのに、常夏の国でこれからダンスパーティーに行く気持ちが沸き起こるのは何故でしょう。

　彼女の勝負服は、総スパンコールの舞台衣装のようなゴールドのロングスカートや、くもの巣のような黒いレースとニットの合わさった、もはやどっちが上でどこから頭を突っ込むのが正解なのかすらわからないカットソーらしきもの。その他には『おい、それ胸元っつーか確実にへそ下まで見えるだろ？』ってくらいＶ字の角度が異常でピッタピタに張りつきそうな素材のチュニック、アマゾンの奥地で見かけそうなネオンカラーのチューブトップなど……もう、ある意味宝の山だった。

　その中で、あ、これならなんとか……と思えるものを引っ張り出し、姿見の前で当ててみる。選び方が完全に消去法なのも、私の不自然なお願いに快く応じてくれた月菜ちゃんに対して失礼な話だけど。

　私が手に取ったのは、下品ではない程度にちょっと胸元が空いていて、丈も膝くらいまであり、裾がＡラインっぽく広がっている黒いワンピース。

　生地が薄いけど、まぁ部屋から出るわけじゃないし……いい感じ！　そして、そこに私の最終秘密兵器。この前下着と一緒に買った、このオイルパットを入れれば……。

　鏡の前で妄想が膨らむ。この、普段の私からしたらセクシー路線のワンピースを着て、普通のデザインではあるけれど新品の下着をつけて、スリーカップアップするらしいオイルパットを入れて憧れのＤカップになっちゃって、きちんとメイクをして、髪の毛も巻いちゃったりすれば、どうでしょう？　いいんじゃない？　セクシー仁美のでき上がりなんじゃない？

　そしたら、周磨さんは私のあの失態も忘れて、私の虜とりこになって、浮気の心配もなくなって……。

　完璧。完璧だわ、これ。

　私は、このセクシー大作戦をいつ決行するか考えるだけで胸が高鳴り、月菜ちゃんのくれた北海道名物の数々を味わおうと、お茶の準備を始めた。

　今日なら、理人が泣いて大騒ぎをしても、優しく構ってあげられる気がする。泣きやまなくても、いいのよいいのよ、って思えてしまう気がする。




「……なんか、あったか？」

　わかりやすく、ぎくっとする私。

　ななな、なにが!?

　こんな日に限って【出先から直帰するから、もうすぐ着く】なんて、帰ってくる直前に連絡があったのだ。夕食はおろか、まだリビングには〝月菜ちゃんのオサレ番長便〟が広がっていたから、それを慌てて片づけにかかった。でも途中で、あ、ダンボールは別に出ていてもいいんだよね、と気がつき、また慌てて中身だけをぐるぐるまとめて寝室のクローゼットの奥にしまい込んだのが午後六時。そのすぐあと、帰宅を告げるチャイムが鳴った。

　そりゃあ平静を装うのが精一杯ですよ。『なんか、あったか？』なんて、普通気づくものかなぁ？　周磨さん、変なところで動物っぽい勘が働くというか……。

「え、別に、なにもないよ？」

　鞄を受け取りながら笑顔で答える私の頭上をすり抜けて、周磨さんの視線はリビングルームの姿見の辺りを捉える。私はその視線を追いながら冷や汗を感じた。

　……な、なんかしまい忘れちゃったかな。今バレちゃうと作戦が台無しなんだけど。

「……あれ、なんだ？」

　片手でネクタイを緩めつつ、空いている手でリビングの片隅を指差して尋ねる。決して怒っているわけではないけれど、なんとなくいつもと雰囲気の違う周磨さん。

「え？　あ、あれ？」

　彼の指差した方向には、ゴロリと転がるダンボール箱があった。

「あ！　そうそう、今日、月菜ちゃんが北海道の美味しいお菓子とか、珍味みたいなものを送ってきてくれたの！」

　周磨さんの鞄を持ったまま、リビングへ向かう背中を追いかける。

「……お前、どんだけ食べると思われてるんだよ」

　た、確かにそのダンボール箱は大きいなーと私も思っていたけれど。

　私に後ろめたさがあるせいか、なんだか私と周磨さんのあいだに流れる空気がどことなくぎこちない。

　この妙な違和感はなんだろう？

「だーおっ、ぷー、ぷー」

　おとなしくゴロゴロしていた理人がかわいい声を上げると、それを聞いた途端に周磨さんは表情を崩す。

「おーごめんよ、ただいまも言わじゅに、ダメなパパだなぁ」

　嬉しそうに理人に駆け寄……りかけた周磨さんは「バッチイから」と言って手を洗いに急いで洗面所へ行く。それからバタバタと寝室へ行き、ゆったりとした部屋着になって戻ってくると、理人を抱き上げ頬ずりした。理人が「キャッキャ」と喜ぶ声を上げ、ふたりで触れ合うその様子は、いつもと同じだ。

　私が弁当箱を出し、そのまま鞄を周磨さんの部屋まで運び、戻って夕飯の準備を終えて食べる頃には、すっかりいつもの彼に戻っていた。

　私は、あの作戦をいつ実行するかを考えながらチキンソテーを咀嚼する。

　さっきの変な空気は、いよいよもしかして、私に愛想を尽かし始めたのかもしれない。

　だとしたら、手遅れになる前に、早く行動に移さなくては！　本当なら、那由子に装備を見せて、一緒にシミュレーションもして、一旦指示を仰ぎたかった。けれど、そんな悠長なこと、言っていられない。

　でも、道具が揃ったからって、今日の今日じゃまずいでしょ……。そうだ、メイクの練習もしてないし。

　そんなことを考えていると急に心臓が早鐘を打ち始める。

「……な、……」

　ん!?　ヤバい、話を聞いていなかった。周磨さん、今なにか言ってたよね……。まずい、これでまた変な空気になったら困る。これ以上、私、嫁としての価値が下がったらキツイ。

「……そ、ですよねー」

　背中にじんわりと嫌な汗を感じながら、思いきり作り笑いをする。さすがに周磨さんの目を見ることができなくて、その大きな手元に視線を落としながら、〝無難な相槌ランキング〟で、上位に食い込むと予想されるものを一か八かで打ってみる。

　神様お願いします。向こう三年、宝くじも懸賞も当たらなくていいので、どうかこの返事、正解ってことでひとつ!!

　ドキドキしながら周磨さんのほうをチラッと見てみると、彼は一瞬の沈黙のあと笑顔で口を開く。

「……だよなー？　やっぱお前もそう思う？　絶対目玉焼きには醤しょう油ゆだろ？」

「へへへ」と笑って頷く。

　ううん、私本当は目玉焼きには、断然シンプルな塩コショウ派。だがしかーし、今は全力で醤油派に属します、よろしく。




　なんとか食事を終えた今、周磨さんが久しぶりに理人をお風呂に入れてくれていて、浴室からは、ふたりの楽しそうな声が響いてくる。

　いつもはなかなか理人が起きているあいだに帰ってこられないから、平日のこんな時間にその声を聞けるのは、幸せだなぁ、と皿洗いをしながらしみじみ思う。早く、セクシー大作戦を決行して、周磨さんとのこの幸せを確固たるものにしたい。

　ほどなくして呼ばれ、ふかふかのバスタオルで温まった理人を拭き上げ、早めに寝かせにかかる。周磨さんと遊んで興奮したのがよかったのか、いつもより眠たそうで、腕の中でうとうとしかけてあくびなんてしている。

　周磨さんは、お風呂場から私を呼ぶ時も、上がってきてからも、なんとなくまたよそよそしい気がしたけれど、とりあえずできることからやることにする。

「じゃ、寝かしつけてくるね。すぐ戻ってきまーす」

　理人の眠気を削そがないように細かく揺すりながら、リビングのソファでお風呂上がりのビールを飲んでいる周磨さんに声をかけ、寝室へと向かう。

　その途中、もしも作戦を実行できた場合のことを考え、洗面所に立ち寄り、しばらく使った記憶のないメイク道具の入ったポーチと、コテと、オイルパットを取り出して寝室に運び込む。

　案の定、理人はすんなり眠ってしまい、静かな薄暗がりの中でふと思う。

　……神様、もしかして、今日いっちゃえＹＯ！とか思っていますか？　でも、確かに、用意はできています！　……やるか、こうなったら。

　そうと決まったら、早速こそこそと準備を始める。あの下着を身につけ、ワンピースを着て、理人が起きないように間接照明の明かりだけを頼りに久々のメイクをする。

　髪の毛を巻く時間はなさそうだから、仕方ない、緩めにクリップで留めておこう。そうそう、オイルパットを忘れずに！

　気持ちが妙に高ぶってしまう。

　周磨さんは、なんて言うだろうか。あの、〝エッチの最中に爆睡〟という失態を犯した日以来、全く触れてもこない。

　このまま、他の人にふらふらと行ってしまう前に、踏みとどまってくれるだろうか。もし、すでに誰か素敵な人に揺らいでいたとしても、私のところに帰ってきてくれるならそれでもいい。

　微かな光で、あのプリントアウトした紙をもう一度見てみる。

『セクシーな下着、露出の高い身体のラインを強調した服、派手なメイクを駆使していつもと違うあなたを演出すれば、彼もその魅力に気づいてくらくらするはず！　ふたりで強めのお酒を飲んで気分を上げていくのもいいかも！』

　……あー、お酒！　そんなもの用意してない！　でもまぁ、周磨さんは飲んでるし、いいか。どうせ私はお酒強くないしね。

　かさかさと折り目の通りに紙を畳んで、お守り代わりにワンピースのポケットにしまい込む。

　よし、行くか。私は、戦場に向かう兵士のような気持ちで、寝室を出た。

「周磨、さん……？」

　リビングに着くと、ソファの上から、さっきは見えていたこげ茶色の髪の毛が見えなくなっている。その前にある大きなテレビからは、今日のニュースのまとめのようなものが流れていた。

　そっと近づいてみると、足は床に下ろしたまま、クッションを枕に、上半身だけ横に倒す、というなかなかキツそうな体勢で目を閉じている。

「寝てる……」

　周磨さんは理人にそっくりな顔で、すぅすぅと寝息をたてていた。

『理人に似ている』と言うと『理人が、俺に似ているんだ！』と、どっちでもいいと思うような主張をする楽しげな顔が思い浮かぶ。

　これからどうしようか考えながら、周磨さんの頭のほうのスペースが空いていたので、そこにそっと腰かける。

　……それにしても、安心したような、ちょっと残念なような。でも、仕事から帰ってきて疲れて寝てしまっている人に、わざわざけしかけるようなことでもないよね。

　膝にかかる薄いワンピースの生地をなんとなく触る。さらさらで、すべすべな生地越しに周磨さんの体温を感じたら、ちょっとくらくらしてしまうかもしれない。

　ほんの少し拍子抜けだけど、まぁいいか。後日改めて、那由子にもアドバイスをもらって、作戦をもう少し練ろう。夕食の時からちょっと美味しいワインを飲んじゃったりするのも、いいかもしれないし。

　ソファからそっと立ち上がり、一旦この装備を解いてこようとしたその時――。

　不意に強い力で腕を引っ張られ、わけがわからないまま周磨さんに身体ごとソファに引き戻される。

　振り返った瞬間、正面から強く抱き締められ、そのままの格好でソファの上に背中から落ちる。私の身体に、周磨さんの重みが加わって、身動きが取れない。

　視界に入る見慣れたリビングの天井と照明の日常と、この無理やり組み敷かれているような非日常のアンバランスさに、どうしたらいいかわからなくなる。

　この状況だと顔は見えないし、そもそも声を発していないので、なにがなんだかわからない。

「しゅ、周磨、さん？　起きてたの？」

　身体の角度を変えて、どうにかして顔を覗き込もうとするけれど、全く見えない。なんだかいつもと違う雰囲気に、心拍数が高まってしまう。

　まだ見てもらってないのに、このままイチャイチャが始まったら、私のセクシー大作戦は全く意味を成さなかったことになる。だけど、それならそれで、いいか……。結果オーライってやつだよね。

　甘い予感に、そっと目を閉じ、周磨さんの大きな背中に腕を回す。

「……なんのつもりだ？」

　ぼそり、と低く耳元に響いたのは、予想していた甘い言葉ではなく、平坦な冷たいトーンの突き放すようなものだった。

　身体の奥底が、つぅんと冷えていくような気がした。

「……え、な、なに、が……？」

　急に冷たくなった気がする自分の手を、周磨さんの背中からそっと浮かせる。

「言いたいことがあるなら、はっきり言え。聞く準備はできてるし、お前を責めるつもりもないから」

　低く、呟くような声は、なんだかつらそうに聞こえる。余計に顔が見たいと思うけれど、がっちりホールドされた周磨さんの腕からは抜けられそうにない。

　へ？　なんの話？　怒っている、ともまた違うみたいだけど……。しっかりと抱き合った形なのに、なんだか心が離れているような感じがする。

　ぎゅっと一度強く抱き締められ、囁かれる。

「お前の性格上、言えねーよな。……好きな奴、できたんだろ？　相手はどんな男だ？　仕事ができる奴か？　いや、そんなのどうでもいいな。お前のこと、大事にしてくれんのか？」

　私の頭の中は、クエスチョンマークの嵐。好きな人ができた、とは？　誰に？　私に？　え、なんで？

　なにも答えられずにいると、周磨さんがなおも苦しそうに言葉を繋げる。

「大事にしてくれるって言うなら、俺は身を引くべきなんだよな」

「あ、の、どういうことですか……？」

　話が見えないので、答えようがなく、やっと口をついて出たのは間抜けな質問だった。それを受けた、周磨さんの大きなため息を頬の辺りに感じる。

「誤魔化せると思ってんの？　俺はいつも仕事が忙しくてろくに構ってやれてないし、仕方ないと思ってる。でも……お前も理人も大切だから、失いたくない……」

　抱き合った状態の周磨さんから細かい振動が伝わってくる。

　え？　え？　泣いてる？　でも、もの凄く嬉しいことを言われた気もする。どうしよう、私なにひとつ処理できていない！

　ただ、セクシー大作戦による効果ではない、ということだけはわかる。だって、周磨さんは私のこの戦闘態勢をワンピースの色くらいしか目にしていないはずだから。

　一体どうしたんだろう。

「私が好きなのは、ずっと変わらず周磨さんだけですよ。あ、理人も入りますけど」

　自分の気持ちには確信があるので、このわけのわからない状況の中でも自信を持って言える。さっきより、少し大きな声ではっきりと、とりあえず真実を述べてみる。

「いいって。気とか遣うな。お前、そんなに器用じゃねーだろ？」

　いや、遣ってない。気なんて全く遣っていませんけど。

「悪いとは思ったが……履歴を見た」

「へ……？」

　顔の筋肉が一瞬で固まった気がした。身体中の血の気が引く音がして、周磨さんの背中の辺りで迷っていた腕を、ストンと横に置いてしまう。

　り、履歴って、まさか……。履歴といえばパソコンかスマホだよね？

　凍りつく私をよそに、淡々と周磨さんの話は続いていく。

「仕事で使うパソコンの調子が悪くて、このあいだ、そこにあるやつを使ったんだ」

　周磨さんの顎が微かに動き、リビングに置いてある『みんなのもの』みたいな位置づけの……つまり、私が使っていたパソコンの置いてある辺りを指しているのがわかった。

「そしたら、インターネットの広告のところに、やたらとセクシー路線の商品ばっかり出てきてさ……」

　感情がこもっていないのか、込めないようにしているのか、周磨さんは不自然なくらい淡々と話を進める。

　そうだ。そんなサービス、絶対いらないと思うのに、一度閲覧したページや、関連商品が、バナーで宣伝されているのをよく見かける。

「俺、そんなにお盛んじゃないし。悪いとは思ったけど、気になって、履歴をたどっていったわけ」

　それはつまり……私の見たページを遡さかのぼったわけですね。ハレンチ極まりない下品と言いたくなってしまう度がすぎた下着の数々や、玄くろ人うとの香り漂う勝負服の数々、挙句の果てには謎の小道具達まで……。

　恥ずかしくて死にそうになる。違うんです、いや、違わないけど、違うんです、と脳内はパニックを起こす。

　だって、それってどう説明すればいいわけ？　どんな感情を伴っていたにしろ、私がそれらの商品ページを大量に閲覧していたのは、紛れもない事実なわけで。

「……で、まぁ。俺以外でこのパソコンを使うのはお前しかいないなって。その、内容、っていうか……好きな男ができて、そいつが、そういう趣味なのかな、とか……認めたくなかったんだけど」

　とんでもない話をしているのに、ひたすら淡々と話していく周磨さん。どんな表情をしているのかはわからないけれど、密着しているせいか、やたらと速い鼓動は伝わってくる。

　それはさておき……そうなるか。そうなっちゃうのか……。私が、その、まぁセクシーな格好で、浮気相手のところへ行くとでも？

「あのっ、あれは、あれは……周磨さん用に、ですよ!?」

　これ以上誤解されては困るので、ちょっと大きめの声で言ってみる。

　こうなったらもう、セクシー大作戦は履行前に玉砕。えぇえぇもう、構いません。

「いや、そんな嘘つかなくていいから」

　ため息が聞こえてくる。

　早く、顔が見たい。『誤解ですよー』と顔を見て言いたい。

「いや、ほんとです……」

　それ以外に言いようがなくて、言葉に詰まる。

「もういいって……」

　がばっと周磨さんが身体を起こし、やっとのことでばっちり正面から私と目が合う。

「……って、はぁ!?」

　次の瞬間、身をよじって大爆笑をし始めた。

「ぶはははは、お前、お前、なにそれ、どうしたの？　どうしちゃったの？」

「え？」

　全く予想外の反応に戸惑いながら、私も横たわっていた身体を起こす。

　……おかしい。セクシーなこの格好は、周磨さんをドギマギさせることはあれど、大爆笑を誘う仕様にはなっていないはず。だって、薄い素材のぴったりしたワンピース姿よ？

　そこからチラッと見えるのはオイルパット様のおかげで、たわわに揺れるＤカップのおっぱい。そして、久々のしっかりメイク、とどこからどう見ても、爆笑の要素はないはず！

「いやー、部屋に入ってきた時、チラッと見えた服で、何事だとは思っていたんだけど、まさかお前……」

　え？　起きてたの!?　見えてたの!?

「仮装大賞とかそういうやつ？　でもハロウィンは終わったもんなぁ。服だけ少し見えた時は、そんな、よその男の趣味全開の服にわざわざ着替えてくるってなんなんだ、とか思って」

「あの、誤解なんです、全部誤解！」

『よその男』などという衝撃的な単語で、一刻も早く疑いを晴らしたくなり、慌てて周磨さんの腕を掴もうとする。

「とりあえずなんでもいいから鏡見てこい、話はそれからいくらでも聞くから」

　周磨さんが「ひーひー」と息が苦しそうなくらい笑いながら、しっし、とでもいうような動作をする。私は、ソファから身体を起こし、わけがわからないままに姿見のところまで向かう。

　そして、そこに映っていたのは……。

『場ば末すえのオカマバー』……そんなフレーズが頭をよぎる。昨今よく目にする、下手したら女の人より綺麗なのでは？と思うような、見た目、所作共に美しいオネェ系ではない。

『あなた、今からでも遅くはないから、男子ゾーンにお帰りなさい』と声をかけたくなるような、れっきとした、オカマ。そして、裏路地の寂れたバー……いや、スナック？　パブ？　わからないけどそういうところにいそうな感じ。

　とにかく私は、コントのような厚化粧だった。

　そもそも、間接照明を頼りにメイクを施そうというのが大きな間違いなわけで、あの薄暗がりで見えるくらいの色彩ってことは相当どぎついわけで……あああ、大失敗。

　急いで洗面所に駆け込み、遥か昔のクレンジングを使って落としにかかる。だいたい、新しいクレンジングを買っておかないこのツメの甘さ、ひとつひとつを後悔する。

　顔を洗い終わって鏡を見てみれば、そこにいるのはよく知っているいつもの私。化粧水を適当にぱちゃぱちゃとつけて、リビングへと戻る。途中で、あ、着ている服はどうしよう、と思ったけれど、とりあえずそのままにしておいてみる。さっき、鏡で確認したけど、『普通っぽくて、ちょっとセクシー』なそのワンピースは、作戦が失敗した今でも、多少はいい作用をしてくれる気がしたから。

「……お、お待たせしました……」

　頭の整理がよくつかないままに、周磨さんの元へと戻る。

　えーと、今私がすべきことは、『浮気なんてしていませんよ』という無実の証明？　でも、証明もなにもなんて言えばいいんだろう。

　さっきと変わらずソファに座ったままの周磨さんの隣にそっと腰を下ろす。

「お、帰ってきた、俺の赤ずきん」

　冷たい態度からの、悲しげモードからの大爆笑……ときて疲れたのか、周磨さんはちょっとぎこちない笑顔で私を迎え入れる。

　久々にそんな呼ばれ方をして、胸が高鳴る。

　そういえば、付き合う前も私達、こんなふうにすれ違ってばかりだった気がする。

「あの……、どこからどう説明すればいいでしょう」

　古くなっていたクレンジングのせいか、慌てて適当につけた化粧水のせいか、はたまた厚塗りした化粧品のせいか。妙に突っ張る頬を押さえながら、隣の周磨さんを覗き込む。

「とりあえず、最大の確認事項。お前、他にす、好きな奴、とかいないの？」

　頬が突っ張る私以上に、顔を引きつらせて前を向いたまま、周磨さんが問う。

　なにを言うんだこの人は。

「さっきも言いましたけど、私は周磨さん以外に好きな人なんていません。あの、その、変な閲覧履歴は、ですね、なんと言いますか……」

　大事なところなのに、しどろもどろになってしまう。だってあんなの見られたと思うとつらい。

「あ、それはもうごめん、プライバシーの侵害だよな。お前がなにに興味を持とうが俺は全然構わねぇよ。個人の趣味に口を出すような小さい男じゃない。なんつーか、浮気っつーか、まぁ、それが誤解だってわけだから、本当に、もう……」

　周磨さんは妙に素っ気なく、私に視線を合わせようとせずにいる。

『いやいやいや、お願い。このままにしないでください！　このままじゃ、私が、なんかそういう趣味趣向みたいな大きな遺恨を残したまま、やっていくようじゃないですか……』とか言いたいんだけど、周磨さんも人の閲覧履歴を見たという後ろめたさに耐えられないのか、話を終わらせようとする。

　私は思わず周磨さんの正面に回り込み、ぎゅっと両腕を掴む。

「謝るのは、私です！　周磨さんのこと大好きなのに、エッチしながら寝ちゃうとか、幻滅されて当然で……。ただでさえ周磨さんはイケメンで優しくて私とは到底つり合わないのに、一緒にいてくれて……。それなのに私はちんちくりんで、だから、浮気されても文句言えなくて……」

　段々、自己嫌悪で声が小さくなった。自分で言いながら話がまとまらなくて本当に嫌になる。そして、口に出してみたことで、『そりゃそうだ、こんな私といても仕方ないじゃん。周磨さん、浮気して当然じゃん』という思いが込み上げてきて、泣いてしまいそうになるのをどうにかこらえる。

「はぁあ」と大きく息を吐き出してから、周磨さんがソファから立ち上がり、私を引き上げ、正面から抱き寄せる。

「すっげーな。俺達、お互いに、相手が浮気してるかもって思ってたってこと？」

「そ、そうなり……ますかね？」

　温かい腕の中に包まれていると、幸せで泣きそうになる。

「嫉妬は人を醜くするな、うん。身をもって知ったわ」

「……なんですか、それ」

　ぎゅっとくっついていた身体を少し離して周磨さんが囁く。

「ここだけの話な、俺、疑心暗鬼になっちゃってさ。お前が俺のいないあいだに他の男と会っていたらどうしようって思って、奇襲攻撃かけちゃった」

「奇襲攻撃？」

　なんのことだか思い当たらず、周磨さんの腕の中で首を傾げる。

　そんなことをされた覚えはないけれど。

「今日だよ、さっきの話。いきなりもうすぐ着く、とか言って帰ってきてさー。あれ、俺まさかの早退だからね。出先から直帰するとかキリッと言ったけど、本当は迫真の演技をもって、職場で腹痛起こしてるからな」

　ニヤニヤと、よく見る悪い顔で話しだす周磨さん。

「えええ!?」

　あまりの衝撃に、少し身体を離そうとするも、彼の腕の中から出るつもりはなく、すぐ近くで顔を見つめる。

　この、会社ではクールぶってる周磨さんが!?　……あれ？　でも確かあの時……。

「だって、奇襲っていうか、ちゃんとメールくれたじゃないですか。確かにいつもよりは連絡くれてから着くのが早かったけど、もしも浮気中なら相手の人に、逃げられちゃいません？」

　不思議に思って、小首を傾げる。

「そ。やっぱり怖くなっちゃったの。急に帰って、お前が誰かとベッドに……みたいなシーン見たら、自分がどうなるか自信なくて。直前で怖気づいて帰るメールしちゃった。ナイーブだろ、俺」

『とほほ』とでも言いたげな情けない表情は、あまり見かけないレアなもので、思わず笑ってしまう。

　なにそのかわいい一面。

「……さっきは、かっこつけて、『相手はどんな奴だ』とか言ったけどさー。無理だわ、無理」

　言い終わると同時に、激しく首を左右に振り、顔をしかめる。それから、もう一度、強く抱き締められる。

「お前がいなくなるとか、考えられない」

「……私もです」

　ぎゅっと顔を押しつけた周磨さんの胸のところで、幸せを噛み締めながら微笑む。随分恥ずかしいことを言い合っている気がするけれど、ここのところヤキモキしていた分を取り戻すと思えば、なんてことはない。

「あ、そうだ。で、お前、なんなのこの服。それから、さっきのメイク……俺達の、この最近のギスギスした雰囲気を打開しようと、身体を張って笑いを取ろうとしたわけ？　だとしたら効果絶大だわ、あれ見て吹き出さずにかわせる自信、ない」

　抱き締めた形のまま、私のワンピースの肩の辺りをつまむ。さっきのコントのようなメイクを思い出しているのか、声音は完全に笑っていた。

「え？　これは、だからその、つまり……私、自分に自信がなくて、それで……」

　ちゃんと説明するために身体を離そうとして一歩後ろに下がった時、かさり、となにかが私のポケットから落ちる。

「あ！　ダメ！」

　思わず、その折り畳まれた紙を掴み取ろうとして、素早く周磨さんに奪われる。

「あ、ちょっ……」

「怪しい」

　ニヤニヤと、完全に悪い小学生男子の顔をする。

　あぁ、嫌な予感しかしない、その表情……。

　目の前でそれががさがさと開かれる。

　もうダメだ。それをこう、なんとかうまく誤魔化して伝えようとしていたのに、ダサすぎる……。

　その紙とはもちろん、あのアドバイスをプリントアウトしたもので、どれどれ、と目を通す周磨さんの顔がみるみるうちに崩れていく。

「ちょっ……なんだこれ。なに？　女子ってこういうの真に受けるの？　好きだよなぁー。占いとか。つーか、なんだこの『いつもと違うお色気ギャップ』って！」

　いや、思いきり真に受けてましたけど？　私……。

「もう、返してくださいよ！」

　我に返り、周磨さんの大きな手から、その紙をもぎ取ろうともがく。

　私はそれを指針にして行動したのに、ここで一緒に指差して笑えるメンタルは持ち合わせていない。

「……ははぁ、なるほど。それであの、セクシー検索……」

　私の喚わめきなんてお構いなしに、面白くてたまらない、といった顔で広げた紙をもう一度見た周磨さんの口から、とんでもない言葉が漏れ聞こえる。

「で、お前はこれを信じて、エロエロ路線で俺の気持ちを掴み取ろうとしたわけだ？」

　だって、イケると思ったんだもん……。

　さも愉快そうに笑ったあと、呆れたような顔で、私の頭をポンポンと叩く。

「あのねー、俺、お前にそういうの求めてないから。お前はそれ要員じゃないから」

　……そ、それは……エッチは外でしますから、ってこと!?

「やっぱり、最中に白目むいて寝るような人は興ざめですか……」

　ポンポンされた頭に、無意識に手を持っていきながら、小さくため息をつく。

『それ要員じゃない』って、私に興味ないって言われているみたいで地味に傷つく。今まで色気なんて一ミリも出してこなかった自分を棚に上げつつ、ショックを隠し切れない。

「違う違う、なんでそうなるの、お前は」

　周磨さんは慌てて、私の両頬を正面から手で挟み込む。

　いいですよ、取り繕ってくれなくても。私だって、自分がどんなもんか自覚しているつもりだし。だからこそ、こうしてセクシー大作戦に踏み切ったわけだし。……失敗したけど。

「だーかーら、お前はそういう方面で、努力しなくても大丈夫」

　ぎゅうぎゅうと手に力を入れ、周磨さんは頼もしく笑う。

　そのおかげで、私の顔は、つぶれて唇が突き出て、目も細くなり、きっととんでもないことになっているだろう。

「よくわかんないんですけど……」

「いいよ、別に、わかんなくて」

　何故かちょっと照れている周磨さんは、やっぱりかわいい。かっこいいのにかわいいってずるい、といつも思う。

「で、この服はなんのコント？」

　周磨さんの両手が頬から離れ、解放されたところでまたやってくる謎の質問。

　もうこの作戦に関してツッコまれることはないと思っていたのに、まだなにか言い足りないんだろうか。

「へ？　これはだから、セクシー大作戦のコンセプトにのっとった『ちょっぴりセクシーなワンピース』ですよ。ほら、胸元が少し、こう……」

　両手を胸元の辺りでＶ字を描くように動かしながら説明をして、恥ずかしくなる。

　ほら、じゃないしっ！　ご紹介してどうする。

「……これも、ネットで買ったのか？」

　私のワンピースの裾を、無遠慮につまみ上げる。

「あ、これは月菜ちゃんが送ってくれました。大量の服の中から消去法に近い形でこれとなりましたが……結構かわいくないですか？」

　折角なので、周磨さんの前でくるん、とひと回りする。

「あー、あのでかいダンボール。そんであいつか。なら納得」

　周磨さんは何故かひとり、うんうんと頷く。

「……どうかしました？」

　回り終わったところで、周磨さんが笑いをこらえながら、こっちを見ていることに気づき、不思議に思って尋ねた。

「お前、それ後ろ姿、見た？」

　……後ろ姿……？

「見てませんけど」

　その笑いの意味がわからず、ほんの少し不機嫌になる。

　だいたい、なんなのよ、さっきから。

「だろうな」

　不機嫌さが伝わったのか、周磨さんが真面目な顔を作り一歩前へ出ると、急に背中に温かい感触が広がり、撫で回される。

　え？　え？　なんで？と焦る私を見て、周磨さんが面白そうに口角を上げる。

「それねー、思いっきり背中、開いてる。お前、前しか見てなかっただろ？」

　心なしか、スースーしている気もしたけれど、と思いながら首を後ろに回してみると、何故か見える自分の肌。

　ここまで開いていたなんて！　もうすぐパンツなんですけど、そこ！

「……いやー、今日届いたので、細部までチェックしていませんでした」

　周磨さんに背中を見せないよう気をつけながら言う。

「でも、よかった。お前、晩飯中ずっとうわの空だからさ、マジでクローゼットに男が隠れてたらどうしよう、って泣きそうだったんですけど」

「え……他のこと考えてるの、バレてました？」

　思わず口が開いてしまう。

　だって、確かあの時はうまく会話を繋げたはず！

「当ったり前だろー！　なんでわざわざ、たまごにかける調味料なんて、暇な主婦みたいな話をお前に振るんだよ。俺の話聞いてるかどうか、かまかけたの」

　周磨さんは勝ち誇ったように私を見下ろす。

　……そう言われてみれば、確かに。

「……よかった」

　私の耳には、しっかり聞こえた。小さい声だったけど、周磨さんの安堵の呟きが。

　なんてかわいらしい人なんだろう。イケメンで、社内の人望も厚くて、頭もよくて、仕事もできて……こんなになんでも持っているのに、私を必要としてくれていて。

「周磨さん、好きです」

　思わず気持ちが口からこぼれ落ちた。自信があるから、はっきりと伝えられる。

「……なーんかお前、上からじゃねーか？」

　いじけたように答えた周磨さんに、向き合っていた体勢から、突如またぐるっと回り込むように押し倒されて、背中に柔らかなソファの生地を感じる。

　ニヤニヤしながら唇からちょっぴり舌を出すなんて、セクシーすぎて反則だと思います！

「で、姫は散々悩んで、どんなセクシー下着で俺を落としに来たわけ？」

　そ、そういうつもりじゃなくて……！と、言い返そうとしたけど、ひと足遅く、私の唇は、熱い周磨さんのそれに、あっという間に塞がれてしまった。

「……んっ」

『どんな下着で』と聞いておきながら、折角の新品のかわいいオフホワイトの上下セットは、ろくに見てもらえなかった気がする。

　そんなことを気にしているうちに、一瞬でなにも考えられなくなってしまう。激しくて、優しくて、熱くて。

　周磨さんの手が、声が、唇が、身体が、私を求めているのがわかる。そしてそれは私も同じ。

　ふと温度が下がり、唇がほんの少し自由になる。

「周磨さ……、好き」

「知ってる……」

　何度も名前を呼んで、何度も周磨さんを感じた。

　このまま、ひとつに溶けてしまえばいいのに。




「……寝てる」

「ほんとですね」

　そっと寝室を覗き込む周磨さんと私。

　声を出さないように気をつけつつ、随分長いあいだイチャイチャしていた気がする。それなのに、いつもなら泣きだす理人の声が聞こえなくて、心配になり見に来たのだ。

　やっぱり、理人の存在が頭から消えることは絶対にない。

「効いたんだな、あれが」

　得意げに言いだす周磨さんに、思いきり訝しんだ視線を送る。

「あれってなんですか？」

「ん？　ママと仲良くしてる時は邪魔すんなよ、おっぱい貸してやるからって言っておいた」

　彼は、両手を前に出し、多分おっぱいを揉んでいるらしき、古めのコントのような仕草をする。

　いや、おっぱいの所有権は私にあると思うんですけど……。

「それ、いつ言ったんですか？」

　ちょっぴり呆れながら隣にいる周磨さんの脇をつつく。

「え、お風呂でも、いつでもどこでも、ですけどなにか？」

　わざと、したり顔で私をバカにする。なんて子供なんだ、この人は。

「よし、こんだけ協力的なら、もう一回仲良くするか」

　ふざけながら軽くキスをされる。

「んっ……いやもう、大丈夫です。私、シャワー浴びてきますんで」

　キスを受け止めたあと、緩く身体を押し返すと、私が触れたところに手を当て、大袈裟に言い返してくる。

「うわー、つめたー！」

「声が、大きい!!　理人が起きたら周磨さんが寝かしつけてくださいね？」

　ふたりで小さく笑い合い、寝室のドアをそっと閉める。




　このあと、ソファのところに落ちているオイルパットを発見されて、また爆笑されてしまったのだけど。

　私はとってもとっても、幸せだ。
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あとがき




　初めまして。この本を手に取ってくださって、ありがとうございます。

　このあとがきを書いている今も、まだ夢かもしれないと思っている自分がいます。今まで沢山の本を読んできて、その世界に引き込まれ、泣いたり笑ったり感動してきました。




　初めて、『読む側』から『書く側』になって、わかったことがあります。それは、物語は沢山の人によって作られているということです。

　このような形になるまでに、本当に沢山の方に力を貸していただきました。サイトでいただくコメントに励まされ、増えていくプレビュー数に心躍りました。書き上げたものを、編集の上野さんを始め、額田さん、三好さん等沢山の方がより深く読み込んで導いてくださったおかげで、しっかりと文字で表せたように思います。

　そこに、かわいらしいイラストで物語の一部を切り取ってくださったイラストレーターの藤那トムヲさんにも感謝いたします。そして、それを作り出す時間を与えてくれ、協力してくれた家族の存在にも救われました。

　一冊の本が形になるには、読者の方、編集の方、本当に沢山の方の力が詰まっているのだと改めて実感しました。この場を借りてお礼を言わせてください。本当にありがとうございました。

　このお話は、仕事以外のささやかな趣味の時間にしか楽しみを見い出せなかったちょっと消極的な主人公が、他人と気持ちを通わせ、悩むうちに、段々自分に自信を持ち、前向きに頑張る過程を描きました。身近な友達の恋を応援するような気持ちで読んでいただけたら幸いです。




　そして最後に、今これを手にしてくださっている方に、心から感謝いたします。うっかりなにかと間違ってしまった方、なんとなく手に取ってみた方、それでも凄く嬉しいです。

　ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。

　またどこかでお会いできることを祈って。
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